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　　陣じん内ない忍しのぶの黙もく示し録ろく　Ａ面　OP_code"Personal_apocalypse".







　　　　　？（3rd person　Day??/?? ??:?? - ??:??）




「ロスト、バゲージ？　……は？　つまり、その、何だ。見失っちまったっていうのか!?　あの『荷物』は最高機密だぞ!!」




「なくなってしまったものは仕方がない。喚わめいたところで『荷物』が出てくるのか？」




「それほど大事なものを、どうして手荷物で機内に持ち込まなかった？　これは正式に報告させてもらうぞ!!」




「そんなにヤバいものだから、手元に置いておきたくなかったんだ！　国内線だからって舐なめてかかって痛い目を見た同僚はたくさん知ってる!!」




「よし、分かった。諸君、冷静になろう。輸送中の『荷物』は現場判断で民間人の旅行カバンへこっそりと忍ばせて輸送していた。その旅行カバンがロストバゲージで行方不明になった。ここまでは良いか？」




「旅行カバンは追跡できないのか？」




「発信機なんてつけたら傍受されていただろうよ。ちょっかい出してくださいって世界中に言っているようなもんだ」




「つまり」




「『荷物』がどこの空港に向かったかは誰だれも分からない」




「航空会社も馬鹿じゃない。じきに発見され、民間人の学生へ連絡が入るだろう。その学生が旅行カバンを受領するまでは手出しができん」




「誰だれかが身分を偽って、横から旅行カバンを回収する事は？」




「派手な動きをして目立ちたいのか？　『荷物』の存在が露ろ見けんするリスクが発生するが構わないんだな？」




「……くそ」




「そういう事だ。残念ながら、もうこうなったら神様にでも祈るしかないな」




　　　　　２（Day10/03 20:30 - 21:20）




「むにゃ……」

　口元からなんか垂れたような感触で、俺は思わず目を覚ましていた。

　感覚的にはわずかに遅れて、ざわざわがやがやとした喧けん噪そうが全方向から耳へ飛び込んでくる。

　ここは確か……、

「忍しのぶ」

　状況を確認する前に、聞き慣れたグラマラス座ざ敷しき童わらしの声が聞こえた。

「……別に私を抱き枕代わりにするのは構わないけど、浴衣によだれを垂らすのはやめてちょうだい。ぶっ飛ばされたいの？」
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「わはァお!!!???」

　慌ててベンチから飛び跳ねるように起き上がったところで、右足のふくらはぎの辺りが不自然につった。硬い床の上を転がり、膝ひざを伸ばして両手で爪先を摑つかんで手前に引っ張る事で何とか応急処置を施していく。

　ようやく状況を思い出した。

　そう、そうだ。ここは『金きん鉱こう島とう』とかいうインテリビレッジに隣りん接せつした国内フロート空港のロビーで、ロストバゲージした旅行カバンの行方がどうなったのか、職員さんからの連絡を待っていたんだった。ちなみに両親はさっさと旅館に向かってしまった。……ま、行方不明になってどこの空港へ流れていったか分かんない旅行カバンが、その日の内に発見されるなんて俺も思っちゃいねえんだけどさ。

　……旅行の初日からトラブルとか、なんかバチでも当たったのかね。

　今日は平日だけど、インテリビレッジの跡取り息子系には公然と学校を休む口実ってのがある。教科書と黒板使った詰め込み教育よりも、親の仕事についていって家業の勉強をする方が有意義だ、って思われている節があるからだ。

　つまり、今回の旅行も『親の仕事』のついでって感じだった。

　当然、親と一緒じゃやれる事も限られちまうってのがマイナスだが、でも『みんながお勉強している中で堂々と学校を休める』のはやっぱり解放的な気分にしてくれるもんだ。

「今日はもう駄目そうね。このままだと格安航空の空港寝泊まり組と一緒に一夜を明かす事になりそうよ」

「……仕方がねえな。ケータイの番号だけ職員さんに教えておくか」

「別に、カバンの中に見られて困るものが入っていた訳じゃなかったんでしょう？」

「馬鹿言え、自慢の勝負パンツが入ってんだよ」

　妙に背筋をピンと伸ばし、『非は認めるけどゼッタイ謝らないからねっ！』という何ともアメリカンな空港職員と連絡先の交換を済ませると、俺は座ざ敷しき童わらしと一緒にフロート式の空港を出る。

　グワッ!!!!!!　と。

　夜の闇やみを吹き飛ばすような、圧倒的な光の洪水が視界いっぱいに飛び込んでくる。

　ネオン、ネオン、ネオン、ネオン!!　省エネ大国も地球温暖化も何のその、どこもかしこも『クリスマスでやり過ぎちゃった家』みたいにビッカビカに輝かがやいている。トランプ、ルーレット、バニーガール、そして札束や金貨袋。電飾看板のモチーフにされている記号性は、いちいち一つ一つ追っていかなくても、ある特徴が存在するのは誰だれでも分かる。

　つまり、

「日本のベガス、カジノ特区『金きん鉱こう島とう』へようこそ!!」

　空港の敷しき地ちを出て三歩で声を掛けられた。

　ダックスフントみたいに胴体がやたらと長い、真っ白なリムジンの側面。そこに背中を預けている運転手のおっさんだ。

「今日はどちらまで？　見たところガキンチョっぽいけど、座ざ敷しき童わらしなんて連れ回しているって事は相当のボンボンだろ。どこで遊ぶか迷ってるなら一通り案内しようか？　カジノ特区の公営ギャンブルは年ねん齢れい制限がねえからな。『試験的制度』の抜け穴に乾杯だ！」

「あー……旅館まで行きたいんだ。でも細長い車ならバスで十分」

「そんな貧乏臭くせえ乗り物が走ってると思うのか？　ここは日本のベガスだぜ。俺がケツ預けてんのが最低価格。ここならヘリだってクルーザーだって珍しくない。なあに、リムジンだって送迎だけなら普通のタクシーとそう変わんないよ。初乗りは八〇〇円、三〇〇メートルごとに一二〇円ずつ。実に良心設定、だろ？」

「確認するけど、白タクじゃねえよな？」

「後ろ回ってナンバープレート確認しなって、ちゃんと緑色だから。大丈夫だ、島中ぐるぐる回って何万円も請せい求きゆうするような悪徳業者じゃねえから。なに、こういうの初めてなの？　ガッチガチじゃーん」

　島自体は小さなもので、あちこち立ち寄らねえ限り値は張らねえはずだ。地図で見せてもらった旅館までは、二〇〇〇円もあれば到着できるだろう。

「分かった、負けたよ。ただし今財布には二〇〇〇円しか入ってない。メーターがそれ以上進まねえ内に旅館まで運んでくれ」

「はははっ、ガキの小遣いかよ!!」

「親の旅行についてきたってのは否定しねえが、何よりロストバゲージしちまったんだ。荷物のほとんどはどっか別の空港に飛んで行っちまったよ」

　真っ白なリムジンの後部座席に、座敷童と一緒に乗り込む。なんか映画で観みるような夢空間が広がっているが、小型冷蔵庫を開けようとは思わなかった。ドア開けただけでいくら取られるか分かったもんじゃねえし。

　はるか遠くにある運転席から、おっさんが声を掛けてくる。

「お客さんどちらまで？」

「えーと、『金かね鶴づる亭てい』って旅館まで」

「イチャイチャするなら、これ、この、スモークの仕切り閉めて密室にしちゃう事もできるけど？」

「開けたままで良いよ余計なお世話だ」

　意外と乱暴な走り出しで夜のカジノ街へ滑り出す純白リムジン。窓の外へ目をやると、そのまま爆ばく発はつしそうなネオンに照らし出されて、あちこちにヤシの木が立っているのが分かる。

「九州ってもう南国なんだよなあ」

「泥まみれの金山も大きく変わったよ。今じゃ観光の方がウェートは大きいくらいだ。『重じゆう巡じゆん島しま』なんて呼ばれていた頃の廃はい墟きよ群ぐんなんかも人気のスポットらしいし」

「なんかのゲームの舞ぶ台たいになったんだっけ？」

「ゾンビものだよ。何でああいうのって海外だと馬鹿ウケすんのかね」

　カジノの街だからか、あっちこっちに普通の街では絶対に歩けない服を着た人達たちが行き来している。客寄せのバニーガール、派生形としてネコミミ？　礼服やドレスを纏まとう紳士淑女の皆様に、後は……、

「な、何なんだ？　アメリカ辺りのグラビア雑誌にでも出てきそうな、やたらケバケバしいミニスカートの女性警官がたくさんいるけど」

「ありゃ警官じゃなくて武装警備員だよ。腐ってもインテリビレッジだ、今さら警察の権限増幅なんか誰だれも望まねえ。でもって商売ってのはどれもこれもお客様のニーズに応えるもんだ。黒革のブーツで踏ふまれたいヤツは思ったよりも多かったって事だろ」

　……と、さっきからインドア妖怪が物静かになっている。得意の人見知りスキルでも発動したかと思ったが、そういう訳じゃねえらしい。

「……あー……こう、ギンギラしたのってあんまり好みじゃないのよね。全体的に頭が重い……」

「一応、この島もインテリビレッジに指定されてんだけどな」

「どの辺が……？」

「島の裏側は昔ながらの金山みたいだし、そっちまで回れば気分も良くなるんじゃね？」

　妖怪は都会を嫌う、って習性については、人間の俺にはどうやったって想像するのが手一杯だ。実感なんて湧かない。何となく、乗り物酔いとか、風力発電のプロペラが生み出す低周波がダメなんです、みたいなのを想像してんだけど。

　と、運転手のおっさんが振り返らずにこう言った。

「そうそう、お客さん、気をつけなよ」

「何が？」

「べっぴんさんの座ざ敷しき童わらし連れ回すのは良いけどさ、妖怪ってのは基本的にカジノの出入りは禁止なんだ。こっそり中に連れ込むと、それだけでイカサマ疑惑を持たれちまう。妖怪の摩ま訶か不ふ思し議ぎな力があればやりたい放題だからな」

　ほれ、と運転手は親指で窓の外を指し示した。

　つられてそちらへ目をやると、カジノの出入口から出てきたダークスーツの警備員が、何かぬいぐるみのようなものをいくつかポンポンと歩道へ投げ捨てているのが見えた。

　いや、違う。

「何だありゃ？　タヌキとキツネと……」

「最後の一匹はムジナだろ。ああいう風に摘つまみ出されるのは可か愛わいい方だ。下手すりゃ口に出すのも憚はばかられるような目に遭っちまう」

「……カジノ特区って、『大きな犯罪組織』とかが関与できない枠組みを決めるためのテストもしていなかったっけ？？？」

「だったら？　怖いのは昔ながらの怖いお兄さんだけとは限らんのよ。そもそも日本のベガスは『試験的制度』だからな、何事も完かん璧ぺきとは呼べんのだ」

　うー……と傍らの座ざ敷しき童わらしが低い呻うめき声をあげる。うるさい頭に響ひびくちょっと黙だまれ、のサインらしい。

　中型のチャーター機くらいなら着陸できそうな広い道を突き進むと、純白リムジンはカジノ街を抜け、島の裏側へと回り込んだ。

　光が。

　一気に、消える。

　まるで空間一面にべったりと墨汁を塗りたくったような、黒一色の世界。ぶっちゃけ、こちらもこちらで満天の星とか蛍の光とか見所はあるんだろうけど、あの眩まばゆい光に慣れてしまった俺の目には、そういう繊せん細さいな光の芸術は捉えられなくなっていた。全体的にはパイナップル的というか、『はっぱ水着』でも作れそうな南国の木々でいっぱいだけど、所々に楓かえでや銀杏いちようなんかも混じっている。ただ、それらもひっくるめて『山盛りの真っ黒な影かげ』って感じだ。

　一方、先ほどまで二日酔いみたいにうーうー言っていた座敷童が、何やらキリッとした顔になっていた。

「シャッキリした」

「あーそー。しっかし同じ島でも場所によってここまで雰囲気変わるかね。街灯の一つもなし。あっちに並んでいるのって何なんだ？　廃はい墟きよ？？？」

「『重じゆう巡じゆん島しま』なんて揶や揄ゆされていた頃の集合住宅とか劇場とかじゃないかしら。運転手の言葉を信じるなら、日本全国の廃墟マニアを呼び寄せる貴重な観光資源ってヤツよ」

　仕事の一いつ環かんなのか、おっさんは俺達たちの疑問にいちいち解説を加えてくれる。

　見た目はボロボロの廃墟の群れだが、実際には安全に見学できるよう、合成樹脂やら何やらで徹てつ底てい的てきに補強しているらしい。同時に、かなりの数のセンサーと人員を投入して、馬鹿な酔っ払いがスプレーアートに挑戦しないよう見張ってもいるとの話だった。

「……あれがカジノと並ぶ二大巨頭って言われてもなあ」

「マニアってのは確実なリピーターになるからな。好きなもんのためならいくらでも金を出す人種だし。馬鹿にできねえのよ？」

「全くイメージできねえ……。カジノ区画にホテルを置いてはいけない、宿泊施設はみんな島の裏側に、って決まりだって、不公平を解消するためのもんじゃねえの？」

　この『金きん鉱こう島とう』はフロート式の空港と港湾ブロックを除いた『本来の大きさ』だけなら、一周およそ五キロの小さな島だ。中央に金山、外周の沿岸部は大きく分けてカジノ街と地元民の住む鉱山街に大別される。空港はカジノ側、港は鉱山側に属する。さっき話に出ていた廃はい墟きよ群ぐんは、山側の麓ふもと近くをぐるりと囲むように乱立しているって訳。

「着いたぞお客さん。『金かね鶴づる亭てい』で良いんだろ？」

「わお。なんかメチャクチャデカいな。これ本当に職人が手で作ったの？」

「手間暇だけならどこぞの城もびっくりだってよ。『金きん鉱こう島とう』じゃ一等は旅館、二等は停泊中の豪華客船、三等はレンタルしたクルーザーって話だからな。親御さんに感謝しなよ。マジで一生もんの思い出だぜ、こんなの」




　　　　　３（Day10/03 21:20 - 21:45）




　とりあえず旅館の中に入る。

　レトロなアーケードゲームだの卓球台だのは置いていない。

　あちこちでパタパタという軽い足音が聞こえたり、子供の笑い声みたいなのが微かすかに聞こえるが、音源は何だかあやふやだった。

　きっと、人間のものじゃない。

　応対する中居さんとかも、うちのインドア妖怪を見ても少しも驚おどろく様子がねえし。

「これ、全部座ざ敷しき童わらしだろ。儲もうかってんなあ……この調子だと下手すりゃダース単位で居着いているんじゃねえのか？」

「臼うす挽ひき童、蔵ぼっこ、のたばりこ。みんな座敷童の亜種だけど、本家本元の私とは『格』が違うのよね」

「あん？」

「座敷童って有名な妖怪だから、近似、類似する妖怪が片っ端からひとくくりにされているのよ。発生や出自一つ取っても、間引きされた赤子の集合体から河かつ童ぱや貉むじなが変へん化げして棲すみ付いたものまで色々あるもの」

「……俺にはお前の方が変種っつーか、イレギュラーな座敷童に見えて仕方がねえんだがな」

　中居さんの案内でやたらと長い板張りの廊下を進み、目的の部屋の前まで辿たどり着く。中居さんが良く分からん作法に則のつとって機械のように襖ふすまへ手を掛けようとするのを片手で制し、自分でスパンと大きく開く。

　地獄絵図が広がっていた。

「あっひゃっひゃっひゃっひゃ!!　せーかーいーがー、ぐーるぐる回るうー……」

「……、」

　いつもは寡か黙もくな父ちゃんが、寡黙なまんま、ぐでんぐでんに酔っ払った母ちゃんの手でメチャクチャに振り回されていた。座卓と言わず畳の上と言わず、あっちこっちにナッツやスルメが散らばっている。すっかり空になった一升瓶がそこらじゅうに転がっていた。ああ、『赤浴衣』に『黒髪美人』。どうも自前で持ち込んだ純米大だい吟ぎん醸じようを空けていたようだった。

　父ちゃんの首に腕を回して抱きついたまま、赤ら顔の母ちゃんは頭をふらふらと揺らしながら、

「んー、おー……忍しのぶ？　もう夕飯下がっちゃったからご飯抜きっぽいぞお？」

「げえ!?」

「旅館はホテルと違って、食事は決まった時間に『やってくる』ものだからねえ。厳守しないと食いそびれるって訳。あれ？　どっか行くの？？？」

「床に落ちてるナッツやスルメじゃ腹は膨ふくらまねえだろ。そうと分かったらどこかで食い物探すしかねえ。……この辺って、コンビニくらいあるよな？」

「知らなーい。入口近くに売店あったと思うけど。おにぎり一個二五〇〇円だって。具なしでこれだよ、梅干し一個で値段が倍以上に膨れ上がる。さっすが観光地だねえ」

「……インテリビレッジって、深刻なインフレでも起きてんじゃねえのか？」

　言うだけ言うと、再び部屋を出て通路へ。一いつ瞬しゆん、寡か黙もくな父ちゃんが救いを求めるような目でこっちを見ていたような気がするが、あそこに割って入るほど親不孝なつもりもねえし。

「で、何でついてきてんのグータラ妖怪」

「カジノ行くんでしょ？」

　ビクゥ!!!???

「……ざ、座ざ敷しき童わらしさん？　どうしてそんな結論に？」

「ご飯抜きって言われた割に落ち込んでいない。もっと気になる事がある。おあつらえ向きに、夜の外出でも怪しまれない口実をもらってウッキウキ。で、親に内緒で楽しめる、お外にある遊興施設と言ったら？」

「分かったよ、黙だまっててくれりゃ文句は言わねえ。でも超常使う妖怪ってカジノの中は立入禁止だぜ。幸運を招く座敷童なんて真っ先に警戒されるぞ。外で待っているだけで何が楽しいんだ？」

「何を言っているの。あなたがすっからかんになって途方に暮れる顔を見れるなら十分じゃない」

「……お前、確認するけどホントに種族は座敷童だよな？」

「座敷童って、絵本にあるほど無害な種族じゃないのよ？」

　インドア妖怪は軽く肩をすくめて、

「でも、財布の中にいくら入っているの。カードの限度額も大した事ないでしょう。スロット一回回せるかどうかも怪しくない？」

「そこは調べてる。初めてのお客さんには三万円分のチップを無む償しようで渡してくれるビギナーズラック制度ってのがあるらしい。ただし、店を出るまでにその三万円分を使ってもらうのが条件らしいけど。負けてもチャラだし、儲もうけた分は財布に入るって寸法だ」

「……ギャンブルの味を舐なめさせて、後からどっぷり漬け込むための施策じゃない」

「どっちみち、二、三日でこの島を離はなれるんだ。パチンコや競馬と違ってどこでもできるもんじゃねえ。依存症になるような機会がそもそもねえだろ」

　一応、旅館の売店を覗のぞいてみたが、すぐに顔をしかめて退散した。普通の自販機で売っている缶ジュースが一本で一〇〇〇円以上する。どうも食材が豪華だからお高くついている、っていう『今時の田舎』特有の話でもねえらしい。ここの商品には値段に見合う価値はない。

「ご飯はどうする訳？」

「勝てばバニーガールつきの豪華な食事が待ってる。負けたら涙を吞のむしかねえな。ちょっとは応援する気になったか？」

　旅館の正面玄関近くには木製の立札があった。『ＶＲカジノ都市「重じゆう巡じゆん島しま」も併設されております。パソコン、携帯電話、スマートフォンなどからどうぞ。───金きん鉱こう島とうカジノ振興会』との事。

「『重巡島』って、さっきのタクシーでも出てこなかったっけ？」

「江戸とか邪や馬ま台たい国こくと一緒で、古き良き時代という憧あこがれの象徴なんでしょう」

「にしても、バーチャルカジノねえ。せっかくカジノの島まで来たのに、テレビゲームみてえにしちまって面白いのかよ？」

「現金の代わりに島内で使えるポイントをやり取りするみたいね。単位は『ギヤ』。大手のドラッグストアとかレンタルビデオとかネット通販とか、四〇〇〇万人以上が加入している化け物ポイントカードと提携しているみたいだから、ほとんど仮想通貨って呼んでも良いようだけど」

「おいグータラ……」

「ただ、このアプリ勝手に位置情報を送信するらしいのよね。カジノ特区の島内でしか遊べないようにするための仕組みでしょうけど、イラッとするのは変わらないものね」

「何でそんなに詳しいの？　テメェまさか俺のスマホで勝手に賭かけ事してねえよな!?」

　いくら追及しても、しれっとした顔で目を逸そらされるのみ。くそう、やはり爆ばく乳にゆうの胸元に収まったスマホはいつか奪だつ還かんせねばならぬなのだった！

　ともあれ、旅館を出る。

　ねっとりとした墨汁みたいな闇やみが広がる田舎の夜。それを見回して、俺は軽く息を吐いた。

「……さて問題が一つ」

「島の反対側にあるカジノ区画までは、歩いていくしかなさそうね。ご自慢のビギナーズラック制度も、タクシーには使えないんでしょう？」

「……、」

　不安になって、思わず携帯電話の画面に目をやった。

　気温二八度、という数字に全身から気味の悪い汗が噴ふき出してくる。
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　メチャクチャ時間がかかった。

　島に来た頃は意外に涼しいな、と思っていたが、どうやらそれはカラッとした湿度の低い夜風のおかげだったらしい。二八度というデジタルな数字を見た途端、本来の熱帯夜がぶり返してきたような気分になった。

　そんな中での地獄のラリー。

　全身汗だく、ちょっと死にたくなるくらい体の中に熱が籠こもってる。

　どう考えたって、こんなのはカクテルグラス片手に金貨と踊るリッチでイケてるカジノ王のビジョンとは繫つながらねえ。

「格好つけようとするとばちでも当たるのかもしれないね」

「ぜ、ぜえはあ!!　わ、悪い事はしていねえはずだ……!!」

　時間はもうてっぺんを回りそうな感じだが、カジノ街としては、むしろここからが本番なのだろう。行き交う高級車や、きらびやかなドレス姿の女性達たちの勢いは留とどまるところを知らない。あっちこっちで派手な打ち上げ花火が上がっているのを見ると、これくらいの時間帯では安眠妨害には当たらねえようだった。

　ぜえぜえはあはあ必死に呼吸を整えていると、どこかからくすくすと押し殺すような笑い声が聞こえてきた。振り返ってみれば、建物の隙間から一二、三歳程度の小さな女の子がこちらを覗のぞき込んでいる。

「……何だありゃ？」

「妖怪でしょう。臼うす挽ひき童わらし……私と同じ座ざ敷しき童の一種じゃないかしら」

　髪の長い少女は、ただでさえ丈の短いミニ浴衣の上、肩の辺りも花おい魁らんみたいに盛大に着崩していた。なんかチューブトップ系の肩出しドレスみたいになってる。

「ただ哀かなしいかな、グラマラスなインドア妖怪に比べりゃよっぽど座敷童『っぽい』気がするんだが」

「あれは臼挽き童だっつってんでしょ。本家本元を舐なめないでちょうだい」

　目が合うと、臼挽き童はきゃーきゃー言いながら路地の奥へと引っ込んでしまった。不良少年の眼力に怯おびえているというよりは、おちょくられているような気がする。

　まあ、今の俺達には関係のない話か。

「忍しのぶ。どこのお店に入るの？」

「ビギナーズラック歓かん迎げいって看板が立っているトコならどこでも。施設の半分くらいはそうらしいぜ」

　とか何とか言い合っている時だった。

　近くのカジノの扉が開き、バーテンみたいな服を着た男が、路上へ何かぬいぐるみのようなものを複数放り投げた。ぽんぽんぽん、と柔らかく弾む物体の正体は、どうやらタヌキとキツネとムジナのようだった。『～のようなぬいぐるみ』ではなく、そのものだ。

　というか、さっきタクシーの窓から見たヤツとおんなじ連中じゃねえのか、こいつら？

「バッキャロー!!　なんべん言ったら分かるんだ。ここは妖怪禁止！　蕎そ麦ばでも食って寝てろ、間抜け野郎!!」

「うるさいわ！　超常は使わんと言っているだろう。これは純粋なカードを使った勝負なのだ。さては負ける匂いがした途端に難なん癖くせをつけておるなー!!」

　キツネが手（……いや、前脚？）をピコピコ振りながら抗議の声を発しているが、バーテン男は路上へ軽く唾を吐くと、そのまま店内へ引っ込んでしまう。

　うつ伏せに倒れたままのタヌキが、呻うめくように言った。

「ううう……。や、やはりこの乳母めには無理だったのでございます。悪徳詐欺師から奪われた現金をカード勝負で取り返すだなんて……」

　ムジナが頭から湯気でも出しそうな勢いで起き上がった。ああ、ムジナってのはアナグマな。たまにタヌキと間違えられる事はあるが、基本的に別の動物だ。

「何をっ!!　やいタヌキ、せっかく古こ珠だま亮りようを見つけたというのに、ここで引き下がる気かね!?　それでは婆様と孫娘はどうなるのだ。あの二人は今病院だ。それだって治ち療りよう費ひは請せい求きゆうされる。失った金が戻ってこないと困るではないか!!」

　……あー。

　俺は思わず目を逸そらして、

「なあ座ざ敷しき童わらし。これは、すごく関わりたくねえんだが……」

「でも三匹揃そろってこっち見てるけど。妖怪に好かれる体質も善よし悪あしね」
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　路上で簡単な説明を受けた。

　彼ら（？）三匹は四国からやってきた妖怪らしい。

　キツネは庭師として、タヌキは乳母として、ムジナは用心棒として、代々の人間の当主に仕えているのだそうだ。

　……どれもこれも、極端に善悪の差が激しい妖怪だよな。悪いヤツになると、一人暮らしの老婆とかを殺してなりすまし、里の人々を次々と食べていく、なんて猟奇的な話もあるくらいだし。

　この話、都会の学者なんかは多分根底にあるのは『山から来るよそ者』への警戒心の表れとかって言ってる。今と違って、大昔には指紋やＤＮＡを調べる方法はない。戸こ籍せきだって管理は適当で、集落からちょっと離はなれた場所で暮らしている老人と入れ替わるのくらい、そう難しくはなかったとか。

　でも。

　こうして目の前に二足歩行の動物がいるからなあ……。

「ご主人は由緒ある家の方なのだが、インテリビレッジ制度には乗り気でなくてな。地方の都市化を推進する側に回っておった」

「……ああ。となると」

「お察しの通り、時代の波に乗り損ねたのでございます。没落、などと呼ぶ輩やからもいるほどに。今では田舎暮らしであるものの、ごく一般の会社員とそう変わらない生活を送っております」

「我らの忠義は不変だがね！　貯金の大小など人の器を測る基準になどならないのだよ！」

　……カジノの街でそんな事を言われてもなあ。

　明らかに金絡みのトラブルを抱えていそうな感じだし。

　座ざ敷しき童わらしは肩をすくめて、

「悪徳詐欺師というのは？　善良な詐欺師というのに心当たりもないけれど」

「古こ珠だま亮りよう。婆様のにっくき敵なのだ！　あの手この手で、言葉巧みに儲もうけ話を信じさせてだな……!!」

「具体的にどんな手口で？」

「絶対に損失が出る事はない投資話があると」

　一いつ瞬しゆん、眩暈めまいがした。

　まさかと思うけど、そんな電話でできるような短い話を信じたっつーのか……？

「笑いたければ笑うが良いのです」

　乳母のタヌキが、頰ほおと腹を膨ふくらませて呟つぶやいた。

「……でも、あの時はお孫さんが急に病に伏せられまして。日本国内では治ち療りようのできない難病。渡航し、手術を行うためには年金だけでは足りなかった。そんな折に、笑顔を浮かべてあの男が近づいてきた。溺おぼれる者が藁わらを摑つかんだとして、その行為のどこに非がありましょう」

　はあ、と思わず重たい息を吐く。

　グラマラスな座敷童は、自分の胸を押し上げるように腕を組むと、横目で俺の顔をチラリと見た。

　尋ねてくる。

「どうするの？」

「知るかよ。こっちはただの高校生だ。金絡みの専門家じゃねえし」

　確かに、俺は人間だ。この場にいるキツネ、タヌキ、ムジナ、座敷童……そうした妖怪と違って、カジノの中には入れる。古珠亮とかいう詐欺師と対面するくらいはできるかもしれねえ。で？　だから？　ただの素人の学生が、騙だましのプロと何をどう渡り合うってんだ？？？

　一人でできる事なんて何もねえ。

　情にほだされたところで、身ぐるみを剝がされるのがオチだ。

「ただし」

　そこで、区切るように俺は言った。

　ぬいぐるみみたいな妖怪達たちが一斉にこっちへ注目する中、俺はポケットから携帯電話を取り出す。

「金絡みなら滅法強いクラスメイトを知ってる。まずはそいつに相談だな」
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『忍しのぶクンはあれだよね。こんな時間に平気で電話をかけてくるとか、そろそろ惑まど歌かちゃん依存症って診断書をもらった方が良いんじゃない？』

「堪えてますって口振りでもなさそうだけど？　お互い健全じゃねえ生活を送っていて何よりだ」

『ん？　なんかジャラジャラ音してるんだけど、忍クン今どこにいる訳？』

　変人美少女小こ手て蜜みつ惑歌の声に、俺は思わず周囲を見回した。

　表の馬鹿みてえな光の洪水と違って、カジノの中に入ってしまえば柔らかい照明と室内音楽が空間を適度に満たしていた。やや音量が大きめなのは、ルーレットやスロットなどの作動音を誤ご魔ま化かすためのものかもしれねえ。赤い絨じゆう毯たんに、シックな木の柱、テーブルの上を彩る緑色のマットなど、とにかく色合いは多い。

　観光地って話だけど、礼服やドレスの男女は夏の海岸みたいな鮨すし詰づめって感じじゃねえ。ゆったりのんびりがここの基本らしい。

　俺は二階席から見下ろすような格好で、一階にあるポーカーのテーブルへ目をやる。

　高級なスーツに、ベルトに、靴まで、どうやら件くだんの詐欺師さんは蛇革がよっぽどお気に入りらしい。カクテルグラスに入ってるの、マムシ酒じゃねえだろうな。

「お金にうるさい惑歌ちゃんに聞くんだけどさ、古こ珠だま亮りようっての知ってる？」

『ああー……』

「知ってるって声だな」

『投資の世界じゃ面倒臭いヤツだよ。あいつにとっては株の売買はビジネスじゃなくてギャンブルって感じでさ。スリルを楽しむため一度に億単位の額で売ったり買ったりしてる。行動に予測がつかないから、巻き込まれて株券を紙かみ屑くずに変えられたヤツも珍しくない』

「そいつ一体何がしたいの？」

『だーかーらー、スリルを味わいたいんだって。趣しゆ味み知ってる？　美術品の競売だよ。ただ、馬鹿みたいな金つぎ込んで手に入れた絵画だの彫刻だのは、その日の内に適当な美術館へ寄き贈ぞうしちゃう。手に入れるまでが楽しいんだってさ。迷惑な事この上ないよ』

「で、その軍資金は？　そんな派手に動き回ってんだ、どっかのボンボンって程度じゃ干上がっちまうよな」

『わざわざ私に相談してんだし、もう分かってるんじゃない？　あいつは遊びのために人を騙だまして、手に入れた大金でスリルを楽しむ。財布がスッカラカンになったら、またカモを探しに出かける。……さっき、手に入れた絵画や彫刻を美術館に寄き贈ぞうするって話したじゃん？　おかげで各国政府は借りを感じているらしくてさ。吞のん気きな役人達たちは必要悪なんて考えてるから、まともな捜査なんて期待できないよん』

「何がスリルを楽しむだ。思いっきり安全地帯を構築しやがって……」

『でも、手口自体は馬鹿でも分かる単純なもんだよ。まさかと思うけど、忍しのぶクンの家がそんなのに引っ掛かったなんて話じゃないよね？』

「ちょっとした知り合いの話だよ。四国の婆さんが難病の孫娘を助けるために資産運用を考えたところで引っ掛かったんだと。この話ってマジだと思うか？」

『さあね、情報少な過ぎ。ただ、確認取れてるだけで古こ珠だま亮りようって全国で二〇〇〇人くらい騙しているからさ、その話自体は噓うそだったとしても、似たような事はやってんじゃない？　その難病の孫娘ってのも、いかにもあいつの手口っぽいし』

「あん？」

『話術が猿さる並なみなのに、どうしてみんな騙されると思う？　何な故ぜだか知らないけど、身内が交通事故に遭ったり家が火事になったり、そういうタイミングでふらっと現れるからだよ。まともな判断能力をキープできない時を狙ってくる。どうせ「きっかけ」だって、あいつが裏で手を回してんでしょ。……その難病、劇物の摂取で再現できるものだったりしない？』

　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　思わず、俺はもう一度、二階の手すりから一階のポーカーテーブルへ目をやった。

　こうしている今も、全身蛇革でビシッと決めた色男は高級酒に酔いしれながら、ディーラーから配られたカードを弄んでいる。

　光の中で笑う男には、汚れらしき汚れはない。自分で吸った、血の一滴すらも。

『あのう、忍クン。マジでお金が入用だったら、私が何とかするけど？　今から会計士に電話一本入れれば二〇億くらいザザッと動かせるし』

「クラスメイト相手にどんだけ借りを作りゃ良いんだよ、おっかねえ。それに、そんな方法じゃつまんねえ。気持ち良く勝ったとは言えねえよな」

『？』

　そう、例えば、島内にいれば携帯電話やスマホからでも遊べるらしいＶＲカジノ都市の重じゆう巡じゆん島しまなんかで、コンピュータ相手に馬鹿勝ちしたって『気が晴れる』訳じゃねえんだ。

「あのクソ野郎から」

　空いた手を使って、親指と人差し指を立て、拳銃のジェスチャーを作る。

　多くの美女に取り囲まれてご満悦の蛇男の顔へ、真っ直すぐ突き付ける。

「奪われたものを全て取り返して、さらには利息もふんだくる。……そこまでやらねえと納得できねえだろ」
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　ビギナーズラック制度の三万円分のチップをもらって、とりあえずポーカーのテーブルに座ってみる。どうやら一度に賭かける額に応じて、いくつかのテーブルに分けられているらしい。俺に許されたのは一番端の貧乏テーブルだけだった。

　でもって、そこでもすっからかん。

　気の毒そうな作り笑いの女性ディーラーに見送られ、俺はテーブルを離はなれる。

　一度、カジノを出る。

「喜べ、三万円のチップが一五〇〇円に化けたぞ。ツーペアが二回出たからな。島中歩き回って普通のコンビニを見つけられれば晩飯くらいにはありつけそうだ」

「……忍しのぶ。そのツーペアはおそらくあなたを引きずり込むために、ディーラーがわざと仕込んでおいたものだと思う」

「ＶＲカジノの方の仮想通貨が『ギヤ』って呼ばれている理由も分かったぜ。チップのデザインが歯車の形をモチーフにしているからだ。互換性があるみたいだな」

　敵情視察の内容を思い出しながら、ややうんざりしたように俺は言う。

「にしても、すげえ話だったよ。変な目印つけてイカサマされないようにするためだろうけど、一回ごとにトランプ全部捨ててやがった。いちいち封を切って新しいの用意してたし」

　キツネとタヌキとムジナの三匹は、動物らしく店の裏手のゴミ箱を漁あさっていた。

「見ろ、骨付き肉がそのまんま捨ててあるぞ！　どうしてこうなったのか理由が分からぬ!!」

「食べられるものを捨ててしまうのが贅ぜい沢たくと勘違いしているのでしょう」

「おのれ、こんなもののために婆様の大事な年金が食い物にされたというのかね……!!」

　ゴチャゴチャ言い合っているが、ちょっとしたホームパーティみたいな勢いでばくばく食べてる。全体的に幸せそうで何よりだ。

　もはや戦力外通告扱いなのか、インドア座ざ敷しき童わらしはそっちを見ようともしなかった。

「そんな調子でどうするの？　古こ珠だま亮りようとかいうのから奪われた金を巻き上げるためには、ポーカーで勝負しなくてはならないのでしょう。そのためには元手が必要だと思うけど」

「ああ、どっちみち駄目だ。三万程度のチップじゃ、あいつのテーブルにつく事もできねえよ。最低限度で三〇〇万。一回の勝負で三〇〇万が吹っ飛ぶ。さらに、レイズだのコールだの繰くり返せば倍々だってありえる。逆立ちしたってそんな金は出てこねえだろ」

　声に、座ざ敷しき童わらしは軽く通りへ目をやった。

　黒塗りのリムジンからゆっくりと降りてきた男女の手元をチラリと見た後、

「カジノの客が、ジュラルミンのケースを持っているとは思えないけど？」

「奪うか馬鹿もん、それに財布に現金なんて貧乏臭い真ま似ねはしねえんだとさ。みんなカード払いだよ。ブラックカードって知ってるだろ、限度額無制限のヤツ。カジノの奥には巨大なサーバーがあって、ＶＩＰ達たちはカード会社と常時照会できるようになってんだとさ。結局、あいつらにとってはデータのやり取りにしか見えてねえんだ」

「ちなみに忍しのぶのカードは？」

「分かってんだろ。あれはネット関係の支払いを簡略化するだけのもんだ。ケータイ、ケーブルテレビ、スマホにパソコンにゲームの通信対戦。それを清算するだけでほぼ限度額いっぱいだよ。余裕なんかねえぞ」

　すると、店の裏から大量のフライドポテトを抱えて戻ってきたキツネが、聞き捨てならないって顔で喚わめき始めた。

「何だと!?　それでは全体的にどうするのだ。勝負を始める段階ですでに手が詰まっておるではないか!!」

「そうだ。だけどインテリビレッジのカジノに集まってくるようなヤツは、どいつもこいつも好事家だ。つまり、ものの価値が分かるヤツがわんさかいる。……金なんかなくたって良いんだ。連中が、それ以上に喰くいついてくる物さえ用意できれば」

「忍。それってまさか……」

「『赤浴衣』に『黒髪美人』」

　俺は『銘柄』を口に出した後、首を傾かしげるタヌキ達にこう説明する。

「コップ一杯五万円の純米大だい吟ぎん醸じよう。その一升瓶がゴロゴロ転がっている場所に心当たりがあるって言ったらどうするよ？」




　　　　　８（Day10/04 02:05 - 02:30）




　カジノと旅館。行って帰ってくるだけで相当疲れる。

　俺と座敷童がやったのは、旅館の部屋中に転がっていた空っぽの酒瓶をかき集めて、中に水道水を詰めるだけ。両親は完全にべろんべろんになっていたから、そう難しい事じゃなかった。

「そ、そのようなもので本当に騙だませるのでしょうか？」

　戻ってくるなり乳母のタヌキがおっかなびっくりといった顔で尋ねてくるが、これについてはほぼ心配ねえ。

「瓶もラベルも間違いなく陣じん内ない酒造のものだ。でもって、俺はそこの長男坊。身元を照会すればすぐに分かる」

「でも、中身はただの水なのでしょう？」

「蓋は誰だれにも開けられない。ブランド品の高級酒なんて、稀き少しよう価値が命だ。蓋を開けた瞬しゆん間かんキズモノ扱いされるから、好事家達たちは雑な鑑かん定てい作業なんか許さねえ。高級ディナーだって、人の食いかけを喜んで食べようとは思わねえだろ、それと一緒。……ようは、負けなければ瓶の中身が改められる事はねえんだ。これだけあれば、ざっと七〇〇万には届くかな」

「で、でも、栓を詳しく調べられたら、やはり危ないのではないでしょうか」

「大丈夫だ。こいつは陣内酒造の特徴でな、蓋を覆おおうように飾りのラベルを貼ったりしねえんだ。飲み口を糊のりで汚すなって考えでな。開封、未開封のサインは蓋のツメで見分けられるが、こいつはコイン一枚で折り曲げられる。宝石商のルーペでも使わねえ限りはバレねえさ」

　少し離はなれた所で、キツネとムジナが作戦会議をしていた。

「どうなのだ？」

「古こ珠だま亮りようも詐欺師ではないか。こちらだけフェアにやる必要などあるのかね」

　座ざ敷しき童わらしは馬鹿デカい酒瓶で自分の肩をとんとんと叩たたきながら、

「でも、ここをすり抜けたとしても、ようやく古珠亮と同じテーブルにつけるというだけよ。そんな高レートのテーブルにいつまでも居座っている相手だもの。どうせろくでもないイカサマを使っているんでしょう？」

「そ、それについては、少しだけ聞き及んでいるのでございます」

　二足歩行のタヌキが片手を挙げて発言する。

「ヤツにボロ負けした紳士の方が洩もらしておりました。どうせ臼うす挽ひき童を使っているんだろう、証拠さえ摑つかめればあんな事には、と。かなりお酒も入っていらっしゃったようでございますが」

「臼挽き童ねえ」

　ちょっと難しい顔になった。

　言われてみれば、建物の隙間からくすくすと笑う、小さな女の子みたいな妖怪を見てたっけ？

　臼挽き童。座敷童の亜種で、その名の通り主に古い屋敷の中で、石臼の近くなんかに現れる。それ以外はほとんど座敷童と一緒だ。居着いた家の家人に富と繁はん栄えいをもたらし、しかしその家から立ち去ると同時に衰退を決定づける妖怪。記録によれば火事を予言したり、一族郎党が一夜で全滅するような事態になっちまった事もあるらしい。

　後は、悪意のない悪戯いたずらを繰くり返す、ってのも特徴と言えば特徴か。この場合はテリトリーである屋敷や石臼の周りを一時的に離れる事も珍しくないらしい。例えば、屋敷の庭先や学校の校庭で子供達が遊んでいると、いつの間にか一人増えている事がある、といった怪現象を起こす。臼挽き童が混ざっているはずなのだが、大人が点呼して数が増えている事は分かっても、誰が臼挽き童なのかは分からないという。他にも、寝ている家人の布団に潜もぐり込んだり、枕をひっくり返したり、布団を引っ張ったり、寝具まわりの悪戯いたずらでも有名だとか。

　本家本元グータラ座ざ敷しき童わらしは首を傾かしげて、

「でも、カジノの中は妖怪禁止なんでしょう？　その古こ珠だまとかいう詐欺師が私の亜種を悪用していたとしたら、一発で摘つまみ出されると思うんだけど」

「ああ、カジノの黒服警備員の中に、妙な連中がいたな」

　元々、警察をあまり信用してねえインテリビレッジじゃ武装警備員なんかも珍しくない。銃刀法に適用されねえ武器……例えば、小型のクロスボウとか革袋に小さな鉄球をしこたま詰め込んだブラックジャックとか、そういうのを使って害獣だの作物泥棒だの産業スパイだのをフルボッコにする訳だ。

　ただ、流石さすがはカジノの街。

　ここにいる連中は、例えば変人美少女惑まど歌かちゃんの周囲を護衛する一般の武装警備員より、さらに重装備化が進んでいるような気がした。中には医い療りよう用よう、土木用なんかの『人間の手足の力を五倍一〇倍に高めるアーム類』みたいなのを装着しているヤツまでいやがるし。

　どう考えたって敵には回したくねえが、中でも特に異彩を放っていたのが、

「手袋の手の甲に、五ご芒ぼう星せいみたいなマークがついてるヤツ。スピリチュアル系のカリスマと殺し屋を足して二で割ったって雰囲気醸かもし出してる連中だ」

「む？　それは陰おん陽みよう師じという輩やからではないかね！　俺は知ってるぞ、五ご芒ぼう星せいという事は安あ倍べの側へ寄っているはずだ!!　公家だの貴族だのに取り入って甘い汁ばかりすする嫌味なインテリなのかね!!」

　ムジナが短い手足をバタバタさせながら喚わめくんだが……、

「なあおい、実際のところどうだと思う？　超常専門の対妖怪部隊なんてアリなもんかよ？？？」

「さあね。霊れい感かん少女と同じくらいじゃないかしら。『何となく』違和感に気づく事はできても、妖怪を直接殺せるほどの力はないでしょう。そんなのをポンポン用意できれば『現行法の不備』なんて簡単に補えるでしょうし、本当に力を持った人間が『表』に出てくる事を良しとはしない組織だってあるもの」

　つまりは、百鬼夜行を中心とする、あの世界。

　菱ひし神がみ舞まいだの病びよう魔まの使役者だの、ああいうのを見ていると妖怪の不死性をつい忘れがちになるが、あれはきっと相当稀き少しような人材だ。そこらでキャッシュ渡されてバイト感覚で店内警備をするようなタイプじゃねえだろう。

「でも、イカサマを捕まえる分には問題ないでしょう。『パッケージ』を使うのはあくまで人間なんだから。違和感さえ分かれば後は数と筋肉の暴力で取り押さえられる」

「し、しかし、現に古珠亮りようは臼うす挽ひき童を使ったイカサマをしているではないですか……」

　乳母のタヌキの声に、俺は肩をすくめて答えた。

「話は簡単だ。多分、古こ珠だまに買収されてやがる」

　ああ……とキツネ達たちが呻うめいた。

「……道理で我らがいくら潜せん入にゆうしても簡単に摘つまみ出される訳だ。古珠の害になる存在を優先して叩たたけと命令されておったんだな」

　いや……どんな方法を使ったかは知らねえけど、それについては単純にアンタ達の落ち度なんじゃねえのかな……？

「ともあれ、臼うす挽ひき童わらしを使ったトリックについては、自力で暴く以外に対処のしようはねえな。カジノの自浄効果は期待できねえ」

「こっ、こちらに策はあるのですか？　ただ運任せの勝負で勝てるとは到底思えませんが……」

「なければ勝負に乗らねえよ」

　俺は水道水の入った酒瓶を抱えながら、

「座ざ敷しき童わらし。お前に貸してるスマホ、キツネ達に渡してやってくれ。必要な事だ」

「？」

「あと、お前は三匹とは別行動な。やって欲しい事は色々ある」

　俺はテキパキと指示を飛ばす。

　座敷童に『やるべき事』を教えてやると、使い方を確かめているのか、前脚の肉球で画面をスイスイ操作し始めたキツネ、タヌキ、ムジナの方に振り返り、

「もちろん、そのためにはお前達にも協力してもらうぞ」

「婆様のためにできる事なら何だってするがね、そもそもカジノの中にも入れんのだよ」

　首をひねるムジナに、俺はこう言った。

「何も、協力ってのはカジノの中だけとは限らねえぞ」




　　　　　９（Day10/04 02:41 - 03:00）




　山札にジョーカーを加える場合、プレイヤーの誰だれかが宣言しなければならない。宣言者は、そのゲームに勝利した際の取り分は〇・八倍となる（ただし、ジョーカーなしに作れないファイブカードは除く）。




　ジョーカーを捨て場に捨てた上で役を揃そろえた場合、勝者の取り分は通常の二倍とする。




　イカサマが発覚した場合は、掛け金の二倍をペナルティとする。ただし、単純なブラフはイカサマ扱いしない。




　イカサマはディーラーの徹てつ底ていした管理体制による排除の他、対戦相手が直接指摘できる。




　ただし敗者が勝者を指摘した際、イカサマが確認されなかった場合はゲームを台無しにし、勝者の名誉を傷つけたペナルティとして掛け金の一〇〇倍を払うものとする。




　カードを一枚も変更せず勝負に挑んだ場合、勝者の取り分は通常の一・五倍を上乗せされる。




『ローカルルール』を頭の中に思い浮かべつつ、俺はビギナーズラック制度で三万円分のチップを丸ごと持っていかれたカジノのドアを、もう一度、勢い良く開け放つ。場違いな客が舞まい戻ってきた、って感じの見下した視線がいくつも刺さってくるが、気にする必要はねえ。

　ターゲットは一つ。

　古こ珠だま亮りようが変わらず陣取っている、最高レートのポーカーテーブルだ。

「よお！」

　ディーラーが詐欺師を含めた五人の紳士淑女へ流れるようにカードを配ったところを見計らって、俺は割り込むように声をかけた。

　のみならず、古珠亮の隣となりに座っていたおっさんを押しのけ、カードもチップも崩すような格好でだ。

「アンタ、ははっ、アンタ！　……やっぱり古珠さんだ。古珠亮！　日本の四大カジノのトッププレイヤーが頂点を競うって大会あったろ、何であれには出なかったんだ。あんな子供のお遊ゆう戯ぎ、アンタが顔を出しゃあ歴史が変わったってのによ」

　おい！　といい加減にキレたおっさんが叫ぶ。

　フロアの壁かべ際ぎわや柱の傍そばなど、客の流れを阻害せず、それでいて店内全域を見渡せる位置にさりげなく配置されていた黒服達たちが、危険視というよりはクレーム処理のような意味合いで、一斉にこちらへ向けて早足で近づいてくる。

　首の後ろと両腕を摑つかまれたまま、俺はそれでもへらへら笑いながら続ける。

「俺はアンタに憧あこがれているんだ。負けなしのアンタから全部盗みたいんだよ、この目で全部！　なっ、弟子にしてくれなんて重たい事言わねえからさ、一回で良いんだ。俺と勝負してくださいよ、そのためにちゃんと賭かけ金きんだって持ってきたんだ！　だからさあ!!」

　全身蛇革野郎の詐欺師は、一度だけゆっくりと目を閉じた。

　やがて。

　再び、うっすらと開く。

　何を思い浮かべた？　何を秤はかりに乗せやがった？

「まあ」

　全身蛇革野郎の詐欺師は、流れるように、針飛びレコードみたいな不快なズレが生じないように気を配ったような口調でこう言ってきた。

　それだけで、俺の腕を摑つかんでいた黒服の握力が、弛し緩かんしていく。

「話を聞く前に、まずは同じテーブルの皆さんに僕から一杯奢おごらせてもらっても構わないかな。ゲームが一回飛んだんだ、それくらいはしてあげないと」

「へえ、それは、へえ、すみません！」

「皆さんも、どうだろうか。ここは僕に任せてもらって、未来ある若者に乾杯とさせてはいただけないだろうか」

　不承不承……というよりは、嘲ちよう弄ろうの混ざる苦笑と共に、詐欺師の提案は受け入れられた。

　そう、そうだ。

　それで良い。

　俺は今、一回数百万単位の金が動く大きなゲームをぶち壊こわした。そして古こ珠だま亮りようはこのテーブルで無敗を誇るトッププレイヤー。ギャラリーは思う、この不ぶ躾しつけなガキを借金地獄で真っ青にさせろと。そして背中を押された古珠亮はこう思う、優しい顔で願いを叶かなえ、対価として潰つぶされたゲーム分はケツの毛を毟むしってでも回収すると。

　馬鹿なガキの人生を潰してでも金が欲しいって思えなきゃ、詐欺師なんか勤まらねえもんな。

　でも、気づいているか？

　もう『構図』はできたんだ。このジェットコースターにはブレーキなんかついちゃいねえ。一度下っちまえば、どれだけ無茶だろうがお前は降りれないんだぜ。

　カジノを牛耳るトッププレイヤーが馬鹿丸出しの高校生が提案した勝負から降りるなんて事になったら、そんなのは究極のチキン野郎だ。

　テメェにだって、人を騙だましてでも手に入れたい面子メンツやら信しん頼らいやらはあるんだろう？

　より多くの人間から金を巻き上げる『金脈』を保つために。

「で、賭かけ金きんを用意してきた、というのは？　君くらいの年頃だと、このテーブルにつくのは相当難しいんじゃないのかい」

「へ、へへっ。それが、こいつが使えるかどうかは分からねえんですけど」

　引きつった笑みと共に、俺は持参した『賭け金』をテーブルにゴトゴト置いていく。

「『赤浴衣』に『黒髪美人』、『恋うなじ』に『しらうおの手』……何だか良くは知らねえんですけど、こいつ、じいちゃんの宝物でさ。これだけあれば、一回くらい……足りますかね？」

「……、へえ、陣じん内ない酒造か」

　ここだけは本当に少しだけ驚おどろいた口振りで、蛇革男は呟つぶやいた。

　名前は広く知られているせいか、ギャラリーの紳士淑女もわずかにどよめく。

「まあ、まあ、珍しいものだけど、これくらいじゃギリギリ厳しいかなあ」

　噓うそつけ。

　これだけあれば（そして中身が水道水じゃなくて本物なら）軽く二、三ゲームは回せる。物の価値が分からねえガキから掠かすめ取ろうって気まんまんじゃねえか。

「だから、どうだろう。今回だけは特別だ、間にディーラーやオーナーを挟まないで、僕と君、二人だけでゲームをやってみないか？　君の目的は僕の技術を盗む事。それなら、他のプレイヤーとの駆け引きは邪じや魔まになるだろうからね」

「そっ、そこまでしてもらえるんですか!?」

　そうすりゃ他の客やディーラーに稼かせぎを横取りされる心配もないもんな？

「良いよ良いよ。ポーカーについてはどれくらい知っているんだい」

「ひ、一通りは。クラスの悪友とかとゲームはしているし……ほら、カードを切ってみんなに五枚ずつ配って、それから交換して……」

「ははっ。じゃあテキサスホールデムとか言っても分からないか。日本のカード遊び、五枚と五枚でやり取りしようじゃないか。カード交換は」

　パチンと詐欺師が指を鳴らすと、別のテーブルからダイスが飛んできた。古こ珠だま亮りようが軽く振ると、

「うん、じゃあ交換は二回だ。これで良いかい？」

「でも、それじゃカジノの臨りん場じよう感かんが分かんねっすよ。せっかく金きん鉱こう島とうまでやってきたのに……そう、そうだ、レートとかローカルルールはカジノのものじゃダメですかね？」

「それで行こう。同数字四枚とジョーカーのファイブカードはどうしようか」

「どっちでも」

「じゃあアリにしよう、ジョーカー込みの五三枚だ。今日のラッキーソートは……」

　古珠が掌てのひらを振ると、ディーラーがトランプをテーブル上へ伏せたまま大きく広げる。促されるまま一枚引くと、

「うん、スペードの七か。そうだね、今回の勝負では、ファイブカードは同じく特殊役、スペードのロイヤルストレートフラッシュでなければ勝てない、と」

「あと、俺はアンタのカード捌さばきが見たいんだ。だから……レイズだのコールだの、そういう駆け引きはなしにしないっすか。最初に賭かけ金きんをドン！　それでおしまい。アンタの降り方を見たって何にも上達しねえんですから」

「良いよ。今回は君に合わせてあげよう、貴重な人生のお勉強会だからね」

　度量の大きさを見せたいのか、ギャラリーを吞のんでおきたいのか、古珠亮は呆あつ気けなくこちらの提案を受け入れた。

「僕はね、これでも本当に喜んでいるんだ。ここに来るまで色々あったし、僕にだって師と仰ぐ人はいた。何だか、君を見ているとこう思うんだ。ようやく僕も、彼と同じ場所まで来れたのかなってさ」

　だから、と古珠亮はうっすらと笑いながら指を鳴らした。

　途端に、示し合わせたように正面の両開きの扉が開け放たれる。複数の黒服がドカドカと踏ふみ込んでくる。

　彼らが両脇から抱えているのは、




「座ざ敷しき童わらし。君が飼っている妖怪だろう？」




　じっとりと。

　俺の首の後ろの辺りから、嫌な汗が噴ふき出してくるのが分かる。

　真っ赤な浴衣の座敷童は、何やら、白いビニール紐ひものようなもので縛しばられていた。単に手足だけの話じゃない。胴体も、首回りも、とにかく全身各所を悪あく趣しゆ味みな拷問みたいに戒められている。

　詐欺師は笑ったまま言った。

「ああ、富や金に関わる妖怪については、カジノの方でも対策マニュアルが講じられていてね」

　声が、遠い。

　刃物でも銃弾でも傷一つつかねえはずの妖怪が、ただ目線だけでこちらに何かを訴えかけているのが分かる。

「座敷童は家の敷居や床下、石いし臼うすの下に出るって話がある。間引きされた赤子がよく埋められていた場所らしいけど。こいつはその伝承を利用していてね、古い石臼を粉末になるまで砕いた上で、炉に入れてグラスファイバー製の縄なわを作っている。ああなっちゃうと、怪力自慢の妖怪でも引き千切る事はできない訳だ」

[image: ]

「……、」

「つまり、つまりこういう事だよ少年！」

　吞のみ込むように。

　異を唱えるのは許さないといった『流れ』で押し流すべく、古こ珠だま亮りようは大声で言う。

「本気でひりつくようなギャンブルをやりたければ、避さけなくてはならない作法がある。一つ、財産に余裕など持たせるな。二つ、背後でコソコソ裏工作なんかするな。……『あれ』も、君には賭かけてもらおうか。そこまでやらなきゃ、賭け事の本質には近づけないよ？」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「さあ、君の言う通り最初にドン！　それでおしまいだ。レイズもコールも、上手に降りるのもなし。もちろん構わないよな、君はお願いする立場なんだからさ」

　一いつ瞬しゆん。

　本当に一瞬、俺は額の裏側の辺りが異様に冷たくなり、全てを忘れてしまいそうになった。分かっているのに、視界が全部白い光に埋め尽くされそうになる。

　そう、分かっているのに。

　つまり、




（ああ、ああ！　これを待っていた……!!）




　そもそも、そもそもだ。

　この勝負の最初の問題点は、電話で話を聞いていた惑まど歌かのヤツにだって分かっていた。

『でも忍しのぶクン、イカサマのプロの詐欺師がさ、そんな奇妙な勝負に乗ってくれると思う？　彼らは大胆だけど臆おく病びようだよ。そうじゃないと捕まるからね。そして騙だましの腕なら高校生より本職の方が上に決まってる。忍クンが学芸会みたいな笑顔を取り繕つくろったって、一発で怪しいって思われちゃうんじゃない？』

『なら、バレても良いよ。バレた上で話が進むように調整すりゃ良いんだ』

　そんな作戦会議を思い出す。

　顔に出さないように気をつけなくちゃならねえほどだった。

　古珠亮は座敷童の対処法・制御法を知っていた。そして酒瓶がハッタリだと見抜いても、なお勝負を続行して座敷童を手に入れようとした。挙げ句、ポーカーのルール自体をカジノで広く使われるテキサスホールデムから別に変え、カード交換の回数も重視していなかった。

　ようは、『鮮あざやかに勝ち過ぎてイカサマっぽく見えなければ』何でも良い訳だ。普通のポーカーなら交換は一回だけど、それでロイヤルストレートフラッシュだのファイブカードだのを連発したら流石さすがに『引き』が良過ぎるって思われちまうだろうしな。だから、最低数の一回以外なら、交換回数は三回でも六回でも構わなかった。それくらいにしか考えちゃいねえ。

　これで確定だ。

　やっぱりこいつは臼うす挽ひき童わらし───座ざ敷しき童の亜種───に執着してる。神業みたいな手品を極めた果てに妖怪にまで、臼挽き童方式にまで手を伸ばしたんじゃなくて、それを取られたら何も残らねえようなヤツだ。

　周りの黒服達たちも、石臼を使ったグラスファイバーの縄なわには驚おどろかされたが、きっと、『それだけ』だろう。楯たて突く妖怪全てを均等に撃げき滅めつする、百鬼夜行みたいな怪物じゃねえ。土台となった臼挽き童に依存しきっていて、その応用でしか超常を扱えねえんだ。

　だから、他の方法なんて考える必要はない。

　臼挽き童方式を破っちまえば、こいつらは地の底に落ちる!!

　と、

『き・い・て・な・い!!』

　よくよく見ればおっぱいだの足の付け根近くだのお構いなしに全身を艶なまめかしくぎっちぎちに拘束された座敷童が、口パクだけでこっちに抗議の声明を発しようとしていた。

　言ってないもの。

『か・て・ば・い・い!!』

『そ・れ・ま・け・る・ヤ・ツ・の・り・く・つ!!』

　ふふん？　つーか、あのぐーたらグラマラス妖怪には日頃の恨みもありますし？　ついさっきだって俺のスマホ勝手に使ってＶＲカジノ都市の『重じゆう巡じゆん島しま』に入るためのアバター管理アプリを勝手に落としてたとか、状況次第じゃマジで俺が破産しかねない事やってやがったし!?　何ならローカルルール追加して、ピンク色の大ピンチになるまで粘っても良いんだぞ。チキンレース風にな!!

「話はついたかい？」

　くつくつと低く笑いながら、古こ珠だま亮りようがそんな風に尋ねてきた。

　当然。

　店てん舗ぽ周辺にはある程度の網を張っていたようだが、お前は油断した。座敷童で終わりだと思い込んだ。臼挽き童と同じ、イカサマの即戦力にできる、しかもより上位の座敷童を手に入れるチャンスを前に、あいつらの存在まで気を配れなかったんだ。

　そう、キツネ、タヌキ、ムジナの三匹を。

「分かった！　分かったっすよ!!　……それでも俺は成り上がるんだ。絶対、絶対にこれで、古珠亮の技術を盗んじまいますからね!!」

『お・ぼ・え・て・な・さ・い!!』




　　　　　10（Day10/04 03:00 - 03:09）




　一対一のサシの勝負。

　となったが、一応カードはカジノ側で用意した新品の封を切り、配るのもディーラーだった。気分を盛り上げよう、と提案したのは古こ珠だま亮りようだったが、こいつはもちろん臼うす挽ひき童わらし───座ざ敷しき童の亜種───を使ったイカサマに自信があり、下手にカードの山札に触れて見当違いな難なん癖くせをつけられたくねえからだろう。

　すでに俺の側へは五枚のカードが配られている。

　ディーラーが古珠亮の方へも同数のカードを滑らせた。

　このカジノへ来るのは二度目。

　一度目の敵情視察の際に、古珠亮の連戦連勝ぶりは二階席から確認している。

『すげえな。勝ってる勝ってる。だけどカードは全てディーラーが配っているな。袖の中からそっくりなカードとすり替えているなんてチャチな手でもなさそうだ。古珠の野郎に手品ができる隙があるとは思えねえけど』

『だったらディーラー自体を買収してるんじゃ？』

『そりゃねえな』

『どして？』

『電話じゃディーラーの顔は見えねえよな。もう真っ青だよ、そろそろ泣き出しそう。古珠亮が勝てば勝つほどディーラーが疑われるんだ、そりゃ当然だな』

『じゃあ何なんだろね？』

『妖怪絡みのオカルト使っているとして、単に相手の手札を透かして見る程度のもんじゃねえだろうな。あいつは上手に降りて勝つタイプじゃねえ。自分で強力な手を作って楽しんでる』

『だとすると、狐きつねや狸たぬきが葉っぱを小判に変えるみたいに、有利なカードを即興で「作って」混ぜているのか』

『あるいは、全てのトランプを自由自在に入れ替える事ができるか、だな』

　そして、キツネやタヌキやムジナはこう言っていた。

　古珠亮は、富の象徴である臼挽き童の性質を利用してイカサマをしている、と。

　臼挽き童には、葉っぱを小判に変えるような『偽造』の伝承はない。

　漠然と居着いた家に富と繁はん栄えいをもたらす妖怪。だけど、これだけじゃ曖あい昧まいすぎる。

　多分、利用しているのはそこじゃない。

　臼挽き童───そして本家たる座敷童───の『悪戯いたずら』に、こんなものがある。庭先で子供達たちが遊んでいると、いつの間にか一人増えている。大人が子供達を点呼して、数が増えている事が分かっていても、誰だれが混ざった妖怪なのかは区別がつかない。

（新しいトランプを混ぜているのに気づかせない『パッケージ』……？）

　一いつ瞬しゆん考え、それを否定する。

　それは一時の誤認でしかない。例えば、座ざ敷しき童わらしは休み時間に学校の校庭で遊ぶ子供達たちの中に混ざる話はあっても、そのままクラスメイトとして溶け込む事はない。『いつかはバレる』『いつかは消える』……イカサマ＝即死のカジノで、そんな特性を『そのまま』使うとも思えねえ。

　だとすると、

（そこまで強力じゃない。数を変えずに混ざる方式）

　他の悪戯いたずら……となると、寝ている家人の布団に潜もぐり込んだり、枕をひっくり返したり、布団を引っ張ったりっていう、寝具まわりか。

　こっちの場合は、枕や布団を動かす事はあっても、どこかに隠してしまう事はない。寝ている家人が行方不明になったり、命が奪われる事もない。

『数』そのものは変動させない、という条件込みで、しかし持ち主である家人にも回かい避ひ不能な『寝具の移動』をさせる妖怪。

　つまり、




（数を増やしたり減らしたりまではしちゃいねえ。ギャンブルに勝てる手札を、物理法則無視して引っこ抜き、自分の手札に『混ぜてしまう』、トランプ入れ替え『パッケージ』か）




　この場合、たとえ古こ珠だま亮りようが五三枚全てを常時入れ替えられたとしても、対戦相手の俺や公平なディーラーが絵札を確認しているカードへ直接干渉する事はできねえはずだ。見ている前で変化を起こせば一発で騒さわぎになる。

　古珠亮自身が『目に見えている』カードが自分の五枚だけだとすると、これは結構リスクを孕はらむ。欲しいカードがどこにあるか分からねえから、うっかり対戦相手の見ている前で、手持ちのカードを入れ替えちまう恐れがあるからだ。

　だからきっと、セーフティがある。

　あいつはどこに何のカードがあるかは分からねえが、その一枚が誰かに監かん視しされている場合は望んでも自分の懐ふところに回ってこねえ、とかだ。

　でも、それ以外の全ては古珠亮の手の中だ。

　ヤツが持っている五枚の札と、ディーラーが伏せて置いている山札。それを全て操って、入れ替えて、自在に手札を揃そろえられるんだ。ロイヤルストレートフラッシュもファイブカードも作り放題。こんなのでまっとうな勝負なんて成立するはずがねえ。

　だけど、




「ダイヤの三、ハートの九、クラブの三、ハートのジャック、ハートのクイーンだ」




　一いつ瞬しゆん、場の空気が凍りついた。

　扇のように五枚のカードを手にした俺が放った、何の気のない言葉だけで。

　他人の不幸という名の甘い蜜みつを舐なめ取りたがっていたギャラリー達たちさえも黙だまり込む。

　古こ珠だま亮りようは目をパチパチ瞬まばたきさせながら、

「……は？」

「幸運のジンクスってヤツですよ。……マジの戦いって言ったでしょ？　俺は、本気で自分を追い詰めたい。その先にあるものを見てみたい。だから、仕掛けました。ちょっとは古珠さんの領域に近づけましたかね？」

「いや、その、そういう事ではなく……。いいか、さっきダイスで決めただろう。このゲームでは二回までのカード交換が認められているんだ。それなのに君はだな……」

「ははっ！　そんなんじゃつまんないでしょ!!」

　見た目は下手に、でも誰だれが見たって分かるくらい上から目線で吐き捨てる。

「なあ、俺は全部明かしたんすよ。古珠さんのカードってどうなんですか」

「言う必要があるとでも思っているのかい？　僕はセオリー通りにやらせてもら……」

「ああ、降りるんですか？」

　遮るように、言葉を重ねた。

　学校の先せん輩ぱいにこれやったら殴られても文句言えんなって見下した声色で。

「いえ、いえ、大丈夫です。そりゃそうですよね、こっちが勝手に仕掛けただけなんですから。古珠さんは古珠さんのやり方で頑張ってください。俺はそいつを学びたいんだから。背中を丸めて、自分のカードをがっちりガードして、コソコソ勝ってくださいよ」

「あ？」

「大丈夫ですって。古珠さん、あなただってこれがマジの勝負だっていうのは分かっているはずだ。だから勝ち負けなんか決まってない。素人のガキ相手に一発で完全負けして泣き崩れる可能性だってあるんだ。変な写メ撮とられて世界にお伝えされるくらいなら、背中を丸めた方が絶対に良い。そう判断したのなら、それはあなたの人生だ。自分のペースでやると良いですよ、センパイ」

　くすくすという小さな笑い声がさざ波のように耳をくすぐる。

　惑まど歌かは前にこう言っていた。

『詐欺師はあの手この手で不利な状況から自然な形で逃げようとする。だけど、抜け出せないレールに乗っけちゃうのは意外と簡単かもね』

『え？　何で？　どういう事？？？』

『考えてごらん。辺り一面古珠のサポーターって言ってもさ、本当に心の底からあいつを応援している人間ってどれくらいいると思う？　絶対に、笑顔の裏では古こ珠だまが無様に這はいつくばるところを見たいって願っているヤツで埋め尽くされているよ。……勝ち続けるチャンピオンなんて、つまらないんだ。安定した勝利じゃなくて、波は瀾らん万ばん丈じようが見たいんだ。それが、カジノに入り浸って他人の天国と地獄を覗のぞき見したい人間の心理ってヤツでしょ』

　思わず、そんな事を思い出しちまう。

　目の前の勝負を放って過去に没入できるくらいの夢心地ってヤツだ。

　古珠は、眼球をギョロギョロ動かして、嘲ちよう弄ろうに熱心なギャラリーをひっそりと観察する。

　そして質問する。

「……いつの間に、味方につけた？」

「何の事っすか。俺は、今、あなたの事しか見ていないんですけど」

　真っ直すぐに返すと、何な故ぜか詐欺師じゃなくて亀きつ甲こう縛しばりのインドア妖怪が口パクで猛抗議してきた。あー、どっちを向いても壮観だなあ！　実に、実に気分が良いぞう!!

　確かに、この勝負は生意気なガキをトッププレイヤーが潰つぶすって形で始まった。ギャラリー達たちも俺が苦しむ顔を見たくて了承したはずだ。

　でも、人の心なんて移ろいやすい。

　すぐに気づくんだ。本当に刺激的で、本当に楽しそうなのは、どっちが潰れる瞬間なのかってな。

　ギリ……と、古珠亮りようはわずかに奥歯を嚙かむ。

　それから、五枚のカードをポーカーテーブルの上へ叩たたきつけ、全ての絵札を見せつけた。

「ダイヤのクイーン、ダイヤのキング、クラブのキング、スペードの六、ハートのキングだ！」

「へえ、そのまんまでもスリーカード。一枚外せばフォーカードかフルハウス、二枚外せばファイブカードのチャンスまでやってくる。さっすが古珠さん、隠す必要なんかないじゃないっすかー」

　……でも、これで古珠亮も『手元の五枚』を入れ替える事はできなくなった。

　あと、臼うす挽ひき童わらしの『パッケージ』で自由にできるのは、ディーラーの手元にある山札だけ。

　最大のチャンスは、

「それじゃあ、一回目の交換と行こうじゃないか」

　挑むように、吞のまれかかった雰囲気をひっくり返そうとするように、多少オーバーアクションで古珠亮が言った。

　間近で。

　ささやくように、それでいて低い声で。

「これで勝ちが決まれば、全て剝ぎ取る。君の金も、あの妖怪も。……忘れるなよ、レクチャーはするが、こいつはカジノで行われる真剣勝負だ」

　……、っ。

　吞のまれるな。吞まれるな、俺。

　崖の下を覗のぞき込むんじゃない、リスクを思い出しても意味はない。

　肩をすくめて笑え！　笑って先に進むんだ!!

「は、ははっ。五枚全部交換したらたまたまロイヤルストレートフラッシュが揃そろっちゃいました、みたいな露ろ骨こつな真ま似ねはしませんよねえ。……そんな事しやがったらディーラー刺しちゃいますけど？」

　釘くぎを刺してみる。

　古こ珠だまは笑顔のままだったが、ここまでやって五枚全部を入れ替えたら、ただの自殺願望だ。間違いなくイカサマ疑惑で暴動が起こる。

　となると、

（あの詐欺師がまともな常識持っているなら、ダイヤのクイーンとスペードの六を外して、スペードのキングとジョーカーを手に入れ、キング四枚とジョーカーでファイブカードを狙うはず。唯一対抗できるのは同じく特殊役、スペードのロイヤルストレートフラッシュだけだが、それに必要なスペードのキングをキープしちまえば事前に潰つぶしておける訳だし……他の役と違って、『より強い数字のファイブカードで手を潰される』心配もない。何な故ぜなら、ファイブカードを作るにはジョーカーが必要で、ジョーカーは一枚しかねえからな）

　事前の惑まど歌かとの作戦会議だって、まさか相手が何のカードを引くかまでは予測が追い着かない。

　つまり、ここから先は完全なアドリブ。

　お金の女神小こ手て蜜みつ惑歌ちゃんの加護もそろそろネタ切れになってきやがった。

　……古珠亮りようのイカサマを暴くのは結構だが、それだけじゃ足りねえんだ。たとえどんだけ策を練って、準備を重ねたところで、結局は俺の手で古珠亮との勝負に勝たなくちゃならねえ。

　小手蜜惑歌の作戦も。

　座ざ敷しき童わらしや外で待機しているキツネ、タヌキ、ムジナ達たち妖怪の協力も。

　ここを乗り切らねえ限りは繫つながらない。

　負ければ、沈んで、終わっちまう。

　ゆっくりと。

　深呼吸し、俺は言う。

「じゃ、二枚で。ダイヤの三とクラブの三」

「ははっ!!」

　直後に、わざわざ両手まで叩たたいて蛇革野郎が派手に笑ってきた。

「おいおい、こっちはもうキングのスリーカードが揃っているんだぞ。そんな中で、なけなしのワンペア潰すなんて何のつもりだ？　それじゃみすみすブタになろうってだけじゃないか。それとも、ハンデでも与えてくれるって？　これもお得意の挑発かい？」

「良いんすよ、これで。三のワンペアだ？　それじゃつまんねえでしょ」

「残る手札は、おおっ、ハートの九、ハートのジャック、ハートのクイーンか。すると、ははっ!!　するとだ。まさかハートの一〇とハートのキングでハートのロイヤルストレートフラッシュか、八と一〇でストレートフラッシュ狙いだって言うのか!?　欲をかくにもほどってものがあるだろう!!」

　……ま、揃そろうとは思っちゃいねえさ。

　何しろ、伏せた山札はあいつが自由に操れるんだ。

　当然、ディーラーがこっちに回してきた二枚はと言うと……、

「何だどうした今度はこれみよがしに発表してくれないのかい？　ははっ、できる訳がない!!　君は見事にブタを揃えた、希望のワンペアを捨ててまで、ね。ていうか？　大体？　そうそう簡単に揃わないから最強ランクの役なんだろう？」

「意地悪しないで、先に進めてくださいよ」

「良いだろう。僕も二枚だ、ダイヤのクイーンとスペードの六。うん、常道だな」

　……となるとやっぱりキング四枚にジョーカーを入れた特殊役、ファイブカード狙い。たとえハートのロイヤルストレートフラッシュでも、勝てない。

　心臓が。

　一段、高く跳ね上がるのが、分かる。

　本当にこれで良いのか。

　他に何か打つ手はあったんじゃねえか。

　そんな風に疑念がふつふつと湧き上がってくるが、もうトロッコは坂道を下り始めている。今さら預けた命は取り戻せねえんだ。これに賭かけるしかない。このまま突っ走るしかねえ!!

　トロッコの分岐は二つ。

　この『一回目の交換』で、ヤツがファイブカードを完成させればその時点で俺はお陀だ仏ぶつ。

　でも、『二回目の交換』まできっちり使って、一枚ずつカードを揃えていこうとするなら、まだかろうじて活路はある。

　どっちだ。

　どっちに転がる……!?

「きひ」

　笑い声があった。

　上下の歯を擦こすり合わせて作るような、不気味に耳に障る声が。

「きひひ。ひひひひひひひひひひひひひひひひひひ」

「……、」

　俯うつむいたまま、蛇革野郎は。

　笑う。

　笑う。

　笑う。

　笑う!!

「……楽しい勝負だったよ」

　これ以上ない、宣言。

　体中の内臓という内臓を、一つずつ冷たい手で鷲わし摑づかみにされていくような感覚。

　ギャラリーの囁ささやきが、遠のく。

　にたにた、と。

　炙あぶった蠟ろうみてえな顔を浮かべるその男を見て、ああ、と俺は思った。

　キツネやタヌキやムジナのヤツも。

　きっと。

　自分が一番大切に想おもってきた恩人が奈落の底へ突き落とされた瞬しゆん間かん、この表情を間近で眺めさせられたんだろう、って。




「リーチ、とでも敢あえて言ってあげようかな。手元には、スペードのキングがある。あとはジョーカーが揃そろえばキングのファイブカードが完成。君の狙うハートのロイヤルストレートフラッシュでも勝てない。今から特殊役、スペードのロイヤルストレートフラッシュへ強引に舵かじを切ろうにも、スペードのキングがこちらにある以上、君はもうファイブカードに唯一勝てる役を作れないぞ!!」




　だが。

　だが！

　だが!!!!!!

「……く……」

　当てた。

　引き当てた。

　古こ珠だま亮りようの大馬鹿野郎は『一回目の交換』で一気に片をつける事なく、『二回目の交換』まで決着を引き延ばしやがった!!　おそらく一発で手札を揃えるとイカサマ臭さが残るから、敢えて必要な二枚を一回ずつ抜き取ろうとしたんだろうけど……そんな配はい慮りよは余計だったな。おかげでこっちに逆転の目が回ってきやがった!!

「く、ふ。ははっ、はははははははははははははははははははははははははははははは!!」

「……？　何だ。何が一体そんなに……」

「……おかしいのかって？　そりゃあ、おかしいだろ」

　もう、良いだろう。

　へらへら笑って慣れない敬語なんか使う必要もねえだろ。

　がらりと口調を変えようぜ。

　何度も何度もイレギュラーばかりぶつかってきたせいで、少しでも『安定』が欲しくなったのか？

　あるいは、山札から俺に回ってくるカードも全て制御できるから、絶対に役は揃そろえられねえって油断でもしてやがったのか？　カードの交換回数をダイスで適当に決めたのだって、本来通り一回限りの交換でスパッと勝ったら鮮あざやか過ぎて逆に疑われるって『保険』だったろうしな。

　どっちにしろ、ここから先は。

　俺が切り込む番だ!!

「だって、スペードのキングは俺んトコにあるんだ。先にカードを交換したのはこっちだから、テメェの手札にスペードのキングが混じっているのはおかしいだろ」

「……な、ん……？」

「おいおい、そんなにびっくりする話かよ？　まるでどんなカードがやってくるか最初から分かっていますって顔してやがるぜ」

　古こ珠だま亮りようは。

　俺の口調そのものより、態度そのものより、その内容だけに注目しているようだった。

　お前の茶番劇など最初からお見通しで、そんなの誰だれも気にしてねえんだよ、とでも言わんばかりに。

「ふざけるな、こんなのは言いがかりだ!!　スペードのキングは一枚しかない。それが僕の手札の中にある以上、そっちに紛れているはずがない。誰でも簡単に分かる論理だろう！」

「オーケー、じゃあ一斉に互いの手札を開けてみようか？」

　ひらひらと、手の中の五枚を扇子のように振りながら、あくまでも俺は上から目線で提案する。

「でもこの場合どうなるんだろうな」

「何が」

「勝負だよ。俺とアンタ、もしも両方の手札からスペードのキングが出てきたら。ちなみに俺の手札は覚えているよな？　ハートのロイヤルストレートフラッシュか、一個下のストレートフラッシュ狙い。だからスペードのキングなんて出てきたって何のメリットもない。わざわざイカサマを差し込む理由がねえ訳だ」

「……、」

「ところでテメェは？　おっと、みなまで言う必要はなかったな。キング四枚にジョーカーを足したファイブカード狙い。どう考えてもスペードのキングが出てきて得をするのはテメェの方じゃねえか」

　バン!!　と。

　ポーカーテーブルに掌てのひらを叩たたきつけるようにして、俺は凄すごんでみる。

　……そう、手にした五枚を伏せたまま、テーブルへ叩きつけるように。

「で、どうすんの？　ここでゲームぶち壊こわしにして、イカサマ検証会でも始めてみるかよ」

「……ッッッ!!!!!!」

　おそらく。

　今、古こ珠だま亮りようの頭の中じゃいろんなもんがぐるぐる回っている事だろう。

　自分が仕掛けた臼うす挽ひき童わらしのトランプ入れ替え『パッケージ』にどこか狂いが生じているんじゃねえか。

　ド素人の高校生が袖の中に隠していた一枚を混ぜてきたんじゃねえか。

　本当はスペードのキングは一枚だけで、ブラフで追い詰めようとしているんじゃねえか。

　そして。

　実は、事の真相をこっそりと確かめる方法が、ヤツには一つだけあるんだ。

　そう。

　俺は伏せたカードを叩きつけるような格好で、テーブルに手をついているのだから。

　誰だれの目でも確かめていないカードは、臼挽き童の『パッケージ』で入れ替えてしまう事ができる。早い話、俺のカードと古珠亮のカードを交換してしまえば、ブラフかどうかはすぐ分かる。

　でも。

　ヤツは。

　本当に、誘いに乗ってくるか。

　俺が受け取った二枚の位置は、蛇革野郎だって覚えているはずだ。その二枚を、自分の手札とそっくり入れ替えてしまえば、スペードのキングの所在は判明する。

　だけど、それは。

　せっかくあと一枚で完成するはずだった、キングのファイブカードというほぼ最高の役を自ら手放す事になっちまう。ヤツはカードを増やす事も減らす事もできない、『入れ替える』事しかできねえんだから、自分の手を崩さなくちゃ超常は使えねえんだ。

　古珠亮には五枚の中で邪じや魔まなカードが一枚あるが、確実な確認を行うためには、二枚を入れ替える必要がある。どっちみち、どこかで必要なカードを失う羽目になる。

　どうする。

　どうなる。

　詐欺師の蛇革野郎は、ここから一体どう動く……!?

「……いや、まいったよ」

　そして。

　古こ珠だま亮りようは、軽く肩をすくめてそう切り出してきた。

「降参だ。軽く揺さぶってやろうと噓うそをついてみたんだが、まさか本物がそっちの手に握られていたとはね」

「……っ!?」

　まさか!!

　慌ててテーブルに伏せていた五枚のカードを確認してみる。

　……入れ替わっている。

　五枚の内の一枚が、見覚えのねえスペードのキングに化けてやがる!!

「そんな訳で、スペードのキングは君のものだ。ゲームを続けようか」

　こいつ……キングのファイブカードを自分から捨てた？

　ジョーカー込みのフォーカードに狙いを変えてきやがった!!

　そして、俺がハートのストレートフラッシュ系、上位二つを狙うにあたって、スペードのキングは邪じや魔まにしかならねえのは、さっき俺自身が説明した通りだ。

　俺からの難なん癖くせを奇き麗れいに切り抜け、自分は強力な役へ繫つながる道をキープしながら、こっちの可能性は全部潰つぶす。

　しかも、俺自身がスペードのキングは手元にあるって言っちまった以上、この厄介な贈おくり物ものは受け取らざるを得なくなっちまってやがる……!!

「さあ、余興が終わったら『二回目の交換』だ」

　ニヤニヤと。

　まるでブタとフォーカードがぶつかる場面を今から思い浮かべているかのような顔で、古珠亮は宣言する。

　次で終わり。

　この勝負に、降りるはない。『二回目の交換』が終わった時点で、全ての決着がつく。

「順番通りに、君からどうぞ」
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　臼うす挽ひき童わらしを使った『パッケージ』は、場に広げられた五三枚のトランプを自由に入れ替える事ができるものである。




　ただし、対戦相手または第三者が絵札を観察している最中に入れ替えを行うと、異変を察知されてしまう。よって、カードの入れ替えは、伏せられたカードか、自分自身が持つ五枚の手札だけとなる。




　テーブルのどこに何のカードがあるかまでは、『パッケージ』を使っても分からない。




　使用者はただ欲しいカードを思い浮かべるだけで、『どこかにあるカード』を自動的に手元へ引き寄せる事ができる。また、対戦相手に不要なカードを押し付ける事もできる。




　その『どこかにあるカード』が対戦相手または第三者の閲えつ覧らんできる環かん境きようにある場合、セーフティが作動してカードの入れ替えは中断される。




　……これまでの流れから察するに、おそらく古こ珠だま亮りようが所有している『パッケージ』の詳細はこんなトコだろう。細部にズレはあるかもしれねえけど、大筋では間違ってねえはずだ。

「二枚だ」

「ふっふふ!!」

　宣言すると、蛇革野郎は即座に大笑いした。

「おやおや、おやおやおやおや!!　ちょっと状況が良く見えないんだけど、全体的にどうなっているのかな？　確か、君はハートのロイヤルストレートフラッシュか、ストレートフラッシュを狙っていたはずだったよね。その内の三枚はすでに手元にあったはず。となると、おやあ？　『一回目の交換』で得た二枚をそのまま捨てて、新品の二枚をまた手に入れようと？　何の積み重ねもなく、どんな勝算だって考えられない構図だけど、これって一体どうなっているんだい!?」

「……、」

　答える必要はねえ。

　俺は伏せたままのカードを二枚、ディーラーの方へと投げる。

　代わりにやってきたカードなど、古珠亮は気にかけている様子さえなかった。

「じゃあ僕は一枚だ。たった一枚で良い。本当は邪じや魔まなカードは二枚あるんだけど、交換する事に意味はないからね」

　くすくすと笑いながら、詐欺師は告げる。

「ああ、後から難なん癖くせつけられたって勝負は曲がらないよ。言っておくけど、僕は必ずジョーカーを引き当てる。そしてキングのフォーカードを完成させる。それで、ジ・エンドだ。誰だれが何と言おうが『二回目の交換』が終わった時点で勝負は揺るがない。お得意の挑発もここで聞き納めだと思うと僕は悲しいよ。ほら、一枚だ。このジョーカーで、君を殺す」

　ピッ、と適当なカードがディーラーの方へ流れ、交差するように一枚のカードが古珠亮の方へと滑り込んでいく。

　あれがジョーカーなら、キング三枚と万能札ワイルドカードを使った変則フォーカードが完成。

　ヤツの宣言通り。

　年金を奪われた婆さんも、作為的な難病で苦しむ孫娘とやらも、そして何より俺の人生も、ここでおしまいだ。




　ただし。




「……………………………………………あ、れ………………………………………………？」

　声が。

　聞こえた。

　全身を蛇革のスーツや靴でガッチガチに固め、常に薄うすら笑いを浮かべていた、詐欺師の男。その指先が、注目しないと分からないくらい細かく震ふるえている。その震えは腕を伝って全身を蝕むしばんでいき、やがては椅子をガタガタ鳴らすほどにまで大きくなっていく。

「な、なんっ、何で……？」

「不思議なものでも見たのかよ」

「なんでっ、どうしてジョーカーがやってこないんだ!!!???」

　叫んでから、ハッと古こ珠だま亮りようは自分の失言に気づく。恐る恐る、ギャラリー達たちの方へ目をやる。

　だけどもう関係ねえ。

　状況は、アンタが『二回目の交換』を行った時点で終わっているんだ。

「ジョーカーがこねえのは仕方がねえんじゃねえの？」

　適当な調子で言ってやる。

　お前の人生なんてその程度の重さなんだって。

「だって、そいつは俺の手元にあるんだから。対戦相手や第三者が目にしている絵札とはすり替えられないようにできているんだろ？」

「……あ？」

「そして、ジョーカーがやってこなければ、お前の手札はキングのスリーカード止まり」

　言いながら、俺は扇のように広げた五枚のカードを、テーブルの上へ投げて公開する。

　そこに並べられているのは……、

「こっちはダイヤのエース、ジョーカー、ハートのエース、スペードのキング、スペードの八でジョーカー込みのエースのスリーカードだ」

「ああ!!!???」

　驚おどろいたのは、詐欺師だけじゃなかったみてえだ。

　周りにいるギャラリー達の中にも、どよめきが広がっていく。

「確か、ポーカーじゃ二から始まってキングまで、順番に強くなっていく。だけど、キングはエースに負けるはずだよな？　なら、このスリーカードは俺の方が強い。勝負はついたぜ、お坊ちゃん」

「そうじゃっ、そうじゃない!!　何なんだっ、そのメチャクチャなカードの並びは!!」

「おい、こっちには最初からジョーカーがあったんだぞ。それにエースのワンペアなんてそんなに珍しい巡り合わせじゃねえだろ。難なん癖くせをつける理由が分かんねえ」

「だ、だって、君は、だって！　ハートのロイヤルストレートフラッシュか、下位のストレートフラッシュを狙っていたはずだ。『一回目の交換』と『二回目の交換』を経たって、そんな並びにはならないだろう!?」

「さあ、何でだろうな？」

　答える必要なんかない。

　俺は結果を示しただけだ。

「ほら、勝負は決したんだ。テメェのブラックカードを出せよ、限度額無制限って魔ま法ほうのカードだ。こっちの取り分を入金してもらうぜ。こっちはインテリビレッジ納のう骨こつ村むら産、陣じん内ない酒造の純米大だい吟ぎん醸じように座ざ敷しき童わらしも上乗せしてんだ。たんまりいただこうじゃねえか」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　呆ぼう然ぜんと。

　俺の言葉を聞いていた蛇革野郎は、やがて息を吹き返したように何かを喚わめいた。

「こんなのはおかしい」

「お前が今まで勝ち続けてきたのに比べりゃどうって事はねえよ」

「だって、こんなの、だって!!　この場の全員が見ていただろう？　最初に、君が、自分から手持ちの五枚を公開したんだ……!!　あれが動かぬ証拠。何かイカサマをしているに決まってる!!　そうでもなければこんな並びが成立する訳……」




「……言ったな？」




　ニヤリと。

　多分、俺は、この時初めて本当に、この男の前で笑った事だろう。

　そう、それだ、その台詞せりふだ!!

　思わず指を鳴らし、わざとらしく周りのギャラリーやディーラー達たちに確認を取ってしまう。

「そこのアンタ、そいつが何言ったかはきちんと聞いたよな？」

「え、あ？」

「ディーラー!!　そいつは言ったぞ。きちんとルールを確認しろ、条件にはピタリと嚙かみ合ってる!!」

　そこで、古こ珠だま亮りようの震ふるえが一段と大きくなった。

　これ以上の震ふるえがある事に、当人自身が一番驚おどろいているような顔で。

「なっ、なにがっ、何だ!?　一体何を仕掛けようとしている!?」

「アンタは地雷を踏ふんだんだ。自分の目で確かめろ!!」

　そう。

　このカジノのローカルルールにはこうある。




　山札にジョーカーを加える場合、プレイヤーの誰だれかが宣言しなければならない。宣言者は、そのゲームに勝利した際の取り分は〇・八倍となる。（ただし、ジョーカーなしに作れないファイブカードは除く）。




　ジョーカーを捨て場に捨てた上で役を揃そろえた場合、勝者の取り分は通常の二倍とする。




　イカサマが発覚した場合は、掛け金の二倍をペナルティとする。ただし、単純なブラフはイカサマ扱いしない。




　イカサマはディーラーの徹てつ底ていした管理体制による排除の他、対戦相手が直接指摘できる。




　ただし敗者が勝者を指摘した際、イカサマが確認されなかった場合はゲームを台無しにし、勝者の名誉を傷つけたペナルティとして掛け金の一〇〇倍を払うものとする。




　カードを一枚も変更せず勝負に挑んだ場合、勝者の取り分は通常の一・五倍を上乗せされる。




「はァああああっっっ!!!???」

「これで払いは一〇〇倍。だって、誰の目からも明らかだろ。俺は勝って、テメェは負けた。そいつが決まった後に、勝敗ひっくり返すためにテメェはイカサマの難なん癖くせをつけてきた。見苦しいんだよ、ペテン野郎。負けたくせに上から目線を捨てられねえから勇み足を踏ふむんだ」

「いや、それは、いや!!　現に、君の手札の流れがおかしいのは証明されているんだ！　敗者が指摘して、勝者のイカサマを暴けば一〇〇倍払いなんてありえない……。警備員!!　こいつの身ぐるみを剝いで全部調べるんだ!!　早く!!」

　もうほとんどシンバル持ったチンパンジーのオモチャみたいに大暴れしている古こ珠だま亮りようの目の前で、俺はゆっくりと両手を挙げた。

　その内に、チンパンジーも様子がおかしいと気づいたのだろう。

　警備員にボディチェックされている俺に向けて、こんな事を言ってきた。

「なっ、何でっ、何でそんなに冷静でいられるんだ……」

「そりゃ決まってる。テメェと違ってイカサマなんかしてねえからだよ」

　ニヤニヤと。

　笑う。

「思い出せよ。自分で自分の記き憶おくをいじくっちまってんのか？　最初にカードが配られた時、俺は確かに自分の手札の五枚を全て開示した。でも、あれは、俺が口を使って話しただけだった。自己申告なんだよ、全部が全部。実際に、アンタ達たちの前にカードをさらして見せた訳じゃねえ」

「……あ……ッ!!」

「よりインパクトのある行動に出て場の空気を奪い返すつもりだったのか、テメェは勝手にカードを広げて見せちまったがな。だとすれば、話は簡単だ。実際には、申告した通りの組み合わせじゃなかった。これが真相だ」

　……三のワンペア、エースが一枚、ジョーカー、役立たずのカス札。これが本当の手札だ。実はこの時点でスリーカードが成立していたし、フルハウスにも手が届いたんだよな。とはいえ、伏せたカードを全て操る蛇革野郎相手じゃ勝ち目はなかった。あの状況で三のワンペアを捨てたのは、なかなかに勇気のいる行動だったぜ。

　それよりもっとおっかなかったのが、スペードのキングの移動か。臼うす挽ひき童わらしの『パッケージ』は、互いのカードを入れ替えるものだ。もしも役立たずのキングの代わりに、ジョーカーやエースを奪われていたらと思うと今でもゾッとする。

　それにあの時、『俺が自己申告した五枚』と明らかに違うカードが古こ珠だま亮りようの方へ差し替えられたはずだったんだ。あいつが『俺が一回目の交換で手に入れたカードが、そのまま自分の方へ回ってきた』って思わなかったら、あそこで看破されちまっていたかもしれねえ。

　何にしたって紙一重だった。

　それでも切り抜けたヤツの勝ちだ。

　やがて。

　手の甲に五ご芒ぼう星せいの模様が入った手袋をつけた男は、ゆっくりと首を横に振った。

「出ません」

「……この、野郎!!　もっときちんと調べろ!!　ぜったい、ぜったい、何かが……!!」

「何も出ないんです。それに、単純なブラフだけならイカサマも当てはまりません。ローカルルールにそう明記されています」

　強く、念を押すようにもう一度。

　こいつも臼挽き童の件は黙もく認にんしていたはずだ。詐欺師が余計な事を口走らないよう、気け圧おしてしまう事にでもしたのか？

　パンパン!!　と俺は簡単に手を叩たたいた。

　死刑宣告を、告げる。

「さあて、それじゃあ約束の一〇〇倍払いだ。ブラックカードを出せ、そいつの財産をごっそりいただいてやる」

　それで。

　どぉ!!　と、今度こそ、サッカーの決勝点が決まったかのように、ギャラリー達たちの歓かん声せいが一気に爆ばく発はつした。

　誰だれかが笑い、誰かが崩れ落ちた瞬しゆん間かんだ。
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　その時、カジノの裏にはキツネ、タヌキ、ムジナの三匹が待機していた。

（忍しのぶが勝手に）座ざ敷しき童わらしを囮おとりにする事で、『それ以上は何も隠れていないだろ』と安心させたのだ。

　彼らは座敷童から借り受けていたスマートフォンの画面に目をやっている。

「実行してくれとあるな」

「ほ、本当にこんなので上う手まくいくのでございましょうか……？」

　乳母のタヌキがオドオドしながら質問してきた。

　キツネは首をひねりながら、

「うーむ。事前に説明は受けておったはずだが、やはりバテレンの横文字は分からんな。ええと、フレミングの……」

「右手だよ。左手だとレールガンの理論の方になるのでね」

　良く分かっていないのに博識ぶったムジナへキツネが軽く摑つかみかかったが、本格的な殴り合いになる前にタヌキが制止した。

「理論はともかく、やるべき事は分かっているのでございましょう？　だったらそれで良いではないですか」

「ふむ、道理だな。しかし……」

「まだ何か？」

「こんな子供のオモチャで、本当にあのにっくき古こ珠だま亮りようをぎゃふんと言わせる事ができるのかね？」

　と、その時だった。

　くすくすという小さな女の子の笑い声があった。

「何なに奴やつ!?」

　キツネが慌てて振り返ると、パタパタという足音だけが遠ざかっていく。

　一二、三歳程度の少女。丈の短いミニ浴衣に、花おい魁らんのように肩も大きくはだけているため、チューブトップでタイトスカートのドレスのようになってしまっているその奇怪な和装。

「……あれは、臼うす挽ひき童わらしか？　まずいぞ。あの亜種め、俺達たちの暗あん躍やくを報告するのではないかね!?」

「い、いえ」

　乳母のタヌキはムジナの言葉を否定した上で、

「あれは、逆ではないでしょうか。臼挽き童が……座ざ敷しき童の亜種が……繁はん栄えいを司つかさどる妖怪が、カジノから、家人の元から立ち去った。という事は、古こ珠だま亮りようの辿たどる道は……」
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「何をモタモタしている。お客様からカードは預かっているのだろう」

「いえ、今、入金前の照会作業を行っているのですが」

　古珠亮は音のない世界で立ち尽くしていた。

　いいや、厳密には先ほどから辺り一面は拍手喝采、音の洪水に吞のみ込まれている訳だが、彼にとってははるか遠い。声を声と認識できるような精神状態ではなく、ただ音として流れていってしまう。

　ざっと数億。

　今ある総資産の一〇分の一ほどを、ごっそりと持っていかれる計算だ。

　それ自体も相当の痛手だが、何よりも、ただの素人の高校生にしてやられたのが何よりも苦しい。

「ふふ、ふふふふふふ……」

「い、いや、待ってくださいよ座敷童さん。話せば分かる、人間と妖怪は分かり合える！　だってこれはあのクソ詐欺師に勝つには絶対通らなくちゃならねえプロセスでがぶぐちゃ!?」

「ねえ忍しのぶ、コブラツイストって知っている？　フランケンシュタイナーはどうかしら」

「バッおまっ浴衣でやるような大技じゃぎゃあああああああっっっ!!!???」

　縄なわを解かれた途端に苛か烈れつなプロレス技に走る赤い浴衣の座敷童と、それにただただ翻ほん弄ろうされる高校生。そう、あいつはただのガキだ。本来であれば、プロの（詐欺師である）古珠亮が振り回されるはずがないのだ。

　まるで舞ぶ台たい演劇のようなわざとらしい大きな動き、口振り。

　冷静になってみるべきだった。あれは、大きな噓うそをつく事で小さな噓を隠す手段だったのだ。警察犬の嗅覚を誤ご魔ま化かすため、道に香辛料をぶち撒まけるような方法論。

　それ自体は極めて稚拙でも、古珠亮はその動きを侮った。

　ある程度は看破されてしまうのを織り込んで策を練ってきた事までは、深追いしなかった。

　その結果が……、

（いや）

　そこまで考えて、能面のような古こ珠だまの表情が、くしゃりと歪ゆがんだ。

（何かが腑ふに落ちない。あいつは、常々、僕を破滅させるような口振りだった。あの大言壮語は、本当に僕の嗅覚を誤ご魔ま化かすためだけのブラフなのか？　何か、別の意味があるとしたら……）

　古珠亮りようはスリルを楽しむ生き物だ。

　資産は持っている時は持っているが、持っていない時は全く持っていない。詐欺も、ギャンブルも、美術品のオークションも、どれもこれもが浮き沈みが激しい。そして、今は明らかに『浮いて』いた。

　たとえ渾こん身しんの一〇〇倍払いが成立したところで、古珠の全てを奪った事にはならない。

　せいぜい、あぶく銭の一割が消える程度のものでしかない。

（何かある）

　だらり、と嫌な汗が顔を伝う。

（あいつは、これで、こんなので終わりなんかじゃない!!　絶対に何か……!!）

　その時だった。

　古珠亮は、人間の声を聞いた。

「コンピュータの方じゃないみたいですね。どうも、その、先ほどから回線にノイズが入るようで」

「入金が遅れればうちの信用問題になる。早くトラブルの元を特定して解決するんだ」

　ブラックカード。

　限度額無制限の特殊なクレジットカード。

　照会作業中のトラブル。

　出自不明の回線ノイズ。

「あ、ああ」

　気づいた。

　全てが繫つながった。

　そう、勝負の行方などに関わらず、古珠亮の全てを奪う方法が一つある!!

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　ありったけの力を込めて絶叫すると、その場の全員が彼の方に注目した。それどころではない。間抜けなカジノの店員の元まで走り、その顔を殴りつけ、全力でブラックカードを奪い返す。取り戻す。

　騒さわぎを聞きつけて黒服の警備員達が駆けつけてきた。

　古こ珠だま亮りようは、グラスファイバー製の縄なわの呪じゆ縛ばくから解き放たれた座ざ敷しき童わらしの手でボコボコにされている金髪の高校生に指を突き付けて叫ぶ。

「スキミングだ!!　あいつっ、あいつは、限度額無制限のブラックカードで金を動かす瞬しゆん間かんをひたすら待っていた。カード番号と暗証番号を盗み出すためにだ!!」

「……、」

「それならゲームの結果に関わらず、僕の全財産を奪い取る事ができるんだからな!!　照会作業中に変なノイズが入っているのがその証拠！　ほっほら、早く、あいつを、あいつを捕まえるんだ!!　そして僕の財産を守……!!!!!!」

　そこまで一気にまくしたて、そして、唐突に古珠亮の言葉が途切れてしまった。

　誰だれも。

　ギャラリーも、ディーラーも、警備員も……誰一人として、古珠亮の言葉など聞いていなかった。耳に入っているのに、全く聞いてはいなかった。誰かが肩をすくめ、誰かが息を吐く。

　そして。

　グラマラスな座敷童にヘッドロックを喰くらい、涙目で片乳に頭を埋めている金髪の高校生は、片手で拳銃の形を作った。

　美女を片腕で抱き寄せ、上から目線の勝者はジェスチャーの銃口を古珠亮に突き付ける。

　言こと霊だまを、放つ。




「……言ったな？」




「あ」

「決着後、敗者から勝者へのイカサマの指摘。……おいおい、もしも証拠が出てこなかったら、また一〇〇倍払いだぞ。その場合は一〇〇倍と一〇〇倍を足して二〇〇倍じゃない。一〇〇倍に一〇〇倍を掛けて一万倍だ。分かってんのかよ、状況ってのがさ」

　総資産の一割の損失。

　その一〇〇倍。という事は……？

「ああああああああああああああああああああああ!!!!!!　ヴぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　小さな噓うそを隠すための、大きな噓。

　それ自体、読みは間違っていなかった。

　ただし、金髪の高校生が毟むしり取ろうとしていたものは、もう少しスケールが大きかったのだが。
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　ちなみに。

　カジノの裏手でコソコソしていた妖怪達たちがやっていたのは、ごく単純な事だった。

　事前に、人間の陣じん内ない忍しのぶからはこう助言を受けている。

『見ろ、ここだ。配線パネルがある。どうやらケーブルは光ファイバーじゃなくて金属線を使っているみたいだな。こいつはついているぞ。お金にうるさい惑まど歌かが言うんだから間違いない』

『分かった。こいつをズタズタにしてやればカジノの連中が困るのだな！　そうと分かれば自慢の爪で……!!』

『馬鹿たれ、このキツネ野郎。傷をつけずに妨害するから意味があるんだ』

　言いながら、彼が取り出したのは『子供のオモチャ』だった。

『フレミングさんについては？　右手と左手の法則は知ってるか？』

『バテレンの偉い人か？　分からん!!』

『いちいち胸を張るんじゃない。右手の法則ってのは、こう……。バネの中に導線が通してあるとするだろ。この導線に電気を通すと、導線の周りには磁力が発生するって法則だ。この線を軸にしてな』

『？』

『この電気の流れと周囲の磁力は、それぞれ連動してる。電気を通せば磁力が生まれるし、導線の周りに磁力を発生させる事で、電気を生み出す事もできる』

『つまり何なのだ？』

『金属線を切断しなくても、強力な磁石を擦こすりつければ中の信号を乱す事ができる。こっそりメール送るから、そのタイミングでやってくれ。勝負が終わった後に、あの詐欺師野郎に素敵なサプライズで追い打ちしてやるんだから』

「やるぞー!!」

「は、はい！　この乳母のタヌキめにお任せください!!」

「やいキツネ、本当にこんなので大丈夫なんだろうね!?」

　かくして、キツネ、タヌキ、ムジナの三匹はケーブルに痕跡一つ残さずに高速通信を妨害し、古こ珠だま亮りようが所有するブラックカードの照会作業に割り込んでカード番号や暗証番号を抜き取るスキミングを疑わせた。

　だが前述の通り、磁石を使った非ひ破は壊かい式しきの妨害なので、分かりやすい傷痕などは残っていない。当然、黒服警備員が調べに来た時には、妖怪達もその場を立ち去っている。

　そして、証拠が見つからなかった場合、誰だれにどんな疑いが向けられるか。




　恐怖の一万倍払いが全てを物語っている。
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「いィええェェェ──────────────────────いッッッ!!!!!!」

　とりあえず豪遊だ豪遊だ!!

　言われてみれば晩飯を全然食ってなかったはずなのに、気がつけば朝の四時になってやがるし！　だからとにかく豪遊だ!!　たーべーちゃーうーぞー!!

　そんなこんなで俺達たち（ていうか、俺以外はみんな妖怪という疎外っぷり）は朝までやっているクラブの二階席を貸し切って、小さな瓶のサイダーをぶつけ合って乾杯していた。ガラステーブルの上には唐揚げとかフライドポテトとかペペロンチーノとか、朝の四時とは思えねえ油っこい料理で満ち満ちている。

　……ま、まあ、そもそもアホみたいな場違い感なのは自覚あるんだけど、これで『金きん鉱こう島とう』では一番安いプランっていうから驚おどろきだ。下手にこぢんまりとしたレストランの方が高くつくという辺りに、カジノの島のイカれた金銭感覚が窺うかがえる。普通のファミレスとかカラオケボックスはねえのか。

　乳母のタヌキがオドオドしながら、

「あっ、あの、こんな事をしていて大丈夫なのでございましょうか？　その、古こ珠だま亮りようから奪い取ったお金は、元はと言えば全国各地で騙だまされた方々のもののはずですし……」

「ああ、大丈夫大丈夫。ブラックカードでどこまでもごっそり奪っちまってるから。ただでさえ四～五〇〇万の高レート勝負にレアものの座ざ敷しき童わらしを上乗せして、さらにさらに恐怖の一万倍払いだぜ？　あいつが今まで奪ってきた額なんてとっくに上回ってる。おかげで詐欺師野郎は借金地獄に転落だがな。ちょっとバイト代をもらったところでちゃんとみんなに返せるよ」

「あら。少し余っているというのなら、多めに分配してあげても良いんじゃないかしら。例えば、理不尽な病気で苦しむ孫娘に、海外で手術を受けさせられるくらいには」

　キツネと。

　タヌキと。

　ムジナは。

　しばし、そこで沈ちん黙もくしていた。その意味を嚙かみ締しめ、そして、静かに頭を下げてきた。

「よせよ、臼うす挽ひき童って妖怪の情報がなけりゃどっかで躓つまずいてた。磁石を使った最後の大仕掛けだって、アンタ達が手伝ってくれた。だから貸し借りってのはナシだ！　俺と座敷童は今日の晩飯……ああ、夜食か朝食か？　とにかくメシにありつけて、お前達は奪われたもんを元の場所へ戻した。そんな訳で喰くって吞のむぞーっ!!」

　それで何かが吹っ切れたのか、その後はとんでもねえ騒さわぎになった。そこらじゅうを狐きつね火びが飛び回り、タヌキはテーブルの上で腹鼓を打ち、ムジナはどんぶりにいろんなトッピングを混ぜての新商品ムジナうどんの研究に余念がなかった。全体的に統一感がない。

「しかし大した若者だ。ひょっとしたら、人を化かす事にかけては我々よりも上う手まいのかもしれん」

「うふふ。そもそもの始まりは、せっかくの一五夜というのに生憎の雨をいたく哀かなしんだ奥方のために、この私がお屋や敷しきの庭の楓かえでの木に登ってお月様に化けた事にあったのです……」

「俺達たち三匹は時代劇のモデルにもなったのだよ。ただ、カントクとかいう分からず屋がムジナは分かりにくいから犬にしようなんて言い出したのだがね!!」

　長くても大体五分くらいで収拾がつかなくなってくるので、そういう時はとりあえずサイダーの小瓶を掲げて叫ぶ。

「まあまあ全体的に何だか良く分かんねえけどとにかくカンパーイ!!」

　こんなのを二〇回か三〇回くらい繰くり返した。

　問題なんて何にもなかった。

　詐欺師の古こ珠だま亮りようから全ての金を奪い取った。気を病んで倒れた老婆も、難病に苦しむ孫娘とやらも回復への道筋ができた。全国の被害者達にだって全額返金を約束したようなもんだ。奪った金の方は惑まど歌かの知り合いの会計士に任せてある。贈ぞう与よ税ぜいとか詳しい仕組みが分かんねえから専門家に任せるしかねえが、全くの他人よりも顔見知りのツテに頼たよった方が信用できるだろう。

　だから、本当に。

　ここまでなら、これ以上ねえってくらいのハッピーエンドで終われるはずだった。




　そう。

　ここまでなら。




　　　　　16（Day10/04 06:30 - 06:58）




「………………………………………………………………………………………………………あー」

「忍しのぶ」

　グラマラスな座ざ敷しき童わらしに声を掛けられて、ようやく俺は自分がガラステーブルの上に突っ伏している事に気づいた。

　どうやら少し居眠りしていたらしい。

　馬鹿騒さわぎはしたけど、酒とかは吞のんでいない。考えてみれば、昨日の飛行機の中からずっと寝ていねえんだ。古珠亮とのポーカー勝負の間はずっと極度の緊きん張ちようにさらされて忘れていたけど、その緊張が消えた途端に疲れが一気に押し寄せてきたのかもしれねえ。

　キツネ達たちも、ソファや床の上で思い思いに眠りこけている。

　座ざ敷しき童わらしは浴衣の胸元に挟んでいたスマホを取り出し、小さな画面で時刻を確認しながら、

「そろそろ旅館に帰らないと、朝食も逃す事になるかもしれないね」

「……流石さすがに二食すっぽかすと父ちゃんとかがキレそうだな。でも、うえ……。今から帰ったとして、朝食なんて腹に入るか……？」

　少し寝たのがかえってまずかったのか、胃袋の辺りからじくじくとした、酸で炙あぶるような感覚がせり上がってきている。油っこいものばっかり食べたのが災いしてやがる……。

　俺はのろのろとした動きで起き上がりながら、

「おい、キツネ、タヌキ、ムジナ……。そろそろ起きろ。朝までのサービスだから、これ以上残っていると追加料金取られちまうぞ」

「む？　ついつい寝入ってしまったか」

　ゴシゴシと目元を擦こすって起き上がるキツネ達と一緒に、俺と座敷童はクラブのＶＩＰルームを出る。まだ一般のダンスフロアにも結構な客が残っていた。テレビゲームとかには無む縁えんっぽい人達だけど、携帯電話のアバターくらいなら興味津々らしい。フレンド登録だの衣装のトレードだのバーチャルな土地の売買だの、あっちこっちでＶＲカジノ都市の『重じゆう巡じゆん島しま』の話が飛び交っている。

　広い通りに沿ってヤシの木が植えてあるような島だけど、こんな時間だけはひんやりとした冷気に支配されていた。

　強烈な朝日の代わりに電飾の消えたカジノの街は、ようやく眠りの空気でゆったりと満たされていくようだった。ピッカピカに磨みがかれた高級スポーツカーがちらほらと走っているが、運転手の服装が車と不釣り合いだった。おそらく運転代行サービスだろう。本来の持ち主はべろんべろんに酔っ払った若い女と一緒に、リムジンか何かで旅館にでも向かっているのかもしれねえな。

「カジノの島なんてイタリア製かドイツ製しか走ってねえかと思ったけど、意外と日本車が多いんだな」

「ハイブリッドや電気自動車の分野では、日本はトップブランドの一角だからね。『テイヒン』の完全カーボンフレーム車なんて、二億三億の値をつけても予約が殺到しているみたいだし」

「……何でそんなに詳しいの？　また馬鹿高いレーシングゲームのアプリとか俺の名義で勝手にダウンロードしてねえだろうな」

　キツネ達三匹は、このまま『金きん鉱こう島とう』を出て四国へ帰るつもりらしい。元々、こいつらは観光に来た訳じゃねえ。詐欺師の古こ珠だま亮りようをとっちめたら、一刻も早く主人の顔が見たくなったようだった。

　短い手（前脚？）を振る三匹と別れて、俺と座敷童は『金鉱島』の山を挟んで反対側にある旅館を目指す。

「忍しのぶ。今から歩いて帰ろうとしたら、朝食には間に合わないんじゃないかしら？」

「タクシー代くらいはキツネ達たちに分けてもらってる。適当なトコでリムジンに乗り込もうぜ」

　大きな通りで待っていれば大丈夫かと思っていたが、行き交うリムジンタクシーはどいつもこいつも客を乗せていた。どうも、旅館への帰宅ラッシュにぶつかっちまったようだ。

　右往左往してはインドア妖怪から失望のため息をつかれていると、不意にズボンのポケットにあった携帯電話が着信音を鳴らした。

　取り出して画面を見てみると、知らねえ番号だ。

『朝早く申し訳ありません。こちら、全国飛ひ翔しよう航空・遺失物管理センター担当・岡おか崎ざきと申します。陣じん内ない忍しのぶ様でよろしいでしょうか？』

「はあ、まあ、一応」

『先日、５５１１便で発生したロストバゲージについてのご報告となります。このたびは、大変申し訳ありませんでした。お客様の旅行カバンを無事見つけましたので、お暇な時に弊へい社しやの空港カウンターまでお越しいただけると助かります』

「えっ、あ、旅行カバン？　俺のカバン見つかったんですか!?」

『すでに空港へは輸送済みですので、今からでもお引き取りは可能な状態となっております。念のため、カウンターではご本人確認をさせていただきますので、身分を証明できるものを持参していただけると助かります』

　……身分を、証明？

　それって、何なら良いんだ。バイクの免許は持ってねえし、国内旅行だからパスポートなんて持ってきてねえし……。

「ええと、それって学生証とかでも……？」

『あはは。その、もう少しきちんとした形式の。例えば免許証や保険証などがあれば……』

　保険証か。

　母ちゃんとかが持ってきているのかな？　とか考えていると、なんかのろのろした動きで電気自動車が車道を走っているのが見えた。

　徐行を続ける黒の国産スポーツカーを、歩道から何の気なしに横目で見る。

　そこで、わずかに眉が動いた。

　運転席には誰だれも乗っていなかった。

　直後。

　その意味を深く考えるより先に。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　間近で、いきなり国産スポーツカーが内側から膨ふくらむように爆ばく発はつした。
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　意識に、わずかだが確実な空白があった。

　その数秒間が、自分自身の滞空時間だと気づいた時には、すでに二、三メートルはノーバウンドで飛ばされ、歩道の上へ投げ出されていた。

「げっげぶ!?　がぶあ……!!」

　道路に面した店てん舗ぽのガラスが砕け散る甲高い音が、ちょっと遅れて耳に届く。

　状況を確かめようとしたが、視界がぐわんと揺れただけだった。手足はぴくぴく震ふるえるだけで、まともに起き上がる事もできなかった。

　なん、だ。

　一体、何がどうなった……!?

　ぐらぐらと揺らぐ意識の中、もうもうと立ち上る煙と妙に臭い匂いが五感を支配する。ガソリンとは違う。遠巻きな悲鳴や、カメラのフラッシュみたいなのも感じ取れた。

　そんな中、赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしはいつもと変わらぬ様子で突っ立っている。

「とっさに私を盾にしようとした辺り、流石さすがとしか言いようがないね、忍しのぶ」

「ま、間近で爆ばく発はつが起きても仁王立ちしてんだから、盾にするのが正解じゃねえの？」

　一〇秒以上経たっても、起き上がる事はできなかった。

　どうにかして、自分の意思で首を振って目線の焦点を合わせられるくらいにはなってきた。

　黒煙の向こうから、誰だれかがこっちに近づいてくるのが分かる。

　消防、士……？

　銀色でギラギラ輝かがやく特殊な耐火服を着た男達たちを見てそんな風に思ったが、その時、俺の腕がぐいっと強い力で引かれた。

「な、んだよ、座敷童……？」

「あれからどれくらい経ったと思う？」

　適当な口調だった。

「少なくとも一分は経っていない。どんなに小さな島だからって、早すぎる。でもって、自分の顔を隠して被害者を連れ去るには格好の服装とポジションよね、あれ」

「ちょっと、待て。それって」

「問答している暇はなさそうよ」

　言いながら、座敷童は心の底から面倒臭そうな調子で、俺の両脇に腕を通して、ずるずると引っ張り始めた。『自称』消防士の皆さんの肩がぴくりと動く。より素早く、猛然とこっちへ走ってくる。

　座敷童はついに俺の体を米俵みたいに肩で担ぎ、建物と建物の隙間みたいな路地裏へ飛び込んだ。

　いくつかの角を曲がり、大きな金属製のゴミ箱の陰で身を屈かがめる。

　バタバタとした足音が、見当違いの方向へと走り去っていく。

　ろくに身動きが取れないまま、俺はかろうじて口だけを動かす。

「ど、どうなってんだ」

「知らない。襲おそわれる心当たりは？」

「詐欺師の古こ珠だま亮りようか？　あいつにだったら八つに裂かれる自信があるけど」

「あの落ち武者に残存兵力なんてあるのかしらね」

「カジノは？　確か、黒服警備員を何人か買収していたはずだよな。オカルト系のイカサマを見破る、霊れい感かん少女みたいなヤツ」

「……この私を亀きつ甲こう縛しばりした変態集団ね。よおく覚えているけれど」

「げふんげふん！」

「でも、カジノ特区は『大きな犯罪組織』みたいなのはお断りでしょう」

「別に、ヤバい連中は外からやってくるだけじゃねえだろ。カジノには大量の金と、それを守るための武力が集中する。次第に発言力を高めていけば、ある一線で暴力組織としての顔に切り替わる」

「カジノが危険な色を帯びていたとして、彼らは損をしていない。古珠亮とのサシの勝負だったんだから、店側が『金を取り返す』理由はないはずよ」

「かもな」

　俺はゆっくりと息を吐くようにして、

「じゃあ考えを変えようか。俺達たちは古珠亮とのサシの勝負で勝った。軽く一〇〇億を超える、とんでもねえ額を奪い取った。それを目の当たりにして、ド素人のカモネギ野郎から取り分を横取りしちまおうって打算したヤツがいたとしたら？」

　そもそも、あの至近距きよ離りで自動車爆ばく弾だんが炸さく裂れつして、俺がまだ生きているのだって奇跡的なんだ。あれは『殺害』が目的じゃなくて、口座番号なんかを聞き出すための『誘拐』狙いだとしたら？　偶然や奇跡よりは、悪意の方が辻つじ褄つまは合う気がする。

「……それだと容疑者の数が跳ね上がるね。直接あのカジノにいたスタッフやギャラリーはもちろん、あの数時間で噂うわさがどこまで広がっているかも分からないし」

「最悪、『金きん鉱こう島とう』の全員に疑いをかけた方が良いかもな」

　あんまり。

　こういう可能性は考えたくねえんだが……。

　キツネ、タヌキ、ムジナ。あいつらさえ完全に疑いが晴れた訳じゃねえ。三匹の内の誰だれかが裏切ったり、そもそも『主人の老婆と難病の孫娘の話』自体、本物だったかどうかを証明する手段はねえんだから。

　幸い、データ上の大金は惑まど歌かの知り合いの会計士に任せてある。謎なぞの襲しゆう撃げき者しや達たちに俺が締しめ上げられたところで、今さら誰だれにも金を奪われる事はねえんだけど……。

　俺の命が保障された訳じゃねえ。

　完かん璧ぺきに孤立無援だ。

「忍しのぶ、これからどうするの？」

「ケータイって使っても大丈夫かな。とにかく、親に連絡して合流しねえと。今のままじゃ向こうにも迷惑をかけちまうかもしれねえ」

「『金きん鉱こう島とう』の表のカジノも裏の金山街も信用ならないんでしょう。リムジンタクシーを捕まえたらどんな山奥に連れて行かれるか分からないし、歩いて旅館へ帰ろうとすると途中でかなり『人の目のない場所』を歩く事になる。何にしても危険よね」

「……一つだけある」

　一体いつになったらこの体には力が戻るんだ？

　必死に手足を動かそうとするが、ピクピクと小刻みに震ふるえるだけだ。

「『金鉱島』は中央の大きな山と外周の沿岸部に分かれる。沿岸部はカジノ街と旅館の並ぶ金山街に分かれている。山をぐるりと回り込むルートは限定されていて、待ち伏せもされやすい。車だろうが徒歩だろうが、どんな方法を使ったって襲撃の憂うき目めに遭っちまうだろう」

「それが？」

「……中央を突破しちまえば良い。デカい山は金山だ。中は迷路みたいに入り組んでる。トンネルを通ってショートカットしちまえば、待ち伏せをすり抜けて旅館へ帰る事ができるかもしれねえんだ」

　謎の足音は割と近くを行ったり来たりしている。

　怖いけど、一ヵ所に留とどまっても追い詰められるだけだ。向こうは大雑把な位置にあたりをつけているに違いない。

「おい座ざ敷しき童わらし。このまま俺を担いで金山まで行けると思うか？」

「もう忍を見捨てて一人で逃げたい」

「マジでたたるぞこの野郎……」

　足音が遠ざかったタイミングを見計らって、俺の体を担いだ座敷童が金属製のゴミ箱の陰から再び動き出そうとする。が、すぐに諦あきらめた。

「駄目ね。絶対に見つかる」

「……何とか方法を考えねえと、ここだっていつまでも安全じゃねえんだ」

「ちょっと待って」

　言うだけ言うと、何な故ぜか彼女は盾にしている金属製のダストボックスの蓋の辺りへ手を伸ばした。

　何かを摑つかんだようだが……？　と思っていると、




　ぐぁばっ！　と。

　いきなり帯を緩ゆるめたグラマラスな妖怪が、浴衣を脱ぎ始めた。




「ばっ、ちょ、何をぐえっ!?」

　眩まばゆいばかりの白い肌が目に突き刺さり、思わず叫ぼうとした俺の口を塞ぐように、座ざ敷しき童わらしは人様の顔を踏ふみやがった!!

「……こんなカジノの街じゃ、赤い浴衣や学生服なんてとことん目立つ。でも、相手だってその強い印象に引きずられているはずよ。髪型を変えて着替えてしまえば堂々と出ていける。真正面から見られたら危ないけど、後ろ姿くらいじゃバレないはずよ」

「もがもごっ、げほっ！　き、着替えってのは何なんだ……？」

　すると、素っ裸の座敷童はひらひらと小さな布切れを振り回して、

「昨晩男女の営みがあったのか、捨て置かれたビキニがここに」

「わお！　良く拾う気になっぼがっ!?」

　背に腹は代えられないのか、普段は着物しか着ないはずの座敷童が、面積の小さいビキニを纏まとっていく。

　腰のサイドにある紐ひもを蝶ちよう結むすびにする座敷童に、俺は何とかして声を放つ。
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「おい、お前はともかく、俺はどうすりゃいいんだよ」

「あら、それなら大丈夫よ」

　言って、何な故ぜか彼女は妖しげな笑みを浮かべると、

「男女の営みがあったのか、と言ったでしょう。男性用もセットで落ちているもの」

「……、おい」

「残念だけど、背に腹は代えられないのよね」

「待ってちょっと待っもぐっ!?　足で顔踏ふむな馬鹿っ！　そもそも落ちてる水着とか怖いって不衛生！　不衛生ですよう!!　ていうかいやあ、脱がさないでえ!!」

「はーい忍しのぶ、お姉ちゃんと一緒にお着替えしましょうねえ」

　……屈辱の五分間を経て戦せん闘とう準備を整える。

　座ざ敷しき童わらしは俺を担ぐのではなく、酔っ払いに肩を貸すような格好で金属製のダストボックスの陰からゆらりと立ち上がった。

　いくつもの視線を感じる。

　背中に突き刺さる。

「あなたったら、ちょっと飲み過ぎなんじゃないかしら」

「……もう全部忘れたい。酒はどこだーっ！」

「叫ぶと口から逆流しちゃうから。ほら旅館に戻りましょう？」

　それでも立ち止まる訳にはいかねえ。走って逃げても意味はねえんだ。とにかくふらふらになりながら前へ進まねえと！

　幸い、直接呼び止める声はなかった。

　座敷童はカジノの裏手から、山林の方へと抜けていく。

　見た目はきらびやかな街だけど、カジノ特区の政策に合わせて急きゆう遽きよ築き上げた区画だ。街の厚みはそんなにねえ。中央を走る大通りから少しでも離はなれれば、そこはもう生い茂る森の中だ。全体的にパイナップル的というか、『はっぱ水着』でも作れそうな南国の木ばっかりだけど、中には楓かえでや銀杏いちようもちらほら見える。緑の中に点在する赤や黄色の彩りは否いや応おうなく目についた。

　俺は肩を借りたまま、何とか動くようになってきた指を使って、携帯電話を操作する。

「……駄目だな。親はどっちも出ねえ」

　不安になるが、ぐじぐじ悩んでいても何も好転はしない。

　気を取り直して、俺は別口に連絡を取る。

「惑まど歌か！」

『またなんかの相談？』

　朝だろうが夜だろうが、変人美少女はものすごく頼たよりになる。

　……って思っていたんだが……。

『忍クン。その前に一個質問しておきたいんだけど、君、一体何に関わった？』

「え、あ？　そりゃ、前に言った通り古こ珠だま亮りようっていう詐欺師とぶつかって……」

『そんなんじゃない』

　惑まど歌かは、遮るように言った。

　ひどく、ひどく冷たい声で。

『悪いんだけどさ。忍しのぶクン、もう手を引きなよ。忍クンが今関わっているものは、私の領分にだって深く影えい響きようを及ぼすものだ。私だって対岸の火事じゃいられない。もしも、もしもさ。忍クンがこれ以上しっちゃかめっちゃかにするって言うなら』

　……電話の相手は、本当にあの惑歌なのか？

　いつかの時のように、どこかの誰だれかが化けているって可能性はねえのか？

　そんな事を疑わせる声色で。

　彼女は、言う。




『私は、持っている金と兵隊の全てを使って忍クンを潰つぶしにかかるよ？』




　通話が。

　切れた。

　そんな事をしている場合じゃねえと分かっていても、俺はしばし呆ぼう然ぜんと携帯電話へ目をやってしまう。何が……どうなった？　どういう理由で、いつの間にか惑歌のヤツが『敵』に回ってやがるんだ？

「忍」

「あっ、ああ。惑歌のアドバイスはもう期待できそうにねえな。俺達たちだけでやり過ごすしかなさそうだ」

「……はあ。惑歌も大金につられて敵に回ったとか？」

「そもそも俺はあいつがどんな世界に住んでいるのかも知らねえよ」

　オドオド系担任教師に面倒を見るように言われちゃいるが、この数ヶ月で惑歌の心の奥深くまで踏ふみ込めたかと聞かれれば、答えはノーだ。元々、思考回路の読めねえヤツではあった。どこかに『逆げき鱗りん』があったのかもしれねえけど、今からそいつを探したって意味はない。

「これからどうするの？」

「とりあえず、金山のトンネルを抜けて旅館を目指そう。両親と合流するのが先だ」

「その後は？」

　質問を繰くり返され、俺は座ざ敷しき童わらしの肩を借りたまま、わずかに沈ちん黙もくした。

　そして正直に言う。

「俺に分かると思うのかよ」
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　金山のトンネルの中へ踏ふみ込む頃には、もう手足の感覚も元に戻っていた。当然、誰だれのものかも分かりゃしねえ水着なんて脱ぎ捨ててさっさと元の学生服に戻るに決まっているんだが、

「あっち向いてなさいよ座ざ敷しき童わらし！」

「別に忍しのぶの裸なんて眼中に入らないからどうでも良いのだけど」

「そして顔色一つ変えずに真正面から脱いでんじゃねえ！　歳の離はなれたお姉ちゃんか!?」

「お姉ちゃんでしょう。何度お風呂に入れてあげたと思っているの」

「……っ、岩陰に隠れるとかステップを踏んでも良いと思うんだ、俺は!!」

　着替えを終えて水着を放り捨てると、いよいよ金山の奥へ。ここを通って、山の反対側にでも出られれば良いんだけど……。

　土の匂いがやたらと充満している、手掘りの洞窟を進む。

　明かりになるものは携帯電話のバックライトしかなかった。トンネルの天井付近にはカバーのついた電球が列を作っているものの、どこにスイッチがあるかが分からねえ。それに、下手に電気を使うと居場所を知られるかもしれない、っていう恐怖もあった。

「ヤベエな……。一時間くらいしかバッテリーは保もたねえぞ。そしたら後は真まっ暗くら闇やみで立ち往生だ」

「スマホもほとんど切れかかってるね」

「どこかで懐かい中ちゆう電灯か、松明たいまつにできる材料でも拾えれば良いんだけど……」

　まったく、きらびやかなカジノでポーカー勝負とかしていたのが噓うそみてえに感じられる。

　鉱員達たちの連絡用にアンテナでも立っているのか、こんな洞窟の中でもかろうじて通信できる状態で、やろうと思えばＶＲカジノ都市の『重じゆう巡じゆん島しま』でスロット回したり、アバターの古着を自前の店で出品できたりするってのにさ。

　手掘りの坑道は相当狭く、両手を水平に伸ばせば左右どちらの壁かべにも触れてしまう。頭だって天井にぶつけてしまいそうだ。足元にはトロッコのものと思おぼしき、細いレールが二本走っていた。狭い横穴全体はおざなりに丸太で補強してあるだけで、普段だったら絶対にこんな場所に入りたいとは思わねえだろう。

「あっちこっち、複雑に枝分かれしているね」

「タヌキ掘りとかいうのだろ。とりあえず線路に従って進んでみようぜ。少なくとも、『同じ所をぐるぐる』は避さけられるはずだ」

　インテリビレッジは、田舎を高ブランド化させる事で莫ばく大だいな収益を得るシステムだ。

　純金の値段なんて国際的に取り決められているから、産出地の高ブランド化なんて意味がなさそうに見えるけど……そこにも例外がある。

　一部、重量や含有率の他に、『どこどこ産の黄金で作った指輪だから』みたいな付加価値が芽生えつつあるらしい。これは日本だけでなく世界各地の伝承を見れば分かるんだけど、元々、『特別な黄金』って考えはそう珍しいもんでもないらしいのだ（もっとも、多くの場合は『持ち主に害を及ぼす呪われた黄金』って話なんだけど）。だから新しい考え方っていうよりは、古い考えを思い出している、って方に近い。何かのきっかけさえあれば、わっと世界中に蔓まん延えんしたっておかしくねえんだと。

　純金なんて言っても厳密には九九・九九…九％とかで、厳密な一〇〇％の黄金は存在しない。でもって、『残りの成分』を細かく精査する事で産出地を調べられるんじゃねえの？　なんていう研究も進められているそうだ。

　金きんの価格にばらつきが生まれると金きん融ゆう市場に洒落しやれじゃ済まない混乱が生じる、って惑まど歌かのヤツが珍しくビビっていたのを覚えている。

　……惑歌、か。

「忍しのぶ、どうしたの？」

「いいや、何でもねえよ。とにかくここを抜けて、旅館で待ってる親の方と合流しよう。父ちゃんも母ちゃんも仕事の話があるんだろうけど、まずは命の保障が最優先だ。『金きん鉱こう島とう』全体が信用ならないんなら、いっそ外に逃げちまった方が良い」

　そんな事を言いながら、俺達たちは奥へ奥へと歩いていく。

　携帯電話のバックライトは手元をぼんやりと照らすだけで、自分の足元さえはっきりとしねえ。自然と壁かべに手をつくようにして歩く格好になるが、じっとりと濡ぬれた岩や土の感触は気分の良いものじゃなかった。時々、ゴムやビニールに似た感触が指先に伝わる。何かと思ってそちらを見てみると、ゴツゴツした岩肌に沿うように、太いケーブルが走っていた。

　一いつ瞬しゆん、そのまま見過ごして、改めて見返す。

「……何だ、こりゃ？　何のケーブルだ？？？」

　さっきも言った通り、明かりは携帯電話のバックライトだけだ。抗内の裸電球や蛍光灯のような照明器具とも違うみてえだ。淀よどんだ坑内に新しん鮮せんな空気を取り込むための送風機みたいなものも見当たらねえ。

　だとすれば、これは一体何に電気を流すためのケーブルなんだ？

　ふつふつと、腐った沼が沸ふつ騰とうしていくように、俺の頭の裏側で嫌な疑問が浮かんでくる。粘質な気泡はどんどん増えていき、くっついて、頭の全体を埋め尽くしていく。

　これは見過ごしてはならない気がする。

　致命的な結果に繫つながっているような。

　そう。

　そうだ。

　カジノでの勝利後、俺達が巻き込まれた『襲しゆう撃げき』はどんなものだった？　爆ばく弾だんを積んだ無人の車。……だけど、このカジノの街で、そんな危険物をサラリと自然に持ち込む事ができる人間といえば……？

「まずい、座ざ敷しき童わらし」

「？」

「まずい!!　爆ばく弾だんの出所はこの金鉱だ!!　だとすると、俺達たちは自分の意思でここに逃げ込んだんじゃない。見え見えの車爆弾に、ゆったりのんびり迫ってくる消防士。わざと俺達を目もく撃げき者しやのいない金鉱へ導いた上で、自分達のテリトリーで確実に仕留めるのが本当の狙い……。だとすると、このケーブルの正体は……!!」

　最後まで説明している余裕はなかった。




　直後に、凄すさまじい爆発音と共に大量の土砂が視界を埋め尽くしてきた。
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「……ぅ……」

　目を開けると、周囲は真っ暗な闇やみに包まれていた。

　単に目を閉じていたのか、長い間気を失っていたのかも判断はつかなかった。

　さっきの自動車爆弾とは違う。得体のしれない圧迫感が四方八方から襲おそってくる。

　とにかくペタペタと自分の上半身を両手で触る。手足は動く。息も吸える。新しい情報を少しずつ蓄積していく内に、奇怪な不安が生み出す圧迫感は少しずつ緩かん和わされていくのが分かった。少なくとも、土の中に生きたまま埋葬された訳じゃねえらしい。だが、先ほどよりも土の匂いはずっと濃のう密みつで、何だか呼吸がしづらい感じがした。酸素量の問題なのか、心理的な効果なのかは分からねえが。

　明かり。

　明かりはどこだ？　俺の携帯電話は？？？

　鼻先も見えない闇の中で、とにかく四つん這ばいになって手を動かす。すぐに壁かべにぶつかって、その狭さに涙が出そうになった。折れそうになる心を叱しつ咤たしながらさらに作業を続けていくと、ようやくプラスチックの感触が指先に触れた。

「あった」

　震ふるえる手で、細かい凹凸を指の腹で探りながらボタンを操作する。

　バックライトの淡い光が、随分と眩まばゆく感じられた。

「……最悪だ」

　そして、思わず呟つぶやいた。

　ほんの数メートル先で、トンネルが大きく崩れていた。一面を覆おおい尽くすのは土と岩の壁だけで、とてもじゃないが手で掘って先に進むなんて無理っぽいのが一目で分かる。

　かと言って、逆方向に目をやっても、やはりそちらも土砂で埋まっていた。圧倒的物量に、膝ひざが震ふるえる。残された自由な空間は、たったの一〇メートルもない。進む事も戻る事もできない。途中の壁かべに抜け道があるとも思えない。

　頭から土を被かぶってはいないものの、ちょっと大きな棺かん桶おけに閉じ込められたようなものだ。

　あとどれくらい、息が保もつかも計算できない。

　どうすりゃ良いんだ、こんなの……？

　途方に暮れる。意味もなく、あっちこっちにバックライトの光を向ける。だが三六〇度どこを見回したって、あるのは湿った土、土、土、土、土、土、土、土、そして浴衣姿の人形、

「……ッッッ!!!???」

　視界に入った途端、意識が爆ばく発はつするかと思った。

　壁に背を預けるように腰掛け、長い髪でザラリと顔を隠す、その女性。

　一いつ瞬しゆん、呪いの人形か何かかと思ったが、その正体はグラマラスな座ざ敷しき童わらしだった。

　だけど……。

　これだけ密閉された小さな空間の中でも、息を吸って吐く音は一つだけ。不快な土に髪も浴衣も指先も汚されているのに、ピクリとも動かない。

　生き物って感じがしない。

　写真の片隅に写り込んだ不気味な影かげのように、現実味がない。

　これじゃあ。

　これじゃまるで……。

「おい」

　へたり込んだまま、俺は思わず口を開いていた。

「やめてくれ、頼たのむ……。おい、『それ』はやめろって」

　声は一人分だけ。返事はない。

　やっぱり、ここには俺しかいねえみたいな感じだった。今見ているものが、本当に現実の物質として存在しているのか。そこから疑いたくなるほど、目の前の女性には存在感がなかった。

　やがて、壁に背を預けて座り込んだ浴衣の女性の白い指先が、動く。

　土に、何かを描いていく。

『くうき　むだに　しないほうが　いい』

　ああ、だからか。

　厳密には、水も食事も必要としないこいつが、それっぽく無機質な感じになっちまっている理由はそれか。

　俺は思わずガシガシと頭を搔かいて、自分の手が泥だらけなのに気づいて舌打ちする。

「いいよ、どっちみち無駄だ。ここでくたばるにしても、救助がやってくるにしても、俺達たちは負けてんだ。ていうか、そもそも、この状況だって『あいつら』の思惑通りなんだろうしな」

　ことり、と浴衣の女性の首が小さく動いた。

　傾かしげているのだろう。疑問のジェスチャーだ。

「……もしも誰だれかが救助に来るとして、真っ先に考えられるのは？　消防とかレスキューだろ。そして『あいつら』の格好はまさにそれだった。俺達たちを生き埋めにした上で、『あいつら』が自分の手で掘り返す。自作自演の極みだな。衆しゆう人じん環かん視しの中で堂々と誘拐できる環境を整えたって訳さ。だから、詰んでる。分かっていても、この流れからは逃げられねえんだ」

　おそらく、この金鉱の中には等間隔で爆ばく薬やくが仕掛けられていたんだ。俺達がどこをどう進んでも、前と後ろを爆破する事で、土砂の檻おりの中に閉じ込められるように。

「俺達はもう負けてる。でも逆に言えば、とりあえず掘り返してはもらえるらしい。だから座ざ敷しき童わらし、空気の心配はするな。それよりも、『これからの事』を話しておいた方が良い」

　そこまで言うと、じっとりした闇やみに明確な変化があった。

　ふう、と息を吐く音だった。

　まるでスイッチを切り替えたように、不気味な女性はグータラなインドア妖怪へと戻っていく。血が通う。息を吹き返す。そんな表現がぴったりだった。そして座敷童が『戻る』と、冷たい土砂の檻も学校の教室みたいに活気と馴な染じみのあるものへと変わっていく。

「まったく、何で私がこんな事に巻き込まれなくてはならないのかしら」

「俺だって分からねえよ」

「……確認するけど、忍しのぶを連中に差し出せば、私は帰してもらえるのよね？」

「マジで今生の別れになるかもしれねえんだ。ここで死ぬほど押し倒してイチヤイチヤしてやろうか？」

　でも実際問題、ここから俺達にできる事なんて何かあるのか？

　自動車爆弾にしても、坑内に仕掛けられた爆薬にしても、おそらく凶器の出所はこの金鉱だ。となると、犯人は鉱員達が最も怪しい。

　分かるのはそれくらいだ。

『あいつら』は俺達を掘り返した後、どう動く？　詐欺師の古こ珠だま亮りようから毟むしり取った一〇〇億単位の金を欲しがるのが妥当な線だろうけど、データ上の金は惑まど歌かの会計士に預けていて、俺達の意思じゃ一円だって引き落とせねえ。でも、それで『あいつら』は納得するか。……しなければ、俺達はどうなる？

　どこに連れ去られるにしたって、手足の自由を確保してもらえるとは思えねえ。逆転の目なんてあるのか。逃げ出すにしたって、どこかに通報するにしたって。そんな方法があるのか。

「忍」

　と、そんな話をしていると、座敷童が口を挟んできた。

「考えていたんだけど、それだとちょっとおかしくないかしら？」

「あん？　具体的にどこがだよ」

「忍しのぶがカジノでぼろ儲もうけしたのを誰だれかが見聞きして、その金を奪おうと襲しゆう撃げきしてきた。……その大前提からよ」

　何を……言っているんだ？

　でも、だって、それ以外に俺達たちが襲おそわれる理由なんかねえだろ。

「襲われる理由なら十分かもしれない。でも、手が込み過ぎているって思わない？　刃物や鈍器と違って、爆ばく薬やくの安全な取り扱いには手間がかかる。車はどこで調達したの？　消防士の特殊な耐火服は？　この坑内に等間隔で仕掛けられた爆薬だって、ほんの数時間で用意できるものなのかしら」

「……、」

「そもそも、カジノで勝ってからここまで、まだ数時間しか経たっていないでしょう。それだけの時間じゃ、気の合う、口の堅い仲間を探すだけでも苦労するはずよ。具体的な計画なんて練られるはずがない」

　……そういう見方もある訳か？

　確かに、突発的、衝しよう動どう的てきな襲撃にしちゃあ、やたらと精密に組み上げられているって感じはする。だって、現実には俺達はどこをどう逃げるかなんて分からなかったんだ。この金鉱に逃げ込まなかった場合にも確実にチェックメイトできるように、あらゆる選択肢の幅を封じられているはずなんだ。

　その条件を満たすのに、どれくらいの準備と人材と期間が必要になる？

『金の匂いがしたからつい魔まが差しちゃいました』なら、覆ふく面めん被かぶって鉄パイプ片手に襲いかかるだけでも良かったはずなんだ。

「ちょっと待て。じゃあ俺達を襲ったのは誰なんだ」

「私に分かると思う？」

「『あいつら』は、少なくとも俺達を生け捕りにして何かをさせようとしている。でも、カジノで奪った金以外に、ここまでの事をやられるような理由に心当たりなんかねえぞ!?」

「そこを突き止めない限り、『対策』もクソもないんじゃないかしら。見当違いな方向に盾を構えたって、脇腹を槍やりで突かれるだけよ」

　ゴンッ!!　という鈍い音が響ひびいた。

　思わずそちらに目をやると、分厚い土砂の壁かべの表面から、パラパラと細かいものが落ちていくのが分かった。ガリガリゴリゴリという、巨大な歯車が嚙かみ合うような太い音が、壁の向こうから聞こえてくる。少しずつ大きくなってくる。

「……くそ」

　俺は思わず、座ざ敷しき童わらしの方を見た。

　もしも。もしも、だ。『あいつら』が襲ってきた理由が、カジノの件と関係なかったとしたら。そもそもの大前提が間違っていたとしたら。

　何も、襲しゆう撃げき者しやの目的は俺であるとも限らねえんだ。

　もう一人。

　座ざ敷しき童わらしを狙っている可能性だって、ゼロとは言えなくなっちまっている……!!




　ぼごんっっっ!!!!!!　と。

　鈍い音を立てて、大量のスパイクをつけた金きん属ぞく杭ぐいのようなものが飛び出してくる。




　土砂の壁かべは取り払われた。

　だけど、助かったとか外に出られるとか、そんな幸せな気分は一ミリもなかった。

　伸びてくるのは、手、手、手、手。

　俺はきっと、何かを叫んでいた。でも、ギラギラと輝かがやく耐火服を着た連中の動きは全く変わらねえ。顔を保護するシールドによって表情も見えねえ。一メートル以上ある回転式のブレードをそのまま突き付けるような格好で、ヤツらは俺を強く威い嚇かくしてくる。

　だから、手が伸びたのは俺の方じゃなかった。

　赤い浴衣の座敷童が、多くの手に摑つかまれて無理矢理立ち上がらされるのが見えた。妖怪は人間なんかより、ずっと腕力も強い。見た目は華きや奢しやだろうが、人数差なんて気にせず文字通り蹴け散ちらす事だってできるかもしれねえ。

　なのに、座敷童が『従っている』理由は明白だ。

　俺の胸板に突き付けられた、掘削用のブレードドリルのせいだ……!!

　あいつは一度だけ、こちらをチラリと見た。

　だが何も言わず、そのまま視線を前へ戻すと同時に、完全に外へと引っ張り出されていく。

　連れ去られる。

　消えていく。

「くそ……」

　先に座敷童が連れて行かれると、一人、また一人と消防士の格好をした連中が坑道から離はなれていく。最後まで残り、俺の胸板に凶器を押し付けていたヤツが、何か小さなメモのようなものをこちらに放り投げてきた。

　書いてあるのは、一一桁の数列だった。

　携帯電話の番号だ。

　やがて誰だれもいなくなった。俺は泥だらけのまま、来た道を引き返す。光の溢あふれる出口まで歩いても、途中で誰かに会う事はなかった。すでに『あいつら』は座敷童を連れてここを出たのかもしれねえし、蜘く蛛もの巣のように広がる別の坑道を迂う回かいして、島の反対側に向かっているのかもしれねえ。

　ヒントは断たれた。

　座ざ敷しき童わらしの居場所も完全に分からなくなっちまった。

「くそったれがぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　天気は快晴。その抜けるような青空に向かって、腹の底から全力で叫ぶ。

　返事なんか、あるはずがなかった。
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　いつもグータラしているだけの妖怪だと思っていた。

　座敷童らしい仕事なんて何もしていないって思っていた。

　だけど。

　あいつが捕まったのは、間違いなく俺の命を助けるためだった。あいつは自分一人だけなら逃げられるはずだったのに、俺を逃がすためにわざわざ連中に従った。

「……、」

　パァン!!　と。両手を使って、自分の頰ほおを挟むように叩たたく。

　気合を入れ直す。

　ウジウジしたって何も好転しねえ。今、『この事実』を知っているのは俺だけなんだ。動けるヤツが動かねえ事には、誰だれもあの座敷童を助け出す事なんかできやしねえ。

『あいつら』は立ち去る前に、電話番号の書かれたメモを寄越してきた。

　何の意味もなく、こんな事をするはずはねえ。

　俺は泥だらけの指を動かし、携帯電話を操作する。

『意外に早かったな』

　男……の声だろうか。

　明らかに機械的に変調させられた声だったので、あてにはならなかったが。

『もっとパニックが長引いたり、親や警察に泣きついたりするものだと思っていたが』

　カリ……かり……という、耳障りな音が声に交じっていた。

　これは、爪？

　嚙かむ音、とも違うみてえだ。こいつ、電話を握りながらプラスチックのボディに爪を立てる癖くせでもあるのか……？

「……妖怪に人権なんかねえ。人を殺しても罪に問われねえ代わりに、あらゆるサービスの恩恵を受けられねえんだ。仮に白昼堂々さらわれたって、警察は被害届を受理なんかしねえだろ。何しろ『人間じゃない』んだからな」

　そして、警察にもどうにもならない事を、親に相談したって解決なんかしねえ。

　親は頼たよれるけど万能じゃない。それくらい、中学に入る頃には誰だれだって分かる。

『聡そう明めいな事で。だが冷たい印象を与えないのは貴様の美点かな』

「……世間話がしてえ訳じゃねえんだろ。俺に何をさせたいんだ」

『話が早くて助かるよ。我々には妖怪を殺す方法がある……なんて説明やデモンストレーションをしなくて済みそうだ』

　ギシリと、胸が軋きしむ。

　もしも目の前でこれを言われたら、こいつの喉笛を嚙かみ千切っていたかもしれねえ。

　古こ珠だま亮りようやカジノの連中は、座ざ敷しき童わらしを特殊なロープで縛しばっていた。石いし臼うすを粉末になるまで砕いた上で、炉に入れてグラスファイバーに加工し直した特殊な縄なわ。……元は『亜種』である臼うす挽ひき童を御するためのものだろうけど、あれを使えば。

　あの石臼製グラスファイバーを使って、刃物や銃弾を作られちまったら……。

『命令は簡単だ。従えば座敷童は解放しよう。そして簡単だが、貴様にしかできない。頼たのめるかな？』

　……本当にこれが目的だとすると、『あいつら』の目的は、座敷童じゃない……？

　いいや、俺の知らねえところで、別の何かが同時進行している可能性も考えた方が良い。

「目的は？」

『ロストバゲージした貴様の旅行カバンだ。そいつを空港のカウンターから回収して、我々の所まで持ってこい』

「……何だって？」

　一いつ瞬しゆん、言われた内容を理解できなかった。

　カジノで儲もうけた大金でも、ずっとインテリビレッジの屋敷を支えてきた座敷童でもない。単なる学生の荷物なんかに、何でそこまで固執する？　爆ばく薬やくや消防士の耐火服なんて、簡単には手に入らねえものまで用意して。

『二度は言わないよ』

「待て、待てよ！　あんなスーツケースに何の用があるってんだ。中には大したものなんか入ってねえ。スーツケースそのものが一番高いってくらいなんだ。なのに……!!」

『質問も受け付けない。旅行カバンを手に入れ、空港を出たらまた連絡しろ』

「こっちは泥まみれなんだ!!　こんな格好のまま受付のカウンターなんかに向かったら絶対に怪しまれるぞ。仕事をさせたければ、そっちもある程度は譲じよう歩ほしろ!!」

『宿泊先に戻れば着替えくらいあるだろう』

「じゃあこの泥まみれの格好を親に見られて、足止めされても良いんだな？　おまけに座敷童が消えている理由はどう説明すりゃ良いんだ」

『金は？』

「カジノの街に服なんか売ってんのか。バニーガールの格好で空港に向かっても怪しまれねえかな」

　チッ、という舌打ちが聞こえてきた。

　カリ……かり……と携帯電話のボディに爪を立てるような音も続く。

　しばしの思案の後、電話の声はこう切り返してきた。

『空港のＡ棟に、コインロッカーがある。そこの〇九三四番を開けて中身を受け取れ』

「コインロッカーって、鍵かぎは？」

『〇九三四番は施錠しない。中に別のロッカーの鍵がある。それを使ってロッカーを開けろ。中に着替えを入れておく』

「分かったよ」

『……いいか、これ以上の譲じよう歩ほはナシだ。旅行カバンが手に入らなかった場合、座ざ敷しき童わらしは二度と戻ってこない』

「分かったよ!!」

　電話を切る。

　そしてやる事もできた。

　一つ目。

　言うまでもなく自分のスーツケースを回収する事。当然、ガキの着替えや携帯ゲーム機を盗むために、こんな大仰な事をする訳がない。何か『秘密』があるんだ。連中の目的が分からなくちゃ、アキレス腱けんを摑つかむ事もできねえ。あれを盾にして、何としても座敷童を取り戻す。

　そして二つ目。

　……国内空港のコインロッカーに、これから誰だれかが着替えを詰め込むはずだ。そいつをとっ捕まえて、聞かれちゃ困る話を丸ごと聞き出して、予定調和のレールを全部ぶっ壊こわしてやろうじゃねえか。

　たとえ、どんな手を使ってでもな。
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　体中は泥だらけ。使える金は小銭だけ。

　こんなのじゃタクシーなんか利用できねえ。人目なんか気にする余裕もなく、俺はひたすら二本の足で全力疾走して島と接続したフロート式の空港を目指した。『金きん鉱こう島とう』自体が小さな島なのは幸いした。あらゆる施設がぎゅっと詰まっているため、体力さえ気にしなければ、徒歩で行けない場所はねえんだ。

　そのはずだ。

　そのはずだったんだ。

「……ぁ、ぐ……」

　なのに、俺の足はふらふらともつれる。

　まともに走る事ができねえ……。

　前日からほぼ不眠不休、後の事なんて何にも考えなかった暴飲暴食、挙げ句に手加減されたとはいえ爆ばく風ふうで頭を揺さぶられ、生き埋めにされて、いつも一緒にいた座ざ敷しき童わらしを目の前で奪われた心理的なショックもあった。

　いろんな事が重なっていた。

　だけど、そんなのは理由にならねえ。こうしている今も、状況は着々と動いている。コインロッカーに誰だれかが荷物を入れる所を押さえなくちゃ、連中を出し抜くきっかけを摑つかめねえんだ。言いなりになって、レールの上を歩いているだけじゃ、座敷童は取り戻せないかもしれねえのに……!!

「うう……」

　視界がぐわんと歪ゆがむ。

　眩暈めまいまでしてきた。近くにあった街灯の柱に手をついて息を整えようとする。額に浮かぶ汗が異様に冷たく感じられた。

　貧血のような体調不良に混じって、弱い自分が雪崩れ込んでくる。

　……仮に空港に向かったとして、具体的に何ができる？　所詮は素人の高校生、それも一人きりだ。行き交う大勢の人々の中から不ふ審しん者しやを見つけられるか？　コインロッカーの使用者はどれくらいいる？　敵は複数で、こっちの動きなんて完全にマークされているかもしれないのに。何ができる。従う以外に、一体何ができるっていうんだ。

　それは合理的じゃない。ただの甘えだ。

　ぶんぶんと首を横に振って、もう一度前へ進むために力を振り絞る。

　と、前のめりに崩れそうになっていた俺の頭が、何か柔らかいものでぼすっと支えられた。

　若い女性のおっぱいだった。

「あ、あのう、何をしているのでございますか？　お顔が真っ青ではありませんか」

「うわあ!?」

　慌ててひっくり返るように離はなれるが、相手はきょとんとするばかり。

　よくよく観察してみれば、相手はミニスカートのメイド服を身に纏まとい、髪を黒と茶色のメッシュに染めたショートヘアの女性だった。俺の顔が埋まったおっぱいは結構な巨乳だ。当然、『金きん鉱こう島とう』に知り合いなんかいない。顔色の悪さを見かねて声を掛けてきた親切な人だろうか。格好は奇抜だが、バニーガールが普通に歩いているカジノの街なら何だってありなんだろう。

　そんな風に考えた俺だったが、その女性は困ったような顔でこう言ってきた。

「あらあら。私でございますよ」

「？」

「乳母のタヌキでございます」
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　話によると、キツネ、タヌキ、ムジナの三匹は豪華客船に紛れて『金きん鉱こう島とう』へこっそりやってきたらしい。帰りも同じ方法を使うつもりだったのだが、昼過ぎまでは出港する船がなく、手持ち無沙汰だったらしいのだ。

「小柄な動物の格好のまま貨物の中に紛れ込み、船内で人に化けるのが一番でございます。貨物の方も永遠に改められない訳ではありませんし、人の方は乗船時にチケットをチェックした後は、全員お客様としてノーガードで扱われますからね。ゲートを素通りされる可能性なんて考えていないのでございます」

　個体によって条件はまちまちらしいが、この三匹の場合は『変へん化げ』した後も、人里を長時間ゆっくりと歩いて溶け込む事で、細部のディテールを詰めていくようだ。今はその準備期間の最中らしかった。

「……ともあれ、助かった。こいつはマジで運が向いてきたかもしれねえぞ」

「はあ。あの、ええと？」

「他の連中、キツネやムジナと連絡は取れるか？　……とにかく今は人手がいるんだ。協力してくれ、頼たのむ」

　すぐに三匹は揃そろった。

　ちなみにキツネはワールドカップ代表選手に選ばれました！　って感じの健康系好青年で、ムジナはダークスーツをピシッと着こなす八頭身のサラサラ金髪のクール系王子様だった。

　……い、いや、妖怪変化なんて自由なデザインで理想の容姿を思い描くものなんだから、揃いも揃って美男美女になったって不思議じゃねえんだけどさ。全体的に俺が霞かすむようなビジュアルの乱らん舞ぶは控えていただけませんかね！　へこむ!!

　そして詳しい話を聞いたサッカー選手とメイドと王子様は、いつものボイスで美男美女オーラを無駄遣いし始める。

「な、何たる悪党……!!　たかだか鞄かばん一つのために、かよわい座ざ敷しき童わらしまでかどわかすとは。このキツネが成敗してくれるわ!!」

「はい、この乳母のタヌキにお任せください。当家の皆様をお救いいただいた恩もございますから、協力は惜しみませんっ」

「気にする事はない少年よ。こちらとしても不服ではあったのだよ、借りを返せずに島を離はなれてしまう事にな」

　ああもう!!　台詞せりふ自体は人形劇に出てくるくらいコッテコテなのに、イケメンどものキラキラに圧倒されていく、だと!?　ビジュアルよりもトークで女の子を盛り上げる『お笑い芸人のモテる方』を目標値に設定している身の上としてはこいつらちょっとぶん殴りたい!!

「で、我らは一体何をすれば良いのだ？　そのような不届き者、自慢の爪で八つに裂いてやろうぞ！」

「いえいえ。昔から不届き者は鍋なべの具材にされるのが相場というものでございます。本日はこの乳母のタヌキが腕によりをかけて」

「ふふふ、婆様に禁じられていた血の味を思い出すではないかね……」

「待て待て馬鹿ども、おいコラ三馬鹿!!　その八頭身ビジュアルで鍋の話とかされるとリアルな猟奇を感じるんだってば！　そういう話じゃなくてだな、座敷童を助ける事を第一に考えてはくれねえか？」

　じゃあ何をすれば良いの？　という目をこちらに向けてくる八頭身の馬鹿どもに、俺は改めて即興の『作戦』を提案した。

「例えばだな、こんなのはどうだ……」

　そう。

　一人じゃなくて、四人もいれば、やれる事の幅だってずっと広がるはずなんだ。
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『金きん鉱こう島とう』の国内フロート空港には、人混みに紛れて複数の男女が踏ふみ込んでいた。

　各々、服の袖には無線用のマイク、懐ふところにはスタンガンや刃物、拳銃などを隠し持った連中だ。

「……標的を確認。『相談』にあった通りだな、あの泥では目立ち過ぎるきらいがある」

　泥だらけの服を着た金髪の少年が正面ゲートから空港の建物内に入ってきたのを確認して、柱に寄り掛かったまま男は呟つぶやく。

「他に誰だれかがいる様子はない。予定通り一人のようだ」

　Ａ棟に続く通路へ少年が消えていったのを確認して、男もまた柱から背中を離はなす。キャリーケースを引きずりながら、その後をゆっくりと追う。

　外がい壁へき一面をガラス張りにして、朝の陽光を大きく取り込む作りになった建物内に、場違いなほど不ふ穏おんな空気が漂う。

「途中で寄り道もしない。携帯電話などで連絡を取り合っている訳でもないらしい」

　金髪の少年の目的地は、Ａ棟にあるコインロッカーだ。

　そこで新品の着替えを手に入れてから、遺失物管理用のカウンターへ向かう予定のはずだ。

　何か細工を施している様子がないところを見ると、疲労と緊きん張ちようで策を弄する余裕もなくなっているらしい。良い兆候だ、と男は思った。

「標的がＡ棟コインロッカーへ到着。着替えを手に入れた。服を替えるため、どこかに立ち寄るだろう。予想では化粧室。これについては外から出入口を監かん視しするしかない」

　口の中で呟き、男もまた金髪の少年の背中を追い駆けようとした。

　その時だった。




「よお」




　突然、男の真後ろから声が飛んできた。

　目線の先にいる監視対象の、金髪の少年。その声だった。

「な、ん……っ!?」

　男は慌てて振り返る。

　しかし明確なアクションを起こす前に、片手でその襟えり首くびを摑つかまれた。もう片方の手がズボンのベルトの辺りに伸びる。何かを引き抜かれる感触があった。凄すさまじい力でもって、一列に並ぶロッカーへと背中を叩たたきつけられる。

　呼吸が詰まる男の目と鼻の先に、見覚えのある金髪の少年がいた。

　獰どう猛もうに笑いながら、彼は言う。

「驚おどろいたか？」

　その手には刃物があった。元々は男の持ち物だ。

　鋭するどい先端を使って、男のへその辺りを軽く撫なでている。

「……どう、いう……？」

　追い詰められた男は、至近距きよ離りにいる少年と、何も気づかずに着替えを抱えて立ち去っていく全く同じ顔の少年を交互に見やる。

　対して、襟えり首くびを摑つかむ誰だれかはこう言った。

「ありゃあ乳母のタヌキだよ」
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　陣じん内ない忍しのぶは安っぽいスーツを着た男に肩を回したまま、空港の通路を歩いていく。しばらく進むと、鉄のドアがあった。清掃用具などを入れておくための小部屋だろう。陣内忍が軽くドアを叩たたくと、内側から開く。覗のぞき込んだのは人間ではなかった。二足歩行のキツネだ。

「入れ」

　適当に忍が言うと、男の背中を突き飛ばす。業務用洗剤の箱の山を崩すように床へ転がされた男は、少年の手の中にあるナイフを強く意識する。

「しゃべらないぞ」

　男はそう言ったが、陣内忍とキツネは無視した。倒れた男のスーツをまさぐり、ポケットを一つ一つ改めていく。

　人質を無視して彼らはこう言い合った。

「免許証があるぞ。名前は江え村むら良りよう一いち。地元の人間みたいだな」

「財布の中には大して入っておらんな。キャリーケースの中も調べてみるか」

　名前を知られる、というのはある種の恐怖だ。

　問題がこの場限りではなくなる。一年後でも一〇年後でも、復ふく讐しゆうの可能性が生じてしまう。

「俺は何もしゃべらない!!　こっちには人質がいるっていうのを忘れているのか!?」

　やはり無視して二人は続けた。

「声は録音してある。すぐにチェックしろ、口調の癖くせさえ覚えてしまえばどうってこたねえだろ」

「できれば動画が良かったのだがな。まあ、骨格を調べれば歩行時にどういう風に体重をかけておるか、大体は予測がつけられるが」

　そのやり取りを聞いて、江村良一はようやく違和感に気づいた。

　誰だれにも見られない場所へ連れ込まれたのは、陰惨な復讐をするためでも、知っている事を何としても吐かせるためでもない。

　彼らがやろうとしている事は……、

「キツネ、だったらすぐにでも『化け』ちまえ」

「私が敵に『化けて』お前は捕まったふりをする。それで連中の懐ふところ深くまで潜もぐり込めるな。……もちろん、その後に組織の裏切り者として追われるのは私ではないが」
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　当然、その動きには他のメンバー達たちも気づいていた。

　そもそもメンバーの江え村むら良りよう一いちは無線で細かく連絡を取り合っていた。彼らの会話は機材を通して他のメンバー達にも筒抜けになっていたのだ。

「佐さ藤とう、鈴すず木き！　場所はＡ棟の備品保管室だ。空港警備に勘付かれる前にケリをつけるぞ!!」

　彼らがこんなに焦っているのは、仲間が大切だからではない。

　本格的な立て籠こもりと判断された場合、ロストバゲージしたスーツケースを手に入れられなくなる。陣じん内ない忍しのぶは補導されてしまうし、彼の荷物もまた一通り警察に押収されるだろう。スーツケースの中に紛れ込ませた『荷物』が、再び手の届かない場所へと逃げてしまう。

「着替えを受け取った方はどうする？　乳母のタヌキとかいう……」

「放っておけ。本人確認のために、身分証の他に個人情報に関する質問があるはずだ。質問はランダムで、本物に化けているだけのタヌキには答えられない」

　表沙汰になる前に片付ける。

　鉄のドアの前まで来て、三人の男女は確認を取った。

「銃や刃物は牽けん制せいだ。標的がそちらに注目している最中に、私がスタンガンで仕留める。いいか、絶対に血は流すな。カウンターでの受け取りに支障が出る」

　難しい戦いになるとは思っていない。

　やり過ぎて相手を殺してしまうかもしれない、という点だけが心配なのだ。

　三人の男女は各々武器を取ると、一気に鉄のドアを蹴け破やぶった。

　直後だった。

　彼らの目に、信じられない光景が飛び込んできた。

　金髪の少年が二人いたのだ。

「っ」

　どちらかが本物だが、即座に区別はつけられない。

　彼らは迅速に判断した。

「両方仕留めろ!!」

　叫びながら、女は向かって右側にいた陣内忍へと跳びかかった。その手にあったスタンガンを太ふと股ももの辺りに押し付ける。親指を使って大きなスイッチを弾はじく。

　ばぢん!!　という炸さく裂れつ音おんが響ひびき渡る。

　だが手応えはない。

　直後に白い煙が膨ふくらんだ。ぼわんっ、とある種コミカルな音を立てた途端、目の前の少年がぬいぐるみのようなキツネに変わったのだ。スタンガンの電極から逃れるように、時にコロコロと転がりながら妖怪は開きっ放しの出口へ逃げていく。

　女は叫んだ。

「構うな!!　本物の標的を捕らえ……!!」

　言いかけた口が、途中で止まった。

　もう片方。向かって左側にいた陣じん内ない忍しのぶへ摑つかみかかった男達たちの腕の隙間をすり抜けるように、やはり真ん丸のタヌキが出口へと走っていくところを目もく撃げきしたのだ。

　右も左も、両方外れ。

　であれば、本物の陣内忍は……。

「くそ!!　最初に着替えを受け取ったヤツが本物か!!」
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「それではご確認させていただきます。あなたの血液型は？」

「ＡＢ型です。はいどうも」

　お決まりのやり取りを済ませると、俺は長らく生き別れていたスーツケースと再び巡り合っていた。大小いろんなシールをベッタベタに貼り付けているから、間違うはずもねえ。

　身分証の件が心配だったけど、これについてはケータイの画面を開いて月々の明細を見るページを表示させたら何とかなった。……普通はそんな簡単じゃねえんだろうけど、ロストバゲージは空港側のミスだからな。多少は融ゆう通ずうを利かせてくれたんだろう。

「……さて」

　これで、少なくとも『スーツケースを受け取った直後に殺されてハイおしまい』だけは避さけられた訳だ。

　次に繫つなげられた。座ざ敷しき童わらしを助け出す目はまだ残っている。だけど、今だって安全が保障されている訳じゃねえ。

　ある程度は尾行を撒まいたつもりだが、空港内に後どれだけいるか分かったもんじゃねえ。とにかくスーツケースを引きずり、空港の建物から出ていく。

　送迎用のロータリーには、見知った顔があった。

　真っ白なリムジンタクシーを乗り回す、あの中年の運転手だ。

「どうしたどうした？　昨日と違って顔に余裕があるな。さてはカジノで一発当てやがったか？　なら今日は女の子が盛りだくさんのビーチに出かけてみるのはどうよ？」

「ハワイじゃねえんだ。流石さすがに一〇月の海じゃ泳げねえだろ」

「ま、海面上昇のせいか、ここ最近浜辺が小さくなったなんて話もあるしな。ただカジノ街には完全密閉型の人工ビーチがあるんだよ。砂漠のスキー場みたいに年中無休って訳だ」

「……ああ、言われてみりゃ水着が落ちてたっけ……」

　話しながら、とりあえず馬鹿デカい高級車に乗り込む。

「ちいっと待っててなー。今ログアウトするから」

　と、携帯電話をカチカチ操作しながら運転手がそんな風に言った。

　俺は眉をひそめて、

「ああ、ＶＲカジノだっけ。暇な時はスロット回してんの？」

「んな訳あるか、すっからかんになっちまうよ。ＶＲカジノ都市の『重じゆう巡じゆん島しま』じゃ自由にアバター作って家やお店だって買えるんだ。アバターの『古着』を適当に出品しておくだけで、勝手に仮想通貨に化けてくれるって訳」

　ようやく携帯電話をポケットに突っ込みながら、運転手は笑って答えた。

　まあ、こっちとしてはスーツケースの中を広げられるくらいのスペースがあって、外からちょっかいが出されなければ何だって良い。

「今日はどこまで？」

「適当に流してくれ」

「わお、リッチな台詞せりふだね。ほんとに馬鹿勝ちしやがったか？」

　リムジンタクシーを乱暴に発進させながら、運転手は気軽な調子でこんな事を言ってきた。

「だけど気をつけなよ、カジノの街で勝ち過ぎるのは必ずしもハッピーって訳じゃねえ。いらん恨みを買う事だってあるんだからよ」

「負け犬から背中を刺されるって？」

　適当に応じながら、俺は財布の中から小さな鍵かぎを取り出す。スーツケースのものだ。

　運転手はバックミラー越しに時折こちらを見ながら、

「それだけじゃねえ。地元の人間にだって嫌われちまう」

「？」

「おいおいおい。気づいてねえのか？　例えば俺様だって地元の人間じゃねえ。仕事を求めてよそからやってきた流れもんだ」

　運転手はくつくつと低く笑いながら、

「カジノの街なんつってもよ、電飾だらけの建物作ってんのは結局お外の企業ばっかりなのさ。本当の意味で地元の人間はかなり割喰くってるって話を聞くぜ」

「でも、島の反対側の旅館だの鉱山だのも儲もうかっているんだろ？　廃はい墟きよツアーだって満員御礼だって……」

「それ本気で言ってる？　鉱山の所有は地元民だけどよ、あなた方はおじいさんおばあさんばかりで苦労させられるでしょう、うちから若い衆をお貸ししますよーなんつってさ、やーっぱほとんどよそ者の大会社が採掘権を横取りしちまってるよ。辺へん鄙ぴな島を丸ごとインテリビレッジに改造する過程で、最初の手綱を握るのに失敗したんだ、この村は。『金きん鉱こう島とう』で生まれ育った人達たちは揃そろいも揃っておこぼれを頂ちよう戴だいしているだけさ」

「……、」

「昔っから島に住んでいる連中は、ある時から急に『金が採れなくなった』って言ってるよ。どこまで本気かは知らないけど」

「うん？」

「何でも、港にちょくちょく作業船が停とまっていてさ。どこから採ってきたのか大量の土砂を積んでいるのを見たんだと。島の鉱員達たちは不法採掘っつーか、カジノ系の連中が最低限の報告もなしで勝手に島中掘り返してんじゃねえかって疑っているみてえだけど」

「でも、仕事場で新しいトンネルとかち合ったとか、そういう話じゃねえんだろ？　仮にどっか掘っていたとしたって、馴な染じみの場所の採掘量が変わるとも思えねえけど」

「だから坊主憎けりゃ袈け裟さまで憎いって事。さっき、海面上昇で浜辺が減ってるって話したろ」

「それが？」

「地元の島民達は、そいつもカジノのせいにしてる。あいつらが電気をバカスカ使うから二酸化炭素が出まくって温暖化が進んでいるってな」

　そりゃあ、まあ……。

「……間違ってはいないんだろうけど……」

「塵ちりも積もれば山となるんだろうが、この小島『だけ』で浜辺を消せる訳はねえわな。ただ、島民達にとっちゃ整合性なんてどうでも良いのさ。カジノを経営している連中も、そこで馬鹿勝ちしているお客さんもみーんな許せない。妙なトラブルに巻き込まれたくなけりゃ、たとえ勝っても羽振りってヤツは調整した方が良い」

　外部企業と地元民の軋あつ轢れき、か。

　今降りかかっている問題にダイレクトに関わっているとも限らねえけど、パワーゲームについては知っておいて損はねえかもな。

　そんな事を考えながら、俺は小さな鍵かぎをスーツケースの鍵穴に差し込み、ロックを外す。

　封筒に入った軍資金に、数日分の着替え一式、携帯ゲーム機とソフト数本、電動のヒゲソリ、携帯電話の充電器に自慢の勝負パンツ……あれこれ調べてみるが、やはり犯罪に手を染めてまで他人が欲しがるようなものはない。かといって、身に覚えのない『荷物』が増えている様子もねえ。

「……？」

　中身をもう一度詰め直す。

　……素人のスーツケースに怪しげな『荷物』を紛れ込ませるにしても、いくら何でも鍵を開けて中に放り込むって事まではしねえのか？　入れるにしても出すにしても手間がかかり過ぎるってのは頷うなずけるが……。

　でも、俺のスーツケースって外側にポケットなんかついてねえんだよな。

　もう一度ロックを掛け直し、スーツケースの外側、表面を指先でなぞる。

「……待てよ」

　呟つぶやき、改めてスーツケースの表面を指先で確かめる。厳密には、ベッタベタに貼り付けた大小無数のシールを、だ。爪を使って、一枚一枚を剝がしていく。

　ほとんどがビリビリに破れてしまったが、一つだけ、まるで台紙から新品のステッカーを剝がすように、滑らかに外れるものがあった。

　その裏側に、何かが隠してあった。

　元々、衝しよう撃げきを抑えるため、スーツケースには計算された溝みたいなのが刻んであった。その溝に隠すような格好で、一〇〇円ライターより小さな機材があったのだ。

　赤い半透明のボディを持った、ＵＳＢメモリ。

「これ、か」

　ラベルの代わりに表面には小さく切った和紙が貼ってあって、その表面には蛇みたいな文字がのたくっていた。あまりにも達筆過ぎて、なんて書いてあるのかは分からねえ。ただ、爆ばく薬やくだの脅迫だのまで持ち出してでも、これを手に入れたがっているヤツがいるのは確かだ。

　切り札になるのは間違いねえだろう。

　しばし指で摘つまんだＵＳＢメモリを睨にらみつけていたが、シンプルな携帯電話じゃ中のデータは見られない。とにかくそれをポケットに突っ込む。

　携帯電話が鳴ったのはその時だった。

　見知らぬ番号からの通話に応じると、開口一番こうあった。

『こちらには人質がいるのを忘れているのか？』

「良く覚えているよ。だから策を弄した。でもおかげでテメェらが欲しがっているものには手が届いたぜ」

『ではこちらはどうすれば良いのだろうな。妖怪を殺す方法がある事を証明するため、ひとまず人質の腕でも落としてみるか』

「電子機器を火で炙あぶる方がはるかに簡単だぞ」

　わざと低い声を出して、俺はそう言った。

「これが何なのかは知らねえ。だけど、テメェらにとってよほど大事なものなんだろ。ドロドロになったって冷蔵庫で冷やせば元通りって訳にゃいかねえんだ。全部台無しにされたくなけりゃ、その上から目線を今すぐやめるこったな」

　電話の向こうは、しばらく黙だまっていた。

　かり、カリ、という爪を立てるような音だけが、しばし続く。

　数秒か、十数秒か。

　やがて、誰だれかはこう告げた。

『……好きにしろ』

　それきりだった。通話は一方的に切られる。

　携帯電話の画面に目をやっていると、運転席の方から声が飛んできた。

「よお。カジノ街に入っちまったけど、ここからはどうするんだ？　このままぐるっと島の反対側まで流しちまって良いのかよ」

「いや、この辺りで降りるよ」

　俺はそう言ってから、

「追加でいくらか出す。スーツケースは『金かね鶴づる亭てい』に送っておいてくれ」

　料金に紙し幣へいを一枚足して、俺はリムジンタクシーから降りた。……このカジノ街は、さっきも自動車爆ばく弾だんで襲しゆう撃げきされた場所だ。危険と言えば危険だが……小さな島の中じゃ、もうどこだって同じだろう。

　ポケットの中の、カサカサした古い和紙の感触に意識を集中させる。

　ＵＳＢメモリ。これが全ての生命線だ。

　扱い方次第でこれまでの努力が実るか、無に帰すか。全部決まっちまう。

「さて」

　気持ちを切り替えて、俺はあるカジノの裏手に歩を進めた。キツネ、タヌキ、ムジナの三匹とは、事前に集合場所を決めてある。詐欺師の古こ珠だま亮りようを仕留めた、あのカジノの裏手だ。

　実際に到着すると、キツネとタヌキの二匹が待っていた。

「ムジナはどうしたんだ？」

「捕まっている訳ではないでしょう。山の中に入ってしまえば私達たちが人の足に負ける事はありませんので」

　あれだけオドオドしていたタヌキがしれっとした顔で言っているので、虚勢ではなさそうだった。今はじっとしている暇もねえ。このまま進めるしかなさそうだ。

　キツネがこんな事を質問してきた。

「……これからどうするのだ？」

「こいつが見つかった」

　言いながら、俺はポケットの中身を取り出した。見た目は一〇〇円ライターよりも一回り以上小さい、赤い半透明のボディを持つＵＳＢメモリだが、表面のラベルは和紙製で、蛇みたいな文字がのたくっていた。

「俺のスーツケースに紛れさせて、安全に運ぼうとしていた『荷物』だ。こいつのために命まで狙われて、座ざ敷しき童わらしは人質にされちまった。きっと、連中にとってよっぽど大事なものなんだろうさ」

「臼うす挽ひき童、と書いてありますね」

「何だって？」

　タヌキの言葉を受けて、俺は眉をひそめた。

　ここにきて、また臼挽き童？　あれは詐欺師の古珠亮がトランプの入れ替えをするためだけに利用していたものじゃなかったってのか？？？

　キツネはピコピコと尻尾を振りながら、

「これが一体何なのだ？」

「知らねえよ。人間だの妖怪だのを殺してでも手に入れたいって考えるヤツらがいるって事くらいしかな。一〇〇％確実に、座ざ敷しき童わらしとの交換に使われる。でも主導権を握られたままじゃ絶対に失敗するだろうな」

　そもそも小さなＵＳＢメモリ一つなのだ。『ビニール袋に詰めて川に流せ』とか『封筒に入れてポストに投とう函かんしろ』とか、そういう指示が出たらお手上げだ。拒めば座敷童は殺され、従ってもきっと座敷童は帰ってこない。

　大前提として、同じ時に、同じ場所で、手渡しで、『交換の儀ぎ式しき』を行う必要がある。

「確認するけど」

　俺はゆっくりとした声で、

「お前達たちは、任意の人に化ける事はできても、物品には化けられない。それで良いんだよな」

「ああ。木の葉を小判に変える事はできん。このゆーえすびーメモリを別のものに変えたり、偽物を一〇〇〇個用意するなんて芸当を求められても困るぞ」

　……それができていれば、きっとポーカー勝負の段階でもっとスマートに事を進められていただろう。人に化けるのでも十分な力だけど、やっぱり万能とはいかねえか。

「で、ではいかがいたしましょう？」

「キツネとタヌキ。他人に化けられる妖怪が二匹いるだけでも十分だ」

「『陣じん内ない忍しのぶ』を増やして連中を攪かく乱らんするのか？」

「それも一つの手だ」

　俺は頷うなずいてから、

「でも、座敷童に化けるって手もあるぞ。向こうがこっちを観察していれば、そいつを逆手に取って、自分達の手元にいる人質が本当に本物なのか疑わせる事だって……」

　言いかけた時だった。

　携帯電話の着信音が鳴った。

「……、」

　キツネとタヌキも沈ちん黙もくする。俺が携帯電話の通話ボタンを押すと、もはや『聞き覚えのある声』とでも呼ぶべき誰だれかの声が聞こえてきた。

『頭は冷えたか』

「取引について聞きたい。具体的な手順は？」

『風船につけて空に飛ばせと言っても従わないだろう』

「そうなったら偽物を用意するよ。安物のＵＳＢメモリくらいコンビニにも置いてる。表面のラベルだけ張り替えて飛ばしてやる」

『島の中央、旧鉱山時代の廃はい墟きよ群ぐんまで来い。時間の指定はしない。場所へやってくれば、我々は貴様を捕捉できる位置にいる』

「忘れ物はナシだ。座ざ敷しき童わらしの姿がなかった場合、その場で『荷物』は二つに折る」

『好きにしろ。ただし伴う結果は覚悟する事だ』

　……リムジンタクシーの中でもあった、わずかな違和感が再び鎌かま首くびをもたげた。

　このＵＳＢメモリを傷つけると言っても、こいつらは全くと言って良いほど恫どう喝かつをしてこない。やっぱ一度壊こわしても、再び修理すれば機能が回復するって事なのか……？

　一いつ瞬しゆん、赤い半透明のＵＳＢメモリの方へ目をやる。

　あるいは、ひとまずどこかでパソコンを見つけて、データをいくつかコピーしておくべきか？　でも、『アクセスしたログ』が適時記録されたり、不用意に閲えつ覧らんしようとすると自動削除される仕組みとかがついていたら面倒極まりねえ事にもなりかねねえんだよな……。

　小細工に頼たよるか、頼らねえか。

　判断に迷う。

　その時だ。

　きゃーきゃーという小さな女の子の声が聞こえてきた。それは切迫した悲鳴というよりも、相手をおちょくる嬌きよう声せいの方が近かったかもしれない。

　怪け訝げんな目で路地の先へ目をやると、一二、三歳程度の着物の女の子がこちらに走ってきた。丈の短いミニ浴衣に、花おい魁らんのように肩を大きく出した、チューブトップのミニドレスみたいな格好の少女の正体は……、
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「臼うす挽ひき童わらし？」

　相手は答えなかった。

　そのままきゃーきゃー言いながら、彼女は俺の横をすり抜けていく。路地の反対側へと消えていく。

　そして、

「……なっ、何で……君が、ここにいるんだ……」

　地の底から響ひびくような、男の声があった。ガサリという物音と共に、それは現れた。

　王者の風格をはぎ取られた男。自慢の蛇革のスーツのあちこちを汚し、髪もぼさぼさになったその詐欺師。体中のあちこちを殴られ、ゴミ捨て場にでも放り捨てられたような有り様だった。顔もあちこち腫はれて以前の面おも影かげはないが、それでも、その目を見れば分かる。

「古こ珠だま……亮りよう……？」

「あいつはどこにやった？　僕の、僕の妖怪！　あいつは僕に無限の富をもたらすんだ!!」

　錯さく乱らんしたように喚わめく男を見て、俺の胸の中にいやに重たいものがのしかかってきた。

　これが、『置いていかれた者』の末路。

　座ざ敷しき童や、その亜種である臼挽き童に見放され、衰退と破滅の運命を背負わされた者。

「僕はな」

　ふらふらと、その男は近づいてきた。

　不思議と、左右へ避よける事も、後ろへ下がる事もできない。蛇の目に睨にらまれたようだった。そのまま、携帯電話とＵＳＢメモリを摑つかむ俺の至近まで、ヤツはやってくる。

「僕はな！　負けるはずがなかったんだ。この『金きん鉱こう島とう』では、負けるはずがなかった!!　絶対にだ!!　少なくとも、この島でだけは負けちゃあいけないはずだったんだ!!」

「何を……何を言ってやがるんだ、お前？」

　疑問のままに口に出しても、古珠亮は答えねえ。

　そのまま、爪の間にびっしりと汚れが詰まった両手を使って、俺の肩を摑む。乱暴に揺さぶられる。

「なあ、僕は見捨てられたのか？　君も『あいつら』の仲間だったんだろう。でなければ、臼挽き童の……座敷童の亜種の……あのシステムが破られる訳がない！　だけどそれは無理な話だ。あの計画は！　各界に顔の利く僕なくして成功のめどが立つ見込みはなかった!!　君達たちは、自らの手で破滅を選択したんだ。残念だったな、これで君達も残らず……!!」

　言葉は、最後まで続かなかった。




　ぐるん!!　と。

　いきなり、古こ珠だま亮りようの両目が上側へひっくり返り、白目を剝むいてしまったからだ。




　何かを言う暇もなかった。

　両肩を摑つかむ手から力が抜ける。こちらに向かって、ぐらりと古珠亮の体が傾いてくる。白目を剝いたせいか、蛇に睨にらまれたようなあの硬直が自然と解けていた。そして、詐欺師の体を受け止める気には、どうしてもなれなかった。

　後ろへ、下がる。

　支えるものをなくした蛇革の男の体が、棒切れのように汚い地面へ倒れていく。

　タヌキが女の子みたいな悲鳴を発するが、俺にはそんな余裕もなかった。

　ただ呆ぼう然ぜんと、目にする。

　倒れた古珠亮は手足の痙けい攣れんすらなかった。そこにあったのはもはや『人』ではなく、ただの『物』だった。

　チリチリ、と。

　物言わぬ男の口から、オレンジ色の火の粉のようなものが散っていた。それは俺の見ている前で青空に向かって舞まい上がっていき、途中で溶けるように消えてしまった。

「『けち火』だ……」

　同じように空を見上げていたキツネが、そんな事を言った。

「あれは『けち火』の逆流だ……」

　それが何を意味しているのか、摑みかねた。

　何より、携帯電話の向こうから聞こえてくる、変化も抑揚もない声が俺の心臓を鷲わし摑づかみにしていた。

『いつまでも待つが、できれば早くしろ』

　一方的で、完かん璧ぺきで、邪じや魔まをするもの全てを指先一つで取り除く。そんな意思が込められているかのような、冷たい声だった。

　かり、カリ……という爪を立てるような音が、俺の鼓動をさらに早める。

『素人のミスで全てを台無しにされては困る』
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　警察と救急には電話を入れたが、のんびりと事情聴ちよう取しゆを受けている暇もない。俺達たちは詐欺師の死体を置いて、そのまますぐに立ち去る。

「連中の扱う妖怪は『臼うす挽ひき童わらし』とかいう座ざ敷しき童の亜種だけじゃなかったって事なのか？」

　歩きながら、俺は質問した。

　キツネは古珠亮が死んだ時に、こう呟つぶやいていた。あれはけち火の逆流だと。

「けち火というのは難しい妖怪だ」

　当のキツネはそんな事を言った。

「我らと違って実体はない。見た目は目もく撃げき談だんでは……そうだな、人ひと魂だまとか、生いき霊りようとか、そういったものと同じように捉えられておるのだが」

「生霊？　……って、幽体離り脱だつみてえなヤツだっけ」

「その認識で正しいのでございます。死霊に対する生霊。まだ生きる者が強い恨みや渇望から、主に就寝中に魂だけが抜け出し、人に害なすとされる怪現象。ですが、本来、人間はよほどの修練を積むか突然変異でもない限り、このような事はできないはずなのでございます」

「つまり、そいつを補助する。人の体から生霊を抜き取る、抜き出す、そんな力を持った『見えない妖怪』とでも呼ぶべきかもしれん」

　言いたい事は分かった。

　確かに、うちの座ざ敷しき童わらしやこいつらと比べると、さらに針が振り切れているっていうか、生き物っぽくない妖怪だ。

　でも、

「それが何で殺人方法に結びつくんだよ？」

「けち火を刀で斬ると、その元となった人間が血まみれになって怪死した、という伝承がある。逆流というのに近い。これは普通の生霊にも見られる話だから、『抜き取り方けちび』は関係ないのだろう。おそらくその、『抜き取られた方いきりよう』の性質を利用しておるはずだ」

　キツネが断言すると、乳母のタヌキもおずおずと口を開いた。

「け、けち火は草ぞう履りの底を擦こすり合わせて名前を呼ぶと姿を現す、という話もあるのでございます。妖怪を利用し、人の生霊を呼んで、斬って、殺す。……この一連の流れを上手に組み込む事ができれば」

「任意の人間を選んで殺す、生霊暗殺『パッケージ』の出来上がり、って訳か」

　ほとんど呪いのわら人形だ。

　しかも髪の毛を拾う必要もない、効果が出るまで七日七晩かかる訳でもない。

　本当にそんなものを自由に扱えるとしたら、こっちの勝ち目はほとんどなくなる。キツネやタヌキといった妖怪には通じないかもしれねえけど、人間の俺にとってはほぼ致命的だろう。

　ただし、

「……でも、それだとおかしくねえか？」

「何がだね」

「あいつらは座敷童を人質に取って俺を操っている。でも、けち火を使った生霊暗殺『パッケージ』があるなら、そんな事する必要ねえだろ。俺の命を直接握っちまえば良い。妖怪を殺す方法があるっつったって、別に手元に置いておきたいとは思わねえだろ、普通。だって、猟銃を持ったまま、虎やライオンのいる檻おりの中で同居するようなもんじゃねえか。背中を見せた途端にガブリ、なんて可能性もゼロじゃねえんだ」

　四六時中好きに使えない『悪い条件』があるってのか？

　例えば、複雑な条件が嚙かみ合わねえと発動できないとか。安物のケータイみたいに、ちょっと屋内に入ると使い物にならなくなっちまうとか。一回当たりにものすごいコストがかかるとか。

　あれこれ考えるが、情報が少な過ぎる。

　今のままじゃ答えを見つける事はできねえが、握られているのは俺の命だ。

「気になると言えば、古こ珠だま亮りようのヤツもおかしな事を言っていたよな」

　この島でだけは負けるはずがなかった。

　臼うす挽ひき童わらしの───座ざ敷しき童の亜種の───あのシステムが破られるはずがない。

　君も『あいつら』の仲間なんだろう。

　だが残念だったな。

　僕なくしてあの計画は成功のめどは立たない。

「……ヤツは元々様子がおかしかった。錯さく乱らんして意味のない事を言っておっただけかもしれんぞ」

「あり得る話だ。でも気になる」

　ただ、一つ一つゆっくりと答えを出している時間がないのも事実だった。

　あんな奇妙な死に方をした古珠亮の殺人容疑がかかる事はないだろうが、でも現場から逃げ出したのは間違いない。今捕まれば長い間事情を聞かれる羽目になる。これで臼挽き童やけち火を使う犯罪者集団の他に、警察からも追われる事になった。狭い島の中だ、残された時間だって少ねえだろう。

　乳母のタヌキがこんな事を尋ねてきた。

「ど、どうしましょう。これから……」

「確かにやるべき事はいっぱいあるけど、一つずつ片づけていこう」

　目の前で人が死んだ。

　その事に実感を覚えれば、きっと高校生の足なんて簡単に震ふるえて止まっちまうだろう。だから努めて意識せず、早口でさっさと状況を進めてしまう事にした。

「まずは座敷童だ」
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　深い森の中をザクザクと歩いて進んでいくと、四角いコンクリートの建物の群れが見えてきた。ここから見えるだけで、二、三〇棟といったところか。どれもこれもどす黒く変色していて、なめくじの通った跡がいくつもなすりつけられている。窓は全てガラスがなくなっていた。取り外されたのか、くまなく叩たたき割られたのかは判断がつかねえが。

　意味もなく中腰になり、木々に体を隠せているんだか隠せていないんだか分からねえ状態のまま、俺はあちこちに目をやった。

「……目で見て簡単に分かるトコには見張りはいねえな。カメラとかセンサーとかも見当たらねえ」

　もっとも、警報装置に関しちゃ分かる所に設置するはずもねえんだろうけど。

　タヌキは野生の勘なのか、自然が大好き妖怪ちゃんだからなのか、森に入ってからの方が活力に溢あふれているように見える。

「座ざ敷しき童わらしさんはどこの建物にいらっしゃるのでしょう」

「音や匂いだけでは分からんな」

　耳をぴくぴく、鼻をふんふんさせながらキツネがそんな事を言った。

　俺は中腰から本格的にしゃがみ込み、彼らと目を合わせる。

「よし。……じゃあここからは俺一人で行く。お前達たちは森の中に紛れて様子を窺うかがってくれ。そういうの得意だろ。絶対に連中に見つかるなよ」

「おい、若いの」

「何か状況が動いて、ヤバくなったら、とにかく座敷童を連れて逃げろ。俺の事は良い。けち火の生いき霊りよう暗殺『パッケージ』の発動条件は分からずじまいだ。実際に事を構えたら、多分俺は足で逃げるだけじゃ助からねえ。たとえ座敷童を見捨てて逃げ出したって、どっちみち、けち火の遠隔攻こう撃げきで殺されるのは変わらねえんだ。だから」

「お前はご主人とお孫さんの恩人だ。それを見殺しにしたまま逃げられると思うてか」

「……頼たのむよ」

　真正面から静かに言う。

　キツネは唸うなるばかりで答えてくれなかった。

　タヌキがおずおずと口を開く。

「あ、あの、私達妖怪は基本的に死なない存在でございます。あなたの代わりに、私達がそのＵＳＢメモリを持って交渉に挑むのはいかがでしょう？」

「あいつらは座敷童を殺す具体的な手段……おそらくは石いし臼うす製せいグラスファイバーの刃物や銃弾を持ってる。ここで重要なのは、キツネやタヌキには効かねえじゃん、って話じゃない。分かるよな。貸与されただけのカジノの警備員と違って、連中は妖怪をきちんと分析して対抗策を組み上げる技術を持ってる。キツネやタヌキが出てきても、顔色一つ変えずに処分しちまうかもしれねえんだぞ」

　つまり、百鬼夜行に近い連中かもしれない。

　そうだった場合、妖怪の不死性なんて儚はかないもんだ。何のあてにもならねえ。

　……ただ一方で、『妖怪を殺す方法』は、けち火の生霊暗殺『パッケージ』に比べれば不便なものであるはずだ。何しろ座敷童をさらって、手元に置かなければ殺せねえんだから。呪いのわら人形みてえに、地球の裏側にいる野郎をネット検索するように仕留められる訳じゃねえ。

　つまり。

　最初にキツネやタヌキが殺された場合、俺はどこに逃げてもただ殺される。

　だけど、俺が殺されただけなら、まだキツネやタヌキには行動を選択するだけの余地が残る。

　きちんと説明して、俺はこう言った。

「……始めよう」

「しかしだな……!!」

「結論は出たはずだ。どのみち、俺はすでに連中からロックオンされてる。今さら逃げたって俺は好きな時に自由に殺される。……取引が成功すれば良い。途中でお前達たちが横よこ槍やりを入れてくれれば助かるかもしれない。今、この状況で、一〇〇％確実に俺が死んじまうのは、ここから逃げ出した場合だけだ。一％でも何でも、勝ちに行く可能性が欲しいなら前に進むしかねえ」

　言葉を締しめて、俺は再び中腰になって歩き出した。

　一歩一歩進むたびに、目の前で白目を剝むいた詐欺師の顔が脳裏をちらつく。狙そ撃げき手しゆの待つ森へ踏ふみ込むってのは、こういう気分かもしれねえ。ただし俺を狙っているのは真っ直すぐにしか飛ばない弾丸じゃない。もっと便利で凶悪なものだが。

　息を吸っても何が変わる訳じゃねえのに、呼吸が荒れる。

　整えようとしても静かにしようとしても、そう思うたびにどんどんどつぼにはまる。

　この森に、廃はい墟きよのどこかに、明確に俺の命を狙うヤツがいる。

　そんな事を思った時だった。

「どわっぷ!?」

　いきなり右足が何かを引っ掛けた。そのまま盛大に転ぶ。キツネやタヌキは完全に自然と同化しているのか、安易に飛び出しては来なかった。まあ、木の根に足を取られた程度で大おお騒さわぎされても困るんだけど……。

　そう思って、足を引っ掛けた『もの』に目をやった直後だった。

　瞬しゆん間かん的てきに、俺の喉が干上がった。




　木の根なんかじゃなかった。

　それは白目を剝むいて口から泡を吹く、若い女の死体だった。
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　しん、と耳が痛くなるほど静まり返っていた。

　キツネやタヌキの絶叫もない。森と同化するのに集中しているのか、あるいは単純に彼らは『まだ』気づいていないのか。

　ともあれ、今、ここには俺と死体の二人きりだった。

　その事実が、際限なく気持ち悪い。

「……何だ、これ？」

　俺は思わず、転んだまま尻を地面に擦こすりつけるような格好で後ずさった。ざわざわと、風に揺られて擦れる木々の葉がやっと思い出され、そして不気味な笑い声に聞こえてくる。やけに静かで、素人の高校生なんかにゃ見張りの位置も分からない、狙そ撃げき手しゆの森。その静けさの意味が、ぐるりと入れ替わったような気がした。

　起き上がり、中腰になり、とにかく手近な廃はい墟きよに飛び込む。

　あらゆる家具や調度品が失われた、ただ四角い箱のような空間に入った途端、すでに強烈な違和感があった。

　さらに二人。清掃用の作業服を着た男女が中央付近に転がっている。一滴の流血もない。脈や鼓動を確かめた訳でもない。でも分かる。明確に、生きている人間とは違うカテゴリへ自動的に分類されていくのが、嫌ってほどに。

「何だこれ」

　一度廃墟を飛び出し、別の建物へと向かう。その途中で、すでに何人かの死体が転がっていた。元々どれくらいの集団だったのかは分からねえが、徐々に、じわじわと、頭の中に嫌な考えが染み込んでくる。

　……生きている人間なんか、一人もいなかった。

　いくつかの廃墟の中を調べてみたが、階段を駆け上がろうとして力尽きたスーツの男、窓から必死に逃げ出そうとしていたらしきワンピースの女、その他色々、片っ端から息絶えている。その一人一人を見つけていくたびに、静寂の重さが倍増していく。

「何だよこれ！　くそ!!」

　ついに、その重さが耐えきれないレベルに達して、俺は叫んでいた。

　こいつらは何者なんだ？　誰だれが死なせた？　座ざ敷しき童わらしはどうなった!?　臼うす挽ひき童もけち火も全部黒幕が操っていて、俺はその謎なぞを解いて座敷童を助けるっていう流れじゃなかったのか!?

　目下最大の敵は、すでに壊かい滅めつしていた。

　だけど、素直に喜ぶ事もできねえ。何だか、もっとヤバいものが進行しているのにようやく気づかされたような……。

　カツン、という足音が聞こえてきたのはその時だった。

「っ!?」

　外からじゃねえ。中から、階段を降りてくるような音だ。となると、キツネやタヌキの可能性は低い。こいつらの生き残りがいる可能性はもっと低い。それ以外となると……。

「座敷、童……？」

　思わず、呟つぶやく。

　ほとんど希望的観測だったが、口にしてみて急に現実味が湧いてきた。

　それは安易なものでも、甘いものでもなかった。

　大量の死体。唯一生き残った妖怪。普通の手段では殺せないモノ。無害な妖怪とカテゴリされていても、銃弾も刃物も通用せず、一度暴力が始まれば並の方法では制止を促す事さえできない存在……。

　かつん、こつん、という足音は続く。

　何かは、確実に俺の元へと近づいてきている。

　……『彼女』が、これをやったって可能性は、あるか？　妖怪を殺す方法ってのがブラフだった、あるいは発動条件が難しくて簡単には扱えないものだった場合。妖怪の逆ぎやく襲しゆうはどこまで広がる？　なまじ『殺す方法』を提示されている以上、妖怪側だって『何をやっても死なない』と安あん穏のんとはしていられないはずだ。安全を確保するためには、徹てつ底ていして戦うしかない。

　だと、すれば……？

「……、」

　顔中にびっしりと嫌な汗が浮かぶ。

　視線は階段の方に吸い寄せられたまま、体はピクリとも動かない。

　足音の意味が。

　再会という言葉と共に、心の中でがらりと変わっていくのが分かる。

　かつん。

　かつん、こつん。

　かつん、こつん、かつん。

　かつん、こつん、かつん、こつん、かつん、こつん、かつん、こつん、かつん、こつん、かつん、こつん、かつん、こつん、かつん、こつん、かつん、こつん、かつん、こつん。

　そして。

　ついに。

　聞き覚えのある『声』が、階段の方から明確に放たれた。




「忍しのぶ？」




　多分。

　その時、俺は、日本語以外の訳の分からない絶叫を発していたと思う。

　正直に言って、頭の奥が真っ白に爆ばく発はつしていて、何も覚えていなかった。ただ視線を吸い寄せられたまま、とにかく階段から逃げようと考えていたんじゃねえだろうか。不格好に後ろ向きに歩を進めた途端、踵かかとが何かに引っかかって盛大に尻しり餅もちをついた。感触は硬いコンクリートじゃなくて、もっと柔らかいものだった。それが転がっている死体の一つだと気づいて、もう一度絶叫した。

　陸に上げられた魚がやっとの思いで水すい槽そうへ逃げたと思ったら、中身が全部硫酸だった、っていう気分だ。自分でもどう筋肉を動かしているか分からねえけど、とにかくその場で跳ね回って死体の上から何とか離はなれる。

　一方、真っ赤な浴衣に流れるような黒髪の座ざ敷しき童わらしは、わずかに首を傾かしげた。ざらりとその髪を揺らしながら、

「……あなた、そこで何をやっているの？　まさか死体の唇を奪おうだなんてド級の猟奇シーンを演出しようとしているんじゃないでしょうね」

「え、あ？」

　そこで、新しい空白が生じた。

　やってきたのは完全に狂った殺人鬼などではなく……いつも通りの、あのグータラ妖怪のままだったからだ。

「おまっ、どうして、どうやって……」

「ああ、もちろん縛しばられていたけど、自力で抜け出したのよ。あれは座敷童には千切れない、というだけであって、呪術的に体の動きそのものを固める訳ではないんだから」

　彼女は、わずかに縄なわの痕の残る手首を擦すり合わせながら、

「知っている？　縄抜けの基本は隙間を作る事なんですって。例えば両手の掌てのひらを合わせた上で、腕をハの字を作るように構えてから手首を縛しばられると、両腕を真っ直すぐ絞るだけでロープとの間に隙間ができる。半信半疑の豆知識だったけど、やってみれば意外と上う手まくいくものなのね」

　そして、目もく撃げきする。

　自分が足を引っ掛けた死体の口から、オレンジ色の火の粉のようなものがゆらゆらとこぼれている事に。

「……これ、けち火の生いき霊りよう暗殺『パッケージ』か……？」

「知らないよ。何だか周りでいきなりバタバタ倒れだしたんだから。妖怪は普通の方法じゃ死なないし、てっきり鉱山からガスでも漏れてきたのかと思っていたけど」

「……、」

　全体的に、どういう状況なんだ……？

　臼うす挽ひき童もけち火も、みんな敵方のものだったはずだ。となると、座敷童をさらった黒幕連中の中で仲間割れでもあった？　あるいは、『パッケージ』の取り扱いに失敗した？

「おいインドア妖怪」

「感動の再会もすっ飛ばしてご挨拶ね。何よ？」

「ここには何人いたか知っているか」

「さあ。二〇人くらいかしらね」

　……ここから先は、気が重い作業になる。

　ひとまず脅威は去ったと判断し、俺は辺りの森へ大声で呼びかけた。すぐにキツネとタヌキはやってきた。当然のように彼らは死体を見て大おお騒さわぎだったが、正直に言って悠長に付き合ってはいられねえ。後は、手分けしての作業だ。あっちこっちに転がっている死体を一人一人引きずって、廃はい墟きよの一つに集める。

　結果は、申告よりも多かった。二四人。しかも、全員見つけられた保証もない。ひょっとしたら、森の中で今も倒れたままの犠ぎ牲せい者しやだっているかもしれねえ。

　ここまで来ると、もう感覚も麻ま痺ひし始めていた。

　衣服のポケットを漁あさる。財布や携帯電話を改める。

「……免許証を見る限り、地元の人間か。もっとも、こいつが偽造でなけりゃだけど」

「ん？　ちょっとお待ちください。そういえば、空港にいた賊も地元の方でございました」

「忍しのぶ、こっちもよ。この調子だと、おそらく全員そうなんでしょうね」

　リムジンタクシーの運転手は、『金きん鉱こう島とう』をカジノの街に変えた外部企業と地元民の間には軋あつ轢れきがある、なんて話をしていたけど……こりゃ当たりかもしれねえな。

「けち火の生いき霊りよう暗殺『パッケージ』関連は？　あれを放っておくのは流石さすがにまずい。生き残りがいる……可能性なんてほとんどなさそうだけど、別の誰だれかに拾われたって厄介だ。できれば潰つぶしておきてえけど」

「それらしいものはどこにもないぞ」

　キツネの言う通りだった。

　死体の持ち物は財布と携帯電話と、後は物ぶつ騒そうな刃物やらスタンガンやらばっかりで、『パッケージ』の部品やコントローラーに使うような物品は見当たらない。……もちろん、素人が見たくらいじゃ分からねえほど、完かん璧ぺきに『溶け込んでいる』可能性だってあるんだが……。

「忍しのぶ」

　タヌキから状況説明を受けていた座ざ敷しき童わらしが、横から口を挟んできた。

「……大前提がそもそも間違っている可能性も考えられない？　つまり」

「けち火の生霊暗殺『パッケージ』は全くの別口で、こいつらはただの被害者だったって線か？」

　目の前が真っ暗になりそうだった。

　だとすれば、俺達たちは一体何に巻き込まれている？　座敷童を盾にして、スーツケースに隠した赤い半透明のＵＳＢメモリを回収しようとした思惑とは全く違う。詐欺師の古こ珠だま亮りようが目の前で殺されたのだって、これまで考えてこなかった別の理由があるって事になる。そいつは、俺達に牙を剝むくのか。剝かないのか。その時点ですでに判断材料がねえ。完璧にお手上げだ。

　俺は未練がましくかき集めた携帯電話を一つ一つチェックしていった。そのほとんどがパスワードロックされていて画面を開く事もできなかったが、中には不用心なヤツもいる。初期設定を怠った携帯電話の中身を調べていく。

　……と。

「どうしたの、忍しのぶ」

「いや……ちょっと待て。キツネ、けち火ってのは生いき霊りようみたいなもので、まだ生きている人間から飛び出してくる人ひと魂だまみたいなものなんだよな？　で、そいつを刀で斬ると、遠く離はなれた人間の本体の方まで同じように傷つけられる。時には死ぬ事だってある」

「ああ、それがどうしたのだ？」

「タヌキ。でもってけち火ってのは草ぞう履りを擦こすって名前を呼ぶと、ある程度狙って呼び寄せる事もできるって話をしていなかったか？」

「え、ええ。ですから、けち火を使って指定の人間の体から生霊を抜き、呼んで、斬って、殺す。一連のプロセスを組み込んだ生霊暗殺『パッケージ』が存在するのでは？」

「……尻尾を摑つかんだかもしれねえぞ」

　俺が言うと、全員が（被害者の）携帯電話を覗のぞき込もうとした。もっとも、キツネとタヌキは背伸びしたって無理っぽかったが。

「草履はおそらく『足跡』の暗あん喩ゆだ。足跡を辿たどって、本人まで届いて、仕留める。……だとするとターゲットの識別に必要なのは『足跡』だが、何もこいつは地面についた跡だけとは限らねえ」

　最初にピンときたのは座ざ敷しき童わらしだったようだ。

「忍。ひょっとして、ネットの履歴を草履の足跡に見立てている、とかいう話をしようとしているの？」

「当たらずとも遠からず」

　俺は他人の携帯電話を軽く振って、

「多分、答えはビッグデータだな」

「びっく、でーた？　バテレンの横文字は分からん!!」

「確か、個人を特定されない形でたくさんの情報を集める、とかいうものでございましたよね。駅の自販機で何を買ったか、その傾向を自動的に調べるなんていうニュースを耳にした覚えがございますけど……」

「この携帯電話もＧＰＳ機能がオンになってる。ていうか、契約時に細かく条項を確認しなかったせいで、オフにできなくなってるってのが正しいか？　確か、旅館の玄関に立札があったはずだ。この島には普通のカジノの他に、ネット上でも『重じゆう巡じゆん島しま』っていうＶＲカジノを用意しているって。ただ、賭かけ事ごとアプリを島内限定で遊ばせるために、自動的に位置情報を送信する事に同意しねえと使えねえって話だったけどよ」

「でも」

　座敷童は肩をすくめて、

「ビッグデータって、個人を特定できないように情報を加工するんじゃなかったかしら？　背番号制みたいにデータを管理されたら、誰だれも彼も不気味がって『金きん鉱こう島とう』に近づかなくなると思うけど」

「一種類のデータならな」

　俺は死体の携帯電話を放り捨て、今度は自分の携帯電話を取り出す。

「だったら複数束ねれば良い。例えば、タクシーでどこからどこまで客を乗せたって情報だけじゃ、誰を乗せたのかは分からねえ。でも、カメラつきの自販機とか、お店のポイントカードの使用履り歴れきとか、別々の情報を重ね合わせてみれば、いつどこで誰がタクシーに乗っていたのかを特定できる。加工したはずのデータを元の形に戻せるって訳だ」

「と、いう事は……」

「実際に、何種類のビッグデータを組み合わせて個人を特定してんのかは不明。でも、多分『敵』は馬鹿デカいサーバーとか基地局とか、そういうトコに細工を施してデータを丸ごと引っこ抜いているんだと思う。……おい座ざ敷しき童わらし、スマホの電源は今すぐ切れ。『敵』が何手目で個人を特定すんのかは知らねえが、電話は個人情報の塊だ。封殺しておきゃ時間稼かせぎになる」

「そうじゃなくてね」

　急いで携帯電話の電源を切ろうとする俺に、座敷童は遮るように言った。

　俺は怪け訝げんな顔になって、

「何だよ？」

「だとすると、けち火の生いき霊りよう暗殺『パッケージ』って、結構むらがあるっていうか、殺人装置としては確実性に欠けるんじゃないかしら」

「？」

　言っている意味が分からない。

　相手は黙だまっていても勝手に収集されるデータを複数組み合わせるだけで、全国民一億五〇〇〇万人から任意に標的を選んで殺害できる条件を整えられるんだ。ビッグデータっていう情報の海の中から、一人という個人名を釣り上げるだけで準備完了。地球の裏側に逃げても、核シェルターにこもってもお構いなし。こんなにも確実な方法が他にあるっていうのか？

　そんな疑問に、座敷童は分かりやすく答えを放った。




「だってこれ、携帯電話を持たない変わり種には効果を発揮しないじゃない」




　ゾッと。

　背筋に嫌なものが走るのさえ、状況は待ってくれなかった。

　唐突に、真横から。

　パパン!!　パンパンパパパン!!　と、廃はい墟きよの中に乾いた銃声が何度も炸さく裂れつした。




　　　　　30（Day10/04 11:03 - 11:17）




　まだ生き残りがいた。

　連続する銃声と共に、その単純な事実を思い知らされた。

「……ぁ……」

　死んだ。

　素直にそう思った。耳をつんざく爆ばく音おんに、視界全体が真っ白に埋まる。極限まで世界が遠くなる中、心臓をギリギリと締しめ付ける痛みだけがいやにリアルだった。

　だが。

　ぐいっと、唐突に右肩を摑つかまれた。

　重機のような凄すさまじい力で後ろへ引っ張られる。真っ白な世界が破れる。入れ替わるように俺の前に出たのは、赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしだった。

　皮ひ膚ふの下に埋め込んだ小さな爆薬がいくつも弾はじけるような轟ごう音おんが続いた。

　だが座敷童は悲鳴一つ上げない。

　浴衣のあちこちは小さく破けても、一滴の血も流れない。

　これが妖怪。

　人と同じ五体を持ちながら、根本から構造の異なる生き物。

　ふらつく体をぬいぐるみのようなタヌキに支えられる俺の見ている前で、座敷童は銃声の音源へと踏ふみ込んでいく。防ぐ事も、避さける事も考えない。ただ真正面から。

「ひっ!?」

　引きつったような声が聞こえた。座敷童の体が陰になっていて見えねえが、それは電話越しに聞いてきた声に似ていた。

　座敷童は一言も発しなかった。

　走る事もなく、ただ歩いて近づき、両手で拳銃を構えるその人物の襟えり首くびを摑む。そして投げる。腕一本でゴミ袋でも放るような格好だったが、それで大の大人が五メートルは宙を舞まった。そのまま汚れたコンクリート壁へきに背中から叩たたきつけられ、床へと落ちる。凄まじい音が炸さく裂れつしていた。あるいは、銃声よりも大きくて凶暴なほどの。

「……ぁ、がう、ぐぇ……ぁぎ、ぎうぁ……はっ……！　き、さま……貴様あ!!」

　それは若い男だった。

　呼吸困難で喘あえぎながらも、倒れたまま、コンクリートの床へ手を伸ばす。

　……こいつ、まさか？

　貴様、という呼び方。

　それに、会った事もねえのに声色にも聞き覚えがあるような……？

　ただ、思案している余裕はなかった。男は手放してしまった拳銃を再び摑つかむ。蛍光塗料で色分けされたマガジンに差し替える。

　パパン！　という乾いた音と共に、真っ赤な滴が弾はじけた。

　鮮せん血けつ。

　間近で爆ばく弾だんが炸さく裂れつしても仁王立ちしていた妖怪を傷つけるもの。

　おそらくは、座ざ敷しき童わらしの伝承と深く結びつく石いし臼うすを粉末になるまで砕いて炉に入れ、グラスファイバーとして加工し直した……その弾丸だろう。座敷童の右の太ふと股ももから腹にかけて、巨大なミシンでも走らせたようにいくつもの赤黒い穴が空く。

　でも。

　だけど。

「……、」

　表情一つ、変わらなかった。

[image: ]

　あくまでも歩いて近づいた座敷童が身を屈かがめ、倒れた男の両肩を摑む。

　そして水平に円を描くように振り回す。手を離はなして放り投げる。

　今度はフロアの端から端まで飛んだ。悲鳴にドップラー効果までつきそうな勢いだった。柔らかいものがひしゃげる不気味な音と共に、若い男は再び床へ転がる。拳銃が大きく飛ばされる。もはや悲鳴すらなかった。それでも、もぞもぞと、その手が蠢うごめく。拳銃を諦あきらめ、ズボンの裾から、理容店の大型カミソリのような刃を取り出す。

　だから。

　赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしもまた、その手を止めなかった。

　投げる。

　投げる。

　投げる。

「……おい、キツネ。タヌキでも良い」

　気がつけば、思わず呟つぶやいていた。

「とにかくあの男を押さえてくれ。制圧しろ！　じゃねえとグータラ妖怪があいつを殺しちまう!!　早く!!」

　その声がほとんど悲鳴じみたものだと知って、ようやくキツネとタヌキが応じてくれた。途中、座敷童の暴虐の巻き添えを喰くってポンポンとあちこちを跳ね回ったが、それでも何とかして二匹で倒れた男の背中へと飛び乗る。そのまま動きを封じる。

　とにかく叫ぶ。

「終わった！　座敷童、もう終わったんだ!!　だからもう良い!!」

「……、」

　ぎぎぎ、と油の切れたからくり人形のような動きで、『それ』はこちらを振り返った。

　一〇年以上の付き合いが一いつ瞬しゆんで吹っ飛びかねないような、無機質極まる目だった。

「ぁう……が……」

　ごぼごぼと、泡立つような音と共に、床の上で組み伏せられた男が口を開いていた。

　口元は真っ赤に染まっている。歯もかなり折れているようだった。

　だが痛みを訴えるより先に、まずそいつはこう言ったのだ。

「さし、だせ」

　最初、意味を測りかねた。

　だけど、徐々にパズルが解けていくように、言葉の意味が頭に入ってくる。

「差し出せ。貴様が持っている、最後の部品!!　差し出せ！　がばっぐ!?　あれは、貴様が持っていて良いようなものじゃない……!!」

「……何でだよ？」

　思わず、俺はポケットの中から赤い半透明のＵＳＢメモリを取り出していた。

　まじまじと見つめてから、改めて尋ねる。

「どうしてそこまでしてこいつを追い求める!?　人を殺そうとしたり、殺されそうになったり、そこまでするようなものなのか!?」

「貴様は……ぇぐ、何も、何も、分かっていない……」

　下手をすれば背骨さえ折れているかもしれない中、血まみれの男はＵＳＢメモリを見た途端に顔色が変わった。組み伏せられたまま、爪の割れた手をこちらへ伸ばそうとする。それどころじゃない。キツネとタヌキの二匹が乗っかっているのに、ずるずると倒れた体を引きずり始めたのだ。

　その執念に、思わず後ずさった。

　このＵＳＢメモリが大切なのは分かる。でも、だから何なんだ？　『パッケージ』にどんな影えい響きようを及ぼすか知らねえが、どうせ楽して金を儲もうけるための仕組みだろ。贅ぜい沢たくなんて、命あっての何とやらだろ。そこまでして……仲間や部下の命だけじゃない、自分自身の命を削り取ってまで、どうしてこいつを欲しがる？　そこまでできる？

　そう思っていたが、答えは違った。

　男はこう続けたのだ。

「……早く使わないと、無関係な人達が巻き込まれる……!!」

　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………え？

　前提が、崩れる。

　改めて、手の中にある『もの』を眺める。

「貴様が、貴様達たちが知らずにこの島へ運び込んだそれは、現在進行形で進んでいる崩ほう壊かいを食い止める、最後の楔くさびだった……!!　俺は、俺達は、その秘密を知ってる。だから止めなくちゃならなかった!!　なのに!!」

　座ざ敷しき童わらしをさらった『黒幕』は、スーツケースを持ってこいと命じた。

　その割に、出てきたＵＳＢメモリを砕くと脅しても、大した反応は返ってこなかった。

　だけど。

　こいつらで『終わり』じゃなかった？　何か別の、もっと大きな計画が別にあり、それを食い止められる位置に立っていた。だから……？

　つい先ほど、自分自身で結論付けたはずだったじゃねえか。

　この『金きん鉱こう島とう』には二つの黒幕がいる。一つは臼うす挽ひき童───座敷童の亜種───を軸にして、うちのグータラ座敷童を攫さらった連中。そしてもう一つは、けち火の生いき霊りよう暗殺『パッケージ』を使う別口の集団。

　であれば。

　俺のスーツケースに細工して、奇妙なＵＳＢメモリを島に持ち込んだのは、どっちだ。

　それは二つの計画の、どちらに利するものだったんだ。

「なん、なんだ」

　俺は思わず尋ねていた。

「俺は一体この島に何を持ち込んだ？　こいつの正体は何なんだ!?」

「早く、使うんだ……」

　倒れた男はなお血まみれの手をこちらに伸ばしながら、口の中で呟つぶやく。

「それは、国家の自殺だ。俺達たちはたまたまシステムを見つけた。上手に利用しようとしたのに、誰だれかが割り込んできた。早く、早く！　破滅の歯車に楔くさびを打ち込んで、動きを止めなくては、日本という国が地図から消滅してしまうぞ……!!」

　男自身かなり錯さく乱らんしているようで、途切れ途切れの言葉は繫つながっていなかった。

　そして、意味を考えている暇もなかった。




　直後に。

　圧倒的な暴虐が、横よこ槍やりという形で襲おそいかかってきたのだ。




　　　　　31（Day10/04 11:17 - 11:40）




　何が。

　起きたのか、かなり長い時間をかけてようやく理解できてきた。

「……、」

　視界が真横になっていた。俺の体は真横に倒れている。そして近くにあったコンクリートの外がい壁へきが、ダンプカーでも突っ込んだように大きく破は壊かいされていた。髪を濡ぬらすぬるりとした感触が、バスケットボールより大きな破片が直ちよく撃げきした事を知らしめていた。

　為なす術すべもなかった。

　キツネもタヌキも、あれだけ猛威を振るっていた座ざ敷しき童わらしも。

　唐突に、グシャグシャに破壊された壁かべの向こうから踏ふみ込んできた『何者か』が腕を振るうだけで、薙なぎ倒されていた。妖怪は普通の方法じゃ傷つかない、なんてルールもない。ただ殴り、ただ蹴け飛とばし、ただ投げ捨てる。それだけの、原始的な暴力が世界を制圧する。

「ふむ。こんなものか」

　広がる血だまりの端が床に落ちたＵＳＢメモリに届きそうになったのを見て、その『何者か』は静かに身を屈かがめて拾い上げた。

『何者か』は五〇代くらいの、白髪の男だった。

　日本人じゃない。明らかに白人だった。元は奇き麗れいな金髪だったのだろう。この亜熱帯の島でも軍人みたいな分厚いコートがやけに似合う。そして、両手を覆おおう革の手袋も。

「……なん、なんだ……。アンタ……」

「さて、どこから説明したものかね。けち火、とでも言えば彼らとは別口であると理解してくれるかな？」

　這はいつくばったまま呟つぶやく俺に、白髪の男は律りち儀ぎに応じようとした。

　その時だった。

　咆ほう哮こうがあった。全身血だるまになった（臼うす挽ひき童わらしの方の）若い男が、拳銃を摑つかんで立ち上がったのだ。躊ちゆう躇ちよなく引き金を引く。鋭するどい銃声が空間いっぱいを埋め尽くす。

　白髪の男は気にも留めなかった。

　まるで子供の冗談でラリアットをするような気兼ねのない動き。だがそれだけで、廃はい墟きよを支える太い柱の一本が粉々に砕けた。ゴッ!!　と。凄すさまじい勢いで放たれる灰色の洪水は鉛弾も血だるまも何もかもを巻き込んで、廃墟の外まで一気に押し流してしまった。

　とても、生身の人間とは思えねえ。

　白髪の男の影かげが揺らいでいた。影の腕が四本に増えている。

「オボウ力ぢから、か。かび臭い伝承と踏ふんでいたが、郷に従うのもまた道理だな」

　……冗談、だろ……？

　そいつは産女とかいう妖怪にまつわる話だ。

　そもそも産女は道端に立つ妖怪で、赤ん坊を抱えた若い女として伝えられている。若い女は通りかかる旅人に赤子を抱いてくれってお願いするんだが、この赤ん坊はどんどん体重が重たくなっていって、応じた者を圧殺する。そういう致命誘発体だ。

　ただし、その赤ん坊を最後まで抱き続ける事ができたヤツには、人間離ばなれした怪力が授けられるって話もある。それがオボウ力。傍はたから見ると、腕が四本に増えているような幻げん影えいが見えるって事だったけど、まさか……？

　人間には妖怪は殺せねえ。

　だけど、こいつに上乗せされた力そのものが、妖怪に依存したものだとすれば。あれだけ暴れ回っていた座ざ敷しき童わらしを薙なぎ払うのも訳はねえって事なのか!?

「その恐怖は正しい。人間という生き物はやたらと恐怖を克服しようと足あ搔がき、麻ま痺ひする事を美徳と考える悪習があるが、恐怖とは本来生物的な危機を回かい避ひするための信号として授けられたものだ。素直に従うのが最良だよ」

　言いながら、白髪の男は赤い半透明のＵＳＢメモリを掲げ、血の汚れなどがないかを確認している。

　まずい。

　何か、決定的にまずい。

「そもそもの起こりは、この国の転換期にある。精密機械工業が『決定的な敗北』を喫し、そこから超高精度第一次産業……いわゆるインテリビレッジ政策に移るまでの、混乱の時代の話だな」

「……、」

「当時、日本という国家は恐怖の中にあった。経済的優位性の一切を失い、諸外国は中国、韓かん国こく、東南アジアに経済の基き盤ばんを移しつつあった。円を信用しなくなった投資家達たちは預金を移し、国家の破綻に巻き込まれるのを恐れた外資系企業は東京市場から撤てつ退たいを始める。このままでは見捨てられる。食しよく糧りよう自給率三〇％未満の国家にとってそれは致命的だ。だから当時、本当の実力者達たちは発想を逆転させた。……どうあっても見捨てる事のできない仕組みを作れば、自分達の繁はん栄えいを続ける事ができる。そんな風に考えてしまった」

　いきなりの事で、正直に言ってついていけねえ。

　でもこれは、白髪の男に原因があるんじゃねえ。問題のスケールがそこまで大きくなっていたって事だ。それに気づく事もできなかったこっちが道化になっちまってる……!!

「なぁに、仕組みは簡単だよ。ウスヒキワラシの基本的な性質はザシキワラシと変わらない。居着いた家に富をもたらし繁はん栄えいをもたらす……では問題だ、少年。ウスヒキワラシやザシキワラシが広く語り継がれたエドジダイの通貨といえば？」

「ちょっと……待て……」

「オオバンにコバン……いわゆるゴールドがその象徴ではないかね。そして、ゴールドは装飾や資産運用以外にも用途があるではないか」

「集積回路とか、ケーブルの端子の話をしてんのか……？」

「ウスヒキワラシは純金を操る。髪の毛より細い『金』を一ミリの半分ほど動かすだけで、あらゆるハードウェアは接触不良を起こしてデータを飛ばす。いいや、銅貨を含めればさらに効果範はん囲いは広がるかな。ともあれ、ハードディスク、フラッシュメモリ、最近ビッグデータ関連で見直されてきた磁気テープのリールだってお構いなしだ。後は弾道ミサイル防衛と同じだよ。日本円で財産を守っていた世界中の投資家にこう呼びかければ良い。『日本が再び立て直すまでの数年間、資金の大移動を感知すればハードウェアごと東京市場の株式取引データの中から個人を特定して最小クラスタだけを吹っ飛ばす。一万分の一秒単位で応酬される取引を作為的に遅らせる事で、億ドル単位の赤字を押し付けてやる。だから我々に協力してくれ』とな。……まあ、新手の恫どう喝かつ外交といったところかな？」

　それが本来の古いシステムだった。

　だけど、今のこの国は、そんな化石を必要としねえはずだ。インテリビレッジだの超高級ブランド野菜だので、この国はもう一度持ち直したんだから。

「君を襲おそった『島の住人』達は、何かしらの方法を使って古いシステムを掘り返したんだろう。そして使い方を考えた。『資金の大移動を自動感知する』……この部分は有用だろう。大物投資家達の動きに乗っかって株式取引するだけで勝ち馬に乗っかれるだろうし、あるいは、カジノで楽しむＶＩＰ達の取引データをハードウェアごと飛ばす事だってできる。正直、これについては彼らの目的が『利益』か『復ふく讐しゆう』かで大きく変わってしまう訳だけどね」

「……じゃあ……」

　倒れたまま、呻うめくように、俺は必死に口を動かす。

　そうでもしねえと、意識を外に向けねえと、そのまま気を失っちまいそうだったからだ。

「そいつらを皆殺しにしたテメェは、一体何をしようとしていやがる……？」

「簡単だよ!!　ちょっとスケールを大きくしてみようと思ってね」

　白髪の男は両手を広げて、

「かつては惨さん憺たんたる有り様だった日本も、君達たちの努力のおかげで無事に持ち直した。インテリビレッジを中心とした農業メインと思われがちだが、それを支えるのはやはり優れた工業技術だ。再び信用を取り戻した日本のコンピュータ技術は、色々な国の金きん融ゆう取引システムで採用されているって訳だ。だとすると？」

「……、」

　思考に空白が生まれた。

　考えが及ばなかったんじゃねえ。頭の中に浮かんだアイデアがあまりにも馬鹿馬鹿しかったからだ。

　だが、悪夢の答え合わせは続く。

「日本国内限定だったウスヒキワラシのハードウェア極小破は壊かい『パッケージ』は、高速回線を通じて世界規模に展開される。一万分の一秒で一億ドルが動く世界の中で、おおよそ七日間程度の株式売買が中断されるだろう。それは世界にとって致命的だ。かつてのバブル崩壊なんて目じゃないほどにね」

　混乱を生み出す事が目的じゃない。

　誰だれかに損失を与えるのが狙いなんかじゃない。

「……テメェは、まさか、この国を……」

「自然発生的な事故ならともかく、日本の機器が日本のシステムで崩壊すれば、その責任は当然発生する。データやソフトウェアと違って、物理的なハードの損傷は被害額の算出だってとても簡単だ。さあ、ここまでやれば日本はどうなる？　私の予想では大安売りになってしまうと思うのだがね」

　日本売却。

　国家の乗っ取り。

「これは、もの自体はシンプルでね」

　白髪の男は、ひらひらと赤い半透明のＵＳＢメモリを振りながら、面白そうな調子で言った。

　全ての鍵かぎ。全ての元凶。

「ハードキー、と言って高校生の君には分かるかな？　パスワード代わりにフラッシュメモリの中に格納された複雑極まる数式を照合する事で、不正アクセスを防止する『鍵』だな。ネット銀行や株式取引などを利用していれば、別に珍しいものではないんだが」

「それが……何だってんだ？　何にアクセスするためのハードキーなんだ。今の話とどう関係してやがるっていうんだ!!」

「ははっ。簡単だよ。この『金きん鉱こう島とう』にはＶＲカジノを主体とした巨大な仮想都市が築かれている。アバターが自由に行き来し、土地や建物を買い、アバター用の『古着』をやり取りするため、自分の店も開ける。道楽の極みだが、こいつはその一角のアクセスキーさ。……他のどこにも公開されていない、中にあるのはオモチャとお菓子だけの子供部屋。そんな部屋へ自由に行き来できるためのね」

　仮想都市のアバター用店てん舗ぽ。

　お菓子やオモチャだけが置いてあるバーチャルな子供部屋。

　まさか……、

「ピンときた、という顔だな」

　白髪の男は楽しそうに語る。

「ウスヒキワラシはザシキワラシと同じく、食しよく糧りよう難なんなどでマビキされた子供達たちの集合たるスピリットだ。そして東北の山村では、彼らに家を守ってもらうため、長く居着いてもらうために、わざと子供部屋を作ると聞く。……こいつはそれを仮想上のデータで再現し、部屋の間取り、オモチャやお菓子の数や配置を〇と一の組み合わせで自由に変化させる事でウスヒキワラシを制御する、管理者権限を持ったコントローラーの『鍵かぎ』、といったところではないかな。ネットゲームを普通に楽しむ分にはこの『鍵』はいらない。だけど、何かの不具合を修正したり、新しい機能を追加する時には必須となる。彼らの使う『パッケージ』とウスヒキワラシ、そしてＵＳＢハードキーの関係は理解していただけたかな？」

　もちろん『消去せよ』とコマンドすればウスヒキワラシを軸としたシステム全体を一挙に破綻、崩ほう壊かいさせる事も可能だがね、と白髪の男は付け足した。

「つまりさ、簡単に言ってしまえば、このＵＳＢハードキーはウスヒキワラシを自由自在に操る事ができる『鍵』って訳だ。そのウスヒキワラシは昔々の『国家の自殺』にも密接に関わっていた関係で、色んな事ができる。本当に日本という国を滅ぼす事もできれば、スイッチ一つで『国家の自殺』のシステム回りを粉々に破壊する事もできる」

「物ぶつ騒そう極まる『パッケージ』を台無しにする、自じ爆ばくスイッチとしても使える、って訳か……？」

「ははっ、愉快な譬たとえだ！　今度私も使わせてもらおうかな。秘密組織ごっこの気分で古いシステムを掘り返した『島の住人』達は、このハードキーだけを分けて管理していたようだ。自分の身内から裏切り者が出てウスヒキワラシを乗っ取られないようにするための配はい慮りよだろうが、その内気づいたんだろう。……私達みたいな外部勢力にハードキーを奪われたらどうするんだって」

「……、」

「だから、彼らはこいつをこっそりと島内に持ち込んで、安全性を確保しようとしていた訳だ。誰だれにも拾われないように、そして暴走しかかっていた『国家の自殺』、その核たるウスヒキワラシを安定制御し直すためにな。当然、実際に『自殺』させたがっている私からすれば、こんなものは目の上のたんこぶでしかなかった。使用される前に回収できたのは僥ぎよう倖こうだったよ。……『鍵』を壊こわして誰にも暴走を止められなくさせる。こちらとしては、それだけでチェックメイトできる状況だったんだからね」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………うそ、だろ」

「噓うそな訳あるか。私の目的は、これだったんだよ」

　言いながら。

　白髪の男は、両手を使ってＵＳＢメモリを二つに折ってしまった。さらにそれを足元に落とすと、缶のライターオイルを振りかけてから火まで放ってしまう。

　間違っていた。

　死んだあいつらが座ざ敷しき童わらしをさらってまでハードキーに固執していた理由は、きっと、白髪の男が語ったもんじゃねえ。

　最初は確かに、欲や復ふく讐しゆう心しんから始まったのかもしれねえ。

　だけど途中で気づいたんだ。もっと大きな邪悪に。だから、何とかして食い止めようとした。自分達たちの組み上げてきた『パッケージ』を破は壊かいする事になってでも、奥の手のＵＳＢメモリを手に入れて。

　それを。

　……俺が……台無しにした……？

「違う、そんな訳ねえ」

　震ふるえる声で、俺は白髪の男の言葉を否定した。

　いいや、否定したかった！　何が何でも!!

「あいつらは脅迫電話の中で、俺が何度ハードキーを壊こわすって言ったって全然動じなかった！　本当にあのＵＳＢメモリが安全装置で、あいつらが『国家の自殺』を止めようとしていたなら、絶対に……」

「ははは!!　そんなもの、狙いを悟られたら困るから演技していたに決まっているじゃないか。大方、電話の向こうでは君が喚わめくたびに脂汗をだらだら流していた事だろうね」

　もう、無理だった。

　なけなしの言葉くらいじゃ、何も否定なんてできなかった。

　白髪の男は告げる。

「さて、これでもう私を止められるものは何もなくなった。代わりのハードキーもない。『国家の自殺』は速やかに完遂されるだろう」

　言うだけ言うと、白髪の男はきびすを返す。

　外へ。

　自らが破壊した大穴から、外へ逃げちまう……!!

「ま、て!!　お前は、一体どこの誰だれなんだ!?」

「じきに分かるさ。君は学校の生徒だろう？　なら、校舎に掲げられる旗を見れば分かる。すぐにでも、日の丸とは違ったものがたなびくだろうからな」

「お前は……」

　とにかく、気を引こうとした。

　意味なんてなかったかもしれねえ。臼うす挽ひき童わらしを制御する仮想空間上の子供部屋、そこにアクセスするためのハードキーはすでに失われた。たとえ白髪の男の喉笛を嚙かみ千切ったって、もう『国家の自殺』は止まらない。

　だけど、何な故ぜだか俺は白髪の男を必死に呼び止めていた。

　そう、そうだ。

　俺は何か、明確な反はん撃げきのアイデアが頭にある訳じゃねえ。

　ただ……『置いていかれる』のが怖かったんだ。

「お前は、どうして俺を見逃すんだ……？」

「ハハッ!!」

　白髪の男は声をあげて笑った。

　だが立ち止まらなかった。振り返る事すらなかった。

　あいつは背中越しに、笑みを含んだ声でこう答えやがった。




「殺す訳がないだろう。奴ど隷れいの数は多いに越した事はないのだから」




　それきりだった。

　何もできなかった。

　廃はい墟きよから消えていく白髪の男を前にして、俺は這はいつくばっている事しかできなかった。




　　　　　32（Day10/04 12:00 - 12:30）




　俺の知らないところで、何かの決着がついた。




　　　　　33（Day10/04 12:30 - 13:09）




『ただ今を持ちまして、番組プログラムを変更して臨りん時じニュースをお伝えいたします。本日正午、北九州、広島、福井、神戸、四日市、川崎、千葉臨海エリア、鹿島、仙台、函はこ館だての化学コンビナートで一斉に爆ばく発はつ事故が発生しました。警察では単純な事故の他、大規模なサイバー攻撃などの可能性も考こう慮りよして調査を開始したとの情報が入っています。現在、各地で消防が懸けん命めいな消火活動を実施していますが、状況は芳しくありません。近きん隣りん地域にお住まいの皆様は、くれぐれも見物などには出かけないようにしてください。化学性の煙を吸い込むのは大変危険です。また、該当する地域以外にお住まいの方も、可能な限り外出は控えてください。こうしている今も有害な化学物質が多数漏出しており、気象庁の発表では風に乗った物質は全国を覆おおうとの事です。……あっ、またしても続報です。確認が取れているだけで国内一九二ヵ所の薬品工場や保管庫で同様の爆ばく発はつ事故や漏出事故が確認されております。死傷者の数は不明。名めい簿ぼの確認が取れ次第、おって発表したいと思います。政府は臨りん時じ閣議を開いて問題の対策チームを発足する事を決定、与党仲なか上うえ幹事長は今回の事態に際し、「確実な発表を待って危険な憶おく測そくに従わないよう強く国民に要よう請せいする」とコメントを発表しており……すみません、また続報です。現在、日本近海を航行中の重タンカーが次々と爆発炎上しているとの情報が入ってきました。正確な数は不明です。詳細は情報が分かり次第お伝えしたいと思います。先ごろ、環かん境きよう省しようの発表がありました。全国各地の水質調査を早急に行っており、安全性を確保できたところから順次取水を再開するとの事です。水道以外の井戸などをお使いの皆様も、可能な限り飲料水の取水は控えてください。海外のウェブサイトでは早くも日本産農産物のブランドイメージを懸け念ねんする声がちらほら見えているらしく、農林水産省は近く正式に「憶測」を払拭すると発表しております。繰くり返しお伝えします。正確な情報が発表されるまでは行動を起こさないようお願いいたします。北九州高速道路、阪神高速道路、東名高速道路、首都高速道路、関越自動車道、常じよう磐ばん自動車道、東北自動車道などでは五〇キロ超の大規模な渋滞が確認されております。汚染地域からの脱出を図る名目での外出は、かえって大気中の化学物質を吸い込む恐れがあります、お控えください。また続報？　今度は北九州、瀬戸内海、青森での石油備蓄基地で大規模な爆発が確認されました。死傷者の数は不明です。詳細はおって説明いたします。今、気象庁から衛星写真が発表されました。日本列島のほぼ全域を黒い雲のようなものが覆っていますが、これは全て何らかの汚染……』
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　呆ぼう然ぜんとしていた。

　旅館のテレビから流れてくるニュースの内容はどれもこれも狂っていて、現実味なんて欠片かけらもなかった。

　日本列島のほぼ全域が、まるで塗り絵でもしていくように汚染物質にまみれていく。

　後ろでは、先ほどからドスドスという重たい足音が連続していた。父ちゃんも母ちゃんもひっきりなしにどこかと連絡を取ろうとしているようだが、電話はパンクしていて全く繫つながらないらしい。その声にならない焦しよう燥そうが、事態の大きさを示しているようだった。

　……インテリビレッジに支えられた、超高級農産物でバランスを取ってきた、この国の全てが終わる。

　それが何を意味するかを、正しく把握する事なんてできなかった。

『「国家の自殺」が使われた以上、遠からず日本という国家は諸外国へ売り渡される事になるでしょう。我々としては、食い止める方法は一つしかありませんでした』

　耳元で、幼い少女の声が響ひびいていた。

　何な故ぜか、俺は携帯電話を耳に当てていた。

　……おかしいな。電話は繫つながらねえはずなのに……？

『日本という国家の価値をゼロまで落とす。利用価値を徹てつ底てい的てきに削ぎ落とす。我々を手に入れれば、その分だけ莫ばく大だいな借金を背負う羽目になる。そう示す事で、買い手を撤退させる以外に道はなかったのです』

　声には覚えがあった。

　百鬼夜行とかいう巨大組織を束ねるトップの少女だ。

『今後、日本全土、いえ近海を含めたこの国の全ては、五〇年近くかけなくては除染が終わらないように設定しました。技術進歩によって期間は短縮されるでしょうが、少なくとも、当面は誰だれもこの地に踏ふみ込む事はできないでしょう。宇宙服を着なくては生存できないほどの環かん境きようになりますから。五〇年の除染費用を背負ってまで、価値の暴落した島国を欲しがる買い手もいないでしょう。その間に、我々は再建しなくてはなりません。一度は失ったこの国家を、再び買い戻すだけの「力」を』

　それで、ようやく自分のピントが現実に合った。

　そう、そうだ。

　これはもう、チェックメイトが終わった後の話なんだ……。

『陣じん内ない忍しのぶ。あなたも早急にこの国を離はなれてください。どこの国でも構いません。いずれこの国を買い戻す一員として、雌伏の時を過ごしていただきます』

　耳元にあるはずの携帯電話。なのに、もう声は頭に入ってこなかった。

　ただただ。

　呆ぼう然ぜんと、首を巡らせる。

　赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしと、目が合った。その家の繁はん栄えいと共に居つき、興隆をただ静かに見据え、衰退の合図としてその家を出て行く妖怪。彼女はただ、そこに佇たたずんでいた。いつもと同じように。ただ、滅びの時を見据えていた。

　それで、ここが終わりの地点なんだと思い知らされた。

　俺達たちはここを出て行く。いや、最悪、出て行く事もできずにのたれ死ぬかもしれねえけど、生き残るためには国を出て行く努力をしなくちゃならねえ。

　だけど、妖怪はそうじゃない。どれだけの環境の中でも、いつもと同じように生きていく。そして普通に考えれば、日本の環境に見合った日本の妖怪である座敷童は国境をまたぐ事はできねえはずだ。

「……必ず、帰ってくる」

　だから、ここが終わり。

　だから、ここでお別れ。

「お前を見捨てたりなんかしない!!　何年かかっても、何十年かかっても、必ずここに帰ってくる!!　だから!!」




　どうする事も、できなかった。

　この日、俺達たちの物語は一度完全に断絶された。
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　あれから時間が過ぎた、と小こ手て蜜みつ惑まど歌かは思い出す。

　ニューヨーク、国連本部ビル。ニュースの中でしか見ないような大きな会議場に、一介の民間人である自分が混ざっているのは何とも不思議な光景だが、特に威圧される事もなかった。

　彼女は知っている。

『本当の実力者』達は、こんなテレビで知られるような場所では会合は開かない、という事を。そして彼女自身、すでに『本当の実力者』という怪物の一角に変貌していた事を。

　今は深夜の二時。本来であれば会議が開かれる時間ではない。

　にも拘かかわらず、すでに全ての席、全ての加盟国は埋まっていた。この場に訪れない事がどれほどの不利益を生じさせるか、それを理解しているからだ。

　円形に布陣される会場の、その中央に惑歌は立つ。

　告げる。

「そろそろ決着をつけましょう」

　マイクを片手に、世界へ挑むように。

「『彼』からの伝言です。『彼』がそう言ったのです。であれば、世界は大きく動き出すべきだとは思いませんか？　……本当は、皆様もすでにお気づきなのではないでしょうか。思考停止という名の停滞を続けても、ここから先は枯渇するだけだ、と」

　不ふ遜そんなその言い方に、しかし聴ちよう衆しゆうは瞬またたく間に吞のまれていく。この一〇年で随分と演説をこなしてきたものだ、と惑歌は思っていた。

「石油、レアアース、水資源に食しよく糧りようまで……。この星の資源は容易たやすく喰くい尽くされた。そう、なんだかんだで保もつ保つと思われてきた石油も、ついに本当の底が見えてきた。そして残念な事に、月は思ったよりも大した資源は埋蔵されていない事が分かった。火星までの有人採掘はまだ遠い。さあ皆様はどうしますか？」

　ぐるりと周囲を見回す。

　惑まど歌かを取り巻く聴ちよう衆しゆう達たちの顔は、どれもこれも苦渋に満たされていた。それこそ、テレビカメラの前では『社会不安を煽あおる』として、絶対に浮かべられない現実の顔だ。

「現在、宇宙開発技術の根幹には無人のロボット技術があります。我々が、そうなるように設定した。そして『彼』はその第一人者です。ほぼ全ての理論の先に『彼』がいると言っても過言ではありません。その『彼』が、答えを導き出しました。この方法なら間違いはない」

　聴衆が喰くいついているのは、半分は惑歌の話術にあるだろう。

　そしてもう半分は、『彼』の名前だ。

「月では足りない、重力を持つ火星までの有人採掘は遠い。そこで我々は、火星と木星の間にあるアステロイドベルトに着目しました。氷と鉱物の小惑星が無数に連なる群れです。まずはここに、皆様のご協力を得てミサイルを撃うち込みます。そして地球側へ流れてきた大量の小惑星と相対速度を合わせ、無人のロボットによって必要な採掘を行う。簡単に言えばこれが『彼』の計画となります」

　夢物語ではないか、という懸け念ねんもあった。

　当然、想定済みだった。

「『弱く長く』噴ふん射しやを続けるイオンエンジンと、皆様が持て余している戦略兵器を組み合わせれば不可能な話ではありません。何より、これは間に合わせのプランではない。『彼』は言いました。小惑星群を活用し、適切に資源を回す事ができれば、『火星の有人採掘までは遠い』という問題を現実的に解決する事にも繫つながるのだと」

　苦渋の緊きん張ちように満たされた空気が、少しずつ弛し緩かんしていくのを実感する。すでに、現実的な壁かべに苦しめられてきた彼らに、自力で思考する術すべはない。誰だれでも良いから正しい答えをくれ。それが本音なのだろう。

　だが、快く思わない者がいるのも事実だろう。

『彼』を幽閉し、独占している国がある。もちろん公式には絶対に認めないが。

　だから小こ手て蜜みつ惑歌はこう告げた。

「言ったはずです。これは『彼』の言葉だと」
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　ロシア、シベリア極東。

　全てが猛吹雪に覆おおわれた、真っ白な地獄。地図には決して記される事のない軍事施設の中心に、その研究施設はあった。

　関係者はロボット工場などと呼んでいる。

『彼』……陣じん内ない忍しのぶが長らく幽閉されている場所だった。

　無人ロボットの開発機関と言っても、施設のほとんどを占めるのは高性能のスパコンばかりだ。サッカー場を埋め尽くすほどの並列演算機器の群れの中で理論は形を得て、後は時差八時間以上離はなれた全く別の作業場で実際に組み立てられていく。

　一〇年の月日で、すでに『彼』は少年期を終えていた。

　安物のスーツの上から白衣を羽織り、薄うすいレンズのメガネを掛けている。髪の毛ばかりは当時と同じく金色に染めているが、それが年ねん齢れいと共にどんどん雰囲気を乖かい離りさせていた。

　巨大遊園地が五、六個丸ごと買えるスパコンのコンソールに行ぎよう儀ぎ悪く足を置き、マグカップの中の苦いコーヒーをすすっていた『彼』は、ふと椅子に座ったまま顔を天井に上げた。

　二四時間常に気味の悪い監かん視しが続いていたはずだが、そのじっとりとした『視線』が不意に消失したのだ。

　理由は明白だった。

　バゴンッ!!　と。何重にもロックを掛けられていたはずの分厚い扉が、外からの凄すさまじい力を受けて室内へと転がり込んできた。続いて、血まみれになった兵士が何人か。最後に、見覚えのあるグラマラスな女性が踏ふみ込んでくる。

『彼』は言った。

「菱ひし神がみ舞まいか。アンタは変わらないな。……いやほんと、どうしてお前歳を取ってないんだ？」

「自前のボディは交換が効くんだよ」

「極寒のシベリアにタンクトップとホットパンツとか……」

「いや魔ま法ほう瓶びんみたいな完全断熱コートは着ていたよ。返り血でべちゃべちゃになっちゃったから途中で捨ててきたけど」

　古い馴な染じみとの邂かい逅こうだったが、『彼』は顔色一つ変えなかった。

　ただ、視線を天井からマグカップへと落としただけだった。

「何をしに？」

「『私達たち』が、お前のやろうとしている事に気づかないとでも？」

「であれば、止める理由はないはずだ」

「状況を動かすのが早過ぎる。日本人はあの日を境に世界各地に散らばったが、雌伏の時を過ごしている間に本当に馴染んじゃったヤツも少なくない。アンタはそういう連中の生活を根こそぎ奪いかねないって懸け念ねんが出てきた訳だ」

「ふむ」

　陣じん内ない忍しのぶはマグカップの中身を一口すすり、

「では、私を殺すか？」

「それもそれで問題だ。状況が大きく動き過ぎる。何しろ、宇宙開発の起点は全てアンタ一人に集まってんだからさ。厳密には、アンタと小こ手て蜜みつ惑まど歌かがそういう風に仕向けた。時には敵対する研究施設を買収したり、研究データをハッキングで書き換えたりしてまでね」

「ならどうするんだ」

「とりあえず二、三年ほど昏こん睡すいしてみようか？　生かさず殺さず、それでいて確実に。……しょーじき、加減が難しいんだ。だから病びよう魔まのヤツとかじゃなくて、私が選ばれたって訳」

「なるほど」

『彼』は見向きもしなかった。

　そのままに、告げた。




「だが、お前では私に勝てない」




　ドゴッッッ!!!!!!　という爆ばく音はつがあった。

　突然近くの壁かべが凄すさまじい力で破は壊かいされ、八本脚のカニのような兵器が飛び込んできたのだ。その銀色の怪物は、陣じん内ない忍しのぶを守る盾のように展開される。

　菱ひし神がみ舞まいは口笛を吹いた。

「宇宙開発技術の軍事転用ってか？　アメコミの悪党みたいなヤツだな」

「元々、宇宙になど興味はなかったよ。あの国を効率的に除染し、かつ諸外国からの横よこ槍やりを押し返す即戦力となる技術が必要だった。行き着いた結果がロボットになっただけだ」

「でもガラクタじゃ私は殺せない」

「だから底上げさせてもらおうか」

　告げた直後だった。

　一陣の風があった。それは陣内忍を取り囲む小さな竜巻だった。そして風が収まった後には、彼の首を細い両手で抱くようにして背中に身を寄せる女性があった。それは人間ではない。頭には角、背には羽、腰には尻尾。

　舞は笑った。獰どう猛もうに。

「サキュバス、か」

「はいはい皆様こんにちは。日本製の妖怪は外に出られなくたって、私達たち悪あく魔まはグローバルに世界を覆おおいますからねえ。ご主人様には随分と可か愛わいがってもらっちゃいましたー☆」

「なるほどなるほど。ハッハ!!　ここ一〇年、小こ手て蜜みつ惑まど歌かが分かりやすい動きを繰くり返す訳だ。さてはアンタ、悪魔の力を使ってズルしやがったか!?」

「彼女だけじゃない。小手蜜惑歌はテストも兼ねて直接手を下したが、人が愛し合う錯さつ覚かくなどネット越しにでも与えられるものだしな。お前のように耐性を持つ者以外の女性であれば、誰だれにでも効力を発揮する。目的のために落とした数を知れば、きっと驚おどろく」

「ふうん。で、そのガラクタにもサキュバスの力を封入して、物理現象を超えた超常を扱う無人兵器を組み上げるって寸法かにゃ？」

　パンパン!!　と舞は適当な調子で両手を叩たたいた。

「……だとすりゃ逆効果だ。私の専門は『そういうの』だからさ。わざわざ私のフィールドに合わせてくれて感謝感激。そんな訳で、さっさとくたばってもらおうか」

「使うのはこいつじゃない。サキュバスは、ただの呼び水だ」

「？」

「覚えているか。オーストラリアの魔ま女じよが踏ふみ込んできた時。一枚の絵ハガキを軸に、サキュバスの名を利用して魔女を撃げき退たいした事を」

「……まさか」

「あの時、魔女を騙だますために二つの悪あく魔まの名前を利用した。一つはサキュバス、もう一つは七つの大罪に惜しくもランクインされなかった大物だそうだ」

「まさか!!」

「ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ。七つの席に収まらぬ空虚なる玉座の女帝よ。主の求めに応じて威容を現せ」

　世界が圧搾された。

　その顕けん現げんだけで、徹てつ底てい的てきに改造された菱ひし神がみ舞まいの主要部分が破断していくのが分かった。

　べき、ぺき、ごき、ぺき、ばき、べき、と。

　時計の秒針よりも正確に、それでいて全身の骨を砕くよりも不気味な音が連続する。カニのような銀色の無人兵器に、新たな息吹が宿っていく。

「さて」

[image: ]

　ようやく、陣じん内ない忍しのぶはコンソールの上から足をどけ、椅子から立ち上がった。

　だが崩れ落ちた菱ひし神がみ舞まいの事など見ていない。

　背中にサキュバスを張り付け、最強の悪あく魔まを封入した無人兵器を傍らに置き、彼はマグカップを軽く揺らしながらこう呟つぶやいた。

「そろそろ出るか、外の世界に」
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　ひっそりとその知らせを受けて、常任理事国の一角は戦慄したという。

　小こ手て蜜みつ惑まど歌かは無視して語りかけた。

「予定通りに事が進んでいれば、『彼』はすでに自由の身となり、世界を思うままに歩んでいる事でしょう」

　ゆっくりと。

　雄弁に。

「それは逆に言えば、これからの宇宙開発をどこの国が主導するか、というカードもまた白紙になっている訳です。どこの国が、『彼』を受け入れるか。これはその後の一〇〇年の歴史を丸ごと左右させる事でしょう」

　そんなもの、誰だれもが欲しいに決まっている。

　正式なプロセスを踏ふんだ戦争どころか、今この会議場で摑つかみ合いになりかねないほどに。

「代だい償しようは一つ」

　惑歌は言った。

「我々が失った、『あの国』の除染の許可。ならびに、『開拓地』を直ちよつ轄かつ管理する権限。これだけです。この後押しをしていただくだけで、あなた達たちは時代の勝者となる」

　望まない国もあった。

　今でもあの島国を欲する者だっていた。

　……だが、ここで反対意見を述べた者はくまなく次の時代の敗者に転がり落ちる。宇宙開発競争から弾はじかれ、資源の枯渇した惑星にしがみつくままに干からびていく事になる。

　選択は一つだった。

　互いに牽けん制せいしながらも、ニヤニヤ笑いで『あの国』の復活を後押しするしかない。

「では、そういう事で」

　小手蜜惑歌は沈ちん黙もくを解答とした。

　ゆっくりと出て行こうとする彼女に、本題からは逸それた質問をした者がいた。

　その計画には莫ばく大だいな金が必要だ。それは当然のように、彼女が世界中からかき集めた莫大な財産の中から賄われる。何な故ぜあなたはそこまでするのか、と。

　彼女はゆっくりと振り返った。

　そして、その口から甘い言葉が溢あふれ出す。




　　　　　38（3rd person Day??/?? ??:?? - ??:??）




　そうして、全てを利用して、全てを敵に回して、『彼』はその場所へ帰ってきた。

　懐なつかしい田舎の風景。古い絵葉書にでも載っていそうなかやぶき屋根の日本家屋。全身をすっぽりと宇宙服で覆おおっているため空気を吸い込む事もできなかったし、地元の土を踏ふんでいる感触も全くなかったが、それでも『彼』は帰ってきた。

　予想よりも田畑は荒れておらず、家屋の方も無事だった。おそらくはあらゆる人間が撤てつ退たいした後も、ここに居ついた妖怪達たちが手入れを続けてきたからだろう。

『やあ』

　くぐもった声で、『彼』は言った。

　縁えん側がわでは、いつものように赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしが涼んでいた。

　この一〇年、ずっとずっとそうしてきたのだろう。彼女は団扇うちわで自分自身を扇あおぎながら、その顔を上げる。薄うすく薄く笑う。

「あら。律りち儀ぎに約束は守る方だったのね」

『まだまだ時間はかかるがね。それでも、当初に比べればずっと短縮される。ざっと一〇年ほどで元の環かん境きようを取り戻せるよ』

「はあ。頭は悪くないとは思っていたけれど」

『元々、月や火星を人間が住めるようにする技術……ってカムフラージュをしてきたんだ。まあ、宇宙に比べればずっと身近ではあるだろう』

「でも、一周回って大馬鹿野郎だったのね。何も、そこまで私達妖怪に固執する必要もなかったのに」

　とすん、と。宇宙服のまま、『彼』は座敷童の隣となりに腰掛ける。

　そのままに、『彼』は言った。

『全部終わったら、また始めよう……縁ゆかり』

　放たれたのは、一つの名前。

　インドア妖怪でもグータラ妖怪でもない、たった一つの彼女の名前。

　失われた時間を取り戻す、それだけではない。彼らは、すでに『その先』に進んでいた。

「そうね」

　座敷童は団扇をゆっくりと動かしながら囁ささやいた。

「そんな風に繫つながるなら、あの終わりも悪くなかったのかもね」













　　Notice//







　※『管理者様』。

　当該『パッケージ』に対する手動コマンドを承認、中間報告のレポートを出力いたしました。

　詳細をどうぞ。




　状況は、陣じん内ない忍しのぶとデジタル楽曲及びサイドストーリー自動生成ソフト『シンガーソングライアー』を利用した仮想図面の構築に成功したと判断されました。二〇三〇時より現実世界への上書きを開始します。以降、世界からは選択の自由度が消失し、砂時計のくびれのように、人の手で実行可能なあらゆる選択は『日本売却』のシナリオ終結点を必ず通過し、そして再び拡散していく事が決定づけられます。

　第一次作戦"Personal_apocalypse"完遂と同時にシナリオ終結点は確定しましたが、『パッケージ』の性質上、そこに辿たどり着くまでの過程の段階では予測不可能な揺らぎが生じます。各人は揺らぎによって損耗を出さないよう留意した上で、引き続き第二次作戦"Rail_song_jail"に当たってください。




　変わる世界へようこそ、『管理者様』。













　　陣じん内ない忍しのぶの黙もく示し録ろく　Ｂ面　OP_code"Rail_song_jail".







　　　　　？（3rd person　Day??/?? ??:?? - ??:??）




「ロスト、バゲージ？　……は？　つまり、その、何だ。見失っちまったっていうのか!?　あの『荷物』は最高機密だぞ!!」




「なくなってしまったものは仕方がない。喚わめいたところで『荷物』が出てくるのか？」




「それほど大事なものを、どうして手荷物で機内に持ち込まなかった？　これは正式に報告させてもらうぞ!!」




「そんなにヤバいものだから、手元に置いておきたくなかったんだ！　国内線だからって舐なめてかかって痛い目を見た同僚はたくさん知ってる!!」




「よし、分かった。諸君、冷静になろう。輸送中の『荷物』は現場判断で民間人の旅行カバンへこっそりと忍ばせて輸送していた。その旅行カバンがロストバゲージで行方不明になった。ここまでは良いか？」




「旅行カバンは追跡できないのか？」




「発信機なんてつけたら傍受されていただろうよ。ちょっかい出してくださいって世界中に言っているようなもんだ」




「つまり」




「『荷物』がどこの空港に向かったかは誰だれも分からない」




「航空会社も馬鹿じゃない。じきに発見され、民間人の学生へ連絡が入るだろう。その学生が旅行カバンを受領するまでは手出しができん」




「誰だれかが身分を偽って、横から旅行カバンを回収する事は？」




「派手な動きをして目立ちたいのか？　『荷物』の存在が露ろ見けんするリスクが発生するが構わないんだな？」




「……くそ」




「そういう事だ。残念ながら、もうこうなったら神様にでも祈るしかないな」




　　　　　２（陣じん内ない忍しのぶ　Day10/03 20:30 - 20:40）




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………何だ、こりゃ」

　携帯電話の小さな画面を眺めながら、俺は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

　あまりの内容に、断続的に意識が飛んでいたかもしれねえ。

　ロストバゲージしたスーツケースが戻って来ねえもんかと、島に接続したフロート式空港のロビーで待っている最中に暇ひま潰つぶしをしたのが始まりだった。

　シンガーソングライアー。

　……巷ちまたに溢あふれるフリーのネットサービスの一つで、ジャンルとしては『ちょっと変わった楽曲制作ソフト』に近い。

　歌詞と楽がく譜ふを作ると、それに応じたストーリーを自動生成してくれる、っていうサービスだ。楽曲自体も、『イージーモード』ならあらかじめ無数に登録されているサンプルを貼り付けられ、その先を予測検索みたいに次の候補を表示してくれるから早ければ一〇分くらいで一曲作れる、って気軽さが話題になっている（……まあ当然、『イージーモード』を使うとどこか単調なものばかりになるらしいけど）。

　ストーリーの自動生成ってのも詳しい仕組みは分からねえんだけど、クラシック、ジャズ、テクノ、ロックなどのジャンル、バラード、ブルース、ポップスなどの曲調、良く使うフレーズや設定したリズム、歌詞の中に入っている単語や名詞などを参考に、数十万のフレーズを組み合わせて最も相応ふさわしい文章を作り出す、とか何とか。

　大型掲示板なんかじゃ『何でこんな便利で高性能なサービスを無料にしているんだろう？』って結構有名になっていて、ここ最近は週末や深夜帯になるとアクセス過多で窮きゆう屈くつになるだなんて話も飛び交っていた。

　暇だったし、ものの試しで二〇分くらいかけて一曲作ってみたんだけど……、

「おいおいおい……。とんでもない量が出てきたな」

　掲示板の話じゃ、短いと数ページ分の掌しよう編へん、長くても二、三〇ページの短編くらいのものだって事だったんだけど……これ、丸々一冊分くらい出てきてねえか？

　しかも、その内容ってのが……。

「うわあ」

　日本列島が丸ごと封印とか、日本を取り戻すために世界的なロボット学者になるとか、サキュバスと契約してやりたい放題とか、七つの大罪クラスの大だい悪あく魔まと契約して無人兵器を底上げするとか、うわあ、うわあ、菱ひし神がみ舞まいを瞬しゆん殺さつとか白衣の似合うイケメンマッドサイエンティストとか宇宙服着て座ざ敷しき童わらしと一〇年越しの約束を果たすとか、『全部終わったら、また始めよう……縁ゆかり（紳士口調）』とか、うわあ、呼び捨て？　うわあ！　嫁なの？　うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!

「何だろう、この、身に覚えのない黒歴史ノートを突き付けられたような気分……!?　俺は何もしてねえのに、ここまで身み悶もだえなくちゃならねえのか!?　大体、歌詞の中には俺の名前くらいしか名詞を入れていないはずなのに、どこからどうやって湧いてきたんだ……？　不思議なのに恥ずかしいっ!!　興味はあるけど関わりたくない!!」

　そ、そもそも、モノホンの詐欺師相手にカジノで大勝負するとか、自動車爆ばく弾だんの直ちよく撃げきを受けても死なないとか、人質に取られた座敷童を俺達たちだけで助け出そうぜとか、二四人もの死体を引きずって一ヵ所に集めるとか、その時点で非現実的って思えよ！　機械に羞恥心はないって当たり前の事実が恐ろしいよ！　俺は警察に憧あこがれて本当に捜査一課に入っちゃったリアル刑事ドラマな叔父さんでも、一人で戦争やって笑顔で帰ってくるような菱神舞でもねえんだ！　何だ何だ、気負いなく無心で作った楽曲を基にこのお話が生まれてきたっていうなら、もう高校生だっていうのに俺の心の奥底には未いまだに中二マインドがぐつぐつと渦巻いているっていうのか!?　へこむ！　あとサキュバスの力を悪用して惑まど歌かとチュッチュするって部分省いてどうする!?　そこは一番重要でしょ！　まったくもう！　まったくもう違いの分からないデジタルなプログラムめ！　ばかばかばかっ!!!!!!

「……もう死にたい……」

　そりゃあ頭だって真っ白になるはずだ。時間の感覚だって飛ぶはずだ。全体を評して思わず呟つぶやいたその時、何やら二の腕の辺りに寄り掛かってくる柔らかい感触に気づいた。

　右のこめかみがムズムズする。確か『シンガーソングライアー』の中じゃ座敷童に抱き着いていたけど……と思って、そちらに目をやってみれば……。




　祝はふり。

　極悪凶暴組織百鬼夜行を束ねるリーダーの幼い少女が、着物姿のまま居眠りしていた。




「ひっ」

　一いつ瞬しゆんで喉が干上がった。

　脳でものを考える前に絶叫が迸ほとばしる。

「ひぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああん!!!???」

　びくーん!!　と衝しよう動どうのままに逃げ出そうとする俺だったが、そこで今度は反対側……左の肩の辺りにずしりとした重たい感触が。

　何だ何だ子泣きジジィか!?　とそちらへ目をやってみれば、

「……う、噓うそだろ……？」

　菱ひし神がみ舞まい。

　タンクトップにホットパンツの暗殺者が、その頭を肩に乗っける形で居眠りしている。

　いいや、そう見えた彼女の両目がうっすらと、薄うす刃ばのように開いて、

「……何だよー、お嬢じようちゃんが気持ちよーく寝てるんだから無粋な真ま似ねするなよー」

　起きてるう!?

　するとこの状況からこっそり立ち去る事もできなくなってるう!?

　親の旅行についてきているっていうのがマイナスだけど、それでもカジノの島で色んな女の子と出会って素敵な思い出を作れるかもって俺の夢がまだ空港を出る前から早々にぶっ壊こわれちゃってるう!?

[image: ]

　足元では、菱ひし神がみ舞まいのブーツに自分の頭を擦こすりつけている小型犬みたいな妖怪がいた。確かすねこすりとかいうヤツだったはず。

「舞さんはどうしようもありませんが、こんなにも心優しい祝はふり様にまでそのような態度を取るのは不敬ではありませんか」

「この子がどうこうじゃなくてだな、その周りにいるのがおっかねえんだよ!!」

　微妙に旅疲れなのか、これだけ叫んでもおかっぱの少女は一向に目を覚ます様子はない。

「……ち、ちなみにロストバゲージしたスーツケースを待っている最中なんだが、一緒にいた座ざ敷しき童わらしがどこ行ったか知ってるか？」

「祝様と舞さんを見かけた直後、脱だつ兎との如ごとく立ち去っていきましたが」

「……、」

　ですよね。

　右のこめかみがムズ痒がゆい。何だか『シンガーソングライアー』じゃ爆ばく弾だんや銃弾の盾になったり殺人マシンみたいに暴れ回っていたけれど、現実なんてそんなもんですよね!!

「……一体何しに来たんだテメェら……？」

「お嬢じようちゃんの疲れが取れるまで待っててねー」

「正直に告白すると、もうおしっこ漏らすギリギリのラインまで来てんだぞ！　このまま待機なんて命じられたらトラウマになっちまうよ!!」

「アンタに用があったのよ」

　ぐりぐりぐりー、と菱神舞は自分の頭を擦りつけながら、

「現在この『金きん鉱こう島とう』じゃ、天あまの邪じや鬼くを中心とした特殊な『パッケージ』が組み上げられている訳。本来、私達たちみたいなのは小遣い稼かせぎの犯罪なんぞで出張る事はないんだけどさ、その天邪鬼の『パッケージ』は相当ヤバい代物らしくてね。おたかーい金を払ってでも迅速に始末しましょうって話になったのよ」

「天邪鬼……？」

「そ。『パッケージ』の詳細も分かりゃしないってのに、もうあっちこっちで影えい響きようが出ている。なんていうのかな、人の行動には根幹となる想おもいが必要なはずだけど、そういった流れを無視して企業の重役やら国の官僚やら大勢を動かせる人間が『変な動き』を始めているって感じ？　まるで磁石かなんかで引っ張られているみたいでさ、こっちの業界の『上』も大変気味悪がってる。誰だれでも良いから早く何とかしろってね」

　……それって、悪戯いたずら好きの妖怪だとか、尋ねた質問に全て正反対の答えを返す妖怪だとか言われているヤツだったっけ？　元々は鬼だったとか神様だったとかいろんな説があるらしい。説話を紐ひも解とけば、人間を捕まえて食べたり、その皮を剝いで身に纏まとう事で本人になりすましたりもしている。立派な致命誘発体ってヤツじゃねえか。

「あのう。その話を聞いただけで共犯扱いされるとかっていう話はねえんだよな？」

「どっちみち表沙汰にゃならんよ」

「そっちの方が怖い!!」

　救いを求めるようにすねこすりの方へ目をやってみても、犬型妖怪はブーツすりすりに専念するばかり。このド変態め！　役に立たねえ!!

「つーか、その話が俺とどう繫つながるってんだ!?　裏社会の殺し合いなら俺の見てねえトコで勝手にやってくれよ!!」

「私達たちは、アンタが作ったモノの内容を知らない」

　びくびくーんっっっ!!!???

「なっ、ななな、なんっ、なんのことやら……」

「誤ご魔ま化かしたって、アンタが『シンガーソングライアー』にどっぷりはまっていたのは知ってんのよ。あれ、こっそり個人情報抜く仕組みがあるの気づいてなかった？」

　もォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!　何だよー、無視できねえのかよー、あんなの軸にここからどう話が膨ふくらむってんだよお!?

「『パッケージ』の核はまだ把握できてないけど、効果の方はおそらく『人の形作ったセカイを現実のものにする』っていう類のもんだって推測されてる。ま、『偽りの答えを返す』って特性を研ぎ澄すまして『偽りを答えにしてしまう』ように組み替えたんだろうけど」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　いやいや。

　待てよ。いやいやいやいや!?

　待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て！　それが本当だとしたら、どうなるんだ？　あの中二マインド全開の自動生成黒歴史がそのまま現実に起こる事件になっちまうってのか……!?　ペテン師相手のポーカー勝負とか自動車爆ばく弾だんとか誘拐事件とか黒幕全滅とか座ざ敷しき童わらし大暴走とか国くに盗とりとか日本消滅とかとんでもねえ話になってなかったか!?　ああっ、ちょっと思い出すだけでこめかみがムズムズするう……!!!!!!

「何でなんだ？　よりにもよって何で俺が天あまの邪じや鬼くの『パッケージ』なんぞに組み込まれてやがる!?」

「さあね、まだ核を摑つかんでないって言ったでしょ。それより、さっきから夢中でいじくりまくっていたケータイの中身を見せてごらん。そいつによって今後の対応ってヤツがガラリと変わってくるんだから」

「………………………………………………………………どうしても言わなきゃ駄目ですか？」

「なに、思春期全開の淫いん夢むだった？」

　間近からの質問に、俺は思わず片手で自分の顔を覆おおった。

　白状する。

「ある意味それより酷ひどい……」




　　　　　３（内うち幕まく隼はやぶさ　Day10/03 20:30 - 20:43）




　旅客機に吸い付いたタラップ車の階段を降りて国内空港の滑走路へ足を着ける。刑事なんて仕事は年中無休で安物スーツが基本だけど、流石さすがに蒸し暑くて敵かなわないな。本当に今は一〇月なのか？　と思わなくもない。

「いやあ！　ついにやってきちゃったねえカジノの島!!　『金きん鉱こう島とう』だっけ？　盛り上がっているようで何より何より」

　……うんざりしている俺の横では、警察庁のお偉いさんがニコニコと笑っていた。

　美み島しま警視長。

　どれくらい偉いかっていうと、もう上には二、三個くらいしか階級が残っていないくらい偉い。いくら出世コースどストライクのキャリア組だからって、三〇代後半で上り詰められるようなポジションじゃないはずなんだが……。

「何で俺、九州のリゾート島にまでやってきているんだろう……？」

　思わず呟つぶやくと、暇なのか美島警視長がいちいち答えてくれた。

「そりゃー君、視察と勉強会ってヤツさ。三〇〇〇万人がぎゅうぎゅう詰めで生活している東京だって社会保障とかインフラの再整備とかで財政は赤字続きでさ、新しい収入源ってのを欲しがってる。都内にもカジノを作ろうって気運はかなり前から高まっていたんだ。……伊豆七島なんかを中心に、都心部からはやや離はなれた場所にってね」

「いやまあ、話は伺っているんですが」

「カジノの利権と弊へい害がい、警察としちゃ制度の導入前に色々知っておきたい。特に犯罪マップへの影えい響きようなんかをさ。だから、東京の警視庁が九州の『金鉱島』にやってくるのは何もおかしくなんかないさ。今回の旅行に都民の血税を使っていてもね」

　ちなみに俺は東京の治安を守る警視庁所属だが、美島さんは日本全国の警察を統括する警察庁の所属。……つまり北は北海道から南は沖おき縄なわまで全部が縄張り。オンブズマンとか市民グループとかが頭からツノを生やして税金の使い道に激怒したってこの人には塁が及ばない訳だ。

「ほら、君だって『神戸の失敗』は耳にしているだろう？　有名ホテルがカジノもショッピングモールもレジャー施設もみーんな囲い込んじゃったもんだから、観光客が敷しき地ちから一歩も出なくなっちゃって地元にちっとも還かん元げんされないってヤツ。『ひきこもリゾート追い払え!!』なんてネットで呼びかける集団まで出てきちゃってさ。都市設計の段階でああいうトラブルの種は抱えたくないよねって事さ。これも大切なお仕事なのよ？」

「でもそれ上の上のうえーの制服組の皆々様のお仕事じゃありません!?」

「だよ？　だからこうして僕がやってきたんじゃない」

　言いながら、美み島しま警視長は滑走路をざっと見回した。

　こうしているだけで、違和感のある人物はいくつも見つけられる。燃料注入や機体誘導のために走り回る作業服の男達たちとは別に、周囲を警戒している人ひと影かげがあるのだ。……それも、アメリカ辺りのグラビア雑誌の表紙でも飾っていそうな、やたらケバケバしいミニスカートの女性制服警官みたいな格好をした連中が。

　当然、日本の警察機構ではあんな制服は採用されていない。

　美島警視長は、（傍はた目めには）のんびりと『彼女達』を観察しながら、

「あんまり武装警備員とかも東京都内には流入させたくないんだよねえ。知ってる？　ここの連中、ガス圧の麻酔銃を携行するためだけに、わざわざ薬剤師の免許まで取っているんだって。お巡りさんとケンカしたらどっちが勝つんだろうねえ？」

『彼女達』の腰に巻きつけられた太いベルトには革のケースがいくつもあり、警棒や手て錠じようの他、銃器らしきシルエットも見て取れた。

「高度・大規模な組織化も進んでいるって話だし、ワイロが横行して新しいギャングに化けなきゃ良いんだけどさ」

「そうじゃなくて、大事なのはそこじゃなくて、何だってノンキャリアの巡査部長が引っ張り出されなくっちゃならないんですか！」

「何事も上から目線で眺めるだけでは全貌は摑つかめないものさ。そういう点では、現場で犯罪捜査に携わる者の目線だって是非とも貸してもらいたい。……と、そう言ったら君の所の課長さんが真っ先に内うち幕まく隼はやぶさ巡査部長を推してくれてねえ」

　くそっ!!　面倒極まりない業務は全部こっちに丸投げか!?

　背後を振り返ると、ドカドカドカと荒っぽい足音を立てて、多くの警察関係者が降りてくるところだった。警視庁に警察庁にとにかくいっぱい。制服警官、と言っても街のお巡りさんなんかじゃなくて、もう胸に勲くん章しようがついていたって不思議じゃないお歴々ばっっっかりだ。

　全体的な感想。

　南国に来たってのに楽しい旅行の雰囲気が一ミリもない辺りで、胃袋にのしかかる重圧を少しでも感じていただきたい。

　酸素の量が半分くらいになったんじゃないかってくらいの息苦しいシャトルバスに乗って空港のターミナルへ。昨今じゃ国内路線だって警備は厳しくなりつつあるはずなんだけど、こいつら揃そろいも揃ってゲートの横を素通りだった。スーツケースのＸ線検査どころか、最低限の手荷物検査さえスルーパスだ。そもそも自分の荷物を自分で持とうって気もないらしい。

　当然、上が楽をすれば下っ端が苦労させられる。

　美島警視長のスーツケースを引きずり回し、俺は大名行列の一部となって空港の建物を出る。

　普通のタクシーとは明らかに違う、黒塗りな感じの高級車に迷わず美み島しまさんは乗り込んでいく。前後には似たような車が五、六台。車列を挟むようにパトカー。真ん前には白バイが二台。警察庁からすれば『自前』のつもりなんだろうけど、一社会人の目線から是非こう言わせていただきたい。アンタら王様なのか!?

　ロックの外れたトランクに誰だれかさんのスーツケースを押し込むと、スモーク張りのウィンドウを下げてキャリア組は言い放った。

「では内うち幕まく君、後はタイムスケジュールの通りに。僕達たちはこれから豪華客船で秘密の作戦会議だ。正直に言って良い、ついてきたくはないだろう？」

　上からの命令だった。

　仕方がないので全力の笑顔で答える。

「まっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっぴらです」

「ちなみに僕もだ。いい歳して酒の味も分からん、値札だけで語りたがる連中とは顔を合わせたくないんだよ。……どこかに餃子ギヨーザの専門店でもないかな。嫌がらせにニンニク臭全開でご登場してやりたい気分だよ。それではね」

　ひらひらと手を振ると、パレードご一行がロータリーから離はなれていく。残されたのは俺と同じくらいの歳の若造ばっかり。車列が消えた途端にそれぞれ思わず重たいため息をついたが、直後に互いの顔を見合わせて咳せき払ばらいした。今のはチクられたら困る。どうにも仲良くできない下っ端連中は各々バラバラな方向へと歩いて消えて行った。

「……さて、どうするかね」

　公務自体は明日からだ。目下最大の目的は晩ご飯なのだが、自販機の表示を見てうんざりした。ジュース一本で一〇〇〇円以上する。これなら商業区であるカジノ街は絶望的だろう。空腹を抱えて一夜を過ごした方が良いに決まっている。だとすると、他には？　背広の警察官が一人で博打ばくち遊びっていうのもいただけない。そもそも減給続きで軍資金もないし。でも、だからって旅館に直行してふて寝っていうのもなあ……。三時とか四時とか変な時間に目が冴さえそうで嫌だ。

　やる事がない。

　せっかくのリゾート島だっていうのに、このままだと背中を丸めてケータイの推理アプリでもダウンロードしかねないぞ。

　と、そんな時だった。

　突然横合いから聞き覚えのある声が飛んできた。




「刑事さん☆」




　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ひし、がみ、えんび。

　いや、まあ。

　正直に言って、イレギュラーな旅行って時点でヤバい匂いは感じ取っていた。ほら、その、あるじゃん？　長い人生過ごしていればさ、『土砂崩れで立ち往生したところで不気味な洋館に雨宿りをお願いする』とか、『キャンセル待ちの寝台特急に乗り込んだら仮面の男とご対面』とか、『福引でチケット当てたと思ったら過去一〇年で何度も不ふ審しんな自殺が続いている旅館の離はなれにご招待』とか！　そういう機会が!!　血みどろの古い儀ぎ式しきとか陰惨な数え歌とかあってさ、しまいには秘密の地下室どころか館全体が一八〇度ぐるっと回ったりさ!!　そんな感じのがだ!!　だからこれくらい予想の範はん囲い内ないだよ！　俺はまだ泣いていないよっっっ!!!!!!

　菱ひし神がみ艶えん美び。

　不気味な殺人事件の現場にひょっこり現れる推理マニアっていうか、お前が死神を連れて歩いているんじゃないかっていう不ふ謹きん慎しんツインテール女子中学生。

　ただ、今回驚おどろいているのは『金きん鉱こう島とう』に何の前触れもなくこいつがいた事、じゃなかった。

　その格好だ。

　平たく言えば……、

「お前……それ、何着てる訳？」

「何ってバニースーツですけど？　ここはカジノの街だよ、風景に溶け込んで目立たない服装って言ったらこいつに決まってるじゃーん」

「歓かん楽らく街がいの違法営業みたいになってる!!　すごく迷惑だよ馬鹿！　周りで真面目にお仕事している全てのお店にとって!!」

「ふふふ。ささやかですけれど、でもきちんとライターは谷間に挟んでいる本格仕様なのだぜ？」

「特に明確な使用目的もなく往来で火気を持ち歩くのは法に触れているんだ。知っていたか？」

　ため息をつきながらライターを没収すると、バニー艶美が怒り出した。

「何でそうサラッと手を突っ込めるかな!?」

「必要な職務だからだ!!」

「それにしたって顔を真っ赤にするなり少しはもじもじするなりしなさいって言ってんの！　もー雑だよ雑!!」

　と、周囲のざわざわが何やら質が変わってきたような気がした。

　おおっとう、こいつはまずいぞう。背広の社会人と中学生のバニーガールって組み合わせはビジュアル的にハメを外し過ぎているぞう!?

　例の、アメリカのグラビア雑誌にでも出てきそうなミニスカートの武装警備員（もちろん女性）がゆっくりとこっちへ近づいてくるのを見て、俺は本格的に全身が総毛立つのを感じる。

　いや別に本職の警察官ＶＳ民間の警備員なら、言い負かされる事はないだろうけどさ！　でも、そもそもこんなしょうもない事のためにいい歳した大人がフルに頭を使って論戦しなくちゃならない状況がもうヤダ!!

「何しに来たの!?　全体的にどうして俺の社会的地位を崩しに来てるの!?」

「あれ？　刑事さんもあの事件を追って『金きん鉱こう島とう』までやってきたんじゃないの？」

　……。

　もう触れたくない、と両手で顔を覆おおってうずくまるが、推理バニーは気に留めなかった。

「ほら、ネットとかでさんざん噂うわさになってるじゃん」

「……何だよそれ、鮫さめ島じま事件？」

「『牛の首』よりは信しん憑ぴよう性せいがあるかなあ」

　にやにやと、艶えん美びのヤツは絶対に笑っているだろう。

　そのまま彼女はこう告げた。

「聞いた事ない？　『ウラシマ事件』ってヤツ」




　　　　　４（菱ひし神がみ舞まい　Day10/03 20:45 - 20:55）




「どわっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは!!」

　何でか『天あまの邪じや鬼く』の一件の中心近くにいる陣じん内ない忍しのぶから『シンガーソングライアー』の話を聞いていたんだけど……だっ、だめだ。笑いを堪こらえられないっ！　ひーっ!!

「ま、まあそりゃあ、『何者か』は自分の目的に合致する指向性を持った楽曲を選別して仕込みをしたに決まってんだけど、それにしたって日本売却？　とんでもないストーリーが出てきたもんだわこりゃ、あっはっはっは!!」

「やめてえ！　やめてよおもう!!」

　案の定、金髪の高校生は顔を真っ赤にしてめそめそしていた。

「大体、『シンガーソングライアー』のストーリーって普通は二～三ページ、長くても二〇～三〇ページって話でしょ。んん、これって『何者か』の仕込みかな？　それとも単純に陣内Ｐの素敵ソングはそこまで例外だったのかにゃーん!?」

「心の傷口に塩塗るのやめてって言ってるでしょうがよお!!」

　そして私の爆ばく笑しように釣られて、百鬼夜行のお嬢じようちゃんがようやく目を覚ます。

「むにゃ……一体どうしたのです……？　ああ、対象・甲が起きたのですね」

「もう逃げられねえっ!!」

　陣じん内ない忍しのぶは両サイドから挟まれて絶叫した。

　おいおい、いたいけな女の子とグラマラスなおねいさんにサンドイッチされているんだからさ、もうちょっと人生を謳おう歌かしていますって顔をしても良いのだぜ？

　一方のお嬢じようちゃんは小さな手で目元をごしごししながら、

「対象・甲の経過は？　『噓うその象徴』について何か分かりましたか。……天あまの邪じや鬼くが姫の皮を剝いで『なりすました』話では、正体を看破される事で人間側の逆ぎやく襲しゆうが始まっています。同様に、今回のケースでも巨大な噓を暴く事それ自体で、敵方に多大なダメージを与えられる線が濃のう厚こうなのですから」

「ええっとねえニヤニヤどうしようかなあクスクスこれ以上心の傷を抉えぐっちゃって良いのかなあプププーッッッ」

「三〇〇〇円まで出しますっ!!　黙だまっているかせめて俺の見てねえトコで相談して!!」

　本気の泣き言を無視して、必要な情報をお嬢ちゃんと共有する。

　陣内忍の体温はさらに〇・五度くらい上昇したようだった。

　おかっぱの一〇歳は口元に手をやり、

「臼うす挽ひき童わらし、座ざ敷しき童の亜種を使った『国家の自殺』パッケージ。確かに、陣内忍の言動には『天邪鬼』の仕組みからの影えい響きようが色いろ濃こく出ているようですね。……そうでもなければ、あんな日本の深部に一般高校生の彼が到達できるはずもありませんから」

「あるの……？　なあおいホントにあんのかよお『国家の自殺』なんて!?　コンピュータが勝手に作った捏ねつ造ぞう黒歴史じゃなくてか!?　どうなってんだニッポン!!」

「……しかし、あんな廃棄物が今さら顔を出すだなんて。一体、どこから情報が洩もれたのでしょう……？」

「カジノの街ならブラックカードの清算とかで、金きん融ゆう関係の馬鹿デカいサーバーがいくつも立っているでしょうし、遠隔地から廃棄物の『核』に触れるのはそう難しい話じゃない。この島にあるのはバックドア用の操作端末って感じなのかね」

「……『金きん鉱こう島とう』終しゆう盤ばんに出てきた白髪の男が気になりますね。初老の白人、けち火の生いき霊りよう暗殺『パッケージ』に産女の赤子の試練を利用した怪力『オボウ力ぢから』の取得。日本売却という目的……」

「シド＝クラウズ辺りじゃない？　オカルト博士で潜せん伏ぷく先さきの怪異を取り込んで兵器化するスペシャリスト。徹てつ底ていした攻こう撃げきシフトもあいつのやり口っぽいし、最後の最後だけでしゃばって手柄を全部持っていくのもいかにもって感じだもの」

「彼はＣＩＡの人間でしょう？」

「最高機密の『国家の自殺』が洩れたのって、外からのサイバー攻撃より身内の口が軽くなったって考えた方が無難じゃない？　表に出たがらない正規エージェントに代わって、適当な犯罪者を使いっ走りにするのもあいつの得意技よ」

「シド＝クラウズ説が正解だとすると、背後にアメリカがいる事になりますよ」

「アメリカさんが永久友好国である保障はどこにあるのかにゃん？　国内経済の疲ひ弊へいに対外的には米軍基地撤てつ退たいのゴタゴタも重なって、内外共に『世界の警察』の影えい響きよう力りよくは揺らぎ始めている。金ヅルの手綱が離はなれる前にこの国の金きん融ゆう基き盤ばんを制圧しちゃおうって考えるのはそんなに不思議な話じゃないと思うけど。おそらく全身タイツのマッチョは『無能な現地政権に代わって賢けん明めいな我々が友好国を守ってやるのだ』とか考えていて、自分が侵略行為をしているって自覚もないんじゃない？」

「……何にせよ、偽りの情報媒体を現実化させる『天あまの邪じや鬼く』本体と並行して、日本売却の問題も潰つぶしておく必要がありますね。まだシド＝クラウズで確定と言うには早い気もしますが」

「良いって良いって。どうせあいつにゃ借りが二、三個ある。今回の件でシロだとしても殺す理由はあるんだ。逆に考えれば良いのよ。殺すついでに話を聞く。それじゃ動き出しちゃっても良いかにゃーん？」

「百鬼夜行は報復を奨励する組織ではありません」

「だからフリーランスの私が手を汚す。お互いの役割は分かってもらえた？」

「私は」

「別行動に決まってんでしょ。お嬢じようちゃんみたいなご立派な立場の人間が裏通りを直接歩いちゃうと、色んなバランスが崩れちゃうのよん。警護は柱の陰で色々殺気立ってる正規メンバー達たちに任せちゃうけど構わないよね？」

　不ふ穏おんな空気を感じ取ったのか、こっそり離れようとしていたすねこすりの小さな体を摑つかみ上げ、私はベンチから立ち上がる。

「んじゃま、陣じん内ない忍しのぶの言葉は正しいものと仮定して、こっちもこっちで動きますか」

　まだ少し頭が回っていないのか、お嬢ちゃんは陣内忍に体を預けながら、

「シド＝クラウズの居場所に心当たりは？」

「停泊中の豪華客船」

「根拠は？」

「あいつの趣しゆ味みとかやり口は大体知ってる、ってのが一番大きいけど。そうだね。合理的に説明するなら、シド＝クラウズはベッドじゃないと眠れない、箸はしを使えない、生の魚は食べられない、一食二五〇グラム以上の赤身の肉が出てこないものは食事と認めない、他人に肌を見せる露ろ天てん風ぶ呂ろは馴な染じめない。となると『金きん鉱こう島とう』の旅館を使いたがるとはとても思……」

「もっと戦術的な話をお願いします」

「豪華客船には自由に使えるヘリポートがあるから。港湾・空港警備を無視して色んな道具を直接島内へ持ち込める訳だし、けち火、産女、複数の『パッケージ』を組むのに都合が良い」

　となると、その豪華客船に忍び込む必要がある訳だけど。

　さて、どんな手を使おうかな？




　　　　　５（内うち幕まく隼はやぶさ　Day10/03 20:45 - 21:05）




　趣しゆ味みのコスプレです。心配しないでね☆

「……ねえ刑事さーん、何だって私こんな立て看板持ち歩かなくちゃならない訳？」

「お前が思っている以上にそこらのお店が戦々恐々としているからだ。みんな真面目に働いているんだ！　単なる一発ネタで台無しにするんじゃない!!」

「分かったよう。そんなに言うなら今すぐここで脱……」

「それやったら今度こそ俺の手でお前に手て錠じようをかけるからな」

　ここは缶ジュースが一本一〇〇〇円以上もするイカれたカジノ島だが、探せば安い店が集まる一角というのもあるらしい。

　街路樹のパイナップル的な南国の木々に埋もれるようにぽつぽつと息づいている楓かえでや銀杏いちようの赤や黄色を眺めながら歩いていくと、そのうらぶれた一角に辿たどり着いた。

「ハーバー横丁って言うんだよ」

　バニー艶えん美びが簡単な調子で説明する。

　一般の通りに面した飲食街というのではなく、その名の通り、ハーバーをびっしり埋め尽くすクルーザーや水上ボートの一つ一つが小さな店てん舗ぽとなっている。感覚としては、屋根と壁かべのついた屋台みたいなものなのかもしれない。

[image: ]

「カジノの街は基本的に勝った人間しか楽しめないように設計されてるけどさ、負け犬ちゃんが暴れても面倒だから、そういう人達たちのガス抜きになる区画を意図的に残しているんだって。サービスによって事件を未然に防止する、警察にはできない治安維持対策だね」

「一等はインテリビレッジの超高級ブランド化旅館、二等は豪華客船、でもって最下位がクルーザー生活？　まったく、とんでもない島だなここは」

　うんざりしたように言う。

「あれーん？　刑事さん、びくびくしちゃってる？」

「余計な仕事を増やしたくないだけだ」

　船は金属製って感じじゃなくて、樹脂製というか、すんごく硬いウレタンみたいな質感だった。まあ、救助用の浮き輪なんかもそんな感じだったし、あれをもっと硬く、もっと安価にしたんじゃないだろうか。

　全面樹脂で船を作れるなら、金属をプレスして切り離はなして組み立てるよりも、ずっと自由度は高そうだし。

　結局、俺達はそういった樹脂製の船の中から適当なクルーザー店舗を選んで乗り込んだ。キャビンのテーブルに着いてから、ようやくここが中華料理の店だと分かる。

「……中華料理なのに普通のラーメンがないな」

「刑事さん、海外旅行した事ある？　日本人が勝手に思い描く中華料理って大抵はこの国でカスタマイズされたものじゃない。中国には味み噌そラーメンなんてないのよ、お分かり？」

　俺は一番安い鮭さけとキャベツのチャーハン（ハーフサイズ）を頼たのみ、艶えん美びは前菜のピータンとツバメの巣のスープとフカヒレの姿煮とアワビのクリーム煮と海かい鮮せんあんかけおこげと……とずらずら並べたところでメニューを没収した。

「お前は食べて死ぬ気か」

「私は一口ずつしか食べないって、あとは全部刑事さんにあげるよ。せっかく男手があるんだから色々楽しんで味わわないと！　何だったら間接チッスあげるからさあ!!」

　唇を尖とがらせてブーブー言っていた推理マニアに、主菜のページを開いて突き付ける。すると彼女は不承不承、その中から一品だけ担タン担タン麵メンを選択した。

　料理を待っている必要はない。

「で、全体的に何なんだ？　そのウラシマ事件っていうのは」

「今かなりホットな話題になってるよ。この『金きん鉱こう島とう』のホラーストーリー☆」

　艶美はグラスに入ったお冷を一口飲み、テーブルに置き、何な故ぜか俺のグラスとすり替えようとするので手の甲を引っ叩ぱたく。

　めげずに彼女はこう言った。

「始まりは一本の電話だよー。どっかのセレブなバカップルの話。カノジョは自慢のクルーザーを持っていたんだけど、そいつのせいでカレシには立場がなくってね。こっそり、もっと豪華な船を調達してカノジョを驚おどろかせようとした。今、どこに船を出しているかカノジョに聞き出して、海上サプライズで新しい船を見せびらかそうとしたのね」

「ふうん」

「ところが、電話に出た彼女の話を参考に船を走らせても、一向に船は見えてこない。カレシとカノジョは電話でやり取りしながら移動しているのにね。最初は悪い冗談かと思ったカレシだけど、徐々に気味悪くなってきたみたい」

「あっ、担タン担タン麵メンはそっちに。俺はチャーハンです。ええ、はい、どうも」

「しまいにはケータイのＧＰＳやら航法装置のデータとか色々送り合っちゃってさ、噓うそをついていないのは間違いない。なのに、同じものを見ているはずの二人がどうしても出会えない。その内に電話のバッテリーも切れちゃって、結局見つからずじまい。……さて、これは単にどっちかが巧妙な噓をついていたのか、それとも『金きん鉱こう島とう』の周りは魔まの海域で、彼らは束つかの間ま、過去や未来に飛んじゃってたりして、恋人同士がねじれた通話をしていたのか。真相は美少女中学生とイケてる刑事さんが解き明かすしかない!!　って話な訳だけども……聞いてる刑事さん？　一番安いチャーハンに夢中になってないでさー!!」

　むぐむぐむぐむぐむぐ。

　ああくそ、美う味まいじゃないか！　ケチッてハーフサイズにするんじゃなかったな。このクルーザー屋台、東京湾にも来てくれれば良いのに!!

「他にもチラホラとあるんだよ、似たような話。テレビの収録でヨットとヘリからカメラを構えようとしたのに、何でかいつまで経たってもヨットが見つからないとか。遠泳の記録に挑戦したいマッチョを応援する支援者の船が、一直線のコースなのにマッチョを見つけられずに終わっちゃったとか。なーんか気になると思わない？」

「何それ？　掲示板にでも貼ってあったの？　そんな長文が？　どこかのフリーライターが話題作りのために自作自演したんじゃなくて？」

「その可能性も込みで調べてみようよー」

「……殺人事件大好きで、トリックと犯人追い回すのに必死なお前らしくもない。結局それって事件なのか？　事故じゃなくて？？？」

「艶えん美びちゃんのセンサーがびびびと来ているのさ」

　格好つけて言い放ち、真っ赤に染まった担担麵のスープをれんげで一口。直後に中学生の首が横を向いた。むせて盛大に咳せき込んでいる。

「……センサーって、どこのどの辺が怪しいっていうんだ、そんなデタラメな噂うわさ」

「がはっ、げほっ!!　そ、それはね」

　推理マニアはバニースーツの微々たる胸の谷間からハンカチを取り出し、口元を覆おおいながら、涙目で答える。




「この噂うわさを取り扱ったフリーライター達たちが三人ばかし不ふ審しん死しを遂げているんだよ」




　音もなく。

　空気が冷えた……というより、味や匂いなどの五感の情報が消えていくようだった。全ての情報から感動が消えていき、世界は平坦で味気ないものになっていく。

　が、艶えん美びはここからが本番だと言わんばかりの調子で、

「具体的には、フリーライターの羽は柴しば透とおる。オカルトサイト運営者の石いし田だ萌めぐみ。そして職業不詳で自称脚本家の毛もう利り鏃やじり。いずれもネットでこの噂を集中的に蒐しゆう集しゆうしていた。自らの作品だの記事だのに活用するために、ね」

「……不審死っていうのは？」

「警察のデータベースじゃあバラバラに登録されているだろうねえ。羽柴は新型自動車のオートブレーキシステムの故障で立体駐ちゆう車しや場じようの八階からダイブ、石田は携帯電話使用中に耳元でバッテリーが破裂、毛利はアパートの給湯器が壊こわれてユニットバスがガス室に早変わり。いずれも、電子機器の接触不良による事故扱いって事だね」

「不幸な事故って線ももちろんあるな」

「だけど、電子回路や半導体の接触不良を意図的に誘発できるシステムがあったとしたら？」

　チャーハンをすくっていたれんげを皿の縁ふちに置く。

　一見して些さ細さいな噂に見えるネットの怪談。しかし、それに深く突っ込んだ者が複数立て続けに死亡している、か。

「ん？　どしたの刑事さん」

「……いや」

　だとすると、絶賛情報収集中のこいつもまた条件に当てはまっているっていうのは……気づいているんだろうなあ。

　整った瞳ひとみをぱちくりさせながら、艶美は続ける。

「そもそもさ、ネットの怪談自体も妙なんだよ。話だけ追ってみれば、ようは、『魔まの海域』じゃ出会うはずの二人が出会えない、それだけなんだけどさ」

「だから？」

「出会えなかったー、で終わる訳ないじゃん。『その後』はどうなってんの。ここって巨大カジノの島なんだよ？　お店の人達たちが真面目に働いていたって胡う散さん臭くさいイメージは付きまとう。旅先で知り合いが消えたってだけで不安を煽あおるのに、金と欲望の島で恋人だの知り合いだのが消息不明になっちゃったら？　ブティックの試着室から女性客が消えたくらいの大おお騒さわぎにはなるはずじゃない。普通、海で人が消えたらライフセーバーとか消防とかに通報しない？　だけど、実際に公式記録を辿たどる限りじゃぜんっぜんそういうデータは出てこない」

「事件自体が単なる噂うわさで、実際には存在しなかったって線は？」

　改めてれんげを摑つかみ直してチャーハンを口元に運ぶが、さっきまでとは全然味が違う気がした。３Ｄで作ったポリゴンでも食べているような気分だ。

　一方の艶えん美びは再び真っ赤な担タン担タン麵メンに無む謀ぼうな挑戦を試み、何度も咳せき込みつつも、

「うえっ、鼻にくる辛さだねこれ……。まあ、それが一番つまらない結末だけど、当然ありえると思うよ。だけどさ、もしも文句や苦情を封殺する仕組みが『魔まの海域』とその中心の島にあるとしたら？　それってブティックの試着室から女性客を消しちゃうくらいの大きな隠いん蔽ぺいインフラが横たわっているって事になっちゃうよ。そして、おあつらえ向きに噂の真相を調べようとした複数人の連続不ふ審しん死し。……ここまで色々並べられちゃったらさ、面白い題材って思わない方が変でしょ？」

　ここでニヤニヤ笑っちゃうから救いようがないんだよなあ、こいつ。

　チャーハンの米粒がついたれんげを、セットでついてきた鶏とりがらスープ（小）にじゃぶじゃぶ漬けながら、少しばかり思案する。

「色々気になる点はあるが、俺の方針は変わらないぞ。俺は東京都の警視庁所属だ。九州の小島でできる事は何もない」

「あらあ？　噂の現場はともかく、実際に死亡したフリーライター達たちはみーんな東京都民なんですけど？　ついでに死亡現場はいずれも東京都内。はて、どなた様の管かん轄かつだったかしらあ？」

「ああくそっ!!」

　思わず吐き捨てるように叫ぶと、ニヤニヤ笑いの艶美はもう止まらない。

　彼女はどうしても克服できない真っ赤な麵を何度もふーふーしながら、

「あと、ここまで来て今さら自分は関係ありませんっていうのもねえ」

「ここまでも何も、俺はまだ噂話を聞いたくらいだぞ」

「いやいやいやいやいや。クルーザーとかヨットとか、『魔の海域』で消えた船のいくつかはこのハーバーに船を置いて、このハーバーから出港しているんだよ。ここ、ハーバー横丁。つまり刑事さんはすでに事件関係地に足を踏ふみ入れていた訳。お分かり？」

　……未成年の要保護者が担担麵を食べられなくて困っていらっしゃるようだったので、俺は優しくバニー艶美の口にねじ込んで差し上げる事にした。




　　　　　６（陣じん内ない忍しのぶ　Day10/03 20:55 - 21:04）




　菱ひし神がみ舞まいと祝はふりが内緒話をしている隙に爆ばく走そう（でも多分捨て置かれているのが正しい）。

　空港の喫茶店で優雅にみるくちーを嗜たしなんでいやがった座ざ敷しき童わらしの首根っこを摑む。

「裏切り者！　裏切り者めえっ!!」

「やめてよ忍しのぶ、公衆の面前で恥ずかしい言動ばかり繰くり返すあなたと知り合いだと思われてしまうじゃない。大きな損失になるでしょう？」

「逃げるのは構わない。だが声を掛けろよ!!　何で一人だけで逃げてんの!?　おかげで百鬼夜行のど真ん中に一人ぼっちよ!?　温泉に入ったら周りが刺青いれずみだらけより怖い!!　テメェにあの恐怖が分かんのか!!」

「あなたは人間だから大丈夫よ。むしろ、私みたいな妖怪にとってあの組織は致命的な意味を持つの」

　と、何やらたそがれた横顔を見せつけて格好つけていらっしゃるインドア妖怪に、俺は気になっていた事を質問してみた。

「……ていうか、テメェどうやって支払い済ませる気だ？　妖怪は経済活動なんかできないだろ。それも、ジュース一本一〇〇〇円もするようなカジノ島で」

「スマホって便利よね。レジで装置にかざすだけで清算できるんだから」

「誰だれのスマホなの!?」

「忍の名義で私のものに決まっているじゃない」

　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………これは、少々お灸きゆうを据えてやる必要があるようですな。

　こほん。

「じゃ、後で家に帰ったら立て替えた分を返してもらうとしますか。あ、お金がねえっていうなら結構。お前の棚の中から適当にゲームソフトを何本か引っこ抜いて売り捌さばくから。ＦＰＳなんてどれか一本残ってりゃ良いだろ。ごっそり行くぞうー」

「いやあ!?　自前のコレクションへ勝手に手を入れられるのがどれだけの外道かあなただって分かっているでしょう！　みんな必要なの！　なくなって良いものなんて一つもないの!!　そんなの絶対にいやよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「涙と鼻水まみれですがりつくんじゃねえよみんな見てる!!　恥ずかしい!!」

　着物の襟えりや裾など気に留めず、なりふり構わずしがみついてくる座ざ敷しき童わらしを、両手を使って何とか引き剝がす。

　……俺だってロストバゲージのせいで財布の中にはなけなしの小遣いしか入ってねえし、結局はスマホで清算するしかねえんだけど。

「ミルクティーは三〇〇〇円、テーブルチャージ込みで四五〇〇円になります♪」

「……このぐーたら妖怪を皿洗い係として厨ちゆう房ぼうに突っ込みたい……」

　お茶を一杯どころか茶葉の缶ごと買えちゃいそうな額をピロリンと電子音つきで支払って、俺と座敷童は喫茶店を出る。

「忍。百鬼夜行が出てくるだなんて、あなた一体何をやらかしたの？」

「俺にも事情は分かんねえけど、なんか天あまの邪じや鬼くの『パッケージ』とかっていうのに絡まれているらしいんだよ」

「……相変わらず、妖怪に好かれやすいこと」

「でもって、俺がさっきプログラム任せで作ってもらった全自動妄想ストーリーの内容が、その内に現実のものになっちまうらしい。そうなる前に止めねえとって感じだ」

　ばばっ!!　と座ざ敷しき童わらしはその両手で自分の胸元を庇かばい始めた。

「何を、やって、やがる……？」

「忍しのぶの妄想が……現実に……？　そ、そんなのもう、学校の制服がスクール水着にウサミミのコンボになっちゃったり、見渡す限りの女性が全員妊娠しちゃったりしても何ら不思議はないじゃない!!」

「恥を知らない機械が勝手に作ったもんだよ！　俺は悪くないのにっ!!」

　怒鳴り合っていると空港警備の方々がやってきたので無意味に逃走。とりあえず建物の出口に向かいながら、二人で作戦会議。

「でも、『シンガーソングライアー』？　機械が作ったお話が外界をも侵しん蝕しよくするなんて話、本当にあるのかしら」

「その筋のトップだっつー百鬼夜行が言ってんだぞ」

「……私としては、百鬼夜行だから信用ならないと考えて欲しいものだけど」

「じゃあ、試してみようぜ」

　空港の建物を出ると、真正面にあるのはタクシー用のロータリーだ。

　右のこめかみが蠢うごめく。

　俺はパチンと指を鳴らしてから、

「一番近くにある真っ白なリムジンタクシー。あいつを使う」

「何をするっていうのよ……？」

　側面に寄り掛かっていた運転手のおっさんへと俺は近づいていく。

　隣となりを歩く座敷童にだけ聞こえる声で、俺はこっそりと告げる。

「（……あいつの第一声はこうだ。日本のベガス、カジノ特区『金きん鉱こう島とう』へようこそ!!）」

「？」

　赤い浴衣の座敷童が眉をひそめた直後だった。




「日本のベガス、カジノ特区『金鉱島』へようこそ!!」




　インドア妖怪は運転手のおっさんの顔、そして俺の顔を交互に見やった。

　ぞわり、と。

　背筋を、冷たい指先がなぞるようだった。

　……俺自身も、驚おどろいてねえって言えば噓うそになるんだ。

　でも、『シンガーソングライアー』の話が本当だとしたら。というか、楽曲ソフトを頼たよりに自動生成された文章の通りになっちまうっていうのなら。

「ナンバープレートは『長崎X0X　は　37-XX』、初乗りは八〇〇円、そっからは三〇〇メートルごとに一二〇円ずつ、恋人同士がイチャつく場合は運転席と後部座席の間をスモークのガラスで遮断できる仕組みになっていて、中は一五人掛けで小型の冷蔵庫がある。中身は開けてねえから分かんねえけどな」

「あん？　何だよ何だよ、マジックのダシに使いやがったのか。許きよ諾だく料りよう取るぞこの野郎」

　怪け訝げんな声を出す運転手を放っておいて、座ざ敷しき童わらしはバンパーの下にくっついているナンバーを確認したり、側面に回って真っ黒なウィンドウの向こうを覗のぞき込もうとしたりする。

　だが、俺はもう確信していた。

「気温は二八度、夜空にはカラスが二羽」

　真上を見上げ、

「打ち上げ花火は三秒間隔で五回、赤、赤、黄、青、緑」

　太鼓のように腹に響ひびく爆ばく音おんと共に、

「新聞の見出しは『完全養殖のウナギついに天然の価格を上回る』」

　風に乗って流れてきた紙かみ屑くずの文字まで、正確に答え合わせができてしまう現実を理解する。

　選択の自由なんかない。ここは開けた世界じゃねえ。

　まるで一本道のＲＰＧ。

　何か、巨大なレールを強く意識する。

　考えなしにだらだらと動けば、一度見た『あの結末』へと運ばれてしまうのを。

　危機を。

　ようやく、正しくインストールできた。

「もう行くぞ、座敷童」

「行くってどこへ？」

　尋ねてくるインドア妖怪に、俺はこう答えた。

「……『シンガーソングライアー』の中じゃ、俺はあのリムジンタクシーに乗って一度旅館の方に向かった。そこから徒歩でもう一回、カジノ街に戻ったんだ」

　慎重に。

　一つ一つの選択が、たった一度限りの現実を左右すると肝に銘じて。

「だったら、今度は違う事を試してみよう。とにかく、このレールの先にあるものを見る訳にはいかねえんだからな」




　　　　　７（菱ひし神がみ舞まい　Day10/03 21:10 - 21:20）




「豪華客船ＹＡＫＡＴＡ－Ⅱ。造船は長崎防人さきもり重工業。所有はセブンオーシャン観光株式会社。船せん籍せきはパナマ。収容人数一七〇〇名、最大排水量八万トン、動力はディーゼルタービン三基と曳えい航こうカイト」

　お嬢じようちゃんとは一度別れ、私はすねこすりと一緒に敵情視察。

　おそらく利権を分けるためだろうけど、空港はカジノ街に、港は旅館側にって分けられているみたい。

　おかげで監かん視しする側としちゃ便利だね。あっちもこっちもチカチカ眩まぶしくて仕方がないカジノ街と違って、こっちは闇やみも多い。開発も進んでいないから小高い丘やちょっとした山も珍しくないし、私みたいなのが地面に寝そべりながら双眼鏡を構えるにはもってこいって訳。

　私はパイナップル的な南国の木々の間に身を隠し、かろうじて残っている楓かえでや銀杏いちようの隙間から港の全景を確認していく。面積拡張のためだろうけど、フロート式の港湾地帯っていうのもまた観察者としては好都合。平べったい地面は上から覗のぞき見するのにぴったりって訳。

　傍らでは、すねこすりが後ろ足を使って耳元を搔かいていた。

「曳航カイトって何ですか？」

「その名の通りだよ。でっかい凧たこ。船首部分にワイヤーくくりつけてさ、風の力を借りて船を引っ張ってもらうの。あくまでも補助動力なんだけど、二酸化炭素排出を抑えるためにドイツのタンカーなんかでも採用されてる」

「で、でも……」

　妖怪の目にはこの闇夜がどう見えてんのか、犬型妖怪はあちこちに落ち着きなくキョロキョロ視線を飛ばしながら、

「あんな警備厳重な所へどうやって潜もぐり込むんですか？　シド＝クラウズ、さん……でしたっけ。彼と接触するにしても、まずそれをクリアしないといけないはずですけど、そんなのできるんですか」

「待て待て……よし、出てきたぞ」

　薄うす型がたの液晶パネルを見ながら私は呟つぶやく。ＣＩＡのシド周りのシステムには簡単には侵入できない。でも、あいつが利用している豪華客船の観光会社はただの民間なんだ。防ぼう壁へきはザルの一言って訳。

「ＹＡＫＡＴＡ－Ⅱで今夜催されているのは、女性シンガーの船上ディナーショー、警察庁と地方政治の懇こん談だん会かい、劇団季節のミュージカル。……不ふ慮りよのトラブルで中止になってるものもないね。この分だと豪華客船は完全に閉じてない。島側から合流する客も受け入れているね。ボンベと吸きゆう盤ばん持って暗い海を泳がなくたって何とかなりそうだ」

「えっ、え!?　そんな簡単にですか!?」

「必要なのは派手なドレスとカラーコピーの偽造チケットとほんの少しの演技力。そんじゃ行きましょ」

　どうせ誰だれも見ていないし、すねこすりには見られても構わないし、バッグからドレスを引っ張り出し、闇やみの中で素っ裸になって着替えを済ませる。

　すねこすりを抱えて高台を下り、適当な所でタクシーを捕まえる。後は島と繫つながったフロート式の港湾地帯まで一直線。はっきり言って余計な出費だけど、豪華客船に徒歩で合流するってのも目立つしねえ。

　港では船体の側面を陸地に寄り添わせるような格好で、巨大な船が停泊していた。一般来客用のタラップの根元では、若い青年の係員が名めい簿ぼやチケットの確認作業なんかを担当している。

「（ばっ、ばれちゃいますよ!!　いくら薄うす暗ぐらくたって、そんな即席のカラーコピーなんて良く見れば粗が分かるでしょうし、そもそも登録名簿の方にあなたの名前はないでしょう!?）」

「（だいじょぶ、チケットは見せるためのものだけど、渡すためのものじゃない）」

「（？）」

　そこで私はすねこすりとの会話を打ち切り、係員へとにこやかに微ほほ笑えみかける。

「すみません、乗船前にチケットのご確認をお願いしております」

「はいはい。ええと、確かこちらの方に……あっ!!」

　胸元から一枚のカラーコピーを取り出し、青年の係員に手渡す直前でわざと指を放す。夜風に乗ってひらひらと偽造チケットはどこかに消えて行ってしまう。

　私はかわゆく叫んでみた。

「あっ、あっ、あああああああ────────っ!!」

「い、いえ、大丈夫です、今、コンピュータの方と照合しますから。こんな所で門前払いなんてありえません。だから落ち着いてください」

「ええと、その」

　もじもじ。

「予約の時の名義は主人のものですから、きっと、検索しても私の名前は出てこないものと……」

「あの、えっと、それは……？」

「（ほら、あの人）」

　ずずいと接近し、自慢のおっぱいが当たるか当たらないかの絶妙ポイントを維持しつつ、耳元に息を吹きかけるように私は内緒話をする。

　ちなみに指差したおっさんは当然、私の顔見知りなんかじゃない。ま、立ち方、歩き方を見るだけで大体『どんな人間か』は予想がつくけど。

「（……出張中に最高級のベッドでお楽しみするために、向こうの奥さんには内緒で呼び出されましたの。ここで門前払いを喰くらっちゃうと、あの人、野や獣じゆうのように暴れ回っちゃうかもしれないわ）」

「ひっ!?　そ、それは、そのっ、それは、ひょっとして、愛じ……」

「（その言い方は好ましくないわ）」

　ひそひそひそ、と絶賛名誉棄損中。

「（何しろ警察関係者ですものね。それも日本全国の警察機関を束ねるトップの警察庁。法律がどうこうよりも、職業倫理的にまずいのよねえ、あんまり大きく取り沙汰されちゃうと）」

「あうあうあう」

「（だ・か・ら。余計な名めい簿ぼ検索はしないでササッと通していただけると助かるわあ。身に覚えがなくたって、警察のトップから睨にらまれ続ける生活って楽しいものではないでしょうし）」

「どっ、どうぞ！　警察のお知り合いの方でしたら、間違いなどは起こらないですし！」

　ばばっ!!　と道を譲ゆずってくれる青年くん。

　ＣＩＡの移動拠点になっていようがシド＝クラウズが悪用していようが、船自体は真っ白だし、そこで働いている人達たちに邪気はない。『だからこそ』カムフラージュとして使えるんだから。でもそれって、逆に言えば警備はザルって事なんだよ。

　ただ、

「……あの、だとすると抱えている妖怪は一体何なんですか？　小さな犬のように見えますけど」

　びくう!!　と腕の中のすねこすりが明確に震ふるえた。

　だが関係ない。一度ハッタリに舵かじを切ったらとことん貫く以外に活路はないのだっ!!

「（……あの人の『趣しゆ味み』を知りたいのかしら？　スキャンダルのネタを握られたーなんて勘違いが起きたら、どんな手を打ってくるのやら。今は、ネットとかＳＮＳでしたっけ？　とにかく誰だれでも情報発信力を持つ時代だものねえ。素人相手でも手は抜けない時代だものねえ）」

「なっ、何も聞きませんでした!!　どうぞさっさとお通りください!!」

「（くれぐれも内緒にねえ）」

　ひらひらと片手を振り、真正面から堂々とタラップを踏ふんで、豪華客船へ乗り移っていく。

　おっぱいでむぎゅーとされているすねこすりが、挑みかかるように叫んできた。

「趣味って何ですか趣味って!?　一体私をどんな風に使うつもりなんですか、いかがわしい!!」

「一から教えてあげようか。何なら実技を交えちゃっても構わないけど？」

　人間は家柄だの風格だのオーラだのブランドだのって語りたがる馬鹿は多いけど、私は姿勢と歩法だと考えている。『ナース服の看護師』が繊せん細さいな医い療りよう器具をガチャガチャ揺さぶるように運んでいたら不ふ審しんだし、『制服警官』が背中を丸めてブツブツ呟つぶやきながらインターフォンを押して来たら、ドアのチェーンロックを外す前に身分証を確認してみた方が良い。

　逆に言えば、ズボンの膝ひざに穴が空いていたり、髪に葉っぱがくっついていたり、多少服装がおかしくても『中身』が自然であれば違和感として映らず、許容してもらえるケースも多い。

『敵地』に潜もぐったら『敵地』に倣え。

　金と暇と性欲を持て余している（そしてそれを絶対に認めたがらない）紳士淑女に紛れるため、身体からだの真ん中を走る軸の制御から意識を切り替えていく。ボディラインをくっきりと見せつけるドレス、どう考えたって非効率的なピンヒールの似合う『動き』を精密に捉えていく。モーションキャプチャーのデータを使って生々しーくダンスする３Ｄのポリゴン人形のように。

「それにしても、まだ通路だっていうのにミニスカのメイドさんとか、いるねえ。中は一体どうなっているんだか。警察関係者が黒ミサでも開いているんじゃないでしょうね」

「あれはウエイトレスさんなんですかね？」

「まったく勘違いしてもらっちゃ困るよね!!　メイドさんと給仕さんは全く系統が異なるものなんだから!!　メイドって言ったらロングスカートのエプロンドレスでしょお！　コルセットと吊つりスカートのサスペンダーでおっぱい強調してんじゃねえよ、下品!!　メイドさんは地味で控え目な服装でも隠しきれない色香がポイントなの！　ぷんすか!!」

「あなたが何に対して憤ふん慨がいしているのか私にはさっぱり分かりません」

　すれ違いざまに、ミニスカメイドが片手で支えるトレイの上からカクテルグラスを一ついただく。透明な液体なので舌で舐なめてみるまで中身は分からないんだけど……どうやらマティーニみたいだね。率直に言って趣しゆ味みには合わない。こんなのはハードボイルド気取りの刑事さんが飲むもんだよ。ほら、雰囲気に酔うっていうか、ブラックコーヒーみたいなさ。

「で、でも、これからどうするんですか。船の中に入れましたけど、相当広いですよね」

「ベッド数一七〇〇だからねえ。一つ一つの客室を調べていたら、確かに夜が開けちゃう。でもさ、船のヘリポート経由でこっそり秘密の物資を島内に運び込めるっていうのが最大のメリットでしょ？　だったらシド＝クラウズが好んで制圧したがるエリアも限定されてくる」

「つ、つまり？」

「ヘリポートから船倉の貨物エリアまでの一本道。一般客どころか警察庁の人間まで同乗している状況だもの、見られちゃ困るものは一般客が絶対にやってこない堅実な場所に隠しておく。現実は小説と違って奇はてらわない。着実に調べて着実に叩たたきましょ」

　問題のシド＝クラウズと直接かち合えればそれでよし。ダメでもあいつの装備を破は壊かいするなり、爆ばく弾だんの一つでも吹っ飛ばして警察関係者の目を集める嫌がらせでもしておきましょう。

　その時だった。

　ドカドカと足音を立てて、通路のど真ん中を堂々と歩いてくる一団があった。誰だれがどう考えたって警察官僚。だけど慌てる必要はない。にこやかに微ほほ笑えんで道を譲ゆずるだけで、裏うら稼か業ぎようは彼らの横を素通りできる。

　と、その一団の中にちょっとした有名人が混じっていた。

　美み島しま純じゆん。

　階級章を見る限り、警視長さんなのかな。

「ふうん」

　特に注目する事なく、彼らとすれ違いながら、私は何の気なしに呟つぶやいた。

「あいつ、まだ生きていたんだねえ」




　　　　　８（陣じん内ない忍しのぶ　Day10/03 21:10 - 21:20）




　座ざ敷しき童わらしと一緒にカジノの街へ乗り出そうとしたところで、百鬼夜行のリーダーの少女に捕まった。やっぱり、何があってもこっちの動きはお見通しらしい。

　……一〇歳前後の少女を連れてネオン渦巻く夜の街を歩くなんてハードルが高過ぎる気もするが、今のところ正義のヒーローさんは現れねえで済んでいる。あと、この風景の中に一体どれだけの護衛や関係者が紛れているのかは想像もつかなかった。

「これからの指針を教えていただけると助かります。というより、『シンガーソングライアー』で何が組み上げられていったのかを。こちらが知るのは大雑把な概要だけですので」

　右のこめかみをひくつかせながら、俺は一つ一つ答えていった。

「カジノで荒あら稼かせぎをしている詐欺師を叩たたく。名前は古こ珠だま亮りよう。一回限りのポーカー勝負で決着はつくから時間はかからねえ」

「……それは絶対に必要な事なのですか。虚構で現実を侵食する『天あまの邪じや鬼く』の『パッケージ』撃げき滅めつや、並行して進行する日本売却の件を早期決着させるのに対して」

「どっちみち、ロストバゲージした俺のスーツケースが空港にやってこない事には話は先に進まねえ。明日の朝までは前ぜん哨しよう戦せんなんだ。その間は譲ゆずってくれよ」

「しかし」

「すぐ終わらせるよ。悪いが、こいつだけは絶対に外せねえ」

　バタン!!　とカジノの扉が大きく開かれた。そこからぬいぐるみのようなものが三つほど、ぽんぽんぽんと摘つまみ出されていく。

　キツネ、タヌキ、ムジナの三匹。

　魔ま法ほうのようにそれらを空中でキャッチすると、目を回していたのは当の妖怪達たちだった。

「なっ、何だ!?　お前は一体何なに奴やつだ！」

「これっ、受け止めてくださった恩人にそんな口を利くものではございませんよ！」

「……むう、何やら背筋にゾクゾクと悪寒が走るが、近くに天敵でもいるのかね」

　まったくぎゃあぎゃあと、『シンガーソングライアー』でも現実でも変わんねえなあ、こいつらは。

　三匹を抱えたまま、俺は適当な調子で呟いた。

「おい、こっちも暇じゃねえんだ。さっさと古珠亮を倒して奪われた金を婆さんに返すぞ。作られた難病で苦しむガキの方も治ち療りように金がかかるんだろ」

　ぱちくりと。

　今度こそ、三匹は黙だまってこちらの顔を見上げてきた。

　横から座ざ敷しき童わらしが話しかけてくる。

「忍しのぶ、ポーカー勝負でとどめを刺すとかって言っていたけど、カジノの大勝負と言ったら相当の額が必要なはずよね。一体どこから元手をかき集めるつもりなのかしら」

「……それなんだけどなあ」

　こめかみがひくひく。

　確か、『シンガーソングライアー』の中では詐欺師の古こ珠だま亮りようにバレるのも織り込み済みで陣じん内ない酒造の純米大だい吟ぎん醸じようを偽造したけど（つーかそれは座敷童を安心させて景品にしちまうための方便だったんだけど）……あんな手、本当に成功するんだろうか？

『シンガーソングライアー』をなぞるように現実が進行していく……って言ったって、限度ってもんがあるだろう。レールの強度がどこまでのものかが分からねえと、全身を預ける事もできねえ。現に、この時間帯に俺がカジノ街を歩いているのだって、本来のお話からは逸それているんだし。

　つまり、失敗しちまうリスクだってあるかもしれねえ。

　日本売却とかとんでもねえオチがついている以上、自由度はあった方が望ましいはずなんだけど、今この場においては俺の胃袋に鈍い重圧を乗せてくる。

「つまり、失敗したら忍は内臓をいくつか持っていかれる訳ね。まるでドラマみたい」

「あれ、あいたたたた……。なんかその話、脇腹の辺りがちくちくするのでやめてもらえます？」

「その話は現実には起こり得なかったから大丈夫よ。もっとも、上書きを繰くり返されたおかげで歴史を元に戻すのは難しそうだけど」

「つーか、カジノで借金のカタっつったらグラマラスな幸運の象徴が首輪つきで秘密のオークションって方がサマになるんじゃねえのか？」

「……いたたたた。忍、その話は頭がちくちくするのでやめてもらえる？」

「一体どんな道を歩んでうちまでやってきたんだお前」

　と、その時だった。

　傍らに控えている百鬼夜行の着物少女が、すっと着物の袖に手を差し入れながら言う。

「さっさと済ませましょう」

「何を……」

「一〇億までなら今すぐこちらで積みます。この小切手に必要な額を記入してください」

「うわあ、袖の下からリアルに大金が出てくんの初めて見た。つーか変人美少女惑まど歌かちゃんかキサマは!?　ブルジョアの遊びと思いやがって!!」

「遊びではありません」

　おかっぱの女の子は涼しい顔で、

「絶対に勝てる勝負と分かっているなら、すでに勝算を確立しているのなら、積めるだけ積んでしまうのは堅実な投資ではありませんか。日本円でいくら稼かせごうが、日本自体が沈んでしまえば意味もない。さっさと些さ事じを済ませて本題に入りましょう」

　そう提案してくれるのなら是非もない。

　いまいち使い方の分からねえ、人生初の小切手ちゃんをいただきつつ、

「……でもさ、『シンガーソングライアー』とは違う行動をすでにいくつか取っているんだから、あの話と違って大負けする可能性だって出てきていると思うんだけど、そうなっても文句は言わねえんだよな？」

　ぴょんぴょんとその場でジャンプして小切手を奪い返そうとする百鬼夜行リーダーに対し、全力の背伸び＆腕を真上に伸ばして距きよ離りを稼ぐ。

　妖怪はカジノに入れねえし、店の裏の配はい電でん盤ばんで『磁石を使った小細工』をしてもらう必要もある。

　なので、店内には俺と着物少女だけで乗り込んでいく事に。

　正面の扉をくぐる。

「勝ってくださいよ!!　やると決めた以上は絶対に勝ってくださいよ!!」

　意外と涙目なおかっぱ少女にひらひらと手を振りつつ、俺は店内をぐるりと見回した。

　やっぱり、一度も来た事がねえのに、何もかも見知った景色で埋め尽くされてやがる。

　俺はホールの中を歩きながら、携帯電話を使ってクラスメイトに連絡を取った。

「惑まど歌かちゃーん。今からカジノで荒稼ぎするから、会計士だの税理士だのと連絡繫つないでもらえる？　口座の管理して欲しいんだけど」

『えっ、あ？　まあ良いけど、どうしてこうなったのか過程を説明してもらえる？』

「あと今日明日にでも俺のせいで対外輸出用の日本製金きん融ゆうシステムからの連れん鎖さ反応で世界経済が崩ほう壊かいして頭からツノが生えるほど怒るかもしれねえけど、そうならねえように努力してる最中だから安心してね」

『忍しのぶクン今なんつったコラ？』

　残念ながら説明する時間はない。

　全身蛇革男の古こ珠だま亮りようと同じテーブルの席へドカリと座ると、大金を引き出せる小切手をテーブルに叩たたきつけ、詐欺師ちゃんに向けてこう宣言した。

「ゲームをしようぜ、人ひと喰くい蛇。一発で吹っ飛ばしてやるよ」

　さあ。

　純度一〇〇％のイカサマ。まともにやってもまず勝てねえのは織り込み済み。『臼うす挽ひき童わらし』を使ったトランプ入れ替え『パッケージ』に対し、現実の俺はどこまでやれるか試してやるか。




　　　　　９（内うち幕まく隼はやぶさ　Day10/03 21:05 - 21:20）




　ハーバー横丁。俺と推理マニア（バニー装備）は、渋滞みたいにひしめいている屋台代わりのクルーザーから陸地へと降りていく。

『魔まの海域』で合流するはずの船やヘリ、遠泳挑戦者なんかが何な故ぜか合流できずに相手を見失ってしまう、という些さ細さいな噂うわさ。興味本位でそれを調べようとした都内在住の三名が相次いで不ふ審しん死し。

　その『魔の海域』に出かけた小型船舶の大半は、この雑多なハーバー横丁で船を保管し、整備し、出港していたらしいのだが……。

「何だ？　屋台とか水上レストランばっかりって訳じゃなさそうだな」

　軽くぶらぶらと歩いてみると、薄うす汚よごれたクルーザーの中に異質なものが混じっているのが分かってくる。肉を焼いたり濃こい目のシチューを煮る匂いの代わりに、何だろう、はんだづけみたいに異様な匂いのする船がある。それも結構たくさん、だ。

　食品偽装の線も考えてちょっと胃袋の辺りに重たい感覚がもたげるが、そういう訳でもないらしい。

　そもそも食べ物を扱っている店ではないのだ。

「剝むき出しのスピーカーだらけの船、コンデンサだのトランジスタだのばっかり箱詰めしている船、こっちのは……何だ？　電球じゃないな。真空管？？？」

「ちょっとした電気街みたいだね。どこからパーツ毟むしってるんだろ」

『わけあり品』と油性ペンで殴り書きされた箱も多かった。

　訳がない商品があるのかと店主に質問してみたくなる光景だ。

「……この店、何で似たような形のマッサージ器ばっかり何十本も傘立てに突っ込んであるんだ？」

「えっ!?　そ、そりゃあ刑事さん、あれだよ。『専門器具』をレジまで持っていくのは恥ずかしい貴婦人方が本音を隠して建前をレジに持っていくっていうか……」

「？」

「あーもう！　スイッチ入れてぶるぶる振るえる機材でしょ、何でこんなに売れてんのか想像しなよ!!　日本の肩こり人口はそんなに多くないってば!!」

　何故だか顔を真っ赤にして叫ぶ艶えん美び。

　うーん、夜の街をバニーで歩いていても顔色一つ変えない女子中学生が、何でここだけこんなに過剰に反応するんだろう？

　疑問に思って推理マニアの顔を見ても、やはり彼女は全力で目を逸そらして小さな掌てのひらを団扇うちわ代わりに、ばたばたばたばたーっ！　と火照った頰ほおをがむしゃらに扇あおいでいた。

　誤ご魔ま化かすように、裏返りかけた声で彼女は言う。

「は、ははーん、なるほどね。工場の生産ラインから弾はじかれる不良品を、廃棄される前にこっそり移しているみたいだね。大量生産の宿命で、常に一定数は必ず出てくるものだし」

「ん？　何で分かる？」

「そ、そりゃあ決まってるでしょ！　正規品なら製造工場を示す英数字がプリントされるんだよ。ちゃーんと電子部品として完成させてからね。でもその作業は一番後回し。それ以前に弾かれた不良品にはプリントが施されないの」

「そんなの動くのか？」

「それも含めて『訳あり品』でしょ」

　いくつかクルーザーを見て回るが、めぼしい情報なんて出てこない。

　……そもそも何を聞き込めば良いというのだ？　ただの『噂うわさ』の真相を追っていますなんて警察手帳片手に質問できる事じゃないし、花子さんや口裂け女みたいな明確に見えるターゲットがある訳でもない。ただ、『近くの海で合流するはずの船やヘリが合流できない』だけなのだ。海に出た当人以外は、すぐそこの島にいる人達たちには異変なんて何も分からないだろう。

「刑事さん、さっさと空振りでしたって答えを出して帰ろうとしてない？」

「そこまで人の心が読めるなら、最初から巻き込まないという優しい選択肢を選んで欲しかった」

「駄目だよ!!　こういう調査パートで雑な事やってると絶対後で酷ひどい目に遭うからね！　金属バットで真後ろから殴られたり果物ナイフでお腹なか刺されたりして、薄うすれゆく意識の中でなんか見ちゃったりするに決まってるんだから!!」

「土砂崩れで山道を塞がれた洋館ミステリーじゃないんだ、そんなにハードな展開になってたまるか!!」

「刑事さん、私達は今、絶海の孤島にいるっていうのを忘れていない!?」

「絶海じゃないし孤島でもない。インフラがきっちり整った観光地区だ!!」

「そして島にはいわくありげな前フリに天才美少女推理役と間抜けな警察関係者が揃そろっているんだよ!!　何も起こらないはずがないでしょ!?」

「もう間抜けな～とか余計なトコは突っ込まないぞ、要点だけ言う。お前ちょっと離はなれろ！　言われてみれば死神みたいに見えてくる!!」

　科学捜査の総本山みたいな警察だってゲンくらいは担ぐんだ。

　そんな訳で何な故ぜか挑みかかるような格好から抱き着きに移行しようとした推理マニアの顔を両手で摑つかんでぐいぐいと引き剝がそうとしていた時だった。




　ドゴッ!!　と。

　いきなり俺の鼻先を何か重たい物が掠かすめ、すぐ横のクルーザーの側面を大きくへこませた。




「ッ!?」

　何かが飛んできた。

　派手な音がした方へ反射的に目を向けると、ごろりと何かが海へ……船と岸がん壁ぺきの隙間へと落ちる。チラリとしか見えなかったが、ソフトボールくらいの大きさがあった。だけど違う。たとえ時速一六〇キロでピッチングマシンから放ったって、船同士の衝しよう突とつや座ざ礁しようまで考こう慮りよして設計された船体をへこませるほどの破は壊かい力りよくは出せない。

　クルーザーの側面には、握り拳ほどのへこみがあった。

　それだけのサイズの、鈍器。

　おそらくは、石。

　だからって侮れない。とてもじゃないけど、単純に手で投げたとは思えなかった。何かしらの飛び道具を使っているのだ。しかもあの重量に、速度。完全武装の機動隊だって、頭に喰くらえばヘルメットごと頭蓋骨をかち割られるか、胸に喰らえば防弾ベストが投石を食い止めても内部に走る衝しよう撃げきで肋骨を全て粉砕しかねないほどの破壊力を秘めている。ある意味で、拳銃よりも厄介な凶器だ。

「それにしたって、何を使ったらこんな風に……!?」

「どこ見てんの刑事さん。射出先じゃない、射出元を追わないと!!」

　推理マニアに思いきり肩を摑つかまれて振り向かされた。

　ハーバー横丁は岸壁沿いだけでなく、コンクリートの平たい地面の上にも多数のクルーザーが置いてあった。おそらくエンジンどころか、船底さえ心配で水に浮かべられないボロ廃船をテント代わりにしているのだろう。

　満車のコインパーキングみたいにひしめき合うクルーザーの陰へ逃れようとする小さな影かげがあった。

　あれは、子供？

　その手にあるのは……何だ？

　見た目はボウガンみたいだった。全長は七〇から八〇センチ。小柄な影との対比もあるのだろうけど、かなり大型に見える。だが、肝心の弓の部分が異質だった。三日月のように湾曲しているのではない。まるでアルファベットのＭのように、両サイドからフォークのように伸びた二本の金属パーツと弦を組み合わせている。

「考えるのは後！　逃げちゃうよ刑事さん!!」

「ばかっ！　得物も分からない内に闇やみ雲くもに追い駆けるな!!」

　叫び、言葉では止まらない事を思い出し、先に走り出した推理マニアの腕を取って軽く投げる。コンクリの地面に背中がぶつかる直前でその体を支え、ゆっくりと下ろす。

「俺が追う！　お前はそこで寝てろ!!」

　文句を聞く前に走り出した。

　何でいきなり狙われた？　このタイミングなのは何な故ぜだ？　明確に標的にされたのは俺か、推理マニアか？　そもそもあれは誰だれだ？　色々な疑問が渦巻くが、相手を見失ってはどうしようもない。

　多数のクルーザーがひしめき合うその場所は、感覚的には碁ご盤ばん状じように細い道が走っているようなものだ。遮しや蔽へい物ぶつは多い。わずかな距きよ離りで見失いかねない。でも不意打ちは怖い。おまけにこっちは拳銃もない。刑事ドラマと違って私服刑事は毎日腰にリボルバーを突っ込んでいる訳じゃないのだ。

　いくつかのクルーザーの横をすり抜ける。

　小柄な影かげの背中が見えた。

　着ている白い上着が闇やみに浮き上がる。

　追い着いた。

　そう思った時、その影がこちらを振り返った。

　あの、奇妙な形状の投石用ボウガンが正確に向けられて。チカッ、と一いつ瞬しゆんだけ何か赤い小さな光が闇の奥から瞬またたいた。

　レーザーポインター!?

「くそっ!!」

　クルーザーの陰に引っ込んだ直後、象の脚でフライパンを踏ふみ潰つぶすような、凄すさまじく鈍い音が間近で炸さく裂れつした。またもや船体の側面を大きくへこませたのだ。あんなのまともに受けたら、体のどこに当たったって骨が砕けてしまう。

　樹脂製の船体ってのは怖いな。実際には金属とそう変わらない強度なんだろうけど、こう、心の方が信しん頼らいできないっていうか……。

　あと、相手が矢じゃなくて石を使っているのは、軽犯罪法の関係か？　銃刀法に抵触しなくたって、電動ドリルだのカミソリの替え刃だのを『用途以外の目的で』持ち歩いていれば、やっぱり厳密には法に触れる。だけど、流石さすがに石ころを拾う事自体は誰にも止められない。

　そして残念な事に弓は銃刀法に抵触しない。購こう入にゆうに際し登録も不要で、子供が小刀で竹を削って自作する程度なら誰にも咎とがめられたりしない。

　そこまで考えて、疑問が浮かんだ。

　……なら、俺はあいつを追い駆けて、何の罪で事情を聴きくつもりなんだ？

　バゴンッ!!　という金属バットのフルスイングよりも背筋を凍らせる音と共に考えを改めさせられた。

　あんなもん殺人未遂だけで十分だ!!

　握り拳大の大きな石は、立て続けに二回きた。となると、向こうの方針は『撃うって逃げる』ではないらしい。ここで仕留めてから、安全に逃げる方向に転換したのか。銃を使った威い嚇かく射しや撃げきがなかった事で対応を変えたのかもしれない。拳銃を持っていなくても、止まれ撃うつぞくらい叫んでみるべきだったか。

「まずいな……」

　呟つぶやいた時、ドゴッ!!　と三度目の、打撃音にも似た着弾音が響ひびき渡った。

　思わず下がる。追う者と追われる者が入れ替わった事を自覚し、腹の奥に煮えるような灼しやく熱ねつの感覚を味わう。

　ふと、そこまで来てようやく気づいた。

　周囲がやけに静かだ。静かすぎる。ボロとはいえ、自前のクルーザーを傷つけられて持ち主が飛び出してくる様子もない。中華料理を食べていた時か、あるいは電子部品の店を見て回っていた時か。とにかく誰だれかが警察関係者の侵入を伝えたのだろう。とっくの昔に皆は避ひ難なんし、俺は狩り場へと誘い出された訳だ。

「でも、何でなんだ……？」

　ヤツは何に怯おびえている？　警察関係者と聞いただけで始末まで考える理由は？　やっぱり推理マニアの言った通り、このハーバー横丁には何か重大な秘密でもあるっていうのか？　『噂うわさ』は真実だった？　それ以上の何かが眠っている？　矢継ぎ早に頭の中を疑問が埋め尽くしていく中、一際大きな一文が他を押しのけてでも浮かび上がる。

　だとすれば、どうする？

　キリキリキリキリ、という糸を絞るような、耳に障る音が聞こえてくる。

　おそらくは、特殊な投石用ボウガンの弦を引いているのだ。

　どうすれば良い!?　逃げるか隠れるか。どこに当たったって人間の骨を確実に砕くような飛び道具を手にした相手に、どこまで通じるんだ、そんなの!!

　きり……きり……!!　と、弦を引く音はさらに響く。

　だが、その音は止まらない。というか、引いた弦をトリガーの突起に引っ掛けて固定する音に続かない。疑問に思って恐る恐る顔だけ出して観察してみると、おかしな光景が広がっていた。

　まず第一に、襲しゆう撃げき者しやの正体は推理マニアと同い年か、あるいはもっと幼い、ショートカットの少女でしかなかった。学校の制服とはまた違うものだろう。半袖のセーラー服とショートパンツを組み合わせている。学生服というより、本来の意味での水兵服みたいに見えた。

「う──────────────────────────────ゥゥゥゥゥん……!!」

　そして少女は投石用ボウガンの先端を地面に押し付け、金属製の輪のようなパーツを足で踏ふんで固定し、両手を使って弦を引っ張っている……らしい。実際には、中腰のまま顔を真っ赤にしてぷるぷるぷるぷる小刻みに振動しているだけなのだが。

　よほど作業に集中しているのか、こっちの動きを把握している風ですらない。中腰になった事でセーラーの襟えり元もとから慎ましい胸元が見えそうになっているのさえ気づいていないようなのだから。

　そう、だよな。

　考えてみれば、握り拳大の大きな石を船の壁かべがへこむくらいの勢いで放つ特殊な巨大ボウガンだ。分厚い板バネとか何とか色々使って、弦の強さだって半端なものにならないよう徹てつ底ていしているはずである。滑車や手回しハンドルといった特別な機構もない。あの細腕では、そう何度も立て続けに弦を引けるとは思えなかった。

　でも。

　ええと。

　だとすると。

　これってどういう状況だ？

　このまま真正面から近づいて、あの物ぶつ騒そうなオモチャを取り上げられる状況じゃないのか？

　……いやいや。

　いくら何でもそこまでは。いやいやいやいや!!　飛び出した瞬しゆん間かんに弦と石がセット完了し、真正面から頭蓋骨をぶち抜かれるリスクだってあるんだ。相手が何だか間抜けな中腰でショートパンツの尻を後ろへ突き出しながら妙に悩ましげな声を発しているからって、考えなしに、そんな軽率な対応をしてたまるか！　ゆめ忘れるな、今は逃走する容疑者との命と命のやり取りをしている真っ最中なんだ!!　ダメだ、噴ふき出すな、隼はやぶさ、今は真面目な顔だ!!

　なので慎重を期してみる事にした。

　肺いっぱいに空気を吸い込み、両手を使ってメガホンのようなジェスチャーを作る。

　そして叫ぶ。




「わ!!!!!!」




　直後に、俺は刑事生活の中でも珍しい光景に遭遇した。

　半袖セーラーとショートパンツの少女は、投石用ボウガンの先端を地面に押し付け、足を使って金属製の輪のようなパーツを踏ふんで本体を固定し、両手を使って真上に引っ張るように強力な弦を引いていた。

　ここで彼女は俺の大声にびくりと肩を震ふるわせ、わずかに飛び上がったようだった。

　激しく軋きしむ弦を両手で摑つかんだまま、投石用ボウガン本体を押さえつけていた足を。

　するとどうなるか。

　ばちんっ、どころの騒さわぎではなかった。




　バゴギドブグシャアッッッ!!　と。




　弦の力で垂直に発射された投石用ボウガンの尻が、少女の顎あごへ強烈なアッパーカットを放ったのだ。本体の重さは……五キロ？　……それとも一〇キロ？　ともかくかなりの重量の、鋼と木でできた鈍器の塊が、だ。

　小柄な体が、マネキンを突き飛ばしたように真後ろへと転がっていく。両足はがっつりＭ字。無茶な体勢でショートパンツへ多大な負荷が加わっているようだが、特に恥ずかしがったり身をよじったりする素振りを見せないところから察するに、完全に目を回しているらしい。

　もう、額に手を当てるしかなかった。

[image: ]




　　　　　10（菱ひし神がみ舞まい　Day10/03 21:30 - 21:45）




　仲間意識というか共同幻想というか。

　一度船の中に入ってしまえば周りは誰だれも怪しまない。正規のプロセスを踏ふんでいるんだから、自分と同じ条件なんだから大丈夫だろう、って安易な考えの塊。所詮、右と左に立っているのは赤の他人で、何を考えているんだか頭の中はちっとも読めないっていうのに。

　やっぱり、この国は平和なもんだね。

　そんなこんなで、私とすねこすりは人目を盗んで下りの階段へ。

　事前に豪華客船ＹＡＫＡＴＡ－Ⅱの見取り図は頭の中に叩たたき込んである。どこを通れば船内下層の船倉へ向かえるか、また最も人がいないルートはどこか、などは分かっている。

　シド＝クラウズはヘリポートから運んだ機材をそこにかき集めて、自分専用の戦力を蓄えているはず。日本に来たら日本の妖怪で、欧州に渡ったら欧州の妖精なんかで。

　陣じん内ない忍しのぶの言が正しければ、けち火と産女辺りは確定かな。

　大本命、天あまの邪じや鬼くがあるかどうかまでは運次第。

「で、でも、背中の開いたドレス姿でこんな業務用の通路や階段を歩いているのを見つかったら、やっぱり不ふ審しんがられるんじゃあ……」

「エレベーターと階段は複数ある。施設との位置関係を考えれば、良く使う所と全く使わない所が出てくるんだよ。ほら、駅前の立ち食い蕎そ麦ばやコンビニでも、似たような店なのに繁はん盛じようしているトコとガランガランのトコがあるでしょ、それと一緒。図面から人の流れを見分けられるようになれば、ルートの選定はそんなに難しくないよ」

「それも確率と統計の話でしょう？　何かの気紛れで船員さんがこっちを歩いていたらおしまいじゃないですか」

「その時は『姿勢と歩法』よ。さっき不ま味ずいカクテルを一杯煽あおったし、酒臭い赤ら顔で迷子になったって言えば、バックヤードから表おもて舞ぶ台たいまで案内してくれる。そもそも操そう舵だ室しつだの機関室だのダイレクトに操船に関わる重要区画でもない限り、一般客の立入を禁じられている訳でもないんだしね」

　幸い、そんな猿さる芝しば居いをする必要はなかった。

　金属製の階段を最後まで下りると、一面の壁かべがぶち抜かれた『一つの大きな箱』の中へと辿たどり着いた。ちょっとした学校の校舎より広い面積を誇る、海に浮かぶ物置。いわゆる船倉ってヤツね。

　私の足元ですりすりしているすねこすりは驚おどろいた声をあげる。

「あっちもこっちも山積みのコンテナだらけ……。豪華客船って感じじゃありませんね。まるで無骨な輸送船みたいです……」

「お客さんだけで一七〇〇人もいるんだよ？　それをもてなす船員達たちも合わせて、衣食住を確保しなくちゃならないんだ。一度に運び込まれる生活物資は三〇日分くらいかな。でも、これだけ山積み状態だったら、余計なコンテナの一つ二つ紛れ込ませるのはそう難しい事じゃないって訳」

　ちなみにここは最下層じゃない。

　さらに下には、バラストタンクって呼ばれる設備がある。いわゆる水の錘おもり。嵐の夜とかに大波で船がひっくり返らないように、適時バランスを維持するために海水を取り込む巨大なタンクがいくつも並んでいるはずね。

「で、でも、これだけのコンテナの山の中から、どうやってＣＩＡシド＝クラウズの計画の要……オカルト関係の不審物資を見つけ出すっていうんですか。こんなの、虱しらみ潰つぶしに調べたら二週間以上はかかってしまいますよ」

　私は小首を傾かしげ、ドレスの胸元からビニールパッケージされた『粘土』の塊を取り出した。形状としては金の延べ棒みたい。

「さいあくっ、船底を爆破して船ごと沈めちゃうっていうのはダメかなっ？　おにいちゃん☆」

「可か愛わいらしく言っても駄目に決まっています!!」

　ま、こっちとしても最後の手段なんだけど。

　できるならシド＝クラウズの『思惑』に迫るデータや痕跡を手に入れてから破は壊かい活動に移りたいし、沖でもない港の中で船を沈めたってどれだけ効果が出るかは未知数だもんね。

「だとすると、方法は二つ」

「な、何でしょう」

「一つ目は、図面から敵の思考を読む。ひょっとしたら、もしかしたら、なんて楽観論を捨てて私が敵の立場ならどうするか、こっちにとって最も苦しい選択は何かを考える。秘密のコンテナは誰だれにも見られたくない、だけど誰の手にも届かない場所に置くと自分も触れられない。なら山の中のどこに置く？　プロファイルして『当たり』をつけるって訳ね」

「二つ目は、何なんでしょう？」

「そりゃ当然」

　私は真上を指差して、




「シド＝クラウズ本人に聞いてみる。最短最速で一番手っ取り早い」




　カツン、という音が響ひびいてきた。

　階段から、新たな人ひと影かげが下りてくる。向かってくる。すねこすりは、恐る恐る顔を上げたようだった。私のパンチラにご執心でない限り、私と同じものを見ているはずね。

　品の良い白髪に、歳には不相応の筋肉。

　私はオーダーメイドの塊でできていますと言わんばかりのシックなスーツ。

　金属製の手すりを指先でなぞりながら、男は告げる。

「こうなる事は分かっていた訳だ」

「まあね。まず第一に、天下のＣＩＡの網をこっそり潜くぐり抜けるには圧倒的に準備期間が足りなかった。でもって、秘密の計画なら黒くろ覆ふく面めんの大集団を大本営に差し向けるだなんてありえない。シド＝クラウズ本人か、息のかかった直属が差し向けられてくるはずよ」

「で、たとえどちらであっても捕まえて口を割らせれば真相に近づける、と？　粗いなあ。何より若い」

「でも、間違ってもいなかった」

　私は『粘土』をドレスの胸元に戻す。

　シド＝クラウズは手すりをなぞりながら、なおも慌てずに階段をゆっくりと下りてくる。

「わざわざ、君のようなバケモノに教授するような事でもないが、通常、ＣＩＡは自分の手を汚す事はない。我々は世界各地に潜もぐるが、実行犯は現地で調達する。ゲリラやテロリストに資金と武器を与え、マフィアの売人を捕らえて現地の司法に突き出す代わりに手て駒ごまとして働く事を約束させたり」

　滑らかな声。

「だが私はこうして現れた。何な故ぜだと思うね？」

　そして手すりをなぞり続けていた指先が、ナイフでバターを刺すように沈んだ。

　金属製の、手すりの中へと。




「答えは、私がこうして現れた時点で君の死亡は確定したからだ」




　ブチブチブチィ!!　という嫌な音が後から炸さく裂れつした。

　シド＝クラウズが片手でもって金属製の手すりを引っこ抜いた音よ。各所に留められていたネジが引き裂かれたシャツのボタンのように弾はじけていく。ギザギザのエグい穂ほ先さきを持った一本の槍やりに変えると、白髪の男は躊ちゆう躇ちよなくそれを私達たちのいる方へと投げ放ってくる。

　瞬しゆん間かん。

　位置エネルギー質量弾、という架空兵器を思い出した。

　衛星軌道上から重金属製の鉄柱を落下させ、人工的な隕いん石せき墜つい落らくを再現する兵器。

「っ!!」

　純粋な物理攻こう撃げきへの耐性が高いすねこすりはひとまず無視。私は全力で横っ跳びに回かい避ひする。直後に、ドンッ!!　と船倉が大きく振動し、コンテナの山がまとめて崩れてくる。崩れた、っていうよりトランポリンの上に乗せて跳ね上げたっていう方が近い。

　これはもう、船倉だけの話じゃない。

　こいつ、八万トンもある豪華客船全体を最低でも五〇センチは沈めやがった!?

「よそ見」

　間近で声。

　いつの間にか、私の至近、前方五〇センチの位置にシド＝クラウズが迫っていた。飛び降りて近づくためだけに、これだけの破は壊かいをもたらした。

　その圧倒的な膂りよ力りよくを武器に、身を低く沈め、

「私のおっぱい死角に使うとかマジか!?」

　パパン!!　と二、三回ほど拳の応酬があった。

　飛び下がった時、私の左手は不自然にぶらぶら揺れていた。

　くそっ!!　衝しよう撃げき逃がしたつもりだったのに、もう関節がイカれやがった！　方法もタイミングも間違っていないのに、土台となる力、腕力が違い過ぎるか!!

「言っただろう」

　シド＝クラウズはそれ以上近づかず、手近に転がっていた物へ手を伸ばした。

　金属製コンテナ。

　中身が空っぽなら五〇〇キロ程度。みっちり詰まっていれば四トン程度か。それを、ぐいっと、ビニール傘でも扱うように軽々と持ち上げた。

　そして、

「私がこうして現れた時点で、君の死亡は確定していると」

　投げる。

　五個や一〇個じゃない。

　辺りにある物、片っ端から摑つかみ、投げる、投げる、投げる、投げる!!

　ずずん……!!　と船倉全体がわずかに揺れるほど。これだけ巨大な船にいて、不安を覚えるほどの震しん動どう。ボロッボロにワイヤーが錆さびた吊つり橋を渡った時を思い出す。

「ちえ、削り殺すつもりか!?」

「ステイツは確実性を第一に求めてくる。すると当然、取り得る選択肢はつまらないものばかりになってしまってな」

「確実性？　『シンガーソングライアー』を具現化させて日本売却を進める事が？　機械が吐き出したトンデモ話、ほんとに最後まで精査してんのかアンタ！」

「はは、それはペンシルベニア通りの一六〇〇番地辺りの仕事だよ。大体、誰だれが歴史の表おもて舞ぶ台たいに立とうが知った事ではないさ。それで我が方の国益さえ守られると判断されればな」

　とにかくシド＝クラウズを中心に大きな円を描くように走り続け、コンテナ砲弾の雨に吞のみ込まれるのを避さける。あそこまでの質量兵器だと、もう辺りにある『小さな山』は盾にならない。隠れたって一緒に押し潰つぶされるのがオチよ。

　……それにしても、あの力。

「産女の試練か。無限に重量を増す赤子を最後まで抱き続けて、オボウ力ぢからでももらったっていうの!?」

「いきなり答えに辿たどり着くとはね。流石さすがは日本の裏うら稼か業ぎようか」

「影かげの形にご用心。腕が四本に増えてんのよ!!」

　産女の伝承は、大雑把に言うとこんな感じ。

　夜道を歩いていると、赤子を抱いた美女が立っている。美女は赤子を抱いて欲しいと迫る。ちなみにここで断ると産女本人に殺されるって言われてる。

　でもって赤子を抱くと、どうした事かどんどん重たくなる。最後には耐えられなくなり、赤子の重量に押し潰されて死んでしまう……ってのが大体の流れ。当時は有名な話だったのか、一部では雪女や濡ぬれ女なんかにも派生されているエピソードね。

　だけど、例外的に最後の最後まで赤子を抱き続け、圧殺されずに済むと、産女はその人間を讃たたえて特別な力を授けるという。それがオボウ力ぢから。一人で大木を引っこ抜くだの、力を使っている時は幻げん影えいによって腕が四本に見えるだの、いろんな尾ひれがついている。

　だとすると……、

「すねこすり!!」

　シド＝クラウズを中心に円を描くように逃げ続けていたため、途中ではぐれたすねこすりと再会できた。爪先で軽く蹴けり上げ、まだ動く右手を使って空中でキャッチする。

「（いい加減にシドのクソ野郎をぶっ殺す。アンタも協力して）」

「（わっ、私に一体何ができるっていうんですか！　ただの小さな犬ですよ!?）」

「（そうでもない。拳銃でも砲ほう撃げきでもアンタは死なない。シドの拳で直接ぶん殴られると危ないかもしれないけど、コンテナの方は無視して構わない。だからさ……）」

　内緒話をすると、私はすねこすりを再び横合いへ放り投げた。

　一分間に七〇発以上放つとされる艦かん砲ぽうの速射砲みたいなコンテナ砲撃が止まっていた。

　手心を加えた訳じゃない。単純に、手の届く場所にあったコンテナを全て投げ終えてしまった、ってだけ。

　コキリと首を鳴らし、シド＝クラウズはこちらを見た。

「そちらの妖怪から殺すが構わんな？」

「慢心はしないタイプか、相変わらずね。だけど本命はこっち、よそ見してるとくたばるぞ」

　胸元から取り出したのは、さっきと同じ『粘土』。

　だけど、シド＝クラウズの顔には皺しわ一つ増えなかった。

「たかだか五〇〇グラム程度で私を殺せるとでも思ったのか」

「いいやあ、そうでもない」

　笑って応えた。

「重要なのはアンタが産女の伝承を利用して力を得ている事よ。こいつはとても重要な事。だって……産女の試練を乗り越える方法なんてどこにもないんだから」

　シド＝クラウズは周囲へ目をやる。

　体の小さなすねこすりを見失ったみたい。ま、あれだけ派手にコンテナを崩したり投げたり壊こわしたりしてきたんだ。ぬいぐるみくらいのサイズを隠す瓦が礫れきは山ほどある。

「産女の試練から助かる唯一の方法は、逆さにした短刀を地面に刺してから挑む事。赤子の重さで潰つぶれると、赤子に刃が刺さるように仕向けて、産女が試練を『中断』させてしまうように条件を整える事なのよ」

　白髪の男は足元にあったコンテナの扉を蹴り上げると、それを摑つかんで真上へ投げた。重力に逆らうギロチンが、はるか先にある天井のスプリンクラーを破は壊かいし、大量の水を一面へばら撒まいていく。

「つまり、誰だれにもクリアなんかできない。産女の試練には答えがない。そもそも『最後まで耐える』って何？　産女が一〇〇年待ち続けたらどうするの？　……だからアンタは何かを誤魔化してる、産女の試練をクリアしなくてもその重さに押し潰されないように。そのつっかえ棒さえ外せば、アンタは膨ふくらみ続ける赤子の重量でプレスされるんでしょ？」

　ザァ!!　と。

　人工的な豪雨の中で、眉一つ動かさずにシド＝クラウズは宣言した。

「電気を流す」

「それじゃすねこすりは死なないよ」

「でも一面を伝う電気はヤツのいる場所だけ器用に避さける。その違和感を測定して位置を特定しよう」

　……ちえ、やっぱり鋭するどい。

　その辺の裏うら稼か業ぎようならすねこすりなんて捨て置く。そうでなくても私の話術で注目を誘導させられる。だけどこいつにはそれがない。徹てつ頭とう徹てつ尾び、自分の中に芽生えた些さ細さいな違和感を潰つぶすために全力で挑む。行動に一切ブレがない、だからつけ入る隙がない。

　ただし、

「なら、時間を稼かせごうかな」

「どうやって」

　だんっ!!　と。

　私は真正面からシド＝クラウズへ突とつ撃げきする。相手は軽く鼻で息を吐いた。手と足が交差する。技量としては私が上だけど、全身の筋力が全く違う。瞬またたく間に鈍い音が連続する。首を摑つかまれ、そのまま宙へ釣り上げられる。

　勝ち誇るような一言さえ、なかった。

　金属バットをフルスイングするような重たい音と共に、私の身体からだが勢い良く横合いへ投げ飛ばされる。ノーバウンドで壁かべまで突っ込んだ。そして金属の被ひ覆ふくに包まれた太い電源ケーブルを潰し切る。ばぢんっ!!　と目の前が真っ白に染まった。

「が、ばあっ!!」

　それ以前に、一面の水みず溜たまりを伝う電流が、シド＝クラウズにすねこすりの位置を特定させてしまう。

　菱ひし神がみ舞まいという人間を殺す、なんていうプロセスすら踏ふまなかった。

　あいつはすねこすりを殺すために必要な手順の一つに、私の動きを再編しやがった……!?

「そこか」

　シド＝クラウズは、正確に首を向けた。

　ずるずると壁際で崩れ落ちたまま、私は弱々しく口を開く。

「……ちなみに、答えはバラストタンクで合っていたのかな？」

　嵐の夜に船がひっくり返らないよう、大量の海水を溜ため込んで『水の錘おもり』を作るためのスペース。この船倉の、さらに下にある場所。

　白髪の男は何も言わなかった。

　つかつかと音を立てて、瓦が礫れきの山と化した船倉を縦断していく。

「産女は赤子の重さで人を殺す。耐えられなくなった人間が、赤子もろとも地面へ押し潰つぶされる形で。……だとすると、海の上に浮かんでいる豪華客船は都合が良い。八万トンの重量に耐える大型船舶なら、赤子が海底に触れる事なく浮かばせ続けられるでしょうからね」

　だったらどうした。

　その目は無言のままに語っていたが、そこでふと、シド＝クラウズの歩みが止まった。

「赤子については誰だれにも知られたくない。なら海水を溜め込むバラストタンクが一番適任でしょ。分厚い壁かべに覆おおわれ、危険だし目的もないしで誰も入らず、隠したいものを存分に隠せる。分かっていれば、対処は決して難しくない」

「待て」

「バラストタンクに爆ばく薬やくを放り込み、船底に風穴を空ければ赤子は海に落ちていく。海底まで到達すれば空回りを続けていた産女の試練に決着がつく!!」

「君の持っていた『粘土』はどこへやった!?」

　甘いね。

　爆薬は二つもない。すねこすりにお願いしていたのは、バラストタンクの点検口の蓋を開けておいてくれっていうだけ。そもそも、『船を爆破するから手伝って』なんて正直に言って、あの平和主義のすねこすりが協力してくれるはずもないんだし。

　そしてアンタは効率を優先するあまり、私を水平にぶん投げて壁際の電源ケーブルを破断させた。でも、それは決して予想外の行動じゃない。もしかしたら、ひょっとしたら、いやいくら何でもそこまでは。そんな曖あい昧まいな楽観論を捨て、私が敵の立場ならどうするか、今の私にとって最も苦しい選択は何か。純粋にそう考える事さえできれば、シド＝クラウズがなぞる未来の選択肢は自然と浮かび上がってくる。

　私ならこうする、ってね。

　投げ飛ばされ、宙に舞まっているその間に、信管つきの爆薬を手放せばどうなるか。

　答えを知れ、馬鹿野郎。




　ドガッ!!!!!!　と。

　足元から、船倉のさらに下にあるバラストタンクから、凄すさまじく重たい震しん動どうが突き上がる。




「ばっ、が……ッッッ!!!???」

　鈍い音があった。巨大な歯車に大木を挟んで砕いていくような、嫌な音だった。シド＝クラウズの背骨からよ。小さな骨を連結させて一本の柱を作っている背骨から、その連結が破断していっているんでしょう。排水量八万トンの豪華客船でもって無理矢理に支えられていたその重量が、一挙に人体へ襲おそいかかってきているんだから、もう命運は決まったようなものね。

　のろのろと、起き上がる。

　右手を左の肩に押し当て、ゴキリと鈍い音を響ひびかせる。

「……諦あきらめな、アンタはもう助からない。守るものがないなら真相を吐いても良いんじゃない？」

「ヴぁ……だ、ダッ……。ま、ダ……私は……」

　……ちょっと、噓うそでしょ？

　みぢみぢみぢみぢみぢっっっ!!!!!!　と、細い繊せん維いの束を引き千切るような音と共に、シド＝クラウズはその場で押し潰つぶされずに立ち続けている。予想される荷重は、五〇〇キロ？　それとも一トン超え？　ＲＰＧでお馴な染じみ中世ヨーロッパの悪あく趣しゆ味みな拷問の記録によると、仰向けになった犠ぎ牲せい者しやへゆっくり上から荷重を加える分には、三〇〇キロ程度でもショック死せずに生き残る事もあるらしいけど、明らかに限界超えているでしょ、これ。

「……赤子の重みは、私を押し潰しつつある。だがな、私が仮初とはいえ、オボウ力ぢからを得ていたのも事実なのだ……。ならば、押し返す。常軌を逸した筋線維の束にて……赤子の重みを押し返してみせる……」

「ああもう!!」

　私はブーツの中に隠した拳銃に意識を向ける。

　いいや、それでも駄目か。一トン超の荷重に耐えるって事は、こいつの筋線維の強度は鉄筋コンクリート製の柱に匹敵する。『粘土』はさっき使っちゃったし、鉛弾程度じゃ弾はじかれる。

　まったく。式神の『死出の竜姫』まで手が伸びちゃうよ、こんなの……!?

「尋問してる時間はない。だから質問は一度、チャンスも一度だ。ここで退くか、まだ続けるか。好きな方を選んでちょうだい。場合によってはここで土木工事になる」

「ははっ……」

　シド＝クラウズは笑っていた。

　流石さすがに体にかかる負荷は馬鹿にできないらしい。あちこちが裂け、衣服が真っ赤に染まっていく。

「ここで下がる、か。それも良いだろう。私達たちは君達のために、君達の国のために手を差し伸べているのだが、振り払うのもまた国の主権に基づく自由だ。進行マニュアルを切り替えて、安全な対岸から青い光を眺める準備をするのも一興かもしれん」

「？」

「だが、私が退いたところでヤツは動きを止めんよ。知っているだろう、シド＝クラウズは常に自分より優れた部下を侍はべらせる。あれは『非常口』を確保するためだったが、今なお現れないところを見ると、どうやらオペレーションの方が優先されたらしい……」

　私はこいつを殺せない。

　こいつも莫ばく大だいな荷重のせいで一歩も前に進めない。

　互いの膠こう着ちやくの中、シド＝クラウズは血まみれの唇でなお笑い続ける。

「ヤツは、できるぞ」

「……これよりも？」

　流石さすがに、うんざりした声が出てしまった。

　その声を聞きたかった、とばかりにシドは目を細めた。

「私が選んだ以上、あれは間違いなく私より上にいる。そのヤツがリソースを全てオペレーションに傾けたのだ。必ず成し遂げるだろうよ」

　平行線に見えた。

　でも、私達たちの世界じゃ、何にだって『決着』の時は来る。




　この場合は銃弾だった。

　シド＝クラウズの頭部、胸部、腹部の中心に一発ずつ。それが『決着』の形だった。




　私じゃない。

　そもそもまともな弾じゃこいつはやれない。産女の弱点っていうと……日本刀と同じく炭素鋼でも鍛たん造ぞうしたか？

　魔ま弾だんの射手の正体は、驚おどろいたシド＝クラウズの顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

「……ぁ……」

　だけど、一言たりとも許されなかった。

　白髪の男の両目がぐるりと裏返って白目を剝むいた直後、最後の柱が折れた。水っぽい音が炸さく裂れつする。人間の形をしていたものが莫大な重圧に押し潰つぶされ、床に広がる赤黒い染みのような形状へ劇的な変化を遂げる。

　ただ、

「う、う、う、うわあ!?　まっ、舞まいさっ、舞さん、これって……!!」

「あちゃあ……。ここまで潰れてまだ息しているよ。どんだけ頑丈にできているんだ、オボウ力ぢから……」

　一八〇センチ大の赤黒いなめくじみたいになったまま、なおも蠕ぜん動どうするシド＝クラウズ。

　ダメだ、こいつはもう殺しても死なないって思った方が良い。海洋作業船のクレーンか何かで、海底に沈んだ産女の赤子を引き揚げたらそのまんまカムバックしてきそうな雰囲気だし。

　しかも、今注目すべきはそっちじゃない。経過はどうあれ、とりあえず行動の自由を奪われたヤツなんて後回しで良い。

　集中すべきは頭上よ。

　ぱたぱたという軽い足音が去っていく。シド＝クラウズが破は壊かいしかけた階段の上で、メイド服の短いスカートが翻ひるがえるのがチラリと見えた。

「また派手なパンツだなあ……。メイドさんってものが分かっていないらしい」

　思わず呟つぶやいた。

　ガーターに拳銃を突っ込んで、スカートの裏には替えのマガジンがびっしり。清せい楚そでお優しいメイドさんにしては、ちょーっと刺激的過ぎるんじゃないの。

　しっかし、船内通路ですれ違いざまにカクテルを受け取った、あのウエイトレス。どうやらあれがＣＩＡ側のラスボスか。あんなになってもまだ動き続けるシド＝クラウズよりもさらにやり手って話だし、こいつは厄介そうだなあ……。

[image: ]
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　カジノのホールは熱狂の渦に包まれていた。

　……いやあ、かかったかかった。『シンガーソングライアー』の中じゃ『ハッタリのイカサマで勇み足』と『カード照会時のノイズをスキミングと勘違い』であっさり一万倍払いのペナルティが確定したけど、実際にゃあ一発勝負が決まってからが長かった。何しろ詐欺師の古こ珠だま亮りようがごねるごねる。まあ、考えてみりゃ当たり前ではあるんだが。これはテレビゲームのスコアが上下しているんじゃねえ。実際に吹っ飛んでいるのは人間一人分の全財産と人生だ。たとえそれが、どれだけ汚れたものであったとしても。

「あ、あああ、ああああああああああああああああああああああああああああああああ……」

　目の前では、髪も服も表情もオーラも、奇き麗れいに整えていたものが全て無残に拭い去られた男が、口の中から声とも言えない音みたいなものをゆるゆると吐き出し続けていた。

　だけど、結局こうなる。

　まるで、自分で作った話を奇麗になぞって、狂った細部も軌道修正していくように。

「おい」

　俺は崩れ落ちた詐欺師に声を掛けた。

　返事はない。だからその襟えり首くびを片腕で摑つかんで、無理矢理にでも引きずり起こす。

「おい！」

「何なんだ……。この期に及んでまだ何かあるって言うのか!?」

　その通りだよ馬鹿野郎。

　こっちだって、本当だったらテメェみてえなゲス野郎なんか見殺しにしてえんだけどな。

　右のこめかみをひくつかせながら、俺は詐欺師にこう伝えた。

「放っておけば、アンタは明日の昼には殺される」

「……、は？」

「けち火って妖怪を使った生いき霊りよう暗殺『パッケージ』だ。アセンブルしたのはＣＩＡ。映画みたいな単語が出てきてびっくりしているだろうが、時間の使い方はそっちに任せるぜ。信じて足あ搔がくか、鼻で笑って殺されるか。後はアンタの好きにしろ」

「ちょ、なん、何言っているんだよ。君は、なん……」

「言ったろ、後の時間の使い方はアンタに任せる」

　至近距きよ離りで、脂汗まみれになった敗者へ、突き放すように言ってやる。

「だけど今の状況は普通じゃない。そうでもなけりゃ、ただの高校生がプロの詐欺師相手に、一発勝負で全財産をもぎ取れる訳がない。アンタが思っているより深い所で、もっとヤバい事が進んでいるって、いい加減に気づいた方が良いんじゃねえのか？」

　ポケットの中で、携帯電話が鳴ったのはその時だった。

　俺は用済みの詐欺師の襟首から手を離はなすと、背を向けて電話を取り出す。

「お、おい!!　僕はどうすれば良いんだ!?　殺されるっていうのは一体何なんだよ。ここまでやられて、まだ絶望が終わらないっていうのかよお!!」

　何か叫んでいたが、これ以上してやれる事は何もない。

　俺自身、自分で作った『シンガーソングライアー』のお話を止められるかどうか自信はねえんだ。そして止められなければ、あいつをどこに匿かくまったって既定の時間と場所で暗殺は決行される。

　だから、先に進むしかない。

　携帯電話の通話ボタンを押して、耳に当てる。

「惑まど歌かか？」

『……忍しのぶクン、アンタ今何に関わってるか自覚はある？』

　思ったよりも早いな。

『シンガーソングライアー』じゃあ、夜明けになってからだった。

『変化』があったのは喜ぶべきか？　それは、もっと酷ひどい結末には結びつかねえか？

「ああ、対外輸出用の日本製金きん融ゆうシステムを中心にした世界経済の崩ほう壊かいと、日本円の紙かみ屑くず化か、国家復興支援だの何だのの名目で行われる実質的な日本売却が進んでいるって話だろ？　生憎と、俺はその中心点に立たされちまってる訳だ」

『忍クンさ……』

「悪いけど、『ここ』に立っているのは俺なんだ」

　遮るように、俺は惑歌に言った。

「止められるとすれば、最低でも『ここ』にいる人間じゃなきゃダメだ。だから惑歌、余計な事をグダグダ言ってねえで協力をしてくれ。会計士だの税理士だのには連絡がついたか？　詐欺師の古こ珠だま亮りようを潰つぶして大金を手に入れた。明日の今頃にゃ紙切れになってそうな日本円だがな。こいつを詐欺の被害に遭ったみんなに返したい。手伝ってくれるか？」

『やるけど。正直、そんな脇道走ってる暇あるの？』

「そろそろこっちも動くよ。そんで、実を言うとこっちから反はん撃げきするためには、釣り針に餌えさをつけなくちゃならなかった。脇道だって必要な事だったんだ」

　必要なやり取りを済ませると、惑歌との電話を切る。

　……状況次第によっては、これが最後の会話になるかもしれねえけど。

「ええと、祝はふり、だったっけ？　もうここにゃ用はない。さっさと外に出よう」

「はぁ……。無事に元本割れせずに済んで助かりました。いえ、『予定通り』に進んでしまっては困るので、複雑な気持ちではあるのですが……」

　正面から堂々とカジノを出ると、キツネ、タヌキ、ムジナのぬいぐるみ妖怪三匹がぽんぽんと跳びかかってきた。赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしは呆あきれたような顔をしている。

「けっ、結果的にはどうだったのだ!?」

「大丈夫だったのでございましょうか」

「あそこまで見栄を切っておいて、ケツの毛まで毟むしられたでは笑えんではないかね!!」

　ぎゃあぎゃあうるさい三匹に、俺は二つ折りにしたメモをぐりぐりと押し付ける。

　タヌキが素っ頓狂な声を上げた。

「きゃあっ！　な、何なのでございますかー……」

「銀行の口座を管理している会計士の電話番号だ。帰ったら婆さんと一緒に連絡しろ。必要な金については全部そいつに聞けば良い。自分で口座の金を動かそうなんて考えるなよ。プロに任せておけば騙だまし取られる事はねえんだから」

　ぐりぐり。

「絶対になくすな、何があっても人に見せるな、それといきなりアンタ達たちが消えたせいで心配してる婆さんのトコに早く帰ってやれ。それで全部上う手まくいくから」

　状況が分からずに目をぱちくりさせている三匹を放っておいて、俺は座ざ敷しき童わらしと百鬼夜行リーダーの少女を連れてカジノ前から離はなれる。

「忍しのぶ。善意のボランティアは良いけど、これから何をどうするの？」

「『何が起きるか』なら答えられるけど」

　右のこめかみがムズ痒がゆい。

　俺は肩をすくめて、

「『シンガーソングライアー』の中じゃ、夜明け過ぎまで祝杯パーティやってたら、早朝の通りで自動車爆ばく弾だんに吹っ飛ばされかけた。座敷童の手で担ぎ上げられて、鉱山の方に逃げたらトンネルごとドカンだ。……多分、この流れは変えられねえ。多少の細部に違いはあっても、最終的には朝方に襲しゆう撃げきされて、お前は人質に取られる。俺の手でロストバゲージしたスーツケースを回収させるためにな」

「忍、この私がそんなメンドクサイ事をやるとでも？」

「でもそうだった。多分、実際に事が起きれば柄にもない事をやっちまうような気変わりでもするんじゃねえのか？」

　自分でもちょっと投げやりな口調になってるなと思いつつも、

「ただ、自動車爆弾はともかく、鉱山のアリの巣みたいなトンネルの各所に爆弾を取りつけるのは時間がかかるんじゃねえのか？　襲撃のタイミングは朝方だ。逆に言えば……夜中の今なら、『ヤツら』は鉱山で最終チェックをしていると思う。爆薬自体のセットがどれくらい前から行われていたかは知らねえが、最低でも決行直前に起爆用の通電チェックくらいはするはずだ。『シンガーソングライアー』の中じゃ最後まで『顔の見えない敵』だったけど、今から鉱山に向かえば実際にかち合えるって寸法だ」

　ついでに言えば、『ヤツら』が明確に人質を取ろうと考えたのは、『ヤツら』と繫つながっていた詐欺師の古こ珠だま亮りようを撃破しちまったからだと思う。油断ならないヤツ、と認識されたからこそ、妖怪を人質に取るだなんてライオンの生け捕りより難しそうな手を取らざるを得なくなった。用意していた中でも最低のカードを。

「悪くはない意見です」

　百鬼夜行のリーダーは涼しい顔で告げた。

「でしたら、連絡を一本入れて『組織』に急襲させましょう」

「……また物ぶつ騒そうな事を」

　いつもは傲ごう岸がん不ふ遜そんな座ざ敷しき童わらしが、さりげなく距きよ離りを取り始めてやがるし。

　一方で、リーダーの少女はさして気にした風でもなく、

「曲がりなりにも最高指導者ですので、人混みや暗がりの中に、常に一定数の戦力は配備していますよ」

　言いながら、彼女は片手を耳元に当てた。小さなインカムでもつけているのかもしれない。そんな事を考えていたのだが、

「……、あら？」

「おい、何だその疑問形は。まさか誰だれにも繫つながらねえなんて事じゃねえだろうな」

「いえ、そんなはずは、おかしい、常の警備体制からして、こんな事が起こるはずが……」

　思わず頭を抱えた。

　想像以上に、『シンガーソングライアー』は強力な作用を及ぼしているらしい。『少女の護衛』が単なる機材ミスで連絡がつかないのか、それとも『ヤツら』に人知れず迎げい撃げきされてしまったのか。いずれの可能性にしても、本来の『国内最大最強の超常組織』であるはずの百鬼夜行なら、まず起こらないであろう結末だけをポンと出されてしまった。

　何となく、初めて百鬼夜行とかち合った北の大地・風ふう化か村むらの高級ホテルを思い出す。

　あの時も、皆殺しを予言する『パッケージ』に終始振り回されっ放しだった。

「やれる事をやるしかねえか」

　右のこめかみがひくつく。吐き捨てるように、俺は呟つぶやいた。

「どのみち、待ってるだけなら朝方までには襲おそわれる。何をどう動いたって、それ以上に酷ひどい事にはならねえだろ」
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　後から追いついてきた推理マニアと一緒に、大の字で伸びて目を回している容疑者を見下ろす。

　改めて観察してみれば、艶えん美びよりも華きや奢しやに見える少女だった。学校の制服とはまた違う半袖のセーラーに、下は太ももの付け根が見えそうなほど短いホットパンツ。凶器として使っていた投石用ボウガンはよほど弦の引きが強くて扱いにくかったのか、小さな掌てのひらはすっかり赤く擦すり剝むけていた。

「……刑事さん、一体何したの。未成年の女の子に正義のぐーぱん？　そいつはさぞかし気分良かったでしょうなあ」

「よせやい、ただの自滅だ馬鹿野郎。……まあそれを誘ったのは認めるが」

　う……、と呻うめくような声があった。伸びていた少女の口から洩もれたものだ。

　開口一番、絶望を突き付けてやる事にした。

「警察です」

「刑事さん、手帳忘れたの？」

「警視庁の手帳なんて『外』じゃ何の効力もないし、現行犯逮捕なら手帳は必要ないよ」

　ひひっひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?　という絶叫が迸ほとばしった。

　あちこちきょろきょろ見回すので、とりあえず投石用ボウガンを蹴け飛とばして遠ざける。

「あっ、あう、あうあうあう……」

「氏名と住所、あとご職業」

「い、言えば見逃してくれますか？　へ、えへへ」

「……こっちは具体的な外傷もないし、今なら公務執行妨害で丸く収められるんだけど。略式起訴と一万円程度の罰金かな。でも、思春期らしく格好良いのがお好きなら、もう少し『解釈を変えて』おこうか？　例えば殺人未遂とか、警察庁カジノ視察団を狙ったテロ行為なん……」

「はひいっ!?　こっ、小こ桜ざくら誘そびきって言いますう！　話します、全部ざくっと話しますからっ!!」

　わたわたと両手を振る少女は涙目だった。

「私達たちは、ですね、その、えへへ、ハードウェアクラックを専門としておりまして……」

「はーど……？」

「刑事さん。パチンコ屋の裏ＲＯＭとか、クレジットカードを不正に読み取るスキミングとか、そっち系だよ。データやウイルスのやり取りじゃなくて、物理的な機材を使った情報犯罪」

「さ、最近じゃあケーブル系の小細工なんかにも手を広げていまして……」

　気まずいのか、小桜誘はこちらから目を逸そらしつつ、胸の前で両手の人差し指の腹をぐりぐりと押し付けながら、

「ＡＴＭと銀行を結ぶ線とか、電柱についてるケーブルテレビのセレクターとか、そういうのにちょちょいと手を加えまして……」

「へえ、今じゃそういうのってケーブルの被ひ覆ふくに髪の毛より細い金属網が織り込んであるでしょ。私、被覆破いた時点で警備会社に緊きん急きゆう警報が飛ぶもんだと思っていたんだけど」

「いえいえいえ、エイリアンクロストークってご存知じゃありません？　光ファイバーでなければ、電気信号が通れば周囲の磁場が乱れますから。被覆を破いて金属線を露ろ出しゆつさせなくても、被覆越しにぴったり盗とう聴ちよう線せんを寄り添わせるだけでデータは盗……」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「……めるかどうかは分からないですけどねー!!　あはははははははははははー!!」

　俺の苛いら立だちが伝わってしまったのか、小こ桜ざくら誘そびきは途中でものすごく強引な軌道修正をしてきた。

「ここ最近のトレンドは海底ケーブルでして。蜘く蛛もの巣みたいに広がる街の線と違って、海底はほぼ一本道。ここからデータを吸い出せれば、都市規模、国家規模の通信をぜーんぶ盗めるんだーなんて……まあ、仮説っていうか、もしもの話が、えーと、ありまして、ですね……」

「で？」

　いかん、声が必要以上に低くなっているのが自分で分かる。

「だって怖いじゃないですかー!!　島から本土に伸びる唯一の線に手を加えた直後にお巡りさんが私服で水上電気街の見回りに来るだなんて。これから線を使う『ヤツら』が私達たちを売るとは思えませんし、てっきり偽造の警察手帳持った刺客かなんかがやってきて、口を封じるつもりじゃないかなーなんてビビりまくっていたんですぅー!!」

「ちょっと待った」

　俺は一度遮ってから、

「……『ヤツら』？」

「う」

「つまり単独犯じゃないって事なのか？」

「ですよー!!」

　もうヤケクソになったのか、バタンと後ろに倒れた小桜誘は手足をぶんすか振り回して叫んだ。

　……まあ、実際には正規の手順を踏ふんで取調室に入れている訳ではないから、別に強制力はないんだが。

「元々、鉱山島を保護するか開発するかで、地元島民と遊興企業が揉もめまくっている訳ですよ。海底ケーブルに盗とう聴ちよう線せんつけてデータを盗んだり壊こわしたりしたいっていうのは、まあ、カジノとカード会社の関係を壊すにはうってつけって感じじゃないですか」

「（……だとすると、こいつの依い頼らい人にんは地元島民側か……？）」

「（……ほんとに依頼人が正直に打ち明けているならね）」

「違うと思いますよ」

　と、さらりと小桜誘は割り込んできた。

「単純な利害を考えると地元島民っぽいですけど、彼らにしちゃあ入金方法が複雑過ぎる。誰だれだか知らないけど、それってつまり別口の人間が、地元島民の計画に横よこ槍やり入れようとしているって事じゃないですか？　元々あった犯罪計画を奪って、安全に罪を押しつけながら好き放題やらかすための」

　……おいおいおい。

　カジノとカード会社を結ぶ情報を盗むだけでも十分に大事だぞ。何しろ、島の収入源がまとめて破は壊かいされかねないんだ。その上、まだなんか奥にあるっていうのか……？

　と、推理マニアが横から口を挟んでくる。

「ねえねえ、元々の計画っていうのは何なの。地元島民っていうのは何をやらかそうとしていて、何を奪われそうになっている訳？」

「知りませんよそんなの。私は先方から預かった盗とう聴ちよう線せんを海底ケーブルに設置しただけなんですから。ただ……」

「ただ？」

「へ、えへへ。実は設置前に盗聴線のユニット開けてみたんですよね。ほ、ほら、この業界って基本的に全部独学だから、人の技術って学ぶものが多いんですよ！　そしたら、中には必要な機材の他に、なーんか明らかに不要な部品がぎっしり詰まっていて……」

「不要な部品っていうのは？」

「最初は円筒形のコイルかと思ったんですけど、実は大昔のお金だったんですよ！　いやーイラつきました。重量の七割以上はこれのせいじゃねえか!!　って。ま、後から考えてみれば、あれって妖怪絡みの犯罪装置『パッケージ』に干渉するための、オカルト的な部品だったのかもしれませんけどね」

　思わず額に手を当てた。

　その話が本当だとすれば、余計に厄介だ。

「古銭に関連付けられる妖怪って何なんだ……？」

「色々ありすぎて何とも言えないね。狸たぬきや狐きつねもそうだし、おんぶお化け、貧乏神、座ざ敷しき童わらし系全般、例えば臼うす挽ひき童とかのたばりこなんかも当てはまるんじゃない？」

　ともかくっ、と小こ桜ざくら誘そびきは言った。

「一仕事終えた後にいきなり刑事を名乗る不ふ審しん者しやが探りを入れてくるし、てっきり口封じかと思ったんです。盗聴線のユニット開けたのとか、『アレ』を見たのがバレたんじゃないかって」

　この期に及んでまだ何かあるのか。

　うんざりしたような調子で、とりあえず俺はこう尋ねた。

「『アレ』っていうのは？」

「いや、私も確信を持っている訳じゃないんですけどね……」
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　うわー、びっちょびちょ!!

　シド＝クラウズがあっちこっちにコンテナ投げつけて轟ごう音おんを鳴らしまくるわ床で潰つぶれてミンチになるわで大おお騒さわぎ。流石さすがにこうなると穏おん便びんに脱出するのは無理って判断して、バラストタンクに入って点検口閉めて底の大穴から海へ潜もぐって、港湾地帯へ乗り上げた訳だけど……。

「んっ、く」

　全身あちこちの裂傷を針と糸で縫ぬい止め、上から化粧ポーチの中の『キット』で傷そのものを塗り潰つぶしていく。

　後は、利き腕の手首と肘もやる必要があるか。

「っふ、ァああ……あっく、うン……っ！」

「何で無駄に扇情的になってるんですか!?」

「痛みを散らす手っ取り早い方法だからだよ。モルヒネ使うよりは健康的でしょ」

　ゴキゴキゴキゴキンッ!!　とマニュアル車のシフトレバーを切り替えるような鈍い音と共に、各部の関節を繫つなげ直していく。割れたり欠けたりした部分については、スポイトを使って内部に液状の『補修材』を充じゆう塡てんしたりもした。

　……にしても、今回は削られた削られた。次の相手のメイドちゃんはこれ以上のダメージ覚悟、か。リアルに、数秒程度は心臓が止まるものって考えた方が良いかもしれないね、こりゃあ。

　最終テストがてら、用済みのドレスを脱ぎ捨てて元のタンクトップとホットパンツに着替えながら、

「ま、けち火の生いき霊りよう暗殺『パッケージ』も潰したし、ひとまずは五〇点以上としておきますか」

　ぶるるっ!!　と全身を震ふるわせて海水を飛ばすすねこすりが、怪け訝げんな声で尋ねてきた。

「え？　シドさんはともかく、『パッケージ』の方はどうやって……？」

「陣じん内ない忍しのぶの説明だと、けち火の『パッケージ』は足跡を辿たどる事で標的を捕捉し、生霊を傷つけると当人にも傷が返るのを悪用して人を殺す仕組みになっていた。けち火は単なる生霊じゃなくて、草ぞう履りの底を擦こすれば『呼び出せる』特殊なタイプだからね。この場合の『草履の足跡』はネットの足そく跡せき。複数のビッグデータを統合した結果、特定できないはずの個人を特定できるようにする仕組みが『足跡』の代わりになっていた」

「は、はあ……？」

「『金きん鉱こう島とう』には普通のカジノの他に、アバターが自由に出歩いて賭かけ事ごとのできるＶＲカジノ都市の『重じゆう巡じゆん島しま』っていうのがあるのよね。ドラッグストア、レンタルビデオ、ネット通販なんかの四〇〇〇万人以上が加入している化け物ポイントカードと提携して、ほとんど仮想通貨じみたデータのやり取りをするヤツ」

「それが何だというのですか」

「分っかんないかな。これだけの大手なら傘下にいろんな企業を置いて手広く商売を拡大させてる。旅客機の航空券にホテルの宿泊予約から、コンビニやら自販機まで。でもって後は購こう入にゆう履歴を洗いまくれば個人の位置情報なんか簡単に洗えるよ」

　元から偽名で自分自身も本当の名前を知らない私にゃ関係のない話だけど。

「つ、つまり、この島の中には、複数の会社のビッグデータを重ね合わせる事で、本来なら個人を特定できないはずのビッグデータの中から、個人を検索できる状態に『戻す』仕組みがあるという事ですか？」

「というか、ポイントカードの存在意義なんて本来そんなもんよ。見た目は割安にする代わりに、購こう買ばい層そうの情報を効率良く集めるための仕組み。レシート眺めて無邪気に笑ってる若奥様とかは、きっと人間の情報ってのにどんだけの値札がかかっているか分かってないんだろうね」

　私は適当な調子でこんなクイズを出した。

「ともあれ、カオスなビッグデータの中から改めて個人を特定する仕組みがあったとしても、その活用……いいや悪用には、膨ぼう大だいな情報を一いつ瞬しゆんで検索・照合する巨大な情報処理システムが必要になってくる。さて、中核となっていた通信基地はどーこだ？」

「ええと、ですから、そのけち火本体を探すために、下層の船倉に向かったのでは？　結局、どのコンテナが正解だったのかは見えませんでしたけど」

「うん。でも、船の頭にはでっかいパラボラがあったでしょ、衛星回線用の。そして船の中を見る限り、あそこ自体にも豪華なカジノがあるみたいだった。施設としては巨大でも、実際に使うのは限られたＶＩＰだけ。となると、カード照会用の巨大サーバーはほとんどが余剰領域って言っても過言じゃない。人には言えない情報処理を一手に任せられるほどのね」

「じゃ、じゃあ」

「船を出る前に、ちょちょいと配線をいじっておいた。今頃はサージ電流のせいで全船まとめて電子機器が吹っ飛んでいるはずだよ。サーバーも使い物にならないから、けち火がそのまま放置だろうが、もう『足跡』を辿たどる事はできない。照準の壊こわれた銃の中に何発弾が入っていようが怖くないって訳」

「か、限られた時間の中でそこまでやってしまうんですね。ぶるぶる」

「未解決じゃ帰るに帰れないから、限られた時間で成果を出さなきゃプロじゃないの」

　さて。

　シドを見限って逃げたメイドちゃんが気になるが、まずは現状のパワーバランスのおさらいをしよう。

　この『金きん鉱こう島とう』には、大きく分けて二つの勢力がある。

　一つ、臼うす挽ひき童わらしの『パッケージ』を手に入れたものの、やっぱり暴走が目立ってきたのでこれを食い止めたい側。おそらくはカジノ政策に不満を持つ島民達たち。

　二つ、その臼挽き童の『パッケージ』を横取り・悪用して、日本売却まで話を進めようとするＣＩＡ。こいつらはけち火の生いき霊りよう暗殺『パッケージ』や産女のオボウ力ぢからによる肉体強化を使って島民側を殺さつ戮りくしてでも、臼挽き童の暴走を促そうとしている。

　今は、私達がＣＩＡのシド＝クラウズとけち火の『パッケージ』を潰つぶしたところだから、今後は島民達の動きが活発になるはず。

　さて、すると具体的にどういう現象へと発展していくか……。

「ま、劣勢だからってＣＩＡのメイドちゃんが黙だまって指を咥くわえている事はないか。ああいう連中は、ほんとにヤバいと思ったら大使館でも領事館でも在日基地でも使って『堂々と』帰りたがるはず。コソコソ潜せん伏ぷくを続ける時点でモチベーションは消えていないのを示している訳だし。だとすると、無茶な手を使ってでも巻き返そうとする」

「でも、ムキムキのシドさんもけち火の生いき霊りよう暗殺『パッケージ』も潰つぶされちゃったんですよね。ま、まだ秘密兵器があるっていうんですか!?」

「あるじゃない。一番デカいヤツが」

　むう、妙にタンクトップがぴっちり張り付くな。海水のせいか？

「『天あまの邪じや鬼く』だよ。『シンガーソングライアー』の自動生成文章を軸に、現実を歪ゆがめてしまう最終兵器。こうしている今だって最適解で回してあるんでしょうけど、メイドちゃんはそいつに無茶なクロックアップを仕掛けて『流れを変える』効力をブーストさせる気なんじゃないかな？　……だとすると、メイドちゃんは『天邪鬼』のコアに接触する必要が出てくる」

「『天邪鬼』の……コア……？」

　すねこすりは後ろ足で耳の裏辺りを搔かきながら、

「あっ！　陣じん内ない忍しのぶとかいう子じゃないですか!?」

「うん。それも一つ」

　私は肯定してから、

「でも、陣内忍は『鍵かぎ』って感じかな。挿し込むための『鍵穴』が別にある。具体的な儀ぎ式しき場じようは一体どこにある……？　常に陣内忍と関わりを持ち、天邪鬼の象徴である『噓うそ』の塊で塗り潰したような、それでいて私達たちの目から完全に隠しおおせる場所」

「ですから、それが陣内忍の作ったお話なのでは？」

「自動生成ソフト任せ？　恒久的に妖怪を安置するには不安定過ぎる。でも、他に噓で固められた象徴っていうと……ヴァーチャル？　でもＶＲカジノ都市の『重じゆう巡じゆん島しま』はすでに臼うす挽ひき童わらしで枠が埋まっているから、そこに挟むと競合を起こす危険があるし、あとは、食品偽装のレストランとか、効能ゼロのレプリカ温泉とか？　今のままじゃちょっと分からないな」

「では」

「何にしても、メイドちゃんが陣内忍に絡むのは間違いない。そのタイミングで狙って迎げい撃げきするしかなさそうだね。陣内忍を連れ去られたらチェックメイトされる」

　陣内忍は百鬼夜行のお嬢じようちゃんと一緒に行動していたっけ。

　なら、そっちと連絡を取れば居場所は分かるか。

　……必要なピースが揃そろっていない状態で動かなくちゃならないのが若干不安だけど。

　未練がましく夜空の月を見上げて、なお『天邪鬼』の拠点について思いを巡らせようとしたところで、ふと違和感が頭をよぎった。

「あれ……？」

　月を見ながら思う。

　もしかして。
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　俺と、座ざ敷しき童わらしと、百鬼夜行リーダーの少女。

　三人だけでネオン溢あふれるカジノ街を離はなれ、島内中央の鉱山部へと向かう。あらゆる明かりは消え、周囲は一面こんもりと盛り上がった真っ黒な影かげばかり。パイナップル的な南国の木々も、所々で赤や黄に色づいているはずの楓かえでや銀杏いちようも、全てが一つの漆しつ黒こくの塊になっちまっている。

「くそ……とんでもねえ場所だな」

　頰ほおどころか顎あごまで伝う汗を手の甲で拭いながら、俺は吐き捨てた。

　右のこめかみがむずむずする。

　一応、『シンガーソングライアー』で知った景色を頼たよりに、獣けもの道みちがある辺りを進んでいるはずだ。にも拘かかわらず、実際に歩いてみるとそれだけで体力を削られる。運動靴の俺でもこうなんだ。ここを着物で進むのは相当に骨が折れると思う。

「おい、大丈夫か……？」

「むしろ、私としては自然に囲まれている方が居心地が良いのだけど」

「体力無制限のお前の心配なんかしてねえよ。こっちの子は一〇歳くらいなんだってば」

「わ、私は百鬼夜行を束ねるトップですので、この程度の山道は自力で踏とう破はできます。別におんぶなどは要求しておりません」

「疲れで本音がだだ洩もれになってる。ほら体力無制限」

「何を言っているの。ここは明らかに男手の出番でしょう」

　結局ジャンケンになり、最終的には俺が勝ったのに座敷童に組み伏せられた。赤い浴衣の見み目め麗うるわしい妖怪の手で、世にも奇妙な逆エビ固めを極きめられるという理不尽。新しい日本の伝統的な風景として、民俗学者なんかに絶対登録させちゃまずいと思う。

「まっ、待って、ヴぁああ!?　参りましたっ、参りましたからあ!!」

「忍。ここは絶世の美女の尻に敷しかれてご褒ほう美びですと咽むせび泣くのが正解よ？」

「膂りよ力りよくが、ぜんっぜん、違うんだ!!　ほんとにウインナーのＣＭみたいにパキって鳴っちゃうからあ!!」

「この勝負は？」

「俺の負けですっ!!　おんぶでも何でもしますうー!!」

　解放された後も、しばし地面に転がったまま震ふるえていた。

　髪に服に得体のしれない葉っぱを多数まとわりつかせたまま、俺はマフィアのボスより恐ろしい少女を背負わされる羽目になる。

『女の子って、思ったよりもずっと軽いんだな……』なんていうのはエンドルフィンが見せる幸せな幻想で、単純に荷物として考こう慮りよした場合は凄すさまじく重たいと思い知らされた。
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　とにかく森の中を進む。

　少し歩くと、急に勾配がついてきた。ロケーションは森から山へ。鼻につく匂いも、緑のそれからむせ返るような黒土のものへと変わっていく。

　さらに一〇分以上登り続けると、木々が途絶えて景色が開いた。

　慌てたように一歩下がり、あくまでも茂みの中から状況を確認する。

　剝むき出しの土の斜面に、手掘りと思おぼしき高さ二メートル程度の穴が空いていた。周囲にはポツポツと背の低い小屋がいくつかある。鉱員達たちの休きゆう憩けい所じよや、掘削用の機材をしまう物置だろうか。小屋には弱い明かりがあり、坑道との間を行き来する複数の人ひと影かげをぼんやりと照らしていた。

　右のこめかみがムズ痒がゆい。

「……知っているヤツがいる。『シンガーソングライアー』に出てきたヤツが」

　ぼそりと呟つぶやいた。

　文字だけしか目で追っていないのに、明確にビジョンが浮かぶほど。

「座ざ敷しき童わらしを人質に取られた後、空港の中で敵対した連中だ。やっぱり、あいつらは島の人間で、ここが本来の仕事場なのか」

　こうして小屋と坑道を行き来しているという事は、やっぱり爆ばく薬やくや配線をトンネルの中に持ち込んでいる最中なのだろう。

　それ自体は悪意に満ちていたが、整備された空港の中で暗あん躍やくしているよりも、こうして汗水を流して動いている方が活き活きしているように見えた。水を得た魚のようだ。

「どうするつもりなのですか？」

　何な故ぜか背中から降りようとしない百鬼夜行のリーダーが、自然と耳元に息を吹きかけるような格好で囁ささやいてきた。

「現状、島の勢力は二つあります。自前で臼うす挽ひき童わらし───座ざ敷しき童の亜種───の『パッケージ』を用意しておきながら、その封印に躍やつ起きになる地元島民側。それを悪用したいＣＩＡ側。……ただ、地元島民とて放置しておけば安全という訳ではないでしょう。安全装置が完成して、臼挽き童の暴走を一〇〇％抑え込む事に成功すれば、改めて欲望に駆られるでしょうし」

「……それ以前に、タイムラインの通りならここで俺は生き埋めにされる」

　だから『何とか』しなくちゃならねえ。

　連中の準備が終わる前に。

　と、ここで水を差したのはグータラな座敷童だった。

「でも忍しのぶ、相手は複数人で、ツルハシ、ハンマー、大型ドリルなんて掘削機材から、爆ばく薬やくまで備えているんでしょう？　徒手空拳の高校生が雄お叫たけびを上げながら突とつ撃げきしたところでミンチにされると思うんだけど、具体的にどうやって安全にねじ伏せる訳？」




　あれ。

　そういえばどうしよう……。




「……ここは、物理攻撃が一切効かない妖怪サマに頼たよっては駄目な場面ですか？？？」

「ふざけないでちょうだい。何で私がそんな事しなくてはならないの」

　ピシャリと言われたし!!

　でも、本当にここからどうする？　仮に座敷童がやる気を出したところで、多勢に無勢の状況は変えられない。彼女が敵陣に突っ込んで暴れている最中に、残る俺達たちが捕まってしまえば元の木もく阿あ弥みなのだ。特に百鬼夜行の少女が人質に取られるのは絶対にまずい。問題のスケールが、あの『シンガーソングライアー』に収まらねえほど絶望的に拡大しかねない。

　どうする？

　どうする？

　どうする？

「いや、待てよ……」

「？」

「座敷童、お前はこの子の傍そばにいろ。いざとなったら二人で逃げるんだ」

「んん……」

「何で祝はふりとかいうのも人の背中でむずかっているんだ!?　寝るならグータラ妖怪の背中にしろ！」

　ううむ。盤ばんの上で駒こまを動かすのには神かみ憑がかり的な腕を持つけど、現場で走り回るのは不得手なのかもしれない。

「あなたは何をするつもりなの？」

　座ざ敷しき童わらしに問われたので、正直に答えた。

「やれる事を」




　　　　　15（3rd person Day10/03 23:00 - 23:05）




『彼女』は暗い森を走っていた。

　スカートの短いメイド服に、キラキラと磨みがかれたエナメルのシューズ。とても山歩きには不釣り合いだが、そんなハンデを感じさせない。森に棲すみ山を支配する野生の獣けもののように、俊敏に、滑らかに、音も気配もかき消して、夜と同化しながら目的地を目指す。

　茶色のショートヘアが、そのなびきによって夜風を知覚させる。

『彼女』の目的は明白だった。

　陣じん内ない忍しのぶ。

　全ての鍵かぎ。『金きん鉱こう島とう』を訪れる不特定多数の人物の中から無作為に選ばれた一人。選ばれたＶＩＰに処置を施して隔かく離りするのではなく、無関係な一般人をコアに据えた上で自由に解き放つ事で、『情報の海の中に溶かしてしまう』方が妨害される危険は少ないと判断した訳だが、ここにきて『彼女』は再び陣内忍との接触を余よ儀ぎなくされていた。

　膨ぼう大だいなビッグデータの中から、特定の個人を再抽出するように。

　陣内忍が手に入れば巻き返せる。予定のレールから大きく外れた現状を、強引にでも元の軌道に修正してしまえる。

　それで『彼女』は勝ちを総取りできる。

　だから『彼女』は陣内忍を目指す。

　日本売却の準備を進め、『彼女』達たちの目的である、青い光に手を伸ばすために。




　　　　　16（陣内忍　Day10/03 22:45 - 22:55）




　敵はカジノ政策に反対する地元島民。

　こうして見る限りでも、最低でも一〇人以上。坑内や小屋で作業している連中が表に出てくれば、最終的にどれだけ増えるかは見当もつかない。

　予想される武器はスコップ、ツルハシ、ハンマー、大型のドリルや連続振動ロッドなどの掘削機械全般に、発破用の爆ばく薬やく類るいまで。当然、岩がん盤ばんを砕くための機材を生身の高校生に向かって使えば、どれもこれも一発でミンチに変えちまうようなものばかりだ。

　対するこっちは高校生が一人きり。

　今から手に入る武器なんて、せいぜいその辺で拾える石や木の棒くらい。これでは相手の武装うんぬんなど関係なく、その場で袋ふくろ叩だたきにされてしまう線だって十分にありえる。

　ではどうする？

　右のこめかみがムズムズする。ここで捕まって行動の主導権を奪われ、言いなりになってしまえば、後は『シンガーソングライアー』の結末に一直線だ。ただ、黙だまって逃げても朝方には襲しゆう撃げき作戦が決行され、遅かれ早かれ生き埋めコースに乗せられる。流れを歪ゆがめて未来を変えたければ、ここで出鼻を挫くじかなくてはならない。

　だから。

「忍しのぶ……？」

　傍らの座ざ敷しき童わらしが、怪け訝げんそうな声を出した。

　それを無視して、俺は行動に移った。




　ゆっくりと両手を挙げて、彼らの前へ堂々と顔を出す。




　当然、一気に空気の質が変わった。最初に驚おどろいたような気配の変化、そしてすぐに密度の高い緊きん張ちようが夜の闇やみを埋め尽くす。いくつもの強烈な懐かい中ちゆう電灯の光が、俺の顔へと向けられた。頭の奥に、突き刺すような痛みを感じる。

「誰だれだ!?　……っ!!」

　誰何すいかした人ひと影かげが、俺の顔を見て息を吞のんだようだった。

『シンガーソングライアー』ならともかく、実際の顔見知りじゃない。だけど、相手は俺の顔を知っているようだった。おそらくは襲撃予定の標的として。

「アンタ達たちと話がしたい！　そっちにとっても無関係な話じゃねえはずだ!!」

　バタバタといくつもの足音が鳴り響ひびいた。あっという間に、半円状に取り囲まれる。状況は動いた。今さら後には引けない。連中の持った、物々しくて分厚い鋼鉄の機材が否いや応おうなくそれを教えてくれる。

「目的はスーツケースに忍ばせた臼うす挽ひき童関連のＵＳＢメモリだろう？　それで自前の『パッケージ』の暴走を抑えるために！　だったら人質を取る必要はない。俺達は手を結べるはずだ!!」

「……どこで知った？」

　若い男の声が飛んできた。

　すぐに、ぐいっと強い力で肩を摑つかまれた。

「どこで知った!?　『アレ』の秘密は保たれているはずだ!!」

「秘密ってのはどれの事だ？　アンタ達たちがカジノ政策に反対している事？　富の集約を進めるセレブ達の株取引を吹っ飛ばしたい事？　そのために臼うす挽ひき童わらしを金きん融ゆうネットワークに接続して半導体の接触不良を起こし、取引情報を収めたクラスタだけを精密に破は壊かいする事か!?」

　至近で叫び返すと、相手は面食らったようだった。

「こんなのが秘密だなんて思っているのはアンタ達だけだ。すでにいくつものグループが動いてる。臼挽き童、座ざ敷しき童の亜種を奪って利用しようとしているＣＩＡ、問題解決のために全てを抹殺しようとする百鬼夜行。アンタ達は、長くても明日の昼までには全滅させられる。どんな形になろうが、アンタ達の思い描いた未来なんかやってこない！　このまま進めばな!!」

　こんな問答は、現実には何の意味もないのかもしれねえ。

　実際、それ以外の選択肢だってあるにはあったんだ。

　例えば、場所だけ確認して速やかに山を下りる。後は百鬼夜行リーダーの護衛と何とかして合流するか、あるいは菱ひし神がみ舞まいと連絡を取る。そうすれば、殺しのプロが速やかに殲せん滅めつしてくれる。少なくとも、素人の高校生一人が立ち向かうよりははるかに成功の見込みは高かった。

　だけど。

　だけど!!

「今ならまだ間に合うんだ」

　俺達は、本当に戦わなくっちゃならないのか？

　右のこめかみが不気味に蠢うごめく。確かに、あの『シンガーソングライアー』じゃ俺達は敵対していた。あそこからどう転んだって仲良しこよしになれるはずはねえ。それは分かってる。

　でも、そいつは『襲しゆう撃げき計画』が成功してからの話だ。暗い洞窟で生き埋めにされて、座敷童を人質に取られて、何もかもが手遅れになった世界での話だ。

　それなら。

　その前なら。今なら！

「アンタ達は復ふく讐しゆうを計画した。不自由を押し付けるセレブ達から全てを奪うって心に決めて、そのために臼挽き童の『パッケージ』を手に入れた！　でも、だけど!!　アンタ達がやったのはそこまでだ。まだ、具体的に、誰だれからも!!　何かを奪った訳じゃねえ!!」

『まだ』何かが決まった訳じゃない。

『まだ』誰かが罪を犯した訳じゃない。

　だったら、悪夢に操られるように俺達が殺し合わなくちゃならない理由だってないはずだ。

　だったら、俺達は違った道を進んだって良いはずだ。

　だったら、手を取り合う事だって。

「今なら、引き返せる」

　未来を変えるって誓った。

　その未来ってヤツは、まだ何も決まっちゃいない。確定してねえんだ。『どうせ、本来の筋の中では死んでいるんだから』なんて理由で見捨てられるか。道を踏ふみ外すには、相応の強い想おもいが必要なんだ。最終兵器である『パッケージ』を手に入れながら、不具合を確認したこいつらは、計画を中止してでも安全性を優先させた。根性なしと罵ののしるヤツはいるかもしれない。だけど、そこで無関係な犠ぎ牲せいを恐れて踏み留とどまる事ができたのは、ごり押しで先へ進まずに足を止められたのは、やっぱり人間の強さなんだ。それを、そんな想いを抱えた人間を、ただの駒こまや記号みてえに切り捨てられるか!!

　それは。

　そんなものは。

　あの胸むな糞くそ悪わるいお話の最後に出てきた、絶望的に昏くらい瞳ひとみをした俺自身じゃねえか!!!!!!

「まだ巻き返せる！　そのためだったらいくらでも協力する!!　俺だって生き埋めになんかされたくねえし、その後に待っているのは死ぬより辛つらい現実だけだった。それがどんなものかは、臼うす挽ひき童わらしの『パッケージ』の暴走を恐れているテメェらの方が詳しいんじゃねえのか!?」

「……、」

「どうする？」

　俺は両手を挙げたまま、連中に問いかけた。

「ここが最後の分岐点だ。予定通りに真っ直すぐ進んでみんなで全滅するか、どん詰まりの状況から一歩でも外に出てみるか。好きな方を選べよ。どうする!?」

　現実の話と、形のない陰いん謀ぼうの話をごちゃまぜにしている俺の言葉は、正確には連中に届いちゃいないだろう。

　だけど、自分達たちがどん詰まりの中にいる事くらいは分かっているはずだ。

　そうでもなけりゃ、仕事場に爆ばく薬やくを仕掛けて人間を生き埋めにしようなんて思わない。

　しばらく。

　沈ちん黙もくがあった。

「……やめられるのか」

　やがて、俺の肩を摑つかんでいた若い男がぽつりと言った。

「今なら、まだ、誰だれも殺さなくても終わらせられるのか？」

「ああ」

　そう答えた。

「ＣＩＡに百鬼夜行。連中が敵になっているのは、臼挽き童の『パッケージ』が生きているからだ。俺達の手で修復不可能なレベルでぶっ壊こわしちまえば、ＣＩＡは横取りできるものを失い、百鬼夜行がアンタ達を殺す理由はなくなる。それで丸く収められる」

　くそっ、と若い男は吐き捨てた。

　それは柔らかい良心が表に出たというよりも、緊きん張ちようの糸がたるんで殺す覚悟を保てなくなった、って印象の方が強い。

　だけど、根底にあるのが何だろうが、こいつらは俺を殺すのを躊躇ためらった。

　きっと、それだって立派な『人間』の力なんだ。

「さあ」

　俺は改めて切り出した。

「未来を変えようぜ」




　　　　　17（内うち幕まく隼はやぶさ　Day10/03 22:45 - 23:05）




　連絡を受けて、応援に駆けつけてきた制服警官達たちに、自称ハードウェアクラッカーの小こ桜ざくら誘そびきを引き渡す。

「あっ、あーあー!!　これほんとに大丈夫なんですよねえ？　略式起訴で罰金一万円くらいっていう話は忘れていませんからねー!!」

　両脇を固められてしょっぴかれながらも、容疑者の少女は割と元気そうだった。

　推理バニーの艶えん美びがこそこそ内緒話してくる。

「（……クラッカーってのがどの程度かは知らないけど、余罪がゴロゴロ出てきたら長引いちゃうんじゃない？）」

「（……そこまでは関知しない。まあ見たところ少年法が味方してくれそうな歳だし、長期収しゆう監かんはないと思うけど）」

　残された俺達は、小桜誘から渡されたメモに視線を落としていた。

　古銭を束のように入れて、妖怪絡みの『パッケージ』にも対応した特殊な盗とう聴ちよう線せんを海底ケーブルに仕掛けるよう依い頼らいした『何者か』。入金状況が複雑過ぎるため地元島民ではない……と言っていた小桜誘だったが、彼女自身も裏を取るために人には言えない手段を使おうとしていたらしい。

　それで出てきたのが、

「十数ケタの英数字じゃ何が何だか分からないな」

「豪華客船ＹＡＫＡＴＡ－Ⅱの金きん融ゆう照会サーバー経由。……これって本当なのかな？」

　確かに、船の中にカジノや金融取引サービスでもあるなら、船とカード会社を結ぶ強力な衛星回線があるはずだ。そこを使って秘密の入金をする事もできるだろうが……。

「まずいな。ＶＩＰだらけの豪華客船なんて、明らかに捜査できる範はん囲いを超えているぞ」

「ま、向こうもそれ狙いなんでしょうけど」

「あの船じゃ警察庁の美み島しま警視長だって『お客さん』扱いだ。まして、管かん轄かつの東京都を離はなれた今の俺じゃできる事は何もないぞ」

「明確な犯罪の色が見え隠れしているのに？　妖怪絡みの盗聴線を使えば他人がネットの中に組み込んだ『パッケージ』に横よこ槍やりを入れる事ができる。わざわざ準備を進めておいて、それを一度も活用しない人間なんていないと思うけど」

「やれる事はやる。でもさあ」

「まあまあ、通過儀ぎ礼れいは良いよ。どうせ最後になったら刑事さんはパーティ会場にだって踏ふみ込むでしょ。格好良いの期待してるわよん☆」

　そんな風に言い合っていた時だった。

　携帯電話が鳴った。

　見慣れない番号だったが、通話に出てみると相手は美み島しま警視長だった。

『やあ内うち幕まく君、こんな時でも元気にお仕事しているって？　被疑者確保の話は聞いたよ』

「えー、あー」

『ものは相談なんだが、もう一つお願いできる？』

　警視長は簡単な調子で切り出してきた。

『こっちの船でちょっとしたゴタゴタがあってさ。ま、状況を鑑かんがみるに、色んな圧力で事件そのものがなかった事にされそうな雰囲気ではあるんだが』

「……、」

『封ふう鎖さ中ちゆうのＹＡＫＡＴＡ－Ⅱから明確に逃走した人物が浮かび上がってきた。蓮はす河かわ弓ゆみ。なんとびっくり、外交パスこそ持っていないが、本来だったら外ナンバーの車で送り迎えされていてもおかしくない人物らしい。制服警官が職質すると公安や外事がすっ飛んできて辺り構わず威い嚇かくするような感じだ。誰だれの事かは分かるかな？』

「諜ちよう報ほう員いんとか工作員とか、そういう線だっていうんですか。しかも『友好国』の……？」

『うん。普通だったらたとえ現地協力者でも、この手の「職員」の情報は僕達たち警察には回ってこない。どこかでストップがかかるものだ。でも、今回は降りてきた。おそらくは、歯止めをかける仕組みが機能不全を起こすくらいの大きなトラブルがあったみたいだね』

「それで俺にどうしろと？」

『アメリカさんとの間でいざこざを起こしたくない公安や外事は絶対に動かない。放っておいても闇やみから闇に処分されるだろうし、僕達が気張ったところで結果は大して変わらないかもしれない。でも、だから放置しておく、というのも警察官としてどうだろう？　どっちみち、今ここで「自由に動かせる」人間は限られる。だから後の事は君に任せるよ。もちろん、楽にしてくれても構わない』

「最善を尽くします」

『良い返事だ。では逃走中の蓮河弓の位置情報はそちらに送ろう。……普段、よっぽど強固なシステムに守られているんだろうね。でなければ携帯電話くらい切っているはずだから』

　通話を切る。

　盗み聞きのためか、いつの間にかバニー艶えん美びの顔が超至近距きよ離りにあった。

「どうすんの刑事さん」

「うるさい離はなれろ。疑惑の豪華客船から失しつ踪そうした米国の諜ちよう報ほう員いんがいるらしい。例の海底ケーブルの盗とう聴ちよう線せんだのフリーライター達たちの殺害だのにどこまで関わっているかは丸っきり不明だが、追ってみても損はしないだろう」

　本当ならこの辺りでバニー艶えん美びはお役御免なのだが、こいつ、放っておいても勝手についてくるし、目の届かない所で犯罪者とかち合ったら身の安全に関わるからなあ。結局、推理マニアの思惑通りに連れ回すしかなさそうだ。

「それにしてもさ、さっきの小こ桜ざくらちゃんの話覚えてる？」

「色々話したし、具体的な箇所を言ってくれ」

「命を狙われていると思った理由。盗聴線のユニットを開けた以外にもう一つ」

「ああ、海の底で見たっていうあれか？」

　俺はやや辟へき易えきしたように、

「あると思うか？　もしもそんな話が本当だったら、海底火山で辺り一面が急速に隆起している事になるぞ」




　　　　　18（陣じん内ない忍しのぶ　Day10/03 23:10 - 23:18）




　流石さすがにこの短期間で一〇人以上いる人間の顔と名前を全部覚える事はできなかったが、とりあえず俺の肩を摑つかんだ若い男の名前は江え村むら良りよう一いちというらしい。右のこめかみが疼うずく。確か、『シンガーソングライアー』では空港で出会っているはずだ。

　安全を確認したところで、座ざ敷しき童わらしや百鬼夜行のリーダーの少女とも合流する。

「……よもや、こんな方法で決着をつけるとは、流石に予想外でした……」

「あら、そうかしら。冷静に考えてみれば、襲しゆう撃げき事件が起きたのって『シンガーソングライアー』の中だけでしょう？　それにビクビクして先制攻撃を仕掛けるなんて、それこそ虚構のレールに乗っかって未来を決めているようなものではないかしら」

　ああもう、結果論だけで涼しい顔しやがって、このグータラ！　この平和的解決のために、こっちがどんだけ寿命をすり減らしたと思ってやがるんだ!!

　ともあれ、俺達は初めて『シンガーソングライアー』に勝ったんだ。その恩恵を次へ繫つなげるべく、全員で作戦会議をする。

「元々、単純な金山としては限界があったんだ」

　江村はそんな事を言う。

「カジノ誘致の話が来た時は、これで島を取り巻く環かん境きようは変わるって喜んだもんだ。でもダメだった。結局、生み出された儲もうけがこっちに回ってくる事はない。生活インフラはボロボロのままで、唯一あった学校だって潰つぶれるか否かの瀬戸際だった。最後には地元民だけ干からびて、金を持ってる遊興企業の人間だけになる。そういう風に設計されていたんだって、後から気づかされた」

「だから儲けのサイクルを壊こわしてやろうって？」

「結局、カジノが撤てつ退たいしたって寂れた島が残るだけで、活気づく事はないんだけどな。それでも、何か目的を持っていなければ崩れそうだったんだよ、俺達たちは」

　だけど、そんな彼らにも『中止のきっかけ』があったはずだ。

　自らの手にある臼うす挽ひき童わらしの『パッケージ』を恐れ、封印しようと考えるほどの。

「フリーライターの死だ」

　江え村むらはそう言った。

「自動ブレーキシステムの故障、携帯電話のバッテリーの破裂、給湯器から一酸化炭素の漏出。……この『金きん鉱こう島とう』を調べていた人間が、立て続けに奇妙な死を遂げた。最初は偶然かと思ったけど、調べていく内に臼挽き童の『パッケージ』ならそれができるって分かってきた。だけど、誓って言うけど俺達じゃない。誰だれかが、制御を奪っている。そう気づいて恐ろしくなったんだ」

　このままでは、もっと酷ひどい事が起こる。

　その全てを押し付けられる。

　だから、彼らは自らが手に入れた『パッケージ』を放棄しようと考えた。

「これからどうするんだ？」

「胆になっているのは俺のスーツケースに仕込んである、臼挽き童を止める事ができるＵＳＢハードキーだ。ＣＩＡの連中はこれを横取りする事で、対外輸出用の日本製金きん融ゆうシステムの暴走から世界恐慌を作って、その責任だけを日本に押し付けようとしている。一つの国家を最安値で買い叩たたくためにな。……どうにかして、安全にスーツケースを回収しなくちゃならねえんだ」

　替え玉にスーツケースを回収させる、空港そのものを襲しゆう撃げきする、そんな絵空事なら地元島民もＣＩＡも色々考えただろう。結局、リスクとメリットが見合わないから、俺自身に回収させようって結論に落ち着いたんだと思うけど。

　右のこめかみがムズムズする。

　でも、『流れ』に乗っかれば、最後に待っているのは地獄の結末だ。

　さてどうするべきか、というところで、ガサゴソという奇妙な音が聞こえてきた。

　そっちに目をやると、

「ふぁー……つ、疲れたのでございますよ……」

　茂みの中から出てきたのは、真ん丸のぬいぐるみみたいな容貌のタヌキだった。

「お前……全体的に何やってるんだ……？」

「恩を返しに来たに決まっているのです。匂いを辿たどってここまで来るのに苦労したのでございますよ」

　……言われてみれば、『シンガーソングライアー』でも空港の辺りで助けてもらっていたってのがあったっけか。

　座ざ敷しき童わらしは首を傾かしげて、

「タヌキは人に化ける事はできるのかしら」

「もちろんでございます」

　ぽこぽーん!!　とコミカルな煙に包まれたかと思ったら、真ん丸のタヌキはナイスバディのメイドさんになっていた。悔しいが、ミニスカートの太ふと股ももに目を吸い寄せられる。

　百鬼夜行リーダーは胸の前で小さな両手を合わせ、

「でしたら、あなたが陣じん内ない忍しのぶに化ければＣＩＡを欺けるのでは？」

「それは『シンガーソングライアー』でもやってた。他にキツネとムジナの手を借りても、結局『流れ』は変えられなかったんだ」

　と、そこで着物の少女がぴくんと体を震ふるわせた。

　彼女は着物の袖に手を伸ばすと、やたらとシンプルな携帯電話を取り出す。片手で本体を持ち、もう片方の人差し指でボタンを操作すると、両手で電話を包むように持ちながら電話に出た。

「はい、はい。……はい？」

　そして、何な故ぜか携帯電話をこっちに差し出してきた。

「あなたにだそうです」

「誰だれから？」

「菱ひし神がみ舞まい」

　背筋に無駄な緊きん張ちようが走る。

　死の指先に、背骨を撫なでられているような。

　しばし、受け取った電話に目を落としていたが、出ない事には仕方がない。俺は携帯電話を耳に当てた。

『よお、陣内忍ちゃん。死神に名前を覚えられた気分はいかがかなー？』

「……どうしよう、一個も笑えねえ」

『ちなみに死神ってのは私の事じゃないぞ。アンタ、今どこにいる？』

「どこって……」

　何故だか、一いつ瞬しゆん、答えるのに躊躇ためらった。

「……鉱山部。カジノ街から入って一〇分から一五分くらい歩いた辺りだ。近くには手掘りの坑道の出入口と、ええと、小屋が三つくらいある」

『それだけ分かれば十分。アンタ、私が到着するまで死ぬんじゃないわよ』

　意識が飛ぶかと思った。

　こいつが言った場合、死ぬ、殺す、は頭の軽い不良が頻ひん繁ぱんに吐き出す単語とは、丸っきり重みが違う。本来通りの、純粋な、徹てつ底てい的てきに研がれた意味でのものになる。

「何がっ、一体俺の身に何が起きているって言うんだ!?」

『そんなの説明している暇ないよ。到着までは全力で向かって一〇分くらいかな、だからそれまで自力で生き延びるのが最低条件。ＣＩＡ相手に「勝つ」なんて考えるのは無駄、とにかく時間を稼かせぐ事だけ考えるように。特に、茶髪のショートヘアにミニスカートのメイドちゃんには気をつけな』

「……、」

　俺は。

　そこで、ビタリと動きを止めた。

　見えない糸で、心臓さえもきつく縛しばられたように。

　茶色い髪。ショートヘア。ミニスカート。メイド。一つ一つの条件を思い浮かべながら、俺は恐る恐る、ゆっくりと、星でも撮さつ影えいするように首を振る。




　乳母のタヌキ。

　皆の輪の中に入って笑い合っている彼女は、今、どんな格好をしている？




　じり……と、思わず一歩、後ろへ下がっていた。

　そう、そうだ。タヌキが都合良くこの場所を見つけた理由は？　匂いを辿たどったってのは本当か？　そうでないとしたら、本来の流れなら空港で大暴れした、腕前の正体は……。

　そんな風に思った時だった。

　極大の違和感に、気を取られていた一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　ゴッッッ!!!!!!　と。

　唐突に、横合いから、金槌か何かで殴られたかのような衝撃が側頭部に襲いかかってきた。

「が……っば、ァ……!?」

　そのまま薙なぎ倒される。

　誰だれかが倒れた俺の体へのしかかってくる。茶色いショートヘアに、丈の短いメイド服。だけど、こいつは、暗くら闇やみに浮かぶその顔は、乳母のタヌキのものとは全然違う……!!

　何だ、これは。

　菱ひし神がみ舞まいから電話がなければ、こんなロスはなかった。いいや、『シンガーソングライアー』の事前情報がなければ。

　これじゃまるで、せっかく切り替わりつつあったレールを、『シンガーソングライアー』によって元の軌道に戻されているみてえじゃねえか!?

「く、っそ……!!」

「あなたが手に入れば、全て丸く収められる」

　すぐに周りも気づいた。

　だが、彼らが行動に移るより早く、ミニスカートのメイドは太ふと股ももの辺りから小さな拳銃を取り出していた。

「『天あまの邪じや鬼く』をクロックアップさせれば、突出した選択肢は全て均ならされる。出る杭くいは全て打たれ、未来は予定の通りに修正される。今日という一日が終わり、明日という一日が始まる前なら、まだレールを元に戻してしまえる。青い光に手が届く」

　パパパパパン!!　と、拳銃にしてはおかしいくらいの連射音があった。

　近づかれる前に、包囲される前に鉛弾の嵐で追い散らす構え。

「きゃっ!!」

　棒立ちのままだった鉱員達たちを庇かばおうとした乳母のタヌキが、真後ろへと大きく吹き飛ばされる。妖怪に物理攻こう撃げきは効かない、と言ってもいつまでも庇い続けるのには無理がある。そしてミニスカートのメイドは流血を一切辞さない。

『シンガーソングライアー』と直結する、あの『天邪鬼』のクロックアップ。

　突出した選択肢を均す。出る杭を打つ。

　未来は予定の通りに修正される。

　言葉の一つ一つの意味は分からなくても、右のこめかみをムズムズさせるには十分だった。こいつは、ようやく変わりつつあった『何か』を潰つぶして、元の軌道に戻す気だ。思い出すだけでも吐き気のする、あの結末に向かうように。

　馬乗りになっているメイドが、その銃口を座ざ敷しき童わらしや百鬼夜行のリーダーの方へと向け直す。

　やらせるか。

　これ以上、こんなヤツに好き放題にやらせてたまるか!!

「くそっ、たれがああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「っ？」

　馬乗りにされたまま、全力を込めて体を動かす。それは跳ね除のけるってよりも、女を乗せたままずりずりと芋虫みたいに這はうのにも近い。

　だけど、それだけあれば十分だ。

　ここは元々山の斜面にある、坑道の出入口。人工的に整備された部分を除けば、地面は斜めに傾いている。だから、きっかけさえ与えれば良い。後は重力の流れに従って、勝手に転がり落ちてくれる!!

　ずる……という何かが滑るような、つっかえ棒が外れるような感触があった。

　パパン!!　という乾いた銃声が響ひびくが、百鬼夜行の少女が血まみれになる事はない。

　大きくブレ、弾道が逸それた。

　俺とメイドの二人は、そのまま勢い良く山の斜面から落ちていく。




　　　　　19（陣じん内ない忍しのぶ　Day10/03 23:18 - 23:28）




　転がる。

　転がり、転がって、森の中に入って、太い木の根元に背中を強打する。血の塊でも吐くんじゃねえかって衝しよう撃げきと一緒に、ようやく俺の体が止まる。

　すでに、ミニスカートのメイドは俺の上から離はなれていた。振り落とされた、とは違う。数メートル先、俺からは手が届かず、しかし銃弾なら確実に殺せる距きよ離りで、両手足を獣けもののように斜面へ押し付けて衝撃を殺していた。

　ギラリと。

　月明かりを浴びて不気味に輝かがやく双そう眸ぼうが、精密に俺の顔を照準している。

「さあ、ここからどうするの？」

　それは、人の言葉で訪ねてきた。

　人の形をしたものが、人の言葉を放っている。現象としては当たり前なのに、どこまでも違和感を与えてくる。目の前にいる敵を、自分と同じカテゴリに分類できない。それくらいの、見えない『何か』を纏まとっている。

「抵抗する、しない？　説得する、しない？　泣き落としする、しない？　何でも良いし、どれでも良い。だけど、結果は何も変わらない。最初から、そういう風に設定されているのだから」

「……アンタは、一体何をしようとしているんだ？」

　呼吸困難で、喘あえぐように言葉を作った。

　人間の速度じゃ銃弾に勝てない。そうと分かっていても、どうしても考えちまう。とにかく時間を稼かせいで、身体からだを動かせる環かん境きようだけでも整えろって。

「世界恐慌を起こして、その責任をこの国に押し付けて、最安値で日本を買い叩たたく。……言葉にするのは簡単だけど、そのせいでどれだけの人間が振り回されると思ってやがる。首を吊つるのは、日本人だけじゃねえ。なんだかんだで、日本円は信用されているからな。そこまで派手な大暴落があれば、世界中の投資家が首を吊らなきゃならなくなっちまう。上は胡う散さん臭くさい投資ファンドから下は小遣い稼かせぎ感覚の若奥様まで、どこまで被害が広がるか分かったもんじゃねえのに!!」

「そんなのは、簡単よ」

　その女の形をした怪物は、精密に銃口を向けながら、そう答えた。

　間違いなく、人の言葉で。

「あなた達たちのため。あなた達の国のため。私達の手で、青い光は消さなくてはならない」

「……何を、言って……やがる……？」

「分からなければ、それでも良い。そんなにも幼稚だからこそ、あなたの国は青い光から誰だれかの手で守られる必要があるのだから」

　一ミリも、理解できなかった。

　言葉とは人の意思を伝えるためのツールであり、中身のない器は何の意味も持たない。そんな哲学的な考えが、気味が悪いほどの実感を伴って俺の頭を支配する。まるで、白紙のメモを渡されて解読してみろと凄すごまれるようなものだ。混乱しねえはずがない。

「……納得できるか、そんなもん」

「する、しないはそちらの自由。だけど結末は変わらない」

「そうでもねえぞ」

「？」

「『あの女』は言ったんだ、一〇分間生き延びろって。まずはそれが最低条件だって。勝つ事なんて考えず、時間を稼かせぐ事だけを考えれば良いって、『あの女』は確かに言ったんだ」

　だから。

「俺は、待つだけで良い。どんな手を使ってでも、会話で時間を引き延ばしてでも!!」




　振り返る余裕は、なかったと思う。

　次の瞬しゆん間かんには、黒い疾風と化した『あの女』……菱ひし神がみ舞まいが飛びかかっていた。
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　森は静かで、山は眠っている。

　そんな中じゃ、爪や牙を持たず毛皮も捨てた人間は異物でしかない。感覚を極限まで研がれた兵士は、四〇〇メートル先のシャンプーの匂いさえ突き止めるって話だし。大体どの辺りにいるか目星がつけば、後は周囲を五感で走査するだけで、どこに人間が潜ひそんでいるかなんて読み取れる。

　ともあれ、初しよ撃げきをもらえたのは僥ぎよう倖こう。

　頰ほおに食い込んだ膝ひざは痛かったかな？　それじゃこのまま押し倒してトドメを刺しますか!!

「ちっ!!」

　パパン!!　という乾いた銃声が連続した。

　メイドちゃんの腹に乗ったまま、上半身だけを振って鉛弾を回かい避ひしていく。

　……はず、だったん、だけど……？

「？」

　だらり、と頰ほおに何か生温かいものが伝った。

　それがこめかみを掠かすめた弾丸による裂傷だと気づいて、私は慌てて方針を変更する。

　勢い良く飛びのき、距きよ離りを取ろうとする私に対して、メイドちゃんはさらに銃弾を放つ。

　今度こそ、避よけた。

　銃口から真っ直すぐ伸びる射線に乗らないように体の位置を調整した。

　にも拘かかわらず、現実に銃弾は私の右肩に、脇腹に、次々と赤黒い穴を空けていく。

「どう、なって、る!?」

「そこは驚おどろき方が違う。どうして未いまだに致命傷にならないのか、と驚くべき場面よ」

　一度マガジンを捨てると、今度は銃身の二倍以上はありそうな長いマガジンに付け替える。スライドを引き、初弾を再さい装そう塡てんしていく。

「使える資源は同じ。新しい妖怪は用意できない。でも、シド＝クラウズの構成を思い出してみれば良い」

「あいつが使っていたのは、産女の赤子を使った筋力のブーストだった。となると、産女本体は宙ぶらりん、って訳か!!」

　出血量はそこそこだけど、骨や内臓はまだ抉えぐられていない。速度に任せて、私はとにかく速攻でメイドちゃんに致命傷を与えるべく、改めてその懐ふところへと飛び込んでいく。

　が。

「っ!?」

　確実に殺せる距離まで近づいたところで、唐突にメイドちゃんの体が霧きりか幻のように搔かき消えた。そして、真横からいきなり乾いた銃声が連続する。パパパン!!　という音に、完全に反応が出遅れる。片腕を破砕して、かろうじて鉛弾が内臓に届くのだけは阻止する。

　こいつ……!!

「産女は夜道に現れる。それも四よつ辻つじや橋など、複数の道が交差する場所を好んで。これは当然、多くの道が集約するポイントに立てば、それだけ多くの犠ぎ牲せい者しやと遭遇できる確率を高められるからなんだけど」

　声が聞こえた時には、すでにその場所にメイドちゃんはいない。

「私はこの性質を拡大解釈している。つまり、遭遇率の自在制御。周囲一帯の空間を繫つなぎ、あらゆる道を結んで、出会うべき者と出会うべきでない者を仕分けする。産女と犠牲者は出会い、犠牲者と目もく撃げき者しやを引き離はなして確実に仕留めるように」

　まるで洞窟の中の反はん響きようのように、方角が摑つかめなくなるほど音源は分散されていく。

「あなたは私と出会えない」

　ぱたたっ、と血の珠たまだけが地面に落ちる。

　まずいな、まずいぞ！　術中にいる限り、ワンサイドゲームで殺される!!

「だけど私の魔ま手しゆはあなたと出会う」

　声が。

　照準を伴い、私に向けて突き付けられる。

「何な故ぜなら、弾道……弾の通る道もまた、私が自由に繫つないであなたに結んでいるのだから」




　パパパン!!　という銃声が炸さく裂れつした。

　稲妻のように走る複数の鉛弾が、今度こそ正確に私の体を貫いた。
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　その銃声の連続は、俺達たちの耳にも突き刺さってきた。

　機能性の悪い安物のスーツと革靴で山に入るなんてろくでもない話だが、そういう不快感が一気に頭の中から消えるくらいの危機感が、頭の中心から全身の隅々までばら撒まかれていく。

「まずいな、ただの猟銃じゃない。音は軽いし連射だったぞ」

「機関拳銃、それともサブマシンガンかな。どっちにしろ拳銃弾。だけど、音源は単一っぽいよね。夜の港で戦争するのとは違うみたい」

　何でニヤニヤ笑えるんだこいつは。テレビの中のニュースとは違って、俺達はいつでも巻き込まれる現場にいるっていうのに。

　やはり推理マニアは連れてくるべきじゃなかったか。

　こっちは銃を携行しておらず、投石用のボウガン一つに手間取ったっていうのに。

「推理マニア、お前はここにいろ。次に銃声が連続したら、何があっても真っ直すぐ逃げろ」

「あのね刑事さん、マジで言ってるの？」

「ここから先は、安全地帯から容疑者を見渡して犯人探しをする段階じゃなくなるんだ！　状況はもうお前の手に負えなくなっている。俺だって、未成年の一般人を守り切れる保証を持てないんだよ！」

「そうじゃなくて」

　バニー艶えん美びはこっちの唇に人差し指を押し当てて黙だまらせるような素振りを見せながら、

「警察庁のお偉いさんの話だと、今度の敵はＣＩＡ……正規職員か現地協力者かは知らないけど、とにかく『国家機密で保護された凶悪犯』が顔を出しているんだよ。四角四面の警察機構から片足はみ出した程度の刑事さんのやり方で何とかなると思う？　もう一歩を踏ふみ出す事が許されない刑事さんの代わりに、水たまりを踏んでアイテムを拾いに行ける人間をつけておいた方が良いって、絶対」

「……俺は、お前を犯罪者にするために連れ回している訳じゃない」

「お気遣いありがとう。末尾にアイラブユーって足してくれたら押し倒していたかもね」

　艶えん美びはそんな事を言いながらも、

「でも……悠長にカードを選んでいられる状況じゃなさそうだよ、これ。刑事さん、分からない？　このピリピリした感じ」

「？」

「かつての船ふな幽ゆう霊れいの座ざ礁しよう島とうとも、青あお行灯あんどんの全ぜん滅めつ村むらとも違う……。まるで『お姉ちゃんの領域』に首を突っ込んだような、じゃない。それ以上の世界があったのかって驚おどろいている気分だよ」
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　見ている事しか、できなかった。

　菱ひし神がみ舞まいの体が、ぐらりと傾く。背中に複数の銃弾を浴びた彼女は、力なく崩れ落ちていく。そこまであって、明確な命の消失を見て、俺は初めて、あの女も俺達たちと変わらない人間なんだって思い知らされた。

　敗北もすれば失敗もする。

　大上段から見栄を張っても、交わした約束が果たされるとは限らねえ。

「これで、おしまい」

　呆あつ気けなく、ミニスカートのメイドはそう言った。

「だから言ったでしょ。する、しないの選択はそっちに任せる。でも結末は変わらないって」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ダメだ。

　こんなの、どうやって戦えば良い？

　普通に拳銃を持った相手と戦うのだって無理があるのに、相手は妖怪の力を使って、あの菱神舞さえ圧倒した。そこまでの正真正銘の怪物を相手にして、ただの高校生がどこまでできるっていうんだ!?

「あなたを手に入れて、『天あまの邪じや鬼く』をクロックアップさせる」

　ゆっくりと。

　しかし確実に、真正面から、ミニスカートのメイドはこちらに歩いてくる。

「それで歪ゆがんだ道を元に正す、全てを元通りにしてあげる。あなた達のために、あなた達の国のために、青い光へ手を伸ばす」

　これで、終わりなのか？

　ＣＩＡを止められない。臼うす挽ひき童わらしの『パッケージ』は悪用されて、対外輸出用の日本製金きん融ゆうシステムを中心に世界恐慌が起こって、その責任を日本に押し付けられて、国家再建の手伝いと称して実質的には最安値で買い叩たたかれる。そんな未来に繫つながっちまうのか……？

　そんな風に、諦あきらめかけた時だった。




　ドスドスッ!!　と。

　奇妙にくぐもった銃声が、メイドの背中に向けて放たれた。




「……、っ？」

「背中を、見せたな？」

　声があった。

　斜面に崩れ落ちたままの、菱ひし神がみ舞まいだった。その手にはいつの間にか、サプレッサーのついた小型拳銃が握られていた。

「あらゆる『道』を繫いで遭遇率を操るアンタだけど、何な故ぜか不思議と背中を見せた事はなかった。『攻こう撃げきは当たらない』と設定すれば関係ないはずだったのに」

　ぎぎぎぎぎぎ……とメイドはゆっくり振り返る。

　舞は起き上がれないようだが、気にした素振りもない。

「となると、背中がアンタの例外。触れちゃならない弱点なんじゃない？　……産女はお産に失敗して命を落とす女性達たちの、子供だけでも守りたいという執念の集合体とも言われている。産女は産女だけじゃ存在を維持できないんだ。必ずそこには子供って象徴がいる。赤子を抱いてくれと迫り、無限に増加する重量でもって通行人を殺害する産女だけど、その赤子の危機を感じると犠ぎ牲せい者しやを殺すのをやめて立ち去るって言われているしね」

「それ、って……？」

　思わず、俺がぽつりと呟つぶやくと、舞は血まみれの唇を動かして笑みの形を作った。

「産女は赤子を抱いて現れるらしい。だけど、背中が弱点って事は、今はおぶっているのかな？　実際には、子供を模した和紙の人形かもしれない。それをメイド服の内側に収納して、おぶっているように見せているだけかもしれない。だけど、それを傷つけられるのは致命的だ。産女は脅威的な力を放棄してでも、まず赤子の安全を守りたがる。だからアンタの特別性は失われた。もう、道を繫いで遭遇率を自在制御する術すべは失われたんだ!!」

　ドスドスドスッ!!　というくぐもった銃声がさらに続く。

　為なす術もなく、ミニスカートのメイドは全身を叩かれる。

　だが。




　くす……っ、と。

　その女が、確かに笑うのを、見てしまった。




「……違う」

　直感的に、俺はそう呟つぶやいていた。

「そいつは、産女なんかに頼たよってはいなかった。最初から、執着を持っていた妖怪は別のものだった！　だから!!」

「そう、私が扱っていたのは、真に扱いたがっていたのは、天あまの邪じや鬼く」

　ゆっくりと、そのメイドは拳銃を菱ひし神がみ舞まいへと向けていく。

　弾は確実に当たったはずだった。にも拘かかわらず、ミニスカートのメイド服には赤い染み一つない。

「全てを噓で塗り潰す妖怪。だからあなたは、簡単に騙された」

　パパパパパパン!!　と。

　あまりにも、あっけなく。

　複数の銃弾を浴びた菱神舞が、変形した。彼女を形作っていた、彼女を象徴していた、顔面が。ジグソーパズルを床に叩たたきつけたように、バラバラに飛び散ってしまった。

　どうしようも、なかった。

　恐怖や哀かなしみを覚えるには、あまりにも状況が二段飛ばし過ぎた。

　もはや当たり前の絶叫も忘れて、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「まるで産女を使って戦術を組み上げているように、見せていた……？　天邪鬼の、噓うそをつく特性を悪用して……？」

「ええ。正体は初歩的な幻覚。これを使う前にあっさりやられたのを見た時には拍子抜けしたけど、無事に在庫を使い切る事ができたようで何より」

　これで、全てを失った。

　あらゆるチャンスは、俺の掌てのひらから零こぼれ落ちていった。

「する、しないはあなたに任せる」

　メイドは、何の気もない調子で呟いた。

「だけど、もう終わりにしない？　今度は誰だれを頼るの。座ざ敷しき童わらしや地元の鉱員達たち？　それとも、今さら吞のん気きに森に入ってきた刑事さん達？　彼らは、放っておけばいつかはここに届く。でも、届いた者は全て死ぬ。そういう風にできているの」

　まるで、予言書の一節のようだった。

　あらゆる破滅を網もう羅らしているくせに、解決方法の一つも書いちゃいねえ悪あく趣しゆ味みの極み。

　出会ったら死ぬ。

　これは、そういう怪物の元へ、時間の経過と共にいろんな人が集まっちまう状況。

「だから、自分で選びなさい。どの段階で話を終わらせたいの？　菱神舞が死んだ時、座敷童達が全滅した時、刑事さん達の死体が転がった時。チャンスはあっても、巻き戻せない。だから、降りるタイミングを自分で選んでちょうだい」

「……、」

　頭の中が、真っ白になった。

　だって、こんなの、だって！　どうしようもないじゃねえか。俺なんかに何ができる!?　これ以上足あ搔がいたって、抵抗すればするほど死者が増えるだけってのが明確に分かる。見える。だとしたら、どうすれば良い。右のこめかみが疼うずく。『シンガーソングライアー』を最善の道にして、とりあえずみんなが生きているのを良しとして、何十年もかけてこの国を取り戻すのが正しいんだって切り替えるしかねえのか？　本当に!?　そんなのを認めちまって良いのか、俺は!?

「する、しないはあなたの自由」

　メイドはそう言った。

「だけど、結果は一つ。天あまの邪じや鬼くからは誰だれも逃げられない。分かっているでしょう？」

　誘うように。

　慰なぐさめるように。

　絶対的な上から目線で、勝ち組の声色で、彼女は堂々とそう宣言した。

　だけど。




　天邪鬼からは……？




「……待てよ」

　今、ここにあるのは何なんだ？

　俺の『シンガーソングライアー』も、ミニスカートのメイドが抱えている戦力もそう。天邪鬼。たった一つの妖怪だけなんだ。ここにはもう、臼うす挽ひき童わらしも、けち火も、産女もいない。全てを天邪鬼が一極支配しているのなら、その天邪鬼を克服する方法さえ見つければ、全てをひっくり返せる。ここから逆転だってできる!!

　考えろ。

　考えるんだ。

　そもそも『シンガーソングライアー』ってのは何だったんだ？　妄想のお話に妖怪を埋め込む、なんて単純で曖あい昧まいな話じゃねえ。『パッケージ』として構築する以上、何か具体的で物質的な装置があるはずだ。天邪鬼。あらゆる質問に全て噓うそで答えるへそ曲がりな妖怪。人の心を読んで口くち真ま似ねをする事で旅人を驚おどろかせるなんて小さなイタズラから、お姫様を殺してその皮を剝いで着こなし、本物と入れ替わるなんて大犯罪にまで手を染める。そんな天邪鬼を組み込む以上、何か巨大な噓の象徴が必要なはずだ。具体的で、物質的で、自動生成文章みたいに簡単に揺らいだり消えたりしない、強固で屈強な噓の象徴が。

　思い出せ。『シンガーソングライアー』でも、実際の現実世界でも。

　そこで提示された、見聞きした、その全てを。

　金きん鉱こう島とう。九州にある小さな島。気温は二八度。元々は『重じゆう巡じゆん島しま』なんて愛称で知られていた金山の島。現在はカジノ政策の一大舞ぶ台たい。だけど収益は均等に還かん元げんされずに、地元島民と遊興企業の間で軋あつ轢れきがある。彼らは沖合いの作業船が勝手に島の地下深くを採掘していて、そのせいで金が採れなくなったと主張していた。坊主憎けりゃ袈け裟さまで憎い。パイナップルみたいな南国ムード溢あふれる木々の中、ぽつぽつと残るように点在していた楓かえでや銀杏いちようは赤や黄色に色づいていた。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ああ、そうか」

「？」

　やっと、見えてきた。

　噓うその象徴。天あまの邪じや鬼くを格納するために用意された装置。

　当然、それを破は壊かいすれば『パッケージ』は機能不全を起こす。全ては霧む散さんされ、こいつの目もく論ろ見みもご破算になる。

　それなら、躊ちゆう躇ちよする理由はない。

『噓』を看破しよう。

『真実』でもって天邪鬼を撃げき破はしよう。

　今から、全てをひっくり返す。

　たった一言で全てを終わらせてやる。

　だから。

　俺は、全てを支配する偽りの女に向けて、たった一つの言葉を突き付けた。




「この島は元の場所にはなかった。俺達がいる島は、元の座標位置から人の手で大きく移動させられていたんだ」




　ピシィ!!　と。

　ガラスに大きな亀裂が走るような音が、明確に俺の耳に届いた。

「この金鉱島は元々あった場所から、お前達たちの手で、ゆっくりと大きく移動させられていた。移動させる事、が目的なんじゃない。天邪鬼っていう噓の象徴を安置するために、『みんなが騙だまされているのに気づいていない』って環かん境きようを整えるのが狙いだったんだ!!」

「……なに、を……？」

「ここにいる全員が騙されていた!!　巨大な噓の中に放り込まれていた！　だから天邪鬼は万全の力を振るえたし、俺のお話が絶大な効力を発揮した!!　それだけだった!!」

「馬鹿馬鹿しい。そんな事が本気でできると思う？　いくら小さな島だからって、どれだけの質量があるか分かっているの」

「質量なんか関係ねえよ。浮力さえ確保できればどんな物体だって浮かべられる。カジノ誘致が始まってから、沖合いに良く分からねえ作業船が停泊するようになったって話があった。大量の土砂をこっそり運び出していて、実は勝手に金鉱を掘りまくってんじゃねえかってな」

　古くからの島民達たちの着眼点は正しかった。

　でも、彼らは彼らの利害でしか答えを出せなかったんだ。

「実際には違ったんだ。島の大深度地下に蜘く蛛もの巣みたいにトンネルを張り巡らせて、ウレタンみたいな発泡素材を流し込む。それから島の根っこを大量の爆ばく薬やくで切り離はなせば、金きん鉱こう島とうは浮き輪みたいに浮かび上がっちまうって寸法だ！」

　乱暴に言っちまえば、島全体を大きなビート坂に乗せて海に浮かべるようなもんか。

　カジノ誘致が進んでから、砂浜が急激に減ったなんていう話もあったっけ。温暖化の海面上昇って事でみんな納得していたが、あれも多分違う。

　島は、一年以上かけてゆっくりと数キロ移動させた上で、海底に用意した『新しい基部』の上に沈めて固定させた。ウレタンみてえな発泡素材を『抜く』事で。

　でも、移動している最中は波間に揺られる。『新しい基部』に固定させた時も、数センチから十数センチくらいの高低差が生まれたのかもしれねえ。それが、『まるで海面上昇で砂浜が減少した』ように見えちまっていたんだ。

　ミニスカートのメイドは、口元を引きつらせながら、

「そんな馬鹿な話ない。飛行機のパイロットは？　船の船長は？　彼らをどうやって騙だますというの。大きく移動させた金鉱島へ誘導できるというの！」

「今時、海図とコンパス片手に航路を決める船長なんかいない。デジタル表示の方位と管制からの誘導に頼たより切りだ。だったら、その数字を誤ご魔ま化かしてしまえば良い。距きよ離りは変わらず、同心円状で少しずつ移動していた島だとしたら、数字を差し替えて別の方角に導かれたとしても、数字を眺めているだけのパイロット達には分からない!!」

　もしも、月や星を眺めて方位を知る技術を持つ人間だったら、違和感に気づけたかもしれねえ。だけど、この現在でそんな原始的な測量をしながら船や飛行機を操る人間なんかいないんだ。

　そして、数値を差し替えるのは面倒だが、そっちにとっては理に適かなっているんだ。

　天あまの邪じや鬼くは噓うその妖怪。与えられた質問に全て噓で答える妖怪。船や飛行機から発せられる『質問』に管制航法機器が噓の数値で『答え』を返して、偽りの島へ導く。

　そんな構図は、天邪鬼のヤツにとってとことん居心地が良いはずなんだ。

「ＧＰＳはアメリカ依存のシステムで、それに頼り切りの地図アプリだのカーナビだのは全部アンタ達ＣＩＡの指先一つで再調整できる。空港の管制も、航法システムもそう。機材そのものは日本製でも、中身のソフトウェアは軒並みアメリカ製なんだ。島にいる人間全てが見ている数字を切り替えるのは、そう難しい事じゃねえ」

　もしも、実際に海底に潜もぐる事ができていたら、見た目と違って島の周囲の地形は全部バラバラに見えていたかもしれねえ。

　だから、金きん鉱こう島とうの周囲は魔まの海域だ。実際の座標とデータに移る数値は全くの別物なんだから。昔ながらの方法で方位を確かめたり、米国依存じゃない全く別の航法システムを使っていた場合、例えば二隻の船は無線や電話で連絡を取り合っていても、『同じ座標』を目指している限りは絶対に巡り合う事はない。『同じ座標』の位置がバラバラなんだから当然だ。

「だけど失敗したな。俺は看破したぞ。噓うそで塗り潰つぶされた世界を、真実でもって看破した！　もうここは噓で回る世界じゃない。真実が流入した事によって、天あまの邪じや鬼くを収めるのに必要な条件は崩れてきたはずだ。その力は、いつまでも保てるものじゃねえ!!」

「何を……何を馬鹿な。そんな方式は使っていない。論破するにしても方法を間違えている。そんな間違った推理では、天邪鬼の力は削そぎ落とせない」

「本当に？」

　だったら、何でそんなに口を挟む？

　焦る？

「そうよ!!　金鉱島にいる人達たちはみんな違和感に気づけなかった。あなたがそう言った以上、あなた自身だって確信を持てないでいるんでしょう？　自分自身に納得のできない事を、他人に押し付けられるとでも思っているのかしら!?」

　確かに、そこを突かれると苦しい。

　俺は科学捜査の専門家じゃない。そして専門家を呼ぶだけの時間は与えちゃくれねえ。このミニスカートのメイドは、俺を封殺したらすぐにでも天邪鬼に手を伸ばすはずだ。そうなったら未来は確定する。この国は、崩ほう壊かいする。

　だから、今あるものだけでやらなくちゃならねえんだ。

　この場にあるものだけで、偽りの島を証明しなくちゃならねえんだ!!

「……ここは、実際には本来の金鉱島より北に位置するんだろう？　五キロか一〇キロか、とにかく『島にいるだけで、島にいる事が噓になってしまうくらい』の距きよ離りを稼かせぐために」

「何を……？」

「携帯電話にはこうある。気温は二八度。南の島らしくここ一週間は二五度から三〇度の間を行ったり来たり。今が一〇月だってのを忘れるくらいの熱帯夜だな」

「それが、どうした、の」

「おかしいんだよ、それじゃ」

　俺は指を差した。

　ミニスカートのメイドを、じゃねえ。その背後にある、一本の木に。

「楓は赤く色づいている。だけど、真夏並みの日照りが続いていたんだとしたら、紅葉なんか始まらねえ!!　根元にドライアイスを敷しき詰めたりして紅葉期間を誤ご魔ま化かす技術もあるが、こんな南の島でそれをやらかす合理的な理由なんか一個もねえんだ。つまり、その楓かえでは自然に赤く色づいている!!」

「……っ」

「では何な故ぜか!!　何故画面に表示される気温と実際の紅葉に差が出ていやがる？　それは、本来の金きん鉱こう島とうはここより南にあるはずで、ここより暖かくて、紅葉なんて始まっていねえからだ！　島民達たちを騙だますために色んな数値を捏ねつ造ぞうする中で、アンタ達は『本来島があった場所』の気温や湿度を測って天気予報で差し替える必要があったんだろ！　だから数日分紅葉前線がズレていた!!」

　実際、俺だって最初はこの島を『涼しい』と思っていたんだ。

　携帯電話の画面に表示される数字を見て、二八度という噓うそを見て、体感温度は湿度の低い夜風のせいだと思い込むようになった。

「現実の紅葉と、画面に表示される金鉱島の気温には大きな差がある!!　これが！　実際には島の位置は大きく変わった場所へ移されていて、俺達は巨大な噓の中に放り込まれている証拠なんだっっっ!!!!!!」

　パパパン!!　という連続的な銃声が炸さく裂れつした。

　俺の胸の中心からへその下まで、ミシンで縫ぬうように赤黒い穴が開いていく。

　決定的な一言を言われる前に、口を封じてしまおうとでも考えたのか。脳か心臓でも残っていれば、陣じん内ない忍しのぶをシステムの中に組み込む事はできるとでも。

　ぐらり……と体が横に傾かしぐ。

　腹の奥から喉元へ、鉄てつ錆さび臭くさい味が一気にせり上がってくる。

　多分、俺はもう、駄目だろう。

　だけど、間違えるなよ。

　こっちには、震ふるえる唇を動かす力が残っていれば良い。

　お前の力は噓の塊なんだ。たとえどれだけの偉業を成し遂げたとしても、砂上の楼ろう閣かくに過ぎねえんだ。

　噓を暴けば、全て消える。

　お前が積み重ねてきた悲劇は、真実でもって打ち砕く！




「……全て、噓だった。これが真実だ!!」




　それで。

　ガッシャアアアアアアアアアアアア!!　と、ガラスが砕け散るような音の炸裂と共に、周囲の景色が一変した。

　塗り替えられる。

　俺の腹に穿うがたれていた複数の穴が、消えていた。顔面を潰つぶされていたはずの死体が、元の美しい菱ひし神がみ舞まいへと戻っていた。

　噓うそから始まった以上、何を積み重ねても、土台の噓が消えれば全ては瓦解する。これは、木の幹と枝の関係と一緒。どれだけ枝を伸ばしても、根元の幹を斧おので切ってしまえば、大木は全て倒れてしまう。

　そういう事だった。

「あ、あ」

　ミニスカートのメイドは、あちこちを見回していた。

　ここからリカバリーができるかどうか、まだ頭を巡らせているらしい。

　だから言った。

「チェックメイトだ」

「なに、を？　ド素人が偉そうに!!　たとえ天あまの邪じや鬼くの制御ができなくなっても、ここであなたを薙なぎ倒すくらいは訳がない。一度、行方をくらまして、それから体勢を立て直して、全てを元に戻して……!!」

「ああ、アンタは今からでも逃げられる。だけど天邪鬼の『パッケージ』がない以上、俺達たちはアンタの言いなりにはならねえんだ。臼うす挽ひき童わらしの横取りもできない、日本売却もできない。それでも戦う必要があるのかよ」

「っ!!」

「だから、後は、どの段階で終わらせたいかってだけだ」

　さっき。

　この女が突き付けてきた言葉を、そのまま返した。

「俺を倒して進むのは容易たやすい、ただの高校生なんだからな。でも、そうしたら次はもっとすごいのが敵になる。刑事をやってる叔父さんか、それでも駄目なら百鬼夜行も恐れる凄すご腕うでのエージェントか？　全ての力を失ったお前は、一体どこで倒れるんだろうな？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………っっっ!!!!!!」

「だから、こう言ってやる」

　喉の奥まで干上がっているであろう女に、俺は最後通つう牒ちようを突き付けた。




「陣じん内ない忍しのぶ、内うち幕まく隼はやぶさ、菱神舞。……お前は、誰だれに、どんな方法で、決着をつけて欲しいんだ!?」













　　PACKAGE_console_system_Ver.010.56.







　Operation_name="Singer_song_liar".

　Target_core="AMA-NO-JAKU".

　Effect_area="Rocket_island//Japan//the_world".

　Master_user="YUMI=HASUKAWA".

　Slave_user="SHINOBU=JIN-NAI" "and_all_user".

　Attestration_code_01="*************************************************".

　Attestration_code_02="*************************************************".

　Attestration_code_03="*************************************************".

　Sure.access_start.

　Control_mode="manual" "emergency".

　Sure.all_command_prompt_open（include_secret_command）.

　Connect="out" "all_user".

　Sure.command_execution_start.

　Notice//All_signal_lost,and_all_effect_lost.countdown_start_for_all_process,10,09,08……







　※自己矛盾が許容可能範はん囲いを超えました。急激な因果変動に基づく予期せぬ損害が関係各位へ逆流するのを回かい避ひするため、本『パッケージ』は緊きん急きゆう措置として、全プロセスの終結作業へ移行しています。

　なお、終結作業はシステム構成要素の自己破は壊かいを含むため、同プロセスの再起動、および破損個所からの情報抽出は不可能となります。同プロセスの再起動を望む場合、ハードウェア、ソフトウェア共に『パッケージ』のシステム構成要素を一から再構築する事を強く推奨します。

　作業完了を確認。

　このメッセージウィンドウは一〇秒後に消失します。













　今日という一日が終わって、明日という新しい一日が始まる。

　たったそれだけの事に、俺は単純に感動しそうになっていた。

　叔父さんに、菱ひし神がみ艶えん美びとかいう推理マニア、その姉の菱神舞まいに妖怪のすねこすり。各々は一ヵ所に集まっていた。斜面を少し上り、坑道の出入口の近くにある開けた場所だ。

　ちなみに。

　天あまの邪じや鬼くの効力が切れた途端、事態は迅速に片付けられた。百鬼夜行のリーダーの少女、その護衛達たち。彼らが『何かを思い出したように』わっ、と『黒幕』へと飛びかかっていったのだ。

　問題のミニスカートのメイド……蓮はす河かわ弓ゆみとかいうらしい女は、みんなに取り囲まれたまま跪ひざまずいていた。

　何な故ぜかバニースーツで山道に突入した菱神艶美が、眉をひそめてこう言った。

「ええっ？　こいつが黒幕……って事は、電子機器を誤ご爆ばくさせてフリーライター達を殺していたのもやっぱりＣＩＡって事になっちゃうの!?」

「だろうな。臼うす挽ひき童わらしの『パッケージ』に横よこ槍やりを入れていたのはこいつらだし、島が移動していたって事実を隠したがっていたのも天邪鬼の制御に躍やつ起きになっていたＣＩＡなんだから」

　俺自身もうんざりしたように答えると、バニー中学生は何やら唇を尖とがらせてブツブツ言い始めた。どうやら、登場人物リストにＣＩＡ職員だの退たい魔ま師し一族だの神様だのが入っているのは許せないタイプらしい。

　でも、それはそっちの問題だ。

　俺は俺で、やるべき事を済ませねえとな……。

「なあ」

　菱神舞に向けて話しかける。

「何か、適当な刃物はねえか。ナイフでも何でも良い」

「あるけど」

　彼女はブーツのサイドから、いやに細長い刃物を取り出し、柄の方を差し出してきた。刃渡りは二〇センチ以上。刺身包丁を人殺し用にカスタムしたような、片刃のナイフだ。

「そんなのどうする訳？　自分の手で黒幕を仕留めたくなったとか？」

「そういうのじゃねえよ。最後の謎なぞがまだ残ってる」

「？」

「天邪鬼。全ての元凶となった妖怪は、結局一体どこにいたのか」

　吐き捨てるように言って、刃物を握り締しめる。

　強く。

「……『シンガーソングライアー』を基に現実が好き放題に修正されていくって言ったって、それだけじゃＣＩＡの計画通りには進まねえんだ。だって、これはヤツらの思い通りに事を進めるために、俺の作ったお話を活用していただけなんだから。だから、単純に『シンガーソングライアー』だけじゃ足りねえ。俺を完かん璧ぺきに組み込むためには、まずＣＩＡが俺の手で望む歌を作らせてから、そこから生まれた物語を叶かなえる必要があったはずなんだ」

　天あまの邪じや鬼くの特性を思い返してみれば良い。

　あらゆる質問に噓うその答えを返す、偽りの象徴。

　人の心の中を読み、口くち真ま似ねや物真似で人を驚おどろかせる妖怪。

　簡単なイタズラから、時には人を殺してその皮ひ膚ふを着る事で、当人と入れ替わる残虐性を持つ致命誘発体。

　何より、計画の軌道修正を行おうとした蓮はす河かわ弓ゆみは、俺を確保しようとしていた。天邪鬼によって全てが構成される噓の世界に干渉するため、何な故ぜか俺の身柄を。

　だとすると、

「……心を読んで口真似をする性質を使って、俺の頭の中身を読み書きできる入出力の窓口に整えた。そんな存在がどこに隠れているかなんて明白だ。あいつは、人の皮膚を着て化ける妖怪なんだから」

　ああ。

　そういえば、『シンガーソングライアー』の話を思い出すたびにサインがあったっけ。

　右のこめかみ。

　こいつがいっつもムズムズと蠢うごめいてやがったんだ。

　だから……!!




　ずぶり、と。

　俺は、刺身包丁のように細く鋭するどい刃やいばを、自分の側頭部へ通していく。




　誰だれのものかは知らねえが、短い悲鳴があった。

　それを無視して、俺はさらに刃を動かす。

　いつから『こんなの』が頭の中に潜ひそんでいやがったのかは、流石さすがに分からねえ。『シンガーソングライアー』で楽曲やストーリーが完成した瞬しゆん間かん？　島に来てから？　飛行機の中？　それとも離り陸りく前まえ、スーツケースにＵＳＢハードキーを取り付けられた前後？　とにかく取り出せるならもうそんなのはどうでも良い。

『こんなの』を残したまま元の世界になんか帰れるか。俺だっておっかないけど、どこまで影えい響きようが残るか分かったもんじゃねえんだ!!

　めりめりめりめりっ……!!　という嫌な音と共に、皮膚の裏側で蠢いていた異様な感触が大きく膨ふくらんでいくのが分かる。これは、血の塊なんかじゃない。もっと圧倒的でどうしようもない、異物が飛び出していく感じだ。

　だけど。

「なん……だっ？　ちょっと、これ、デカすぎねえか!?」

　指先でなぞって、その輪郭に戦慄する。てっきり、大きくても小指の爪くらいのサイズだと思っていたのに、実際には全然違う。まるで風船みたいに際限なく膨ふくらんでいく。あっという間に、それは俺の頭蓋骨よりも大きくなった。なってしまった。つーか、妖怪には物理法則は通用しないっつっても、ありえねえだろ!?　こんなのが詰め込まれていたって事は、俺の頭の中はどうなっちまっているんだ!!

　ぼごんっ、と。

　どろどろの沼からガスの気泡が湧き上がるような音と共に、『それ』は完全に分ぶん離りされた。

　天あまの邪じや鬼く。

　全長はざっと一メートル弱。ちょっとした子供くらいもあった。『人』としては小柄だが、『腫しゆ瘍よう』としては世界記録に申しん請せいできるレベルだと思う。ざんばらの髪を内側から裂くように、頭部には二本の角があった。薄うす手での着物の上からだと、性別はいまいち分かりにくい。噓うその象徴って話だし、ひょっとしたら明確な性別なんて存在しない種族なのかもしれないけど。

　声はなかった。

　ただケタケタケタケタと不気味に笑いながらも、その表情は相手の顔色を窺うかがうように上目遣いだった。ああ、なるほど。確かに言われた事に全て噓の答えを返す、ひねくれ者の妖怪らしい仕草ではある。

　こいつが、本当の意味での全ての元凶。

　だけど、こいつはＣＩＡに利用されただけで、こいつ自身に悪意があった訳じゃねえ。

　俺はぐらりとよろめきながら、血まみれの手をパタパタと振った。

　相手を追い払うように。

「……どこへなりとも消えちまえ。こっちはお前に用なんかねえんだからな」

「礼は言わないぞ、ニンゲン」

　見た目はガキンチョのくせに、ふてぶてしい返事が返ってきた。相手はそれっきり、こちらに振り返らずに暗い森の中へと飛び込んでいく。

　……全てを噓で返す、って事は、本当は恩義でも感じてやがったのか？

　俺は人肉専門のナイフを菱ひし神がみ舞まいへ突き返しながら、そんな事を思う。

　その時だった。

　バタバタバタバタ!!　とやかましい音を立てて、大型の輸送ヘリが近づき、着陸してきた。てっきり百鬼夜行辺りかと思ったが、実際には違った。本来の製造元……アメリカのものだ。

　蓮はす河かわ弓ゆみは両手を頭の後ろに組んだまま、片目を瞑つむって言った。

「今回は私の負け。殺さずに済ませた事は、いずれあなたにとってプラスに働くはずよ」

「……見逃した事は忘れるなよ。もう俺達たちにはちょっかいを出すんじゃねえ」

「出さない。こればっかりは約束する」

　蓮はす河かわ弓ゆみはあくまでも後頭部に両手を当てたまま、ゆっくりと立ち上がった。

　それは余裕の表れだ。

　両脇を軍服の男達に固められたまま、彼女は俺に向けて笑いかけた。

「私はしばらくこの国を離はなれるよ。在日基地のみんなには申し訳ないけど、これ以上こんな危ない所に留とどまっていたら間違いなく青い光に『巻き込まれる』。そうなってから慌てて逃げ出そうとしたって、とっくに退路は途切れているだろうし」

「……ちょっと、待て。お前、何を言ってやがる。青い、光……？」

「あなた達のために、あなた達の国のためにやった。そう説明したはずでしょ」

　バタバタバタバタ!!　というローター音が消失するほどの声だった。

　救いようがないほど透き通る、天使の声。

「ＣＩＡは失敗した。『上』もこの結果を重く受け止める。ＮＳＡやＦＲＢは端はなから自国への影えい響きよう伝でん播ぱを水際で食い止める事しか考えていなかったみたいだし、これであなた達は最後のチャンスを失った事になるわね。……だから、後は転がり落ちるだけ。私は青い光を止めようとしたんだけど、あなた達の国はそれを求めなかった」

「だから、何を!?　青い光っていうのは何なんだ！」

「本当は、それすら分からずに沈んでいくのが、あなた達の国の宿命だった。だけど、あなたには借りがある。だから一度だけ、あなたに情報を与えてあげる」

　別れ際、蓮河弓は切手よりも小さなメモリカードを押し付けてきた。

　周囲の兵士達も、それを咎とがめなかった。

[image: ]

　彼女達は巨大なヘリに格納され、夜空へと飛び上がっていく。まるで、森林火災に吞のまれつつある山から一刻も早く逃げ出そうとしているかのように……。

「何だ？」

　俺は、得体のしれない不安に襲おそわれていた。

　手の中にある小さな記き憶おく装置が、この上なく重たく感じられた。

「一体、何が入っているんだ……？」

　座ざ敷しき童わらしの胸元に収まっているスマホを取り返し、メモリカードを差し込む。

　中にあるデータはびっしりと英文で埋め尽くされており、教科書英語しかできない俺には太刀打ちできなかった。テストの点数なんて、実生活の役に立たないって見本だ。

　百鬼夜行のリーダー、祝はふりは画面を覗のぞき込みながら顔をしかめる。

「……第一一九次極東方面戦略報告……防ぼう諜ちよう体制の不備……内部より生じる敵……近日中に発生する大規模テロのリスクシミュレート……一国の崩ほう壊かいから始まる世界経済への負の連れん鎖さ……九九・七％……対抗策……日本政府から行政機能を一時的に奪ってでも、早急に防衛体制を刷新する必要性……」

　断片的な文脈を聞くだけでも、まともな内容じゃねえのは窺うかがえた。

「つまり、何だ？　ＣＩＡは、アメリカは、日本を守るために日本を取り上げようとしていたっていうのかよ……。本当の敵は別にあったって？？？」

　そこまでの極論を持ち出さなくては対処できない、と判断された。

　そんな存在が、野放しにされちまっている。

　野放しのまま、アメリカは撤てつ退たいした。

　それなら、どうなる？

　これから俺達たちは……いいや、俺達の生まれたこの国は、一体どうなっちまうっていうんだ!?

「想定される『敵』の名は……日本発祥のスピリット……妖怪……」

　百行夜行を束ねるリーダー、祝はふりはこう告げた。

　一つの名を。




「ブルー、ランプ？」




　全身に、嫌な感触が伝う。

　単なるコードネームじゃない。日本発祥の妖怪は、英語じゃ正しく表記できない場合がある。だからそんなヘンテコな名前に置き換えられているだけで、本来なら別の呼び名があったはずだ。

　青い光。

　それは俺達たちも良く知っているはずだ。

　俺達が作り出してしまった、絶望的な致命誘発体の名前が頭に浮かぶ。

「……まさか、『青あお行灯あんどん』だっていうのか!?」







　ボクは両手を真っ直すぐ上げて、一度背筋を大きく伸ばした。

　うーん、ゴキゴキって感じ。実際に背骨が音を出す事はないんだけど、この解放感を説明するにはこれが一番手っ取り早い表現なのだっ!!

「それにしても、失敗しちゃったねえ」

　全てが噓うそでできた島。その噓のために、島を丸ごと移動させる大仰な計画。

　天あまの邪じや鬼くを使った国家改造『パッケージ』はなかなかの強敵だった。仮想敵ライバルとしてあれが完成していれば、この先の勝負だって面白くなりそうだったんだけど。

　この国は、自らの手で救世主を拒絶した。

　だとすると、ここからは単調な展開になりそうだなあ……残念。

　これじゃ斜陽どころか落日は避さけられないかな。

「どのみち、敵が何であれこちらの準備は終わっている」

　傍らに立つ男が、感情のない声で言った。

　裁さい木き和かず。

　ボクの目線で言わせてもらえば、『人間代表』って感じかな。妖怪は妖怪だけじゃ、十分な力を引き出せないからね。都合の良い術者はキープしておきたい訳なのだよ。

　うん、基本と応用っていうか、灼しやく熱ねつの炎と火力発電で動く精密機器の群れっていうか。そんな関係なのかな？　主従や上下でなく、役割分担って方が近いかもしれないね。

「仮想敵に何を設定したところで、こちらの体制が揺らぐ事は論理的にありえない」

「分かっているよ。だから余裕の態度であれこれ夢想できるんじゃないか」

　くすくすと笑いながら、ボクはそう答えた。

　暗い森の中で、うろちょろと走り回っている小柄な影かげがあった。天邪鬼みたい。こちらを気にしているようなので、軽く手を振ってあげた。

「一〇〇の恐怖を凝ぎよう縮しゆくしてなお余る、このボクという妖怪を組み込んだ『パッケージ』。アセンブルが完了してしまえば、まさしく世界が変わっちゃうよん☆」

　頭の中に、いくつかの顔が浮かぶ。

　一際強く印象に残るのは、やはりあの少年か。

　一度はボクを殺すところまで追い詰めた、唯一の切り札。

　陣じん内ない忍しのぶ君。

「それじゃ、そろそろ王手をかけようか」

　簡単に笑って、ボクはこう促した。




「人が求める恐怖に応え、彼らの声に答えてあげよう」
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　　渇望







『あーあ、最近何でもかんでもため息が出るニュースばっかりだよな。つっまんねえの』




『勝てねえよ。一いつ生しよう懸けん命めいなんてやってるよ、やってこうなんだよ。ここだけ強豪校ばっかりじゃん。地区が違えば予選くらい突破する腕はあるのに、何で僕達たちだけこんな……』




『あのサイト見た？　年ねん齢れいとか資格とか学歴とか打ち込むと、一生で稼かせげる収入を計算してくれるってヤツ。……お前笑えんの？　何でヘラヘラ笑っていられんの？』




『選挙って来週なんだっけ？　何でも良いよ、どうせ何も変わんないんでしょ？』




『勇気なんて、出ないよ。私は男子なら誰だれにでも声をかけられる人間じゃないもん。どうすれば良いの？　結局このまま、ウジウジしているしかないの？　あの人が誰かに取られるまで』




『何だよ、これ、こんなのダメじゃん、偏差値って何なんだよ、こんな所でふるいにかけられたら、後の七〇年とか八〇年とかどうやって生きていけば良いっていうんだよ？』




『やっべー……私の歳だと、もうこんな胡う散さん臭くさい結婚相談サイトでも相手が見つからないや』




『どうしてこんなに息苦しいの？』




『行き止まりしかないの？』




『何か、こう』




『パーッとした事でも起きてくれないかなあ？』




　いいよ。それがキミ達の本当の願いなら、その恐怖スリルはボクが叶かなえる。

　始めてしまったら最後、もう二度とやり直しは効かないんだけどね。













　　あとがき







　そんな訳で五冊目!!

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回のテーマは天あまの邪じや鬼くです。名前だけならオカルトなんて関係のない日常会話にも出てきそうなこの妖怪、でも実際にはその出自は専門家でも意見が分かれていて明確な答えが出ていない……という何とも不思議な種族だったりします。『全てを噓うそで答える偽りの象徴』であるのを考えると、なかなかに印象深い立ち位置だなと思うのですが、皆様はいかがでしょうか？




　一見してエキセントリックな言動が目立つ本シリーズですが、実は、他のシリーズのキャラクターよりも（良くも悪くも）人間的で、『ま、それしか解決策がないんだったらしょうがないよね』で割と状況を流してしまう傾向をつけています。

　今回はそれを特に強調し、『ひたすらに流された結果』と『最後まで抗あらがい続けた結果』の二つを用意してみました。

　中でも特にＡ面、『最悪の終わり』のラストに登場するパーフェクト忍しのぶは、実は想定していた陣じん内ない忍の完成形候補の一つだったりします。彼は最初からヒーローになるべくして生まれてきたのではなく、新たな道に自ら進まなければ（いくつかの諦てい観かんと共に）変化のない人生に留とどまり、道を踏ふみ外せばどこまでも転がり落ちていく『人間』である事を、端的に示せたかなと思うのですが、いかがでしょう？

　妖怪に好かれる体質を作為的に使いこなし、科学技術とオカルトの双方の道を極め、クラスメイトの少女さえ目的のために利用し、たった一人、ヒロインたる座ざ敷しき童わらしとの生活を取り戻すために全てをかなぐり捨て、壮絶な過去を乗り越えてでも悪の道をひた走る……。もう、なんていうか、全体的にてんこ盛りな感じになっていますが、でもこれはこれで、そういうキャラも嫌いではありません。ほら、全部乗せってロマンじゃないですか!!　『高校球児が苦悩しながら少しずつ成長していくような』構成の物語にはあまり似合わないタイプですが、でも『伝説の殿堂入り選手の武勇伝』的な構成の物語にも、丸っきり違った楽しみがある訳で、本質的に両者には甲乙なんてつけられないと思うのです。こういう、系統の異なる面白さを内包・許容できる幅の広い箱庭というか、世界観を作れればなあ……などと思っている次第であります。

　そして今回のお話では、結果『そうならなかった』のはプリインストールされている素養や才能によるものではなく、作中の『人間』が自ら選択肢を選んで互いに影えい響きようを及ぼし合う、その強さによるものだ、というのをやりたかったのです。




　あと、大きな目玉としてはシンガーソングライアーでしょうか。もう、今は楽曲の自動生成ソフトくらいは珍しいものではなく、小説を機械的に組み上げるプログラムもそろそろ開発の目め途どが立ちつつあるそうな。作り手からすると、自分で苦労して作らないと喜びも半減しそうだな（というか、自分で書いているから続けられるのにな）、という想おもいがない事もありませんが、でもパソコンを使って漢字の変換候補を見ながら文字を打ち、ネット経由で瞬しゆん時じに編集部へ原げん稿こうデータを送れる今の世の中だって、かつての文豪と呼ばれた方々が見れば、怒るのを通り越して呆あきれるほど便利になっているんだろうなあ、とも思う訳です。

　それに、自分の扱う分野以外であれば（例えば気軽に映画を作りたい、野球やサッカーの試合でドリームチームを作りたい、など）普通にすんなり受け入れられるので、多くの人にとっては『気軽に小説』だってポピュラーな欲望なのかな？　と結論し、『さらに一歩か二歩進んだもの』を作中に登場させてみました。もしもこんなサービスがあったら、皆様の食指は動きますでしょうか？




　その他、Ａ面、Ｂ面の二段階構成や、ギミックの一いつ環かんとしてＡ面のキャラクターの言動に敢あえて違和感を与える、たとえ主人公でも簡単に死ぬなど、何気に他のシリーズではできない事をポンポン投入しています。『ああ、こいつ、活き活きしてやがるな……』と思っていただければ幸いです。『あれ？　これって何で他のシリーズではできないんだ？』というのが推測できるようになれば、『通』の仲間入りかもしれません。




　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。カジノ、鉱山、空港、豪華客船と、カラーの異なるロケーションが多くてイラスト的にも大変だったのでは、と思います。今回もありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。何気にけち火はレアだったかな、と思うのですが、いかがでしたでしょうか。まだまだ作品の中に出してみたい妖怪はたくさんありますので、今後もお付き合いいただけると嬉うれしいです。




　それでは、今回はこの辺りで。




　今回の難産はＢ面ラストの具体的な『証明手段』でしたよ


鎌かま池ち和かず馬ま
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鎌かま池ち和かず馬ま

南国のリゾートなんてホント縁がないので、せめて夏の日に撮った青空で必死の抵抗。び、ビルの谷間だろうが金持ちリゾートだろうが、大空に貴賤はないはず……!!
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イラスト／真ま早はや

Ａ面ラストの忍くんが羨ましすぎてどうにかなりそうです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係
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「陣内忍の黙示録　Ａ面　OP_code"Personal_apocalypse".」

（2014年７月～「鎌池和馬10周年!公式サイト」にてweb連載）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「Notice//」「陣内忍の黙示録　Ｂ面　OP_code"Rail_song_jail".」「PACKAGE_console_system_Ver.010.56.」「渇望」は書き下ろしです。
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インテリビレッジの座ざ敷しき童わらし⑤








鎌かま池ち和かず馬ま
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